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床ずれの発生は、烏所皮蕗に加わる長時間

の圧迫による阻車性壊死に起因するとし、われ、

長期臥床者の沫ずれ予訪に当っては、べ、ッド

(マット等)上での皮!蓄に加わる体圧の分布と

それに伴う血流障害を記握してから予訪具を

選ぶことが大切です二

マットfEが表示されます二

盤警翠

緩塁翠

新発売の RBエアーマットεt.:h~) は、新素

斡設計による「グリーンマッわと圧力計内蔵

による新型送誕装霞「しずか」との組み合わせ

て:マット圧も巾広〈設定・調整がて、きま土

さらに、RB体夜計の併用により、患者の局所

在チェックができれば、持癒予防法万全て、七

※詳しくは、カタログをご参照悪質います二

間8200-綾部(グリーン)マット
感触・軽量・E耐久性を満足させる強力

レーヨン塩ビ張りを素材とし、保守

ット価争各￥82，000

発売元 題臓器製薬(鞠特銀部底諜呉諜芸品詰iiZ鴇?議;



r砂+ゆ+。
令
第悶盟国本看護研究学会総会…勺

4 
も

4 
も

+ 
争

4 
。

も骨4渉....-....-.... 崎修司昏4砂骨砂+ゅ

会 長成田栄子

会期 平成5年7月初日(金〉・ 31日(土〉

会場 熊本市民会館

〒860 熊本市経町1 3 

TEL 096-355-52R5側

事務局 熊本大学教育学部看護科教室

〒860 熊本市議髪2…40-1 

TEL 096-344-2111 

(内線2562)

FAX 096-343-1800 



会運営についてのお顕い

運営が丹滑に進行しますよう，下記について皆様のご協力をお顕いします。

1.参加登録と受付

。受付は，第 1会場(市民会舘正面入口)で，学会第 l尽(7月初日)，第2日c7月318)

とも， 8時30分より行います。

2 )当日参加受持をされる方は，受付で学会参加饗8，000丹(担し， 2，000問:学生誌を

お訴し下さい〉を紋めていただきます。参加費約入者lこは引き換えに領収証を兼ねたネー

ムカードと，資料袋をお渡しいたします。

3 )既に参加費を綿入された方は，事前納入者受付でネームカード(兼領収証〉の半券資料

引換券により，資料袋をお受け取り下さい。

4 )ネームカードに所属・氏名を記入の上，皇室料袋の中に入っているネームプレートに挿入

し，学会会場では必ず1i:s留におっけ下さい。

;ー穀演器演者および繋疑討論の方へ

1)口言葉時間

一般演題の口演時間は 7分です。時間を鼓守して下さい。斜線時間 l分前に青ランプ，

時間終了時lこ赤ランプをつけます。時謂鵠過の場合に

とがありますので，あらかじめご了承下さい。

から発表中止を申し入れるこ

2 ) 

・各演題の討論時間は約 2分です。各群の討論時間の配分は盛長にお任せ下さい。

-追加発表(1分以内，スライド可〉を の方はあらかじめ各会場の討議採に申し出

て下さい0

・笠疑・応答の場合はE室長の指示を得て，発言の前にまず所属・氏名をはっきり述べてか

ら発言をして下さい。なお，質経・応答はテープにとりますので， 舟のマイクを必

ずお使い下さい。

・追加発表，費疑発言をされた方は発言後，直ちに内容要皆を質問摺紙に200字以内にまと

めて，所属・氏名・発表瀦題番号を明記のうえ討論係に提出して下さい。また読者は質

疑への自答発言について鋒壇後患ちに護軍して提出して下さい。

3 )口議内容の原稿

ー穀漬題は口演を1，200字 (400字躍璃用紙3枚)以内にまとめた要旨を発表部分訴までに

各発表会場のスライド受付に提出して下さい。(提出された発表・発言の要旨は学会記事

として医者研雑誌に集録します〉

4)スライド

・スライド(ライカ版35鶴田)の使用は…穀譲題では10枚以内とします。プロジェクターは

各会場 l会準備します。

・間じスライドを 2度以上使掃されるときは，別々にご用意下さい。

・スライド映写は読者自身の合図によって行います。 rスライド次Jあるいは「次のスラ

l 



イド」と指示して下さい。

・スライドは各群口演開始30分前までに各発表会場のスライド受付に提出して下さい。

朝発表される場合は午前8持30分より受け付けます。

・スライド提出の際は，槙者自身で備え付けのフレームに入れ， 11醍番，方向を確認し，ス

ライド引き換えカードをお受け取り下さい。

・スライドは，口演終了後 1時間以内に各発表会場のスライド受付で引き換えカードを提

出し，お受け取り下さい。

5 )次漬者の方へ

次演者は発表の10分前までに次損者席に着席して下さい。

3. 麗長へのお額い

1)康長氏名はプログラムiこ掲載しでありますので，各群関蛤の10分前までに f次臨長j詰j

にお著き下さい。

2)各群の持ち時間を厳守して下さい。

4. シンポジウム，教育講演，特別講演の演者および震疑討論の方々へ

1)スライドはライカ版 (35間部)とし，プロジェクターは 2台2面とします。

2 )演者は講演終了後に掠稿用紙にまとめた講演内容を進行係に提出するか，または，学会

終了後2週開以内に学会総会事務局にご送付下さい。質疑への回答発言については障壇後

護ちに整盟して提出して下さい。

3 )費疑発言をされた方は発言後，謹ちに内容要旨を質問吊紙iこ200字以内にまとめて，所麗・

氏名・指名講師を明記のうえ討論係に提出して下さい。

5.懇親会のご薬内

学会第 l日目終了後，懇親会を関縫いたしますので是非ご参加下さい。

1)日時 平成5年7月308 18 : 00~20 : 00 

2 )場 所 ホテルキャッスル (2借キャッスルホール)

3 )会 費 5，000円(会費は学会参加費と伺時にお支払い下さし、。当日参加も受け

付けます。領収証と名札鮎付用の青いシールをお渡しいたし

ます。)

※ なお，郷土芸能山鹿灯篭おどり・おてもやんおどりを準綴しております。

6. その他

2 

1)看護学関係閣書・教育機器等を展示会場で展示します。

2 )非常の場合には，係員の指示に従って下さい。

3 )連絡板をロビーにご用意します。会員相互の連絡にご利用下さい。

4 )会場内の呼び出しは涼刻としていたしませんが，緊急時は正面受付の総合案内にお申し

出下さい。

5 )その他ご不明の点は，総合案内または各会場係長にお尋ね下さい。
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〔会場までの交通案内〕

会場熊本帯民会館

熊本市桜町1-3 

• J Iミ熊本訳から市議利用の場合

健軍行または水前寺体背蕗前行

熊本城下車一一徒歩1分

⑧車内パス手IJ用の場合

交通センター下車一徒歩2分

;主主

高
点
水
前
寺
公
関

ル
キ
ヤ
ツ
ス
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プ ロ グ 日フ ム

7 fo} 30日(金)一第 1日一

8: 55 開会の辞 会長成出栄子

9: 00 一般漬題発表 (第し第 2，第3，第4，第5会場〉

11 : 50 奨学会研究報告

「高齢者の文化適応状態の指標としてのMHLCスケールの有用性についてJ
筑波大学窓療技街続期大学部山本亨子

艦長千葉大学土躍尚義

12 : 20 昼食・休憩

13: 20 B本看護研究学会総会
。議事

。日本看護研究学会奨学会奨学金授与

14: 10 休憩

14 : 20 会長講漬

「地域における看護活動の視点」

会長熊本大学成田栄子

藤長兄厚生省看護研修研究センタ一所長伊藤暁子

14: 55 休憩

15 : 00 教育講漬(第 1会場)，一般漬題発表(第 2，第 3，第4，第5会場)

f看護研究のサイエンティフィック・ロマンJ
近畿大学早川和生

座長千葉大学前捺澄子

16: 00 休憩(第 1会場)

16 : 05 教育講議

「審議教育私論J-他専門領域との比較においてー
前熊本大学木場

座長東日本学園大学松関淳夫

18: 00 懇親会 ホテルキャッスル (2賠キャッスルホール〉

6 



7 ~31 自(土〉ー第 2 日一

9: 00 一段演題発表 (第 1，第2，第3，第仁第5会場)

10 : 20 休憩(第 1会場のみ〉

10 : 30 (第 1会場〉

rCAREを拡げる ーその接点とデータ処理の関連を中心に一

12: 00 墨金・休憩

13: 00 特別講演

f人間の心を着るJ一人生常に

14: 30 休憩

14: 40 シンポジウム

とりーダーシップj

援師会病読の看護部長として

地域看護のリーダーとして

看護識の施設長として

としてのリーダーシップ

広島大学野島良子

謹長神戸大学新選

熊本県立劇場舘長鈴木

感長熊本大学佐々木光竣

の新たな接関を考える一

司会 千葉大学草刈

熊本大学井上範江

熊本市陸部会地域藍嬢センター

熊本市立熊本保鍵所 飯JlI貞子

特挺養護老人ホームさくらばホーム 謬井紀子

東京都老人総合研究所 鐘部ケイ

ヒューマンスキルとしてのリーダーシップ 熊本大学吉田道雄

17: 00 額会の辞

麗本:看護・ -教育図審関係，看護援護用呉・機器・教脊機器等の麗え誌を行います。

7 



111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 7月30臼(金)一第 1日-111111111111

よよ 第1会場 第2会場 第3会場

(大ホール) (大会議家) (第5・6会議室〉

8 : 55 開会の辞

9 : 00 一般演題 一綾演題 一般演題

第l群 1-4 臨床看護I 第5群 18-21 臨床看護V 第9群 36-39 ~雪議教育 I
--...-・* ・・・...噂妙輸鳴ーー '・・・骨晶・ -.......圃私・ v・・ ・滞

第2群 5-8 箆床看護日 第6群 22-26 ~お床看護VI 第10若手 40-44看護教育E
亭..晶、...-合唱晶晶眉晶 ー・内骨、，唱備も.. 層圏・・晶司 合唱晶晶'ー仲岨ー 命令........帳、・ゅ

第3若手 9-13続床看護班 第7群 27-29臨床審議vn 第11群 45-49看護教育班
骨骨骨----・眉司晶戸晶晶骨骨骨柄合合喧‘・亭...楠 .....  a‘司争 4四期+、昏唱内‘‘戸 4 ・ 桶噂婚前喧合唱‘'晶‘

第4群 14-17臨床看護IV0 第8群 30-35態床看護凋 O ~12群 50-53 看護教育IV
...ト仲 ・，・・‘骨骨油合・・晶惨禍骨‘・・ 輪唱内...・・妙輸母+も‘・‘明母嶋一・亭ゆ鳴梶酔守的合，

11・ 50 奨学会研究報告

12 : 20 主主 食 . 休 憩

13・ 20 日本看護研究学会総会

14 : 10 休 慈

14 : 20 会長講演

14 : 55 休 憩

15 : 00 教育講演 一般演題 一般演題

講師早川和生 第20群 88-92臨床看護IX 第24群 104-108看護教育V

16 : 00 休 憩、(第1会場) 第21群 93-96臨床看護X 第25苦手 109-114看護教育VI

16・ 05 教育講演 第22群 97-100臨床看護苅 第26群 115-118看護教育vn
講師木場富喜

排除鳴命令 司晶 晶

第23群 101-103続床看護XII

18・ 00 懇 親 会(ホ テルキ ヤ 'Y スル〉

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 7月31毘(土)一第2B-1I11111111111 

よよ 第1会場 第2会場 第3会場

(大ホール) (大会議室) (第5・6会議笈)

9 : 00 一般演趨 一絞演題 …般演題

第34群 151-157看護管怒V 第35群 158-161態沫看護X罰 第39群 176-181看護教育vm

第36群 162-165臨床表護XIV 第40群 182-185看護教育政
・・噂砂時鳴・‘』恒司

10 : 20 休 憩 第37群 166-170臨床看護XV 第41群 186-189看護教育X
_.__.-ーー‘ー酔 ・ー戸ー‘......合唱晶，・圃

10 : 30 教育講演講師野島良子 第38群 171-175 臨床看護X\~ 第42群 190-193看護教育刃
ミb

12 : 00 盤 会 . 休 ;強 〆らそ¥

13 : 00 特別講演議獅鈴木健ニ

14 : 30 休 憩

14 : 40 シンポジウム

17: 00 際会の辞

8 



111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

第4会場

(第7会議室〉

第5会場

(第寺会議釜)
展示会場

一綾演題 一綾演題

第13群 54~57 看護基礎 1

第14苦手 58~62 審議議礎E

記号 63~66 者一一二[点字二有で淳一平?
第16群 67~71 看護基礎N 01 示

JfJ:食・休憩

一絞演題 1 綾演題

第27群 119~124 審議議礎v I 第30群 135~137 看護管怒 I

第28群 125~130 審議議礎VI I 第31群 138~141 看護管潔宜

第32若手 142~146 看護管潔滋

第33群 147-150看護管潔N

懇 緩 会 〈ホテルキャッスル)

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

展示会場

一殻演題 一段演題

第43群 194-198看護管理VI 第47群 211-215その他Z 展

第44群 199-203審議管室雲寺宜 第48群 216-220その他H

第49群

刀ミ

会 体 議

5 



1IIIIIIIIIIItIIIIII一般演題 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 7月30自(金)11111111111111111 

O第 1会場。

く第 1群〉 臨床審議1 1~4 9 : OO~ 9 : 40 

10 

麗長熊本大学医学部間属錆院高宗和子

l 在宅駿索擦法患者介護者の介護継続意欲に関連する要因についての検討

宮崎県立競暁 O岩坊由美子

熊本賎立保健学院加納笹子

識本大学教育学部看護科河瀬比佐子

熊本中央病院域慶子積田雅世吉田浩美

2 HOT患者のQOLと不安・抑うっとの関連についての検討
熊本中央病院 O潰思雅世吉信浩美域
神奈111県立こども罵療センター 内村真理子
窟児島県立市来農芸高等学校丸田晶代

熊本大学教育学部看護科 持議比佐子

3 腹腔鏡下関嚢摘出術後患者のQOL 開腹的胆嚢掲出箭との比較検討一
長崎大学医学部前議病院 O松下紀子末永良子松尾直美

松武滋子喜多泰子

4 胃切i徐患者の退院後における食生活の指導効果一退院後の患者への実態謁査より

<第2群〉 臨床審議E

青森市民病院6階眼精棟。木村悦子三津谷由記子工藤淳子
山口ゆきゑ子

5~8 9 : 40~10 : 20 
産長東京大学監学部健康科学・看護学科金川克子

5 乳房手術後患者のQualityof Life 

法城県立岩瀬高等学校 O米関鶴子

弘前大学教育学部看護学科教室木村紀美米内山千賀子

福島松郎

6 喉頭会擁慌を受けた患者のQualityof Life 

札幌臨科大学問罵総合梼院 O守躍有紀
弘前大学教育学部看護学科教室木村紀美米内山千賀子

揺島松郎

7 消化器疾患患者のQOLに関する検討
昭和大学的罵鷺洲病院 O杉山外美

千葉大学看護学部F付属看護実践研究指導センター 土麗尚義
金井和子

8 ロ控外科手術後患者の臼常生活状況に関する検討
北海道大学歯学部開属病院 O藤巻雄子
千葉大学看護学部附属看護実誤研究指導センター 金井和子

土屋尚義



1111111111111111111一段演器 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 7月初日〈金)11111111111111111 

く第3群〉 蕗諒饗護m 9 ~13 10 : 20~11 : 10 

弘前大学教育学部看護学科福島松部

9 る嬰砲の検討

札緩臆科大学長学部開属持説歯科口控外科看護家

。真由伸技野尻美八子浜額二子尋

村菜諮子屋器密琴代平壌サチ

間部シゲ子

10 喉頭摘出鋳を受けた患者の心理過稜に関する研究(1) 一失声の認識と，失荷受容の契機一

札藤監科大学竪学部樹}議競疑

。坂谷内敏慈 南堅手ま保英 大王手弘恵

鳥山さゆり お丸幸子天神林景子

幾世みはる 加藤由美子

UJ回一朗

11 喉頭摘出箭を受けた患者の心閣議程に関する研究 (ll)一失声に対する患者の気持ちの議時的変化一

札議寵科大学医学部締属病説。議摩有保美 坂谷内敏悪

大王手弘恵、 鳥山さゆり

天神林景子

畿世みはる

出昭一館

12 喉頭摘出議を受けた患者の心部畠翻こ関する研究(磁) ー患者心理の鴇迭と，その議時的変化…

。出昭一朗

札貌援科大学藍学部附!議爵段南摩有保美援谷内敏窓、

大平弘議鳥山さゆり

天禅林最子

幾tをみはる 加藤由美子

13 咲頭擁出読を受けた患者の心理過翠に関する研究 (IV) ーコミュニケーション手段の現状と，

それに対する構足度…

札鏡竪科大学援学部締属病説 。大王手弘惑 坂谷内敏慈

商摩害保美鳥山さゆり

天禅林景子

幾世みはる 加議由美子

札親探科大学保鐙寵療学部署護学科 山由一観

11 
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く第4群〉 臨床看護W 14~17 11 : 10~11 : 50 

12 

産長兵庫県立看護大学近田敬子

14 看護者の特性による観察内容と傾向

横浜市立大学医学部F付属講読 O松井洋子 丹下幸子

平井さよ子

東京大学大学院閤際保健計画学西垣克

15 看護嬬の観察能力についての一考察

臼本春護協会看護研修学校 O広瀬信子鈴木文江

東京女子医科大学看護短期大学河合千恵子尾岸恵三子

千葉大学看護学部附属看護実践研究指導センター

土展尚義金井和子

16 精神科看護従事者の患者靖報の収集とその活躍に関する態度分析…アンケート資料に基く統計学

的検討一

琉球大学医学部保健学科 u"l日貞親 金武直美

久留米大学大学院(健康科学担当) 福崎哲

17 狭心症患者に対する内科・外科病棟5JIJの議接的看護行為の額向

近畿大学医学部前鼠病競看護部 O片山美子 野木幾世

山崎弘江

近畿大学医学部公衆衛生学早川和生

近畿大学医学部開属病院医事課森本敬意
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。第 2会場。

く第5群> 蕗床看護V 18~21 9 : OO~ 9 : 40 

弘前大学教育学部看護学科木村紀美

18 t，受性関節リウマチ患者の心理について

弘前大学教育学部看護学科 O山本真理
黒江清部

鈴木光子

19 髄性関節リウマチタト来患者の生活支援に関す

東京女子底科大学看護短期大学 O河合千恵子

東京女子援科大学謬療病 1)ウマチ痛嵐センター

菊地チトセ 大山晴美足立説子

千葉大学看護学部附属審議案銭研究指導センター

金井和子

20 f曇性挟患患者のセルフケア行動とコーピンクゃの関連性について一脳援護を発癒した患者の生活指

導を通して

北海道大学援護技街穏期大学部看護学科 O矢野濯番

北海道騒神経外科記念競説 山本良子

21 ステロイド剤J1R用患者のMMPI性格テスト

山口大学援学部締属病読 有好和子片山利枝

辻矧博子

ンター

金井和子

<第6群〉 臨5革審議VI 22~26 9 : 40~10 : 30 

盛長京都府立軍科大学援穣技術短期大学部 玄田公子

22 寵床における体強測定の再検討 その 1 体混翻定の控器づけと鰐題点

東京慈恵、会匿科大学医学部看護学科 O芳費佐和子 朝比奈佳代

吉武香代子

23 鵠床における体混測定の再検討 その2 体温iJ{ll定の現状

東京議議会医科大学援学部看護学科 O輯比奈能代 芳賀佐和子

吉武香代子

24 鼓摸体議計による測定{践の基礎検討

一早朝・高視浴実験から口腔温・絞寵温を比較して

北海道大学医学部到す嬬病読登別分説 。坂本治子 成田月

和島単語

13 
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25 抗癌剤投与時の脱毛予坊に対する試み (3)アイスキャップiこ使用する食塩水と消毒用エタノー

Jレの混合割合についての検討

神戸市立中央市民病臨 O後田礼子井上貴美子 岡鶴美晴

竹野裕美 w本春美
神戸市立看護短期大学平田雅子

26 抗癌剤投与時の税毛予訪に対する試み は)アイスネャップの改良と頭部冷却がパイタルサイン
に及ぼす影響

神戸市立中央市民病院 O井上貴美子後田礼子 関崎美晴

竹野格美山本春美

神戸市立看護短期大学平田雅子

く第7群〉 語床審護VlI 27~29 10 : 30~11 : 00 

座長北千住老人訪簡看護ステーション 宮崎和加子

27 祷嬢予坊ベットの有用性の検討(第2報)一成庸の湿潤度，皮膚混，体圧の経時的変化からの分

析-

山口大学医療技術短期大学部 O松永鶏生東玲子稲羽鶴子
兵庫県立春護大学 JII口孝泰

千葉大学看護学部附属看護実践研究指導センター 阪口禎男

28 広範臨重症熱傷患者における体位変換の看護用具の考案 (1)側猷位題定用具楽々(らくらく)帯

の作製

神戸市立中央市民病院 O藤井美穂小椋君子今木依子
福崎友子JlI上英知子義諒奈美子
片関フサ江

神戸市立看護麗期大学平田雅子

29 広範臨重症熱傷患者における体位変換の看護用具の考案 (2)楽々帯の力学的検証

神戸市立中央市民病読 O義掠奈美子今木依子播崎友子
藤井美穂JlI上美知子小掠君子
片間フサ江

神戸市立看護短期大学平田雅子

く第8群> 臨床看護漉 30~35 11 : 00~12 : 00 

14 

藤長札韓医科大学保健援療学部鬼牒彩

30 糖尿病患者の自己管箆状況とエゴグラム

武庫川看護等門学校 O加藤盤

熊本大学教育学部看護科花田妙子

31 外来種球病患者のニーズに関する一考禁

蚊阜大学医学部F付属病践 O熊鵠佳津子
千葉大学看護学部閉属看護実践研究指導センター

土麗尚義 金井手口子
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3泣2 穣尿?梼謁態者の家族的および

{他山台市5立Z痛設 O竹本白香盟

弘前大学教育学部看護学科教室鈴木光子工譲せい子

黒江靖郎

33 籍球梼患者の食事援法に対するストレス認知とコーピング

リアンナ医科大学横浜市西部講説 。中村美幸

東京女子俵科大学看護鎧期大学村本淳子

34 糖援病患者指導における看護婦の臨床判断に関する一考察

新潟大学法学部附議病説 。丸山栄美子

千葉大学看護学部開属看護実誤研究指導センター 草刈j淳子

東京女子法大看護短大安駿史子

35 簡易蕗糠総定器グルテストEとエクザクテック 2の箆用経験

長縄大学恕鐙技能短期大学部 O揺山由英子西出久美子

j諮問秀子勝野久美子

大壕鍵作

15 
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。第 3会場。

く第9群> 審議教育I 36~39 9 : OO~ 9 : 40 

座長愛知県立審議題期大学山口綾子

36 看護学生に対する文献検索指導一文献活用能力の向上をめざして一

旭JJI赤十字看護専門学校 O桜井美貴菅野静子登尾公子
一ッ森栄子

37 学生の授業への反応に関する一考察 出席カードの感想文の分析を通してー

日治癒科大学看護短期大学 O大久保祐子松田たみ子

小幡セイ

宮暗黒立看護大学設立準備室 田口ヨウ

38 r遊びJへの理解を深めるための授業方法についてほ)
大津市民病院附属看護専門学校 O藤昭さゆり 大山由紀子

滋袈県立短期大学泊祐子宇都宮栄子

滋賀県立看護専門学校北村隆子

筆頭高等看護学説小関喜美子

39 小児の発達評価とアプローチに関する研究(1)…発達スクリーニング検査とムーブメント教育に

おけるアセスメントを比較して

臼本大学涯学部開罵看護専門学校 O関本恵理
嬰母女子短期大学 江本芙沙子

く第10群> 審議教育B 40~44 9 : 40~10 : 30 

16 

藤長高知女子火学家政学部看護学科大名門裕子

40 龍床実習における評価に関する研究(2報)一実態調査による形成的評価の現状分析一
盟母女子短期大学 O松村恵、子
東京大学大学院罰捺保健計題学 ~垣

41 小児看護学実習と自己評価についての研究

愛知県立看護極期大学 O岡本淳子ニ宮啓子山口桂子

42 看護学生の劣等感と自己評価的意識

東京都立医療技術短期大学 O佐藤みつ子森千鶴
千葉大学看護学部附属看護実践研究指導センター 内海混

43 鵠床実習における看護短大生の学年次別交流分析時間の構造化分析

秋田大学医療技術短期大学部 O松尾典子
千葉大学看護学部前属看護実践研究指導センター 内海混

44 衛生看護専攻科学生の行動特性と実習記録，成績評価との関連

加盟国女子高等学校衛生看護専攻科 O楠内さゆり
千葉大学看護学部時属看護実践研究指導センター

土麗尚義金井和子
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く第11群〉 看護教育滋 45~49 10 : 30~ 11 : 20 

座長神奈川県立籍金短期大学森田チエコ

45 審議学生の職業的関一性形成に関与する要因の検討 一間一性拡散に焦点、を当ててー

神奈川県立衛生短期大学 O松下出美子

東邦大学底療短期大学荒木美千子

46 話我間一性に関する研究 議業的関一性形成について(その 2)

名古屋大学医療技能短期大学部 O安藤詳子
千葉大学看護学部時籍者護実銭研究指導センター 内海、混

47 男子学生による看護職選択の動機…女子学生との比較一

東京援科歯科大学保健衛生学科 O波多野梗子 斎藤やよい
埼玉県立衛生短期大学小野寺社紀

48 現代看護学金の職業的鵠犠意識について一読後感想文の分析から

東京竪科大学護ケ諾競践 0>>産設久美子

千葉大学看護学部昨属審議案設研究指導センター 鵜沢陽子

49 TEGよりみた学生の自我扶態の頗向一助接揚学生と看護学生の比較一

金沢大学援壌技術領期大学部 O坂弁明美
千葉大学看護学部開属看護実践研究指導センター 阪口被男

く第12群〉 審護教育lV 50~53 11 : 20~ 12 : 00 

宮腰由紀子

50 審議学生と大学生の主体性・創造性の比較…EPPS性格検査と独自性欲求尺度から一

横浜市立大学医学部付属高等審議学校 O森山比蕗美
神奈川県立藷生短期大学 野口多恵子

51 看護学生の学審様式の分析

52 と自己教育力

東邦大学監嬢趨期大学 O松寄英全
者UJ学説大学教育学研究科瀧滋子

東京都立援療技街器謡大学 O森千鶴佐藤みつ子
千葉大学看護学部附属看護実践研究指導センター 内海混

53 看護学生の行動特性と性格特性の関連について

金沢大学農学部F付属病院 O河村ー海
千葉大学看護学部開属看護実銭研究指導センター

土慶尚義金井和子

17 
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。第 4会場 O

く第13群〉 看護基礎I 54~57 9 : OO~ 9 : 40 

盛長関山大学医嬢技術短期大学部高田部子

54 修身教科書にみる大正期の看護教育思想

福井県立短期大学 O上関澄子

千葉大学看護学部附属看護実践研究指導センター 鵜沢陽子

55 江戸時代末期より賢治初期の競婆教育…長谷川泰と東京府間の往密文書と他文献より
山形大学匿学部者護学科高橋みや子

出 家族制震が f子産みJにもたらした影響の礎史的変遷について…法務IJ史の観点より一
山口大学窓競技術短期大学部 O穐村部代
千葉大学看護学部F付属看護実践研究指導センター 鵜沢鶴子

57 三三重県志摩地方における産管風俗とその変容一開業劫産婦のかかわり一

三重県立看護短期大学 O坂口けさみ 深津充代詩水容子

橋美智子

く第14群> 看護基礎H 58~62 9 : 40~10 : 30 

臨長千葉大学看護学部附属看護実誤研究指導センター 金井和子

58 涯療場面における言語量の研究VI 一第2沈黙時間の検討一

秋田大学涯療技術短期大学部看護学科 山本務員せ

千葉大学看護学部陣痛看護実践研究指導センター O内海 混

開設触の研究(第2報)…対人的議触における意識の構造一

北海道大学監療技指短期大学部 O宮島直子
千葉大学看護学部附罵審議実銭研究指導センター 内海混

60 遅延性意識障害患者の五感刺識を組み入れた生活行動援助を行なって
健和会みさと健和病院 O佐藤菊枝

61 患者の安寧に関する研究の分析一臨床看護研究における研究上の鐙先顕位

神奈JlI累立衛生短期大学 O森田チエコ

62 当センターにおける看護萌究に対する意識と問題点

杏林大学竪学部附罵病院 O谷井千鶴子
千葉大学看護学部附属看護実践研究指導センター 板口禎男

く第15群〉 看護慕礎孤 63~66 10 : 30~11 : 10 

18 

箆長兵庫県立看護大学JlI口孝泰

63 看護動作と姿勢ーベッドメーキングにおいてー

大阪市立大学医学部附属看護専門学校 O玉上麻美
千葉大学審議学部附麗看護実践研究指導センター 阪口誼男

東日本学盟大学福祉審護学部松陪淳夫
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64 人関工学的側面からみた窓正測定時の看護者の行動特性(第1報)動作時間の分析から

愛知みずほ大学

。村本淳子金沢トシ子

阿部典子行法栄子

鈴木玲子顕津島子

f待合千恵子

65 人間工学的関揺からみた血圧概定時の審議者の行動特性(第2報)動作の/1頃序性の分析

東京女子医科大学看護鑓鰐大学 O阿部典子村本淳子

金沢トシ子行広栄子

鈴木玲子鶴湾f尚子

愛知みずほ大学

部看護技術と手掻の運動性との組閣に関する掛究

待合千恵子

大阪府支公衆衛生専門学技 O床留弘子

く第16群〉 67~71 11 : 1O~12: 00 

座長東京女子医科大学看護短期大学河合千恵子

67 身体に接散する器具の温震に関する研究一授産保掻の有無とトイレイメージー

関山大学援穣技鮪短期大学部 O池田敏子近藤益子高田節子

68 排浩動作の生理的彰響と安楽性について一洋式授器と和式捷器を比較して

大絞市立大学涯学部隙j選者護専門学校 O吉村弥頭子
説-l-品諌乏鵠品ず市糾開設立鴇ゆ口会吋拘出掛」ンター 阪口禎男

69 吉ii践位洗髪時のパイタルサインの変化

弘謡大学教育学部署護学科 O青木涼子工議せい子

間部テル子

70 ドリンク強壮荊の諮台昇陣運動中の心拍数および顕在に及ぼす影響

{言111大学監諜技術観期大学部 O箕輪有希子
小林史乃犠箸騒哉

増田敦子

71 トレンデレンブルグ体位が尿中Na排濯に及ぼす彰響 (2)

。箆賠貞代長龍節子

東京大学大学韓国欝保健計語学 西塩

19 
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。第 5会場<>

く第17群〉 老人看護I 72~76 9 : OO~ 9 : 50 

座長東京大学罷学部健康学科・看護学科南沢汎美

72 老人の心理的援助の検討ーヱゴグラムを活用して一

73 高齢者の生活環境とモラール

藤田保鍵衛生大学衛生学部衛生看護学科 O山口恭代 谷口ちえ
筒井裕子

虎の門病院分続 O遠藤恭葱

弘前大学教育学部大串靖子鈴木光子

74 老人入院患者のADLの能力および意欲に関する検討

昭和大学病院 O矢崎美智子

千葉大学看護学部時騒看護実銭研究指導センター

土屋尚義金井和子

75 老化に関する患者の自覚と看護婦の把撮

東京大学医学部附属病競 O北原孝子

千葉大学看護学部附属看護実践研究指導センター

土罵尚義金井和子

76 高錨者のストレス尺度作成の試み

東京慈窓会医科大学付属背戸病院 O田中キミ子

く第18群> 老人審護H 77~82 9 : 50~10 : 50 

鹿長金沢大学医諜技術結期大学部泉キヨ子

77 T市の在宅介護老人の実態に関する検討

岐阜匿療技術短期大学 O内山尚子
千葉大学看護学部補属看護実践研究指導センター

金井和子土曜尚義

78 高齢者の在宅療養における病院からの訪問看護

公立雲高総合病院(島根県) 0中谷久恵

79 訪問回数による保鍵婦の業務評価は可能か

キし親子存中央保健所 O山部律子
札韓医科大学保健底療学部看護学科 山田一朗

80 老人保健施設の看護機能に関する一考察

虎の門病院 O池之上典子

弘前大学教育学部大串靖子鈴木光子

20 
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81 特別養護老人ホームにおける介護職員のストレスに関する研究

82 介護福祉士の教育に関する

<第19群> 老人審議蕊 83~87 

東京都老人総合研究所看護学部門 O巻田ふき

東京都立罷譲技続短期大学 C森下節子生藤みつ子森千鶴

東京都立広尾審議専門学校小池妙子

10 : 50~ 11 : 40 

盛長滋袈援科大学髭学部笥井裕子

83 老人の骨折予訪に関する訴究…骨訴老人の接地足跡と重心動揺の検諒一

金沢大学霞療技能穏期大学部 O平松知子泉キヨ子 山上和美
内議混泉諸説

東京大学医学部鍵藤科学・看護学科 金JII克子

84 老人の転傍j予拐に関する基礎的研究一入説高齢者人と鍵綾老人の重心動揺の比較一

金沢大学援接投続短期大学部 O泉キヨ子 UJ上和美 平松知子

内議議泉病院

85 老人在宅介護に関する

大薮医科大学的属競技 O辻毘敦宏

千葉大学看護学部時属審議実践研究指導センター

金弁和子

86 者護婦の老人の見方に関する研究一老人看護研修生レポート記述内容の分析から

日本審議協会審護誹諺センタ-籍、本弘子柴田レイ

87 看護婦の老人に対する態度とそれに関連する

東京大学窪学部縫蔑科学・ Oi菊沢況美

21 
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。第 2会場。

く第20群〉 臨床看護IX 88~92 15 : 00~15 : 50 

座長熊本大学院学部附属病院渡議宣子

88 高齢者における術後精神症状のアセスメント

東京慈、恵、会陸科大学鮒属病院 O森三枝子
千葉大学看護学部附属看護実器研究指導センター 阪口禎男

89 1 CUにおける術後精神症状に関する検討

神戸大学歴学部附属病読 O小田千鶴子
千葉大学看護学部附縄看護実接研究指導センター 阪口禎男

90 食道癌における街後せん妄と術前不安ならびに性格特性との関連

近畿大学匠学部 O横山美江
大甑大学医療技術短期大学部松木光子城戸良弘大谷英子

大甑大学監学部境鯖均森武貞

大阪大学竪学部開属病院菅田敦子三谷郁子勝元栄美

91 食道蕗における術後せん妄とサーカディアンリズムとの関連

大阪大学藍療技術短期大学部 O大谷英子松木光子域戸良弘
近畿大学罷学部横山美江

大阪大学涯学部F付属病読萩諜さがみ水谷綾子菅田敦子
今中秀光妙中{言之

大阪大学医学部杉田義郎塩鯖均森武貞

92 食道癌街後せん妄の発生要因に関する研究

大阪大学藍療技術短期大学部 O域戸良弘松木光子大谷英子
近畿大学医学部横山美江

千葉大学看護学部開属看護実銭研究指導センター

土屋島義金井和子

大阪大学医学部隙扇病院菅田敦子水谷綾子妙中信之

大阪大学医学部村田厚夫辻仲利政塩崎均森武貞

く第21群〉 臨床審護X 93~96 15 : 50~16 : 30 

22 

艦長北盟大学看護学部地由明子

93 壮・老年期うつ病患者の退院の判断の検討

北海道大学珪学部F付属病院 O菅野龍子
千葉大学看護学部F付属看護実践研究指導センター

金井和子土屋拘義

94 患者の精神的議題題 ーその①入院患者と外来患者のGHQ-

長鰭大学匿学部鮒属病読 O立)11皇子金井田文恵下呂澄江
小林初子出中智美岩永喜久子

高構真弓石橋由紀子松武滋子

喜多泰子
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95 患者の精神的諮賄題 ーその窃看護婦，底蹄の対応との関連一

長続大学援学者s関j議務競 C田中智英立JII良子下部設江
小林初予金芥田文，恵

:ti播由紀子組武諒子

96 精神科デイ・ケア適所者の認識について
龍谷大学大学説生，援額続龍デイ・ケア・センタ- 0小柴jJ関子

く第22群〉 鶴球審護滋 97~100 16 : 30~17 : 10 
富山陵科薬科大学援学部看護学科高間静子

97 死の受容過程~患者中心の終末期を考える-(第1報〉

98 

日本窪科大学際属第二競説 。甲斐友子

奈良県立底科大学関農務院伴内雅子

新潟大学罷学部時属病院 丸出栄美子

謁寵藍紀子佐々木光錐

99 終末期主主宅ケア条件の検討 2死亡率併の分析から一

橋間大学病説 。中村いくみ

ンター 鵜沢揚子

100 ターミナル鶏患者の清潔への援助…ベッド上入揺を試み
消化器内科病繰 O古議純子

馬渡つま子下舘雅子

引数林京子矢部倫技

金谷君子中麗フサ

木村宏子

く第23群〉 臨諒審議xn 101 ~103 17 : 1O~17 : 40 
弘前大学教脊学部看護学科 興部テル子

101 末期癌患者に付き添う家族の背景からみた審議に対する必要度意識
北海道大学監擦技箭鎧期大学部 O津田愛子

富山監科薬科大学医学部看護学科高間静子議如意子

102 末期癌患者に付き添う家族のdistr邑ssと者護に対する必要喪主主識との関誌
寝山竪科薬科大学涯学部看護学科 O議熔章子 高間静子
北海道大学医療技指短期大学部

103 看護方法や接し方に対する癌末期患者に付き添う家族の満足農と受けた看護度との関保
富山陵科薬科大学援学部審議学科 O高額静子
北海道大学医療技術想期大学部津田愛子

23 
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。第 3会場 O

く第24群〉 看護教育V 104 ~108 15 : 00~15 : 50 

座長熊本大学監療技術短期大学部園田志津子

104 看護学生の苑に対するイメージと関連要鴎に関する検討(第2報)

帝京平成短期大学 O花野典子

千葉大学看護学部開講看護実誤研究指導センター

土屋尚義金井和子

105 入学臨後の看護学生のエイズに対する意識の構造

産業厳科大学底療技能短期大学審議学科

0中淑子演出普美江新小由春美

長崎大学竪療技術観期大学部 草野美根子

新日鉄八播製鉄所病院看護専門学校佐々木千秋

千葉大学看護学部離農審議案銭研究指導センター 内海混

106 底療系学生の樟害者とリハビリテーシ sンに対するイメージ

東京都立医穣技術短期大学 O廃宮暁子

107 看護学生の「脳死Jに関する意識調査一看護教育における生命倫理教育の必要性を考える

埼玉県立衛生短期大学審議学科 O小漬優子
帝京平成短期大学専攻科助産学専攻常盤、洋子

108 看護学生のとらえた終末期看護

札幌底科大学衛生短期大学部看護学科 O内部征子皆JII智子

く第25群> 看護教育VI 109 ~114 15 : 50~16 : 50 

醸長広島大学匿学部保健学科石井トク

109 結婚の理想と現実一家庭内精神保鍵のために一

札韓医科大学保健陸棲学部看護学科 O山田一期

110 仕事・結婚・育児iこ関する教員養成学部学生の意識

済生会熊本病説 O嬬臼鶴子

中i湾北高等学校河野友紀

熊本大学教育学部水上明子

111 性の授業における一考察一避妊・中絶に対する知識と性行動一

川崎医療短期大学 O人見裕江

大津市民病院付開看護専門学校 斉藤一江

112 看護学生の喫埋行動関連要閣の検討

24 
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113 看護学生の欽調行動(1)一飲酒行動の成立要因を探る

札続医科大学保鍵寵療学部看護学科 O出忠一銭

114 看護学生の諜外活動に対する意識の実態

新日本製銭株式会社八議製鐘所競院看護専問学校

。佐々木千秋甲斐玲子

産業ま科大学医境技箭頴謡大学中淑子

く第26群〉 審護教育羽 115 ~118 16 : 50~17 : 30 

熊本大学盟議技術短期大学部 嶋田ラク

115 臨床実習指導に対する学生の意識内容の変化

福井県立看護専門学校 O高村説子
福井県立大学看護短期大学部

佐資医科大学看護学科竹ノ上ケイ

116 臨床場語において指導者が看護学生に与えた影響一学生の靖動の変化からみて

武庫川看護専門学校 O酒弁純子足立妙子熊坂延技

117 実智指導者の学生指導におけるストレスの研究ーストレスの誕定

大臨府立看護援期大学 O森

118 実習指導者の学生指導におけるストレスの研究ーストレス踊子の分析

大較府立春護短期大学 O鈴木幸子森

25 
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。第 4会場 O

く第27群〉 審議暴鑓V 119 ~124 15: 00~16: 00 

臨長千葉大学看護学部附属看護実接研究指導センター 内海混

119 The importance of instrument calibration in preparation for undertaking clinical 

research: A case study 

Helen Hayes Hospital Center for Rehabilitation 

Technology OSatsue Hagisawa Martin Ferguson-Pell 

120 仙骨部体圧と皮膚血流の関連性に関する研究

名古屋大学医療技続器期大学部 O江橋美智子 渡透}I由子

入江晶子伴一部

121 普の動きによる頚動脈血流量の変化に関する検討

盟母女子鐘期大学審議科 O古家明子
千葉大学看護学部前韻看護実器研究指導センター

金井和子

122 樹凱位時下側の上肢の血行に関する基礎的研究

北盟大学看護学部 O塚越フミエ 長谷川芳子

123 静脈うっ血試験前後の血流動態と線溶関連パラメーターの変動 第3報 加齢による変化

三重県立看護短期大学 O田中一美橋爪永子樫本三智子
河顕宣子永見経子村鵠正幸

松陰

124 手術前後の呼吸機能の変動に関する検討

神戸大学医学部附!醤病説 O中盤ひとみ
千葉大学看護学部F付属看護実践研究指導センター

土麗鵠義金井和子

く第28群> 看護基鑓VI 125 ~130 16 : 00~17 : 00 

産長 Helen Hayes Hospital Center for Rehabilitation Technology 萩沢さつえ

125 皮膚血流の研究一味覚(塩味)刺激の影響一

久留米大学病院 O伊藤久美子

千葉大学看護学部附購看護実践研究指導センター 内海混

126 皮膚血流の研究一冷却時箆用薬剤の影響一

東北大学法学部開属痛院 O富津弥生
千葉大学看護学部附属看護実践研究指導センター 内海混

127 皮騎血流の研究一乾撮による温翠法効果の違い一

三重大学医学部閉属病説 O坂本擾葉子
千葉大学看護学部F付属看護実践研究指導センター 内海混

26 
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128 皮j習指読の研究(第3報〉一嵐剥識による時所勤流・疫!首温の変動

。拾永保子

千葉大学看護学部締繕看護実銭訴究指導センター 内海援

129 皮膚血流の研究…急環境の籍覚への彰欝一

本L韓寵科大学付!露銭説 。浅沼真弓

千葉大学審議学部際露看護実践窃究指導センター 内海援

130 喫壊の研究一禁壊による皮潜血流とSTAIなどへの影響一

埼玉援科大学関騒持説 。飯島昭子

千葉大学看護学部附属看護実銭研究指導センター 内海謹

く第29群> 審護暴礎溜 131 ~134 17 : 00~17 : 40 

131 環境音楽の身体的・心理的影響

東京大学大学院患欝保健許認さ字 詰垣

132 音の感じ方に影響を及ぼす因子について

信州大学堅議技能短期大学部看護学科

133 

134 皮膚蕗読の研究ー幼児の泣き声剰設と雑音制識との人体に与える

鼓察医療技鋳題期大学 O揺葉早苗

。野村明美

内樽混

ンター内海援

27 
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。第 5会場。

く第30群> 看護管理 I 135 ~137 15 : 00~15 : 30 

藤長聖隷クリストファー看護大学 司島様子

135 看護教員養成講習会における授業研究指導の一考察(第4報)一認知領域の評価一

小倉南看護専門学校 O関崎美智子

翠マリア学説短期大学小田正枝

九州大学援療技術短期大学部 岡本揚子

136 会臨額公私立大学痛院看護管理者講習会受講者の追跡諏査から(その1)基本属性とライフイ

ベントを中心lこ

千葉大学看護学部附属看護実践研究指導センター

0長友みゆき 草刈淳子

137 全国国公私立大学病説看護管理者講習会受講者の追跡調査から(その 2)ライフコースとキャ

1)ア発達からみた婦長の特性

千葉大学看護学部附騎宥護実践研究指導センター

0草刈淳子長友みゆき

く第31群〉 看護管理H 138 ~141 15 : 30~16 ・ 10

躍長健和会臨床看護学研究所川島みどり

138 看護教員研修の体系的整備の方向

千葉大学看護学部附属看護実践研究指導センタ- 0花島真子
千葉大学医学部附罵病競五十嵐美知子

139 看護管理業務における高IJ端長への委任について

キL韓援科大学附属病院 O大擁護子
千葉大学看護学部附属看護実接研究指導センター 阪口禎男

140 看護婦の就労関連要閣に関する研究 ナースパンクの求職票からみた12年間の変化一

東京大学医学部鍵康科学・看護学科 O佐藤鈴子

千葉大学看護学部前属看護実践研究指導センター

草刈淳子長友みゆき

141 ナースパンクの求職票からみた准看護嬬の就業関連要因

愛知鹿科大学関属病読 O三輪笑子
千葉大学看護学部附属看護実誤研究指導センター

草刈淳子長友みゆき

<第32群〉 審護管理m 142 ~146 16 : 1O~17 : 00 

座長千葉大学看護学部石JlI稔生

142 看護者のエネルギー消費量に関する研究ーシフト別および病棟加の比較一

28 
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143 臼勤・準夜勤・夜勤が審議婦の尿中遊離アミノ離の撞類及び量に与える影響について

千葉大学看護学部議能・代謝学講醸 O手島芳江 岩元範子
;J、地譲子山内一史
須永清 EJlI稔生

144 シフト勤務者の援較に関する時龍生物学的研究(1)

145 看護婦の深夜勤務の疲労について

東北大学援学部時!議持説 。下森敦子

146 生活りズムと繕環変動E3翠jと喪勤の比較から一

岐阜大学藍学部的議病能 。邸中涼子

。荒JI!靖子欝井美代子

佐々木三男

ンター 阪口禎男

ンター

金井和子

く第33群〉 147 ~150 17 : 00~17 : 40 

康長千葉県立衛生綴期大学窓埼和子

147 自我i奇生地位の研究…審議職者における錨髄・職業領域の意識の変容一

名吉長重大学法学部付属病院 O出内昌子

名古屋大学援擦技箔税額大学

ンター内海混

148 ェゴグラムの探究一審議嬢就業1年後の変化一

東京藍科大学病説。中野八蓑美青木科津子

千葉大学看護学部際属審議実践研究指導センター 内海混

149 る日

熊本芳和会くわみず鵜説 。岸JlI恵子

前熊本大学教育学部

150 病読看護における化粧に!錯する基礎諮査(第2報)

埼玉県立衛生短期大学 O大河額千露子

千葉大学審議学部開誤審議案銭研究指導センター 金弁和子

浦和市立高等看護学説松田明子

29 
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く〉第 1会場。

く第34群〉 審議管理V 151 ~157 9 : 00~10 : 10 

艦長東京都立医療技術短期大学青木康子

151 看護技術における白常生活行為の必要牲に関する検討

京都大学医学部開罵病院 O赤津千春
千葉大学看護学部附属看護実践研究指導センター

土曜尚義金井和子

152 新人看護婦の看護技箭修得に関する検討

8本底科大学付属多摩永山病院 O久保田恵子
千葉大学者護学部荷属看護実銭研究指導センター

土麗拘義金井和子

153 手術室新人教育プログラム試案の作成一手術直接介助経験を中心に一

大阪大学援学部附麗病院 O清水紀美子
千葉大学看護学部附属看護実銭研究指導センター 鵜沢陽子

154 説内新人看護婦教育の検討ーレポートの分析を通して

北海道大学医学部前属病院 O佐藤ひとみ
千葉大学審議学部開属看護実践研究指導センター 鵜沢陽子

155 看護婦の熟達要因の検討

千葉県立衛生盟期大学 O茂野番おる 宮嫡和子
千葉大学看護学部鮒属看護実践研究指導センター 土麗尚義

156 者護婦の卒後3年間の成長過諒…ケースレポートの分析から一

千葉大学援学部関j翼競院 O加賀淳子

千葉大学看護学部間属看護実銭研究指導センター 鵜沢陽子

157 民間の看護嬬卒後教育機関における修了生の動向から一審議婦卒後教脊のあり方を探る一

鍵和会臨床看護学研究所 O平松前子大吉三千代川島みどり

30 



1111111111111111111- 穀演題 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 7月31毘(土)11111111111111111 

。第 2会場。

く第35群〉 臨床看護X菰 158 ~161 9 : OO~ 9 : 40 
審山医科薬科大学涯学部鮒属病読堀井議恵

158 分娩体控に関する文献学的研究(第2報)…「部臥泣j分娩について
松桜子ぢ民病院 O小泉直美

員弁車生病続伊藤さよ

京都市立鋳競新名加津子

永見様子北村キヨミ

159 分娩後の想起による出産体載の分析
大阪府立審議観期大学 0111鰯千恵子森
東大接中央市長篇説

160 イメジェ 1)ーを現いたイメージトレーニングが及ぼす出産中の産婦の認識と行動について
和歌山赤十字病読諜科病棟 。吉田千有紀

161 陣痛による錆みの対処行動について
千薬大学看護学部 O江守揚子石井トク 前原遊子

く第36群> 鶴5革審議XN 162 ~165 9 : 40~10 : 20 
藤長千葉大学看護学部江守鶴子

162 妊蝶後期笠患に対する鉄浄jの有効性に関する研究
富山援科薬科大学際属病説 。堀井講恵

163 丹経爵期に伴う廊小叡凝集能と援思議溶活殺の変動 一鍵常女子学生での検討…

。議m永子田中一英
永見綾子村鵠主主幹

164 窪後の母親の不安に隠する研究(1)一特に出藍経験との関連ー
熊本大学教育学部 O馬場譲葉氷上明子

165 看護とセクシュアリティ(第2報〉ーケアの現状からみた今後の課題一
自治罷科大学看護鑑期大学 O松本鈴子高村寿子松田たみ子

袴UJ幸枝語元鶴子

自治医科大学的援痛続 姫野憲子

く第37群〉 諾床審譲XV 166 ~170 10 : 20~11 : 10 
弘前大学教育学部審議学科鈴木光子

166 無醤病葉で治壌を受ける患児の生活体験
本し課程科大学医学部付属病読小児科看護軍

。黒111雅子小笠原まゆみ
大友憲子 加藤議室絵

札韓寵科大学保健涯療学部看護学科 木原キヨ

31 
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167 小児悪性麗蕗患者の療養子損.1]1こ関する検討一自忠病患児を中心に一

東京医科歯科大学長三学部開属病説 。吉森一枝

千葉大学看護学部附属看護実践研究指導センター

土屋尚義金井和子

168 小児の採血特における言語活動…特に向調傾向，難易度，部署等の関連について一

高知罷科大学医学部鮒属病院 O宮井千恵
千葉大学看護学部鮒属看護実践研究指導センター 内海混

169 小児の入院に付き添う母親の疲労と生活状況

他台市立病院 O梶原美紀子

弘前大学教育学部看護学科教室鈴木光子葛西敦子木村宏子

170 克の気賓と母子相互作用及母子位置関係について一出生後4カ丹自の家庭場面から一

札幌医科大学保健医療学部看護学科 O石塚百合子

く第38群> 臨床着護XVI 171 ~175 11 : 10~12 : 00 

藤長埼玉県立衛生短期大学大河原千鶴子

171 患者の入院生活適応に関する研究 一特に入院前後の病棟・病室環境についてー

虎の門病読 O土橋みゆき

熊本芳和会くわみず競院 中野良子

前熊本大学教育学部木場富喜

172 入読による生活様式の変化に関する検討(第4報)一清潔行動の面から

埼玉県立衛生鐘期大学 O小板橋喜久代 大河原千鶴子
アメリカカソリック大学 荒川唱子

千葉大学看護学部附属看護実践研究指導センター

土屋尚義金井和子

173 入院患者のストレスに関する検討 その 3.時床数より

千葉大学看護学部附属看護実誤研究指導センター

。阪口禎男長友みゆき

兵庫県立看護大学 )11口孝泰

174 入院患者のストレスの変容

千業大学看護学部附属看護実践研究指導センター

。板口禎男長友みゆき

兵庫県立看護大学 )11日孝泰

175 CAPD施行者におけるCAPDストレッサーの分析

JI展天堂医穣短期大学 O青木きょ子 村師宏子

32 
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。第 3会場。

く第39群〉 審護教育淑 176 ~181 9 : 00~10 : 00 

東京底科歯科大学程学部保鍵衛生学科波多野援子

176 看護教育による看護学生の意識構造の変容(第5報)

長錆大学医境技錨短期大学部 O草野菜槙子

産業臨科大学医療技続短期大学中 淑子

二子葉大学看護学部鮒!語審議案銭研究指導センター 内海 混

177 臨床実習における学生のやる気についての一考察…やる気度とそれを左右する要舗の分析傍2斡

愛媛県立藍嬢技術短期大学 O管轄子三重野英子河野保子

178 鶏神科実習における審護学生の意識構造への彰響要因の検討一実習病棟，受持患者の疾患による

検討一

山口大学医諜技術器類大学者s0金山正子 田中マキ子
産業藍科大学援護技街娘期大学 JII本事IJ恵子

千葉大学審護学部開属看護実誤研究指導センター 内海援

179 手続患者を受け持つ学生の不安の推移

180 樟神科実習における

大阪府立看護規期大学 O足立佳設 中元久美子提隣フサ子

きの変イヒー自己の態境への気づ、きの検討一

山口大学誌学部鰐属鋳説。坂之上智子 山本妙子

山口大学援競技術糧期大学部金山正子 原中マ

産業箆科大学援嬢技錆短期大学 )11本札草子
千葉大学看護学部F付属審議案銭研究指導センター 内海混

181 綾床実習を効果的にすすめるためのクツレープ活動に関する一考察(第3報〉

銀惑学慰姫期大学看護科 O柴田，草子 諮問伸子岩議裕子

く第40群〉 審議教育IX 182 ~185 10 : 00~10 : 40 

神戸市立看護短嬬大学東サトエ

182 看護学生にみる看護診断能力の成長過稜について

東京都立松沢審議専門学技 C林美奈子 松尾ひとみ

183 看護教育における看護過龍への患者参加の試み

福井県立大学短期大学部 O高出成子

184 実習の評錨に関する分析一看護過程とコミュニケーション技鯖を中心に一

名古麗大学監護技鵠種類大学部 O岩錦弥生小笠原知技

棒、島大学寵穣技術組期大学部近藤裕子

筑波大学医療技術短期大学部 阪本恵子

安藤詳子

33 
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185 看護学生の観察能力の発達に関する研究(第2報)

く第41群〉 看護教育X

東京女子医科大学看護鎧期大学 O尾岸恵三子 河合千患子
千葉大学審議学部附罷看護実誤研究指導センター

土麗尚義金井和子

186 ~189 10 : 40~ 11 : 20 

感長熊本大学医療技術短期大学部正村啓子

186 卒業期にある看護学生の全身清拭場面における患者への援助の実態

国立療養所東京病院関属看護学校 O菅沼澄江 関根龍子

187 看護技術の指導方法一採血と筋肉住射について

滋賀県立短期大学 O字都官栄子太郎節子

188 基礎看護技術におけるビデオ教材の利用とその効果についての一考察一食

岐阜墜療技術短期大学看護学科 O堀文子加藤コナミ
内山尚子近藤準子

189 床上排摺体験学習の評価一学生の皮応の分析一

く第42群> 審議教育刃

東京都立医療技術短期大学 O平林千控里森千鶴

臼本赤十字看護大学 田上美千佳

190 ~193 11 : 20~ 12 : 00 

盛長 日本看護協会看護研修学校鈴木文江

190 看護系短期大学の卒業生に，教員および臨床看護嬬が期待する能力

聖路加看護大学 O小山真理子
キし鰻底科大学保健法療学部 近藤鶴子

191 看護技術に対する意識諮査一看護学校専任教員と公立大学病読看護婦との比較一

大阪市立大学医学部酎矯看護専門学校 O葛西洋子
千葉大学看護学部附属看護実器研究指導センター

草刈淳子長友みゆき

192 学生・看護婦の子ども鶴の比較一文章完成法より

昭和大学付属病院 O増自千鶴子
千葉大学看護学部F付属看護実践研究指導センター 鵜沢腸子

ユ93マナースキャップの役誤に関する一考察
弘前大学教育学部 O佐々木結花田久美子大串場子

34 
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。第 4会場。

く第43群〉 審護管理VI 194 ~198 9 : OO~ 9 : 50 

E室長札続医科大学保鍵髭嬢学部 山田一期

194 看護婦の職務謁足と定着に関する

平成4年疫看護婦学技看護教員講習会受講生 O~毘中晃子

千葉大学看護学部的罵看護実接研究指導センター

草刈淳子長友みゆき

195 勤務議室読の壕境構造一退職者実態調査及び在職者のアンケート調査をi還して

山梨援科大学涯学部開属病院 O大村久米子
↓砂君主鴇掛畑協関翠ゑ鴇cb時rn:由出揃ムンター 内海 混

196 職業の謎続慈恵と満足度一卒後10年詰までの罷査一

京都大学震学部付属病説 。大騒鮪子

千葉大学看護学部際属看護実践研究指導センター 内梅渓

197 1 C U看護婦のBurnoutと関連要留の検討

現UJ大学援学部補罷病説 。小野控子

ンター 阪口被男

198 異なる 2穣類のツールによるBurnout制定に関する主基礎的検討

-Pines Burnout MeasureとMaslachBurnout Inventoryを用いてー

JlI諮震設短謡大学 O太湯野子 j謡弁龍美 杉田明子

く第科群〉 199 ~203 9 : 50~10 : 40 

199 アの溺足震と

ンター 薮口接男

アの認識度の比較一議続看護方式に変更後の

UJ口県立中央病説。徳原多賀子戸井関充子

200 看護体制の変化と要問分軒 院内ワーダー研穆14年開を振り返って

201 

北海道大学援学部隙属病説教育委員会 O宮鈎公子井上弘子
JII口洋子

一継続受持方式導入による

横浜市立市民競説 。西)11美智子

接浜市立大学涯学部開題高等看護学校 藤田せっ子

東京大学大学院盟器保縫計語学器溜克

202 務院管理システム導入による看護業務の変北

議浜市立大学竪学部際議持続 O平井さよ子 時国共子

東京大学大学韓国際保健計画学西垣克

35 
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203 看護業務の24時間分布に関する研究一第2報 新病院システムとの比較一

横浜市立大学震学部付属高等看護学校

く第45群〉 看護管潔湖

0藤田せっ子西JlI美智子

東京大学大学説国際保健計画学西塙克

204 ~207 10 : 40~11 : 20 

座長千葉大学看護学部前麗看護実器研究指導センター 鵜沢陽子

204 4施設でのまわし送りの実態と意識に関する調査一申し送りを麗止した病棟と実施している絹棟の

比較一

琉球大学童三学部前属病院看護部 O仲村美津江

琉球大学医学部保健医療学講座 伊敷和枝

205 看護展開に活かされる申し送りの検討

東京懇意会墜科大学際属柏購読 O大塚智子

弘前大学教育学部大串靖子

206 看護における情報伝達「申し送りjの研究 文章の論理性と受信者の不安との関連

九州大学医学部開属病説 O藤井千加子

千葉大学看護学部開属看護実接研究指導センター 内海提

207 説内における物流システム改善に関する一試案

富山医科薬科大学鮒属病院 O高木幸子
千葉大学看護学部鮒属看護実銭研究指導センタ一 般口禎男

<第46群〉 審議基礎四 208 ~210 11 : 20~ 11 : 50 

謹長東京大学大学院器擦保健計語学西塩克

208 色彩認知の研究-P-Fスタディ成績との関連…

奈良県立医科大学付属病院 O仲内雅子

奈良県立監科大学付罵看護専門学校 堀訂陽子

銚子市立銚子西高等学校伊東腕子

千葉大学看護学部F付属看護実践研究指導センター 内海混

209 看護婦と色彩認知の研究…勤務時間帯とMPIとの関連一

日本竪科大学付属第ニ病院 O甲斐友子

千葉大学者護学部時騒看護実践研究指導センター 内海援

210 色彩環境における生理心理学的研究…暗算による思考作業能率と皮厳重E流量の変化一

名古罷市立大学看護短期大学部 O加藤由美子
千葉大学看護学部鮒属看護実賎研究指導センター 内海混
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。第 5会場。

く第47群〉 その他I 211 ~215 9 : OO~ 9 : 50 

盛長 札韓喜三科大学保鍵底療学部 UJ由要子

211 縮露惑染を伴った持針のある在宅患者の入浴サービスについて

北千{主老人訪鵠看護ステーシ吉ン O宮崎和加子

212 MRSA拭爵加工布の蕗床効果に関する検討

北海道大学涯学部~Í'討議鶏説 。持部三三枝子

213 北九州におけるHelicobacterPvlori感染，習・十二指鶴疾患と生活背景閤子の三者の相友関係

の検討

産業盟主科大学監護技術姫期大学 O柴田弘子 松i潟 緑

山部真手日

中鶴市立競臨江島文子岩田敬子

214 手指消毒剤jの除議議果…エタノール希釈による検討一

東邦大学医毅短期大学 O江口浩美久家智子高森スミ

東邦大学医学部徴生物学教室辻明泉

215 イソジンガーグル含敬の研究…議震によるイメージの比較…

奈良県立援科大学鮒!語審議専門学校 O堀口鶴子

く第48群> その他II 216 ~220 9 : 50~10 : 40 

皇室長 北里大学看護学部 深議須加子

216 錨盤観充足度が地域{主民の主観的ストレス惑に及ぼす影響評挺

L広島大学援学部保護学科 O技 敏樹
千葉大学看護学部基礎保{礎学講盛野尻雅美 中野正孝

217 縫療成人の保鍵行動とMHLC…高校教員を中心にして一

218 循環器外来遊説患者の保健行動

長野謀露代高等学校 O柳沢ゆかり

千葉大学看護学部補属看護実践研究指導センター

東京都立大学大学院関接持j

札説法科大学衛生樫期大学部 O深沢圭子

札毅淳生病説福関孝子

219 早期集団議脊の効果に関する検討ー熊本市5保健所等の「ふれあい育児教室Jからー

福開票JlI輯町立JlI鰭東小学校 O長野邦子

熊本大学教青学部看護科成田栄子

金井和子
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220 病児を持つ親の生活に関する研究(1)一生活の変化についてー

く第49群〉 その他E

撮賀県立鍛期大学 O泊祐子宇都宮栄子

勺..r'¥V滋賀黒立小兜保健医療センター O長苓11¥桂子
ぞ
221 ~224 10 : 40~ 11 : 20 

石川清美

産長千葉大学看護学部機能代謝学講箆須永清

221 肥満に関する意識調査一体脂肪率および肥満度との関係一

長崎大学医療技街短期大学部看護学科

0浦田秀子西山久美子

勝野久美子福山由美子

大塚健作

222 FITNESS ANALYZERによる摂取エネルギー量の算出に寵する検討

長締大学医境技術館期大学部 O西山久美子浦田秀子

勝野久美子福山由美子

大塚鍵作

223 高齢者のエネルギー消費量に関する基礎的検討一歩行時についてー

川崎医療短期大学 O杉忠明子太湯好子初麗真由美
関戸啓子酒井恒美

111婿医療福祉大学臨床栄養学科松枝秀二

224 漁村における栄養・運動・休養調査について (3)一健康づくり支援システム

38 

千葉大学看護学部基礎保鍵学講座 O中野正孝野尻雅美

広島大学慌学部保鍵学科桂敏樹



ム一品一ホ麗

日時 7月30 B (金) 8:30---17:00 

7月31日(土) 8:30---16:00 

会場 熊本市民会館

1 F麗示ロビー

農示協賛参加社名

数式会社涯学一番設

株式会社看護の科学社

掠式会社阪本モデル

一製薬株式会社

三和化研工業株式会社

フクダ嵩子株式会社

株式会社京都科

株式会社 研

抹式会社日本看護協会出張会

居外頭部

悲霞磁器製薬株式会社
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協賛参加社名

株式会社医学書院

二和化研工業株式会社

株式会社京都科学

第一製薬株式会社

株式会社看護の科学社

株式会社高研

株式会社阪本モデノレ

金原出抜株式会社

東急観光株式会社熊本支活

帝罷職器製薬株式会社

フクダ電子株式会社

株式会社出版研

株式会社日本看護協会出版会

株式会社へるす出版

パラマウントベット株式会社

株式会社メヂカルフレンド社

株式会社学習研究社メディカノレ出抜事業部

金龍堂書信外商部

GRAND FEATHER熊本一寝



際修/穏間療ミ子・内藤美子慈子・藤村喜喜子・関戸好子・大竹政子 著書家/慶応緩塾大学持続看護部

各巻⑧85将・ 2君主XilU
く本シリーズの符色〉

ミ:!JNANDA(~仁会社務滋診断協会}の:袋詰護診断分類を参考に.慶応遺襲警義:大学病院独自の怒綴診断/共限界再塁塁を滋主主。スタンダード・
ケアプランのガイダンスとして総括支した。

会、ケアプランの作成iこ欠かせないデータベースやアセスメントtUl3と宅霊長髪診断ラベル.tl均三菱 13~翠，後J1Mメヲ宅事を警愛媛・ 3桑約する

とともに，まま滋診断ごとに考委主震計i鴻のすミ例を認訴した。

ミ霊長義E転グ):1;藷でf交交つよう， メディカノレモデルを銀問。系統芸器官7JIJ・立三重さ疾f怠lJijlこ護霊長警巡綴益還僚のためのま察機指針7うやすぐにひもとげる会
怨fj定通去の「淡!.!.¥滋緩Jからの絞皮をc1!lり，ま撃の3三{卒後学F'l殺をi活かしたtl-淡誇十爾の絞持率化や記録1nえのおe'I撃を綴然している
主義設にはf合喜子の指針となる。 また， 星島，*，長官?で事苦言護差益筏を学ぶさ{:~，こも f合妻子のアセスメントえfイドになる。

国内科 I
呼吸器疾患患者の看護
循環器疾患患者の看護
予276翼・予髄3，300円

圏内科 11
沼化器疾患、患者の者議
内分泌疾患患者の看護
栄養.ft謝欝害患者の看護
予384翼・きろ価4，3∞円

閣内科目E
神経・筋疾患患、
車液・造車器疾患患者の器護
腎疾患患者の看護
勝第、病患者

予400頁・予備4.4∞円

温外科 I
呼吸器疾患患者の看護
矯環器疾患患者の看護
予332頁・予備3，700円

置外科目
法化器疾患患者の看護
466翼・定{酪4，600円

圏外科離
脳神経疾患患者の看護
内分泌疾患患者の看護
予282翼・予備3，3∞円
※富は銃千百。以下は続刊

国整形外科
整形外科疾患患者の看護
予192翼・予価之300円

圏泌尿器科
泌尿器疾患患者の肴議
予知8貫・ぞ詳細2，3∞丹

~皮j欝科@形成外科
皮鵜疾患、患者の看護
形成外科の看護
予240頁・予稲2，8∞円

圃眼科@耳轟唱喉科@歯科
眼疾患患者の看護
耳鼻咽喉疾患患者
歯・口腔疾患、患者の審議

予336質・予髄3.700円

自精神科
精神障害患者の看護
予176糞・そ務部2，000円

沼産科@婦人科
妊婦・産婦・祷婦の看護
婦人生殖器疾患患者の看護
予288頁・ラろ倍3，∞G内
閣小児科
ノト児の宥護
予256真・予髄3，000円

~繍式会柱
ぷ ::F':h.l"""71-::;'ド等ゑ

<!l!> 102 家主主都千代田区九段北 3 了 ~2-4 まま(03)3264幽6611<fI:>・ま襲警書家家か 114708
まま営繁華若返i遜(03)3263-7666 



種パラメータを
無線で閥時監視!!

J携関装罷
盟事翻審議題観輔韓システム

心霊童図呼吸送信機診

LX-3220 

喝マルチテレメータ送信機

LX-33J3 

溺各種テレメータによる最大8人までのli)電
・呼吸・体iaまた心電・血圧・体j患の無
様監拐を実現!

溺オプションのメモリボードにより69時罰の

心電諮記憶が可能!

盤 CRG曲線表示可能で薪生児監視にも対Iit¥!

綴 6人間時表示は，I[)需詔，呼眼曲線あるい

は忠臣波形の2波形を表示

際不整脈検出機能，各寝トレンドグラフ表示

溺アラーム波形を告を沫32波形記議

⑧ME機器の
総合メーカー

7'7~夢覆審 欝離弾警官鎧塁審;官
本 社東京都文京区本郷3-39-4 fi(03) 3 815ω2121(代)



第 19毘日本 研究学会総会

講演要



会長講漬(第181314:20""'-'14:55)

教育講演(第1日目 15:00""'-'17:05)

(第2日自 10:30""'-'12:00)

特別講漬(第2日1313:00""'-'14:30)

シンポジウム (第2臼自 14:40""'-'17:00)



会長講演

地域における看護活動の視点

熊本大学 成田栄

産長 元厚生省看護研修研究センター fjt 藤 暁 子



会長講演

地域における看護活動の視点

最近の看護に対する社会の期待と要望は，

昨年の「訪問看護ステーションjの発足により，

看護界の内外を関わず般かに地域における

護活動への関心が高まり，様々な形で締光を

浴びるようになってまいりました。また一方，

地域保健のあり方の根本的見催しがなされて

いるときでもあり， このような社会状況の折

りに，図らずもさき学会総会の会長という大役

をお引き受けすることとなり身に余る重賞で

はありますが，与えられましたこの機会に，常

日頃地域の看護職の皆様と共に歩いてきた足

跡を整理し撮り返って見る良い機会を与えて

いたと受け止め， このテーマを叡り上げて

みることに致しました。

私は，看護の実務者としての教湾を受け，保

鍵所の一保健婦としてスタートしてから30年

余が経退いたしました。この期間に神奈川県

と熊本県の全く巽なった 2つの地填における

看護活動に接し，関わりを持ち，よりよい活動

の方向を模索し続ける機会が与えられて，今

日に至りましたことに感謝しています。

前者の活動は，昭和30年代から40年代半(石

油ショック前)までの期間であり，我が国の戦

後の社会経済誼輿の最も著しい時期であった

ことと，恵まれた県財政の力と人材によって

徹Eました持政的な状、況分析と先駆的保健医療

施策の実施という中での看護活動であり，総

体的に見る自を養い効果的な活動をすすめる

ための先耳史的思考の言!I練を受けた貴意た体験

であったと患っています。

後者の看護活動との関わりは f昭和46年熊本
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熊本大学 成 子栄

市における長期ねたきり者の実態調査Jの資

料を告の前にしたときから始まりました。そ

こには看護職が住民の感覚で受け止めた地域

の問題とその開題解決のために住民と共に取

り組む活動の姿勢があり，神奈JlIでの叡り組

みと180震の発想の転換を要するものでした。

もう一方には保健康療福祉関係者の細やかな

連携，地道な組織的活動と努力がありました。

このような活動には，多くの時簡を要し，効果

が見えにくいものではありますが20教年の経

過のなかで何かが形作られ新たな展開が生ま

れつつあるように患います。

f7iJえば，熊本市における自主的な「在宅老人

のケアを考える会jの発足，保健医療専門団体

連合会と衛生・福祉行政等からなる熊本市老

人地域リハど 1)テーション協議会の設立，そ

の中での訪問看護研究委員会，在宅看護の手

引書委員会，保鍵所に設置の訪問指導実施委

員会，等において看護識には，地域の生活者の

現状についての的確な把握と今後の方向につ

いての先見性が求められています。

このことは，看護職に主体的な活動の方向

が求められていることであり，それは高斡者

の開題だけではなく，地域の生活基盤となる

母子保健を初めあらゆる人々を対象とした看

護活動につながる課題でもあります。

熊本における異体的な看護活動の過程を元

に，私のささやかな体験を過して地域におけ

る看護活動の視点について述べて見たいと患

います。



特別講演

人間の心を看る一一人生常に膏春一一

熊本県立劇場舘長 鈴木健一

熊本大学 佐々木光雄



特別講潰

人間の心を看る一一人生常に青春一一

熊本県立劇場舘長 鈴木健一
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教 コk
再 講 演

7 fj 30日〈金) 15 : 00-16 : 00 第 1会場

前原澄子 (千葉大学)

講部 早川和生(近畿大学)

看護研究のサイヱンティフィック・ロマン

7月30B(金〉

座長

講師

16: 05-17 : 05 第1会場

松荷淳夫 (東日本学鴎大学〉

木場富喜 (前熊本大学〉

看護教育私論一龍王手門領域との比較においてー

?月31日(土)10: 30-12 :∞ 第l会場

薪道幸患 (神戸大学)

講部 野農良子(広島大学〉

CAREを拡げる看護診断

…ーその撹点とデータ処理の関連を中心に



教育講演

看護研究のサンヱンティフィック・ロマン

学会長から看護研究について話すよう依頼があ

り承諾してしまったものの，額より浅学非才で身

に余る主題を冠して， これを論ずる能力もないの

で，随想として受け流していただければ幸いであ

る。

1. Technology研究とScience研究

“研究はヤングマン・スポーツである"とおっ

た著名な科学者がいた。若く柔軟なアイデアと体

力が研究の源泉であることを比輸した君葉であろ

うO 研究は技術改叢や応用面を重視するTechno-

logy研究と根本原理の究明を重視するScience研

究に大別されよう。東北大学の語沢学長の言を借

りるなら， Science研究は未開のジヤンクールを手

斧で切り開くような研究であり， Technology研

究はその細い道を広げて舗装し利用できるものに

するような研究である。看護研究は基本的に鵠床

誌照を念頭に霞いたTechnology研究である。そ

して， Science研究がぐrechnology研究に議結しつ

つある現在，語床面で時代を先導するような新技

術の開発研究が望まれる。

2.看護研究の流れ(退去)
へンダーソンは過去の看護研究の流れを次の5

段階に分けている。1)19世紀のNightingaleの

研究， 2) 20世紀の初期:ほとんど研究がみられ

なかった時期， 3) 20世紀中期:研究の必要性が

認識され徐々に蟻んになった時期， 4)臨床研究

0960-80年)の時期看護学の独立と実践基盤と

しての研究， 5) Health Scienceの一翼を担う

間としての者護研究 0980以後)学捺的研究の

増加。これを演者は大別化して 3段階に区分で

きると考えている。 1)針生期:Nightingale 

以後20世紀初期， ヨーロッパ看護の時期， 2)識

造期:20世紀中期一後期，米国で研究の必要性が

認識され研究が活発化した時期， 3)開発期:

護学独自の研究によるNursingInnovationの時

期。

3.現在の重点研究領域

米器看護学の動向は1970年代の看護過躍 (Nur-
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近畿大学長三学部 JlI和生

sing Process)から1980年代の看護診断そして

1990年代に入ってからの看護介入へと移ってきて

いる。看護診断は患者論(対象論)が中心課題で

あるのに対し，看護介入はナースの行動(実践論)

が中心課題となっている。

Buleckekと1AcCloskey(1992)によれば審議行

動は次の 7つに分類できる。1)看護診断のため

のアセスメント， 2)涯学診断よ必要な情報を提

供するためのアセスメント， 3)看護診断に基づい

てナースが独自に行う看護療法 (Nurse叩initiated

treatments)， 4)医学診断に基づいて行う

学治療 (Physician司initiatedtreatments)， 5) 

看護診断や医学診断に関誌なく，患者が自分でで

きない日常生活行為を助けたり患者にかわって符

う行為， 6)看護療法や援学治療の効果を評価す

るための行動，7)管理上の業務及び他の非誼接

的行動。

この分類では従来用いられてきた看護介入とい

う言葉でなく看護療法という言葉を照いている。

この宮葉が適切か否かはさておき，現在最も重点

的に研究を進める必要があるのはこの看護介入

(擦法〉であるとされている。米国では既に大規

模な研究Project(N 1 H，盟立看護学研究所)
として各々の看護療法の名称化と定義が急速に進

展しつつあり，既に340麗の看護療法が分類され
ている。

4.看護研究のFutureTrends 

1) Border-less時代の趨学際研究:人文社会科

学と自然科学が融合しつつある現代において，古

代ギリシャ時代に始まる既存の学問分類はその境

界が不明僚になってきている。看護研究も従来考

えられなかった異種分野との接合研究(超学際研

究)の増加が予想される。

2) Nurse Scientistもノーベル賞をめざす・科

学界の変化は著しい。世界的に見渡せば既に少な

からぬ看護研究者が科学の最先端で奮関している。

願わくば，世界で最初のNobelPrize Winnerナー

スを日本から輩出したいものである。



教育議譲

地専門領域と比較の中で

な社会の動きの中で， は毒素く

4年制大学へと倍率がかかり，これまであま

りにも遅々とした歩みのもどかしさからする

と，その早さには戸惑いすら惑じられます。日

本で最初の 4年苦手j大学における看護嬬養成を

始めたのは，高知女子大学であったことは御

承知のとおりであります。私は昭和31年以来，

高知女子大学から熊本大学へと34年開勤務し，

家政学部と教育学部において看護教育にたづ

さわってきましたG その簡嫌でも{告の専門領

域と看護の教脊とを比較して考えざるをえな

い環境におかれてきました。家政学において

は，戦業としての審譲ではなく女性の，特に家

としての教育の歴史をもっております。

また教員養成と看護婦餐戒は，その

の歴史や教脊内容において多くの共通点をもっ

ております。特に対象が人践であり，その成長，

に深くかかわりながら，護れて実銭的分

野であることにおいて，多くの共通の基盤に

支えられていると震えます。しかし教員餐成

やそれぞれの専門領域における学問的体系や

内容，方法などには，際史の議議の深さや，

史の若さ等からくるそれなりの問題をもって

前熊本大学教育学部 木場

いて非常に興味深いものがありました。そし

てそれはまた看護教育の，あるいは看護学の

辿る方向を示唆していると考えられることも

あれば，そうでない事も含まれていて，多くの

ことを学ぶことができました。そのような中

で改めて者懇界を見直すとき，その特殊性か

らまだ多くの矛盾や問題を掠えていると言わ

ざるを得ませんo

i91Jえば，看護に科学性や斜造性が強調され

てから随分永い諮問が経過しております。科

学性や創造性が一朝一夕で成るものでないこ

とは当然であります。また審議の慕礎教育に

おいて，どのような能力をしっかりと身につ

けさせておく必嬰があるのか等についても

されてきました。憶の専門額域の教育にお

いては，それらの問題を異体的にはどのよう

に考え実織されてきたのでしょうか。しかし，

現代社会には更に新しく接雑な鵠題が派生し，

困難に連記しているのが教育の現状であると

も言えます。そのような中で看護教育の内容

に関する問題，教鱒を含む教脊環境，あるいは

教腎方法等の開題についてお話してみたいと

盟、います。
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教育講潰

CAREを拡げる看護診新

一ーその視点とDATAの処理過程一

広島大学産学部保健学科 野島良子

看護診断に対する関心がわが国の看護実務

者の間で急激な高まりを見せている。看護診

断の意義は人々が抱えている健康上の問題の

中で，看護が独自の判断と方法によって解決

できる問題は何であるかを明確にすることに

ある。従って看護実務者が看護診断に自覚的

にとりくむことは，看護の自律性と社会的責

任への自覚を{起す CMaas，1986)ばかりでなく，

看護診断に基づいた高度な看護ケアを提供す

ることによって，クライエントが受けるヘル

スケア全体の質を向上させ，ヘルスケア・シ

ステムの機能の効率化を殴る上で極めて重要

な鍵を握っている。このため看護診断には自
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ずから正篠さが求められる。

看護診断の本質は(1)クライエントの健康上

の問題を，その原因/関連因子，期待される看

護治療結果をそれが得られる介入方法と関連

づけて， (2)論理的に推論し， (3)共通の沼語で表

現するところにあるが，診新の正確さは(1)各々

の看護者がもっ個人的要因， (2)実践の場の状

況的要因， (3)社会的要因等によって大きく

右される。

本講識では正確な看護診断を無理なく導き

だすための論理的推論過程とDATA処理の道筋

を，事関をまじえて考察する。



ユノ ンポ ユノ ウ ム

7月28日(日) 14 : 40~ 17 : 00 第1会場

護と 1) ーダーシップ

の新たな展開を考える一一

会 草刈j

井上範江 (銭本大学教育学部)

演 続寛 (熊本市監部会地域髭療センター〉

竪師会病読の審議部長として

銀)1¥ 貞子 (熊本市立熊本保鍵所)

地域看護のリーダーとして

接井紀子 (特挺養護老人ホーム さくばらホーム(岡山県))

審議織の施設長として

鎌田ケイ (東京都老人総合研究所)

看護織としてのリーダーシップ

国 道 雄 (諮本大学教育学部付属教育実誤研究指導センター)

ヒューマンスキルとしてのリーダーシップ
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司会の言葉

ム、
" は，保健僅療体制jや社会議遣の変北お
よび一綾の人々の鍵譲や援護に対する意識の変化

という時代のうねりのゆで，その真価が関われよ

うとしている。

最近の看護を取り巻く念、識な環境の変化として，

まず留は，我が留の急速に伸展する高齢化社会に

対芯するため，この数年に主に援護経済的観点か

ら保縫援療の立て躍しのための施策を打ち出し，

それにより日本の保鐙援議制度も接かながらでは

あるが審議にとって明るい変北の兆しを見せ始め，

特に従来の病設の機能や諾読者護婦の役割の議念

が変化し始めている。

また開時に，深刻な看護婦不足という現実的問

題に端を発しているとはいえ，今日ほ

が社会から控自されたことはない。留の施策とし

ても，平成3年の「看護のおjの昔話定以来，平成

4年には「訪簡者護ステーションJや
の人材確保の提進に関する法律jの施行，人事誌

の看護職給与法の改定や援擦法の一部改正等の看

護の内容や待選等に関連した擁策が打ち出された。

もちろんこれらの内容は看護職者からいえばまだ

まだ多くの未解決の問題を告会しているが， これ

らの変革により も一歩前進できる機会が与え

られたものと考えることができる。

さらに，看護の発践を韻んできた一つの三重要な

不幸な鶴顎としては，看護騒が日本社会に深く摂

づいている男尊女卑の思想に永年在容されてきた

女性の職能集屈であったことである。しかしなが

ら，ここ10年位を境に女性患身の結擦や穀業に関

連した生き方の揺鑑観が大きく変化してきでおり，

精神的，経務的に自立した女性が社会から容認さ

れる時代になってきている。このような女性に対

する一殻社会の認識の変化は，取りも直さず，

護職者が社会に対して看護の投寄せをアピーJレしや

すい環境条件が整ってきていることを示している。

メリ

熊本大学教育学部 井 範江

最後に，先端藍薮技街の進歩に伴い，醸器移緩

や諮死の問題，ガンの告知や安楽死(尊厳死)の

問題，また超高齢化社会の到来に様えでの老人医

ターミナルケアーの問題等，監療のあり方に

対して一綾の人々を巻き込んだ議論が従来;こなく

活発になってきており，医獲の高護イとやー毅人の

院議に対する:意識の変化に伴い，看護職者には患

者およびその家族のための高境な判断力と指導力

が求められている。

このような看護を取り巻く環境の変化のうねり

にのって，看護教育の大学化が進んでいるのはう

れしいことではあるが，大学教育の成果が現れる

のはまだまだ先のことであるため，現時点では私

たちがすすんで社会的ニーズに応えるための地道

な努力をしていくことが必要である。一方，社会

の人々は，私たち宥譲験者がそのような翠境の変

化に対応できる基礎的創造的能力をどれだけ持ち

合わせているのか，また今後，

して患者に対してのみならず保鍵・

専門家の認でどれだけ指導力を発揮できるかを鶏

待をこめて冷静に焼めているのではなかろうか。

本シンポジウムでは， このように審議を取り

く議壌が大きく変革する今，病院，地域及びその

他の各施設において，早くからこうした方向を忘

向し，先駆的で主体性のある看護を実践してこら

れた3人の演者の方の実践伊jの発表を中心にすす

める。

そして，それらの実践の成果に強い関連を示す

要躍であるリーダーシップについての討議を過し

て，今後ますますあらゆる場部で看護の投部を発

揮し，よりよい審護サーどスを提扶していくため

1)ーダーシップについて深く考える機会

を持つことにより，これからの看護の新たな農慌

を捉進する一助となれば幸いである。
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医師会病院の看護部長として

熊本市医師会は，昭和56年毘療の高度化や地域

における社会・ Eま療構造の変化に対応するための

将来麗望に立って，プライマリケアの重要な担い

手である開業援の共同利用開放型椅院として地域

医療センター医師会病読を設立した。

関税に先立って，看護部丹の責任を委嘱された

私は，永年勤務した大学痛院での看護経験の中で

患者を中心とした継続看護の必要性を痛感してい

たこともあって，二次医療機関における看護の確

立を夢見てこの重責を引き受けることになり，開

院から11年が経過した。

審議部を引き受けることになって私には次のよ

うな 2つの期するねらいがあった。

1.地域に密着した開業医のオープンシステム病

院であり，底療だけでなく地境の人々の生活に添っ

た型の看護を実設し，継続させることにより，

護の存在とその機能の重要性を広く理解してもら

う機会としたい。

2.一次・二次医療を通して地域の中からあらゆ

る罷嬢チームの中で，者護の独自性・専門性を確

かなものとし学び合える職場づくりをしたい。

このねらいを基にして看護体制は，高い理想を

もった医師会の先進的で総合的な保健援療活動を

実現すべく，病院設立組忌と構想にマッチする型

で看護の謎続性をメインに看護団標を掲げた。

当院の特徴は，患者はすべて一次医療機関から

の紹介であり一定の検査・治療が終わるとすぐ元

の紹介施設に戻されるため平均在続期間は15日前

後であり，患者は看護問題を残したまま退院して

行くことになる。プライマリナースたちは，最後

まで看護の責任を持ちたいという気持ちから自発

的に訪問看護を開始した。このような状態が3年
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熊本市腹部会熊本地域医療センター

看護部長 宮崎寛子

位続き，このことが動機となって昭和60年から継

続看護委員会を発足させ，当競の訪問看護体制が

正式にでき上がって持った。

もう一つには，プライマリケアからのこ次臨療

を支えるための救急患者の受け入れや重痕者・終

末期密接への対応等当慌の者護は煩雑多岐にわた

り高度の技能が求められる。そこで業務分析を繰

り返しながら，適材適所の職種の記罷とその業務

調整・改善をすすめ，役割分担を明確化して，相

互に協力し支え合う手応えと喜びが病院全職員に

感じられるように院内教育を併せて進めてきた。

当院のこのような看護の充実は，退読患者を通

して一次臨療機関の看護に影響し，一次医療機関

から看護研修が依頼されるようになり，市内外施

設からの見学・研修も増加し，そのことが更に看

護部はじめ看護職に良い刺激となって看護の責務

を自覚し学ぶ意欲を高めている。

訪問審議についても，退院患者をや心に当i完ナー

スから開業底のナースへ，そして熊本市保鍵所保

健婦へと連携し，合間訪問によりより効果的なケ

アが実施できることを学んできた。時を伺じくし

て市内の援療関係職種の有志によって「在宅老人

のケアを考える会jが発足した。この会では関係

職種が相互理解によって学び合い，協力し合うよ

い機会となった。このような腕外で経験し学んだ

ことを院舟に持ち帰り，生かすことによって自分

たちの看護の役割を再確認し，院内での継続看護・

訪問看護の主旨が浸透して行った。

特に時流を先取りした訪問看護については，

護協会主催の訪問看護揚養成の研修施設として役

立っと共に開業底の在宅罷嬢をパックアップした

訪関看護活動を評価されて，医師会の中に病院と



は棋の事業体として，開業監からの依頼による訪

問審護を実施する施設の必要性が高まり，平成3

年6月在宅ケアセンターの名称で専任の養護婦に

よる訪問看護活動を開始した。平成4年躍の老人

訪問看護制度の新設によって，名称を改め県内第

一号の老人訪問看護ステーションとなった。先進

的な活動経験は， f患の施設への指導的役割を果す

べき状・況に置かれ，平成3年6月から現在までの

訪問看護の対象者も100名余り(平成5年5月初

日現在)となり地域への広がりは地道に者護の専

向性を実証するよい機会となっている。

以上のように当院の援療に必要な看護によ志える

べく，看護の本繋に添って患者・家挨のより良い

生活への支援を考えてきた看護の存在が陸部会の

中に認められてきているそのことは地域罷療の中

で看護判断が尊議され確かな泣置づけを得て医療

の流れをも変える原動力となっている。

当院の看護を中心としたこれまでの経緯と今後

の農望について述べたい。
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地域看護のリーダーとして

~熊本市における在宅ケアのとりくみ~

はじめに

熊本市は，人口64万人になろうとする地方都市

である O ねたきり者への対応としては，昭和46年

民生委員の協力を得て長期ねたきり者の実態調査

を実施751人を把援した。それ以後保健婦による

訪関指導を開始し継続しているが，業務繁多のた

めに十分な活動にいたらず試行錯誤を重ねながら

関係職穣との連携協力の重要性に歪り，その具体

策を試みている時期に昭和田年老人保健法の施行

となった。現在は，法により各種保健事業として

「寝たきり老人の訪問指導」を本格イとするための

車り組みの検討に入っている。

現在把握している訪問指導対象者は532人であ

るが， 65人の保鍵嬬だけでは対臨が不可能なため，

昭和60年賀から潜荘看護捕に研修の後，訪関看護

を委託してきている。訪問看護事業はその後徐々

に拡大して平成4年度の訪問看護の委託看護婦は

詩人となっているO その他関係機関との連携によ

り，熊本市方式とも言うべきネットワークによっ

て在宅ケアの拡充を図るための検討と重ねている。

1 熊本市における在宅ケア取り絡みの経韓

(1) 昭和46年の長期ねたきり者の実態調査(詑

握数751人)

(2) 民生委員を始め関採者との連携協力

(3) 昭和57年市民の鍵諜と福祉のために監療に

携わる専門職種が団結しでできた紹識一熊本

市保健医護専門団体連合会(略称医専連)ー

の設立

(4) 昭和58年7月援王手連の有志による f荘宅老

人のケアを考える会」の発足

(5) 昭和60年熊本市地域老人リハビリテーショ

ン協議会の設置

56 

熊本市立熊本保健所 飯川貞子

① 小委員会活動:訪関看護研究委員会，

i審委員会

② 保健所に訪時指導実施委員会設罷

年2回保健所において医専連の会員メン

イーにより，行政サービスだけでは解決で

きない在宅ケアの期題の対応策を協議する。

(6) 池場全体への浸透を留るために保健所・保

鍵センター管内の怪療機関との合間研修会及

び事例検討会実施(主に事例を中心とした在

宅ケのネットワークについて)

2 ft宅ケアにおけるネットワークの実際につい

て

医専速の会員と行政(保健・盟主療・福祉)の

連携の実擦

事例紹介

氏名 O部Oシ (88才) 女性

家族構成独器(内縁の夫は日元年1月死亡，

子供なし)

近所に知人なし，親威県外在住一

音信不通

生計 生活保護受給中

住環境 熊本市中央街・街浴ピル街の間の

吉い 2階建ての l階

採光換気不良(自宅，土地岳地)

生活壁 各地を較々とした後， 40数年前か

ら内競の夫と現地に住む。

歓楽街関係の仕事をしていたと思

われる。

把握方法 瓦 2年7月民生委員より地域担当

保鍵嬬へ訪問依頼

(足が立たず，躍ったままの生活

をしている独語老人がいる)



戦

競名

いたきっかけ 日元年7月より能肉諾

( ? )の為に次第に歩行不能とな

る

生活状況雨下肢不随であるが，上競議能が

しっかりしており，手の届く範囲

に日活品・食品・オムツ・汚物入

があれば自分で摂取・交換可詫

(H 4年10月まで〉

ホームヘルパーにより， ?者拭・家

現在の支援体制一覧

f翠諒

生活保護按~
λソ

ケースワーカー

事援訪

日中テレビを見ている。タバコ

10本/臼

3 在宅ケアの課題と者護識の役割

在宅ケアにおける患者とその家族のニードの把

そのニーズへの対誌のためのネットワークづ

くり，在宅ケアのコーディネーター，活動の評穏

などの現状を元にこれらの課題と看護軍設の役割に

ついて述べる。

日i 援劫内容

訪鵠診察，全体指示

訪問看護ステーシ晋ンへ依頼

;窮状線，

保清，関節持結予訪

〆/

" 
" 
ノ/

/ノ

(景物，掃除，洗濯)

(保議，

iオムツ交換，裂物
O (日寝臼・祭日)
安否確認，諮談

親類との連絡

;援場指導，生計額談

法議機関等への諸連絡

派出所警察官

老人福祇諜

保健揚地

ふれあし

選2-3間見限り j安苔・安全確認

導入時の椙談

椙談員
安否確認、，話相手

ヤク jレト

物的・人的社会資源申議窓口

毎弘期老人揺社センター

より

r 3日間はヤクルト
月~金曜{

L 2日揺はボランティア
安否確認，翼物
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看護職の施設長として

~看護を生かした創造的管理の模索~

特挺養護老人ホーム さくばらホーム 機井記

特別養護老人ホームの運営にかかわって12年が

過ぎた。素人集団と評されながら，一時のゆるみ

もゆるされない毎日を，看護学からの学びを頼り

に全身全霊ぶつけてきた。

創設さ当初「介護と看護」の領域について，その

不明駿さが，各職麓関の人間関係の問題にまで発

展することを先輩施設よりきさ，運営上の課題の

ーっとして意識していた。

施設運営の根幹は，運営方針を明篠にし，その

方針に沿って，職員がそれぞれの英知を諮襲しど

こまで運営に参闘できるかにある。

1)産みの苦しみと育ての責任(維持管理)

2)重点目標の変遷(創造的管理)
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開設3年目 「充実」

4 自 「充実と拡大J

5年自 f拡大と発展」

6年目 「改善」

7年自 「受容，容認，寛容」

8年目 f拡大と充実」

9年目 i10年自の職員になろうj

10年自 「省みて，充実，発展j

11年自 「あらゆる可能性への挑戦」

「先見的創造と発展」

そして今「創設心にもどろうj

3 )保健揺祉の統合に新たな発想



看護職としてのリーダーシップ

はその本震を，間いつづけてきた競史であっ

たといってよい。ナイチンゲールが提示し

の真髄は，涯学の発展とともに変貌をとげざるを

えなかった。否むしろ社会や持代の変化とともに

看護の姿は変わるものであるとするならば，いま

この時代に生きる私たちは持を創造すればよいの

かを提示しなくてはなるまい。

わが関における看護は，援部の彰懇のもとで形

づけられてきた。看護教育は盟三時が主導権をもち，

~諜の現場は援部の指示が絶対権をもつなかで，

看護婦は忠実なる監療の実践者であることが旗持

された。看護在年の歩みは，わが国全体に根強く

残っている性役割分業がそのまま最づいてしまっ

ているかの観を呈している。

者護職がリーダーシップをとることが期待され

るようには教育されてこなかったのである。むし

ろ，援師の忠実なるパートナーであることが期待

されていた。これは，女性らしく細やかな心配り

のできるやさしい看護婦さん，処霞をテキノfキと

こなせる頼りがいのある った。悶業

東京都老人総合研究所 鎌田 ケイ子

時代は巡って，いま既製の看護から脱して新し

い看護を創造することが求められている。

しい看護を創造することは， ~g添に支配され

てきたことの反動ではなく新しい者護の髄{遣を創

りだす行為でなくてはならない。つまり，

とE至郡が対等になるために自らの社会的ステイタ

スを上昇させるのであれば，特権意識をもった法

師たちがおかした過ちを繰り返すことになる O

新しい看護の儲髄とは，生活の震を高めること

に寅裁することであり， もっ

が人間らしく生きることを支えることであるO 患

と援助者の関には“受ける者"と“与える者"と

の関誌でなく，ともに歩もうとする人関同士の関

係が基盤にあって成立するものである。者護はつ

ねに患者の側にあってすべて患者のためという一

点において寅獄すべき性質を有するものである。

新しい看護を鍛造するためにこそりーダーシップ

が発揮されるべきであろうO

そのためには，舎新しい看護を部りだすための

理念，イメージを明礁にもっていなくては

(向?生)のナース (嬬長)とし ならない。さらに苦手このような自分の考えを他に

てのリーダーシップが求められるのがせいぜいで 影響を与えられなくてはならない。また告すべて

あった。 の行為に対して自己資授をもたなくてはならない。

このような状態がこれから先も求めつづけられ 看護識は麗れ人としての立場しか経験してこなかっ

るのであろうか。私は“否"と答えたい。 た。しかしこれからは自らの責任において新しい

これからの臨壌は，翠性疾患や高鶴容が中心を 看護を会IJりだす行動力を必要としている。舎新し

占めることになる。従来のように“治す援嬢"か い看護は看護識のみで創りだせるものではなく，

らいま“生活の鷲を高める竪療"へと変貌しつつ 患者や家族，介護職をも巻き込んでパートナーショッ

ある。そこで求められる法療はケアでなくてなん プを発指しなくてはならなL、
であろうか。疾病を治すことに全勢力を詮いでき

た霞壌がいま曲がり角にあって，養護識が主体的

;こケアを提換しなくてはなるまい。
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ヒューマン@スキルとしてのリーダーシップ

いまや「…億総サーどス業jの時代である。も

ちろん，看護の世界も例外ではない。 r看護比患
者に対するサービスだjという点については，ほ

とんど異論はないだろう。しかしながら， r思っ
ていることjと「実践していること」とが一致し

ているとは限らない。一体どのくらいの看護婦た

ちが， r患者に対して臨分でも納得いくサービス
をしているjという自信を持っているだろうか。

また， El分では「しっかりやっているつもりjで

いても，患者にはそのようには見えていないこと

が少なくない。 rサーどスとしての看護」を実現
するのはなかなか難しい課題である。

ところで， r患者に対するサービス」とは，患
者ーから求められている儲きかけを積極的に行うこ

と，望ましい影響を与えることだろう。そうした

視点から，患者に対するサービス(働きかけ)は，

実はリーダーシップそのものだと考えることがで

きる。

さて，今且の看護には医療に関する高度な知識，

すすんだ技術を身につけることが求められている。

これらはいわゆる「テクニカル・スキルJと呼ぶ

ことができる。しかしながら， rテクニカル・ス
キノりだけでは， rヒト」を治すことはできても，
f人間」そ治すことはできないだろう。看護婦が，

ほんとうの「サーどスJ，r望ましいリーダーシッ
フつを発揮していると評価されるためには，人簡

を理解し，気持ちよく働きかけていく技術が欠か

せない。まさに， rヒューマン・スキル(対人関
係に関する知識・技指)Jを高めるための努力が

強く求められているのである。

しかも， ここで重要なことは，

「テクニカル・スキルJ十「ヒューマン・スキ
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熊本大学 国道雄

ノレjではなく，

「テクニカル・スキルJx rヒューマン・スキ
jレjという発想こそが必嬰だという点である。

単に「テクニカル・スキルjに「ヒューマン・

スキルJがプラスされればいいのではない。それ

でよければ， rテクニカル・スキルjをだれより
も多く身につけていれば， rヒューマン・スキルJ
の不足分はカバーできる。しかし，真の看護を目

指すならば，それでは不十分だろう。それは，

fかけ算」なのである。どんなに， rテクニカjレ・
スキjレ」を持っていても， rヒューマン・スキノり
が rOJであれば， r結果はoJ Iこはってしまう。
うまでもなく，この視点の方が， r足し算」の
考え方よりもはるかに厳しい。しかしながら， こ

うした立場から者護を考えることこそ，看護の娘

りない改善・向上のために期待されているのであ

る。

こうした考えをもとに，われわれは， r患者が
求める者護嬬の行動(態度)Jと， r一般看護婦
が求める婦長の行動(態度)Jについての基礎的

調査を行った。前者からは，看護婦に対する「患

者jからの臨接的な期待が，後者からはより望ま

しい看護を達成するための「婦長の役割jが明ら

かにされるはずである。シンポジウムでは，こう

したデータについても時間が許す範囲で紹介した

い。さらに，今後の底療には，患者が f求めるj

だけではなく，患者もさまざまなことを「学ぶ」

ことが必要だと雷うことを強調しておきたい。

「患者が学ぶ病説心理学」といったものが確立さ

れることが必要なのである。



葉学会研究報告

高齢者の文化適応状態の指標としての

MHLCスケーjむの有期性について

筑波大学窓境技鋳穏期大学部 山 本

麗長 手護大学 尚



護学生欝譲

齢者の鍵康管理態度に関する研究

選能指標としてのMHLCの有用性について

筑波大学医療技挺短期大学部 山 本

はじめに:

の基本的な学習能力に関しでは，記

?意・理解・判断などの要素の一部は衰退しで

も，学習経験や知識の蓄積がこれを捕うこと

ができた場合には，容易に衰退しないこと，更

に，知能には，男女差があり，身体的縫藤震と

の明白な関連があることが報告されているO

そこで，縫漆高齢者の年齢，性55IJ，

生活満足震と，韓米的な鑓鐙状態の変化に支せ

する，対処行動傾向との関連性を矢口る目的で，

Multidimensional Health Locus of Control 

(MHLC)スケー Jしそ用いて，

行ってきた。

的な を

その結果，性問や縫寵度，生活活動の内容警

満足震などによって，健康への意識や，行動の

に違いがあることが明らかとなったc
ヨ，
'- は，集盟での建藤教育や，報部的な患

初期に，有効に活用できると考える c

対象とノヨ法:

対象は，鑓康な65才以上の高齢者で，地域で

の老人クラブ活動に議録的に参加している男

女482名，調査期間は， 1990年 ~1992年の 3 年

開であるO 開地区の高齢者に対して，昨日 LC

スケール警鍵漆度，一週間の生活活動の実態，

生活j詣足度などについて質問経を用いて

調査法による調査を行った。

結果:

1.礎康高齢者のMHLC得点、比探してIHLC

土弓PHLC>CHLCであり，全ての鐸点は，

年・壮年に比べて高い{資自であった。

2. MHLC得点のパターンは，下留に示すよ

うに，年齢・性・健議度などによって

があった。

3. 日常生活活動実態にみられる積器散は，

HLCおよびPHLC鐸点の高さ，鍵麗度

と関連していた。

4.生活満足度比仕事やっきあいの溝足度と

し，それらには注射による特教がみら

れた。

MHLC 

るいは

ろうとする

32 

30 
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26 

24 

22 

の結果から，高毅者は la分あ

の援助をうけて，鍵壊を

をもっていた。これは，自

没 MHしc

p c 

8(ト
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Fujino，Tsuchiya，1989 
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比べて，むしろ高齢者の適応行動としては望

ましいものであろうと予測された。

更に，高齢者の健藤管理態度は，続気や鍵康

の問題にとどまらず，老人の g常生活や人生

への満足感とも関連しているのではないかと

考え，生活の実態や満足度との関連性を検討

し， MHLCスケールの活用法について考察

しTこ。

以上に関して， MHLCの得点傾向から，対

象を 8パターンに分類し比較検討したので，

分のカだけで健康を維持しようとする態度に その詳細を報告する。

64 



蒔瞬噛ザ

エフフー醸出型
特 許

曜語 (=1 

科学技錨庁長官賞受賞罷

際宇和議嘉:

SGM-I裂窓髄93.∞G丹

SM-I塑定価88.000円

@壌出するヱアーが患部を乾幾させ、

額欝の繁殖をとめまれ

@震惑の床ずれ、病薬ほど

威力を発揮します。

@体位交換が楽になり、

審議の労力を軽減しまt

製品についてのお問い合せは、

お祭事霊にお滋怒下さい。

墜さ主雀良常生活用桑趨格品工アーパット

Jら
立蓋王璽11:量曇替差審雲 寺寺品会露義藷事 務悪霊曇審議義務

三三和化研工業株式会社
'1'581火器菱液八尾市太慰安汗詰J2γ自副議士宮 TEL 0729(49)7123(1-'<:) FAX 0729(49)0007 



習モデル〈均株り誕生
畿自己紹介在します

在、くKyoko>は、身長158cm体重は約

15kgで寸。〈ケイコ〉の妹として生

まれ、姉よりもずっとソフトで人

あたりがよく、いろいろな仕事が

できます。どうぞよろしくお願い

致します。

式

社
株
会

本 社京都市伏見区下鳥羽波書金釘]35 叩 1(075)621-2225 
東京支fiS華奈額千代EB lZt事 EB;.棄 EB器J2Ta6~霊5号cs・85どん6F (03) 253-2861 
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母パイタルサイン人形
@心音{立音最も調節できます。

刺!長i専は左右こめかみ、頚草加果、

手首で触診でき、逮夜も調節可

能です。

.~lå度調節もできます。



一般演題

第 1 日

( 7月 30日)



30臼第1会場第1群

1) 在宅酸素需要法慾者介5護者の介護継続意欲

iこ関透する婆凶についての検討

宮崎県立病院

熊本保健学院

熊本大学教育学部看護科

0岩切由美子

加納佳子

河綴比佐子

熊本中央病院城慶子 il自殺世吉田浩美

はじめに

慢性呼吸不全患者のQOL向上に在宅酸素療法

(以下HOT)の意義は大きいが，その継続には

介護者の務怒的な援効がなければ包的の達成はE慰

霊登である。日 OTが導入されてまだ尽も浅く介護者

の笑態についての報告も皆無に等しい。そこで介

護継続意欲に関わる要因について務変検討した。

対象および方法

熊本C病院に外来通院する HOT慾者の主介護

者へ質問紙認査を依頼し，郵送法により窃収し，

協力の得られた73名のうち，有効回答47名(男性

8名，女性39名)を分析の対象とした。

結桑

1 .対象者の年総務成は50歳未満21.3%，50歳代

23.4%， 60歳代38.3%，70歳以上 17.0%である。

代答介護者がいないものは46.8%にみられた。

2.健康状態は，媛奴不足，腰痛，疲れがひどい

便秘，いらいら気が滅入る，気が愛いなどの自覚

症状が有り，治療中の病気がある，あるいは病気

はないが健康に自信がない者がれ.3%みられた。

3.介護者の不安は患者の病状の急変や予後，自

身の健康に関するものが高かった。

4. 介護継続について"今後も続けたい筏複苦手は

68.1%，続けるしかない消緩群は31.9%であった。

荷群の状況不安 (ST A I)得点には有意差

がみられ， QOLでは，特に生きがい，レジャー・

レクリェーション得点に有意羨が大きく，入問関係，

社会参加，惑f議・情緒面でも差異がみられた。 i滞緩

群は，手書神的な束縛!惑を強く持ち，負担擦が強かっ

た。

5.介護継続窓志と椴関がみられたのは悩みを板談

できる者の有無， S T A I 得点，介護負担感， QO  

L 得点であった。
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ろ HOT腕のQOLと不安郷うっとの
関逮についての検討

熊本中央病院 Oi笑EB雅俊吉国浩美妓慶子

神奈川県立こども医療センター 内村真稜子

箆児島繁立市来差是芸高等学校 丸悶晶代

熊本大学教育学部看護科 河瀬比佐子

はじめに

慢性呼吸不全葱者の在宅駿禁療法(以下HOT) 

は，入院持に比べ怠者のQOLを高めるといわれる

が，呼吸障害そ残したまま退院するため心理校会的

にも様々な問題が存夜する。今回目OT患者のQO

Lと不安・抑うつ等との関速について調査し検討し

た。

対象と方法

対象は熊本C病院に外来通院する HOT患者76名

(男役56名，女性20名)で，蕗接による筒き絞り調

査または自己記入法で行なった。

結果

1.対象者の平均年鈴は67.7土9.7歳で，そのうち有

毒読者は17.1%である。

2. .:E.な基礎疾患は，肺気媛，際!日性締結核，びま

ん性汎繍気管支炎で， 69.7%が締役心を合併してい

る。

3. A DL は， fJ/!法と屋内歩行で自立度が潟<.入

浴脅拭で低い。生活行勤続殴は外出する39.5%，

家の援やj密閉まで40.8%，君主の中のみ15.8%，ほとん

どベッド上3.9%で，その行動範閣に満足している者

は30.2%である。

4.不安iま，生存や疾病に関わるものに強かった。

5.経・中程度以上の拘1うつ傾向者 (SD S)は

64.5%見られ，正常塁手に比べ知子の日内変動，混乱，

希望のなさ，白日過小評価の項目得点で有意に渇か

った。

6. Q OL は，病諸君に比べ全体に低下しているが，

抑うつの程度別に見ると，経済濁，人間関係， AD  

Lでは有意の羨は見られないが，仕事・家事役割，

社会参加，生きがいで有窓の差が克られた。

7 . QOL はADしの低下，不安，拘1うっと強い負

の格関がみられた。



3) 際主主皇室1ごfi!!繁j露出詩'ii長怒、習の QOL

一関際的組警護告審tI1字詰との比絞検討-

ft 鈎大学~さ容認附燦病院

O松下紀子、求永E皇子、総E霊童支炎

後主主滋子、喜喜多泰子

綴E室長翼下限塁襲器量出字詰(以下 LC) (ま、従来の問

機的fi!!繁務tI1綴{以下oC) に比絞して、 F奪害警が

少ないこと、美容約 iこ媛れていること、市努!幾康

による辱翼iH士会後綴が百?舎をはことなどによ号、星空

議の QOLの[O]Jこに緩めて有効であると諺われて

いる。今限後々は、 LC を受けた j怒~ ~警が本 ~lこ十

分な QOLを1専られているか、者雪察カルテとアン

ケ トiこより雲母替の比絞検討を行った。

{対象] L C塁手・ H3年 7Fl-H4年 7Fl i茎のさ当

後 2外科での38fiE例 努21g 女17名 平均年齢

57才。 OC草学・ H 2苦手 lFl-H3年 8Fl i茎の32fiE

伊j 努 11 名女21 名平均年露~55才。

[方法11 透綾カルテより、手続湾問、樹立n1後
左翼害警;';11の告をF自主主数、包交m霊堂、移行総総選の段差主
主罪ガス 8、食務総姶段、 ドレーン抜去、全抜糸i茎

の g霊堂、及び手衝後からi塁践sの段差交の検討。

2. LC. OC の怒号~ ~25名に、李総露1I1こ~する

瀦足僚と、 i翠隊後の g字書き主j舌に滅して、重審送によ

るアンケート喜望号室会行った。長芝Ue守終聖堂は t検定

及び x芝検定をF語いた。

【幸害罪U 1. 看護カルチからの災後章者5震では、歩

行隊長会、 t毒ガス、食毒事務総、:i':t主糸迄の釘査室、及

び選後迄の段差支 iこ関して、 LCの方が符霊堂iこ綬撃害

されていた。手持守喜寺問、主翼線路iの後問問委主、包交

@]数、及びドレーン級公迄の怨重宝 iこ隠しては有慾

釜はなかった。2. アンケート認王室{回収率、

L C 88%、oC 76%)では、手術書1I、l¥l，ためにつ

いてはいずれも LCの方が f小さかったJ (91 %) 

fl3立たなかった J (86 %)と滋壌を示したが、

入後郊の欝滋のさ主tぎに君さるi茎の 8重宝については、

弱議長男に祭は箆られなかった。

{まとめ] 1 術後の霊薬害警鈴jの使用窃数に関して

L C. 0 C長男に符怒還はなかった。2. ~奇後の緩

遜では、王手裏話書霊E在、 i華院日数 iこ手喜怒2霊が箆られた

が、 i還後後の社会後手警には脊慾妥はなかった。

3 手字詰盛1Iに関しては、 LC の方が ~ï至上の綴足

立芝が茶室かった。

4) 際切除慾者の返事老後における食生認の
終草事実書架

一一遂事宅後の慾者への5建露塁線交よ守一一

努森市民主等書宅 6際隊罪号機

O 木村俊子、三機谷a紀子‘ :ζ喜義?寧子
はIDゆきゑ子

生命事堂終Lこ必華客なE警察のゆで‘査をも繁華喜な綴襲警

の}つiJ'慢である e しかし、問主審や議室事寺警のため

に1'1切撃事綴を受けることにより、食物の言?淡路と

しての襲警後、食物のf翼手字、後s空室‘淡水化物の務
化、食物のー毒事吸収の襲撃絡を終失することになる

これらの後舎を低下のある慾務の食生穏に対する不

安や綴みを綾滋するために、 i塁警告若草もこ食察と B手書

E主主去の綴禁事をfjなってきた@ しかし、 i襲撃主した慾

若手から f理還さ誌や務綴媛、っかえ襲撃などの不安な重言

状がいつまで緩くのかj という向がしばしば襲警か

れた@そこでi襲撃老後の食生総の爽長還を鈎り、それ

らの不安に対応し、よりよい綴効をfjなっていく

ために、 望号切除幸害後の食多の3建露警潔宝芝をfjなった

棒切除終を受けi襲警宅した主主著ぎで‘ F守念総務をきまけ

た人10名を A喜章、野資金書警争奪を受けた人45名を B

震予とし、合計55:1'，を対委設にし検討した. A、B若手

とも会主葬の雲寺長男については、一定善寺燃は守られて

いた“また6母%p). 1::の人が 5-6{弓の分持j食4こし

ていた@食後の{本害警は筒翼手とちとっていた@体僚

については‘ A審判。魚、 B 審判5.6% の人 iJ~F:整役に

なっており翁窓安警はみられなつかた，後害警のバラ

ンス、滑化の良いものは溺若手ともま誌をつけていた

体重宝の綾少容は、 A毒事でiまおう毛、 B鮮では24%で

あった e 食後4こ建寒気、 E室長警護撃のある殺はA審判。%

8総33%であり、食後4こ務や17、っかえ襲撃のある

務lまA務7号私‘ B務22誌であり帯主季授がみられた

幾重警においては遂事老後も絞っていた務A務30%、

白書事13%であった@欽穏に;l>いては遂事老後も童文ん

でいた翁A毒事40%、B務29%であった@タH誌で霊堂

訟の殺害撃を受げた務iまA務60弘、 B著李総勢であっ

たe 以上から、慾容の不安や緩みを総長菱できたが

かならずしも繁華設されたわけでない e 返事老後も不

安なく 8然E主総を送れるためには、主義者一人一人

をよく抱襲警し.裏書l!ll殺のある総選撃が繁華喜である e

また、外5裂との霊童淡を擦にし、遂事告全設のフォロー

もしていく必至警があると考えられた@
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5) 乳房手術後患者のQuali ty of Li fe 

淡域県立岩瀬高等学校

0米凶陽子

弘前大学教育学部看護学科教室

木村紀美，米内山手賀子，福島松郎

乳房切断術を受けた窓、者は身体的苦痛だけでな

く乳房喪失による精神的苦痛も大きいといわれて

おり，近年は患者のQuality of Life 01:t.5の質)

を高めるべく様々な耳立ち組みがなされている。そ

乙で今回は，手Lt言切断術を受けた窓、者の日常生活

の満足度与を知るために調査を行い，患者の背景や

心理テストとの欝係について検討した。

【研究対象および方法】

対象は，弘前市内の3病院てる乳房切断術を受!t

外来通院していた女性患者87名とした。方法は費

関紙による調査であり，内容はScipperらの分類

により「作業能力J， I人間関係争維持する能1JJ，
f心理状態J，r身体的な不快度あるL、は伏適IJむ
の4っとし，乙れらの得点を総合点、とした。また，

識奈符の状態の満足度を自己評価点とした。さら

に心理テストとして，顕在性不安検査 (MAS)， 

自己評価式抑うつ性尺度 (SDS) • *大式エゴ

グラム (TE G)を施行した。

ロ高架1

1. 総合点、i乙比べ自己評価点が有意lこ低かった。

2. QOLを構成する 4つの頃自の中では， I心

現状態、jの得点が最も低かった。

3 年代別では自己評価点において， 6備委f~!ζ比

べ2Q歳代が有意に低かった。

4. 術後年数別では，術後1停を経過すると「作

業能力jの差がなくなった。また， I人間関係

を維持する能力jは術後5年を経過すると有意

に高くなった。

5 病綴(s tage) ，術式，配偶者・職業の有無，

恵、側と QOLとの問i乙関連性はみられなかった。

6. MASやSDSの得点、が高いものほどQOL

の得点、が低くなった。

7. T EG においてACの得点がおいものほどQ

OLの得点が低くなった。

以ヒより，怠者の年代や術後'f数をふまえ者J{i

を行う乙とが， QOL向上l乙役立つと考えられTこ。
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6) 喉頭全摘衡を受けた怠者の仏Jali ty 

of L i fe 

札幌医科大学附民総合病院

O守屋有紀

弘前大学教育学部看護学科教室

木村紀美，米内山千賀子，福島松郎

椴立託金j潟術を受けた患者は，発声機能喪失によ

るコミュニケーションの障害や気管呼吸によるボ

ディ・イメージの変化を余儀なくされる。これら

がQualityof Life (生活の質)に及{ます影響は

大きいと考え，喉頭金摘術を受!ttこ患者の日常生

活における満足度を知るために調査を行った。

[研究対象および方法1

対象は，喉頭金摘術を受けた応、者で，声帯lζよ

る発戸?の不能となった53名である。

Grogono & Woodga t eのQOLの要図をもとに

I仕事J，rレクリエーションJ，[":Jミュニケーシ
ョンJなど8つの要悶からなるアンケートを作成
し，函援によって罰答を得た。 8つの婆図の合計

点を総合点とし，出援時の窓、者の状態の満足疫を

自己評価点、とした。同時iζ，顕在性不安検査 (M

A S) ，自己評iiIIi式抑うつ性尺度 (SDS) .]:巨

大式エゴグラム (TE G)を行った。

[結果]

1. 全体的に， QOLの総合点lζ比べ白日評価点、

が低かった。 8つの要図別にみると日常生活を

「自分で行うjが高く. r務神的な満足Jr身
体的な満足Jが低かった。
2. 年代が低いほど， QOL得点、も低かった。

3. 術後日数が経過するにつれて， QOL得点、が高

まるが， 3年以上では総合点，自己評価点、lζは

ほとんど差がなく，手術後3年で務ちま苦いた状

態になるものと考えられる。

4. 無事事者lζ比べて有職者のQOL得点が低かった。

無事著者のrllでは，術後失業した人が低かった。

5. 代用音声を獲得していない者が，獲得してい

る者i乙比べてQOL得点、が低かった。

6. 不安，抑うつ性の高い者が低い者i乙比べてQ

OL得点が低かった。

以上の乙とから，患者のQOLIC:影響を及ぼし

ているものを把握し，患者個人を濯解した上で，

患者のQOLが向上するように看護する必要があ

ると考えた。



7) 詩守化器疾慾E義務の QOLに関する検討

昭和大学問爆撃霊務fj実践

O杉山外受

予言露大学祭護学部署ま5撃さ建護主務究センター

土慶尚喜室、金弁和子

近年、誘惑の分野でもおlityof Lifeへの関心

が溺まっている。害是慾や j会害警により、慾苦言の QO

LIま低下することがある。今回、消化器疾慾慾替

のQOLについて、 QOLのこつの怒号表、 f日常

E主f舌の笈 j と r~主命の笈 j からとらえ検討した e

{対象ならびに方法]

対象;立、平成 2年 10月308から 4王手 4I寺228の

関iこす大学銭安完の;常化若宮内科に入後または i霊安定し

ていた慾議54名である。

方法i立、 E0 R T C (European Organization 

for Research and Treat餓entof Cancerlの作成

した QOL議室芝塁塁および Face Scale(Lorish.G. 

D. . et.)を{空間し、アンケート潔笈を行った e

{季き塁塁}

1. r ~主治の撃を j の 5 婆 E震では、作紫綬カ iま 84%

身体主主状は 100%、心室室状慾は 84%、人間関係は

65%、緩滋約影警警は 39%Iこ長男菱重がみられた。 r~

tfnの焚j の不幸害罪きでは33%が不幸容と答え、 Face 

Scaleでは 27%が慈い策機を遂んでいた e

2. r ~主 f蓄の蓄電 j の各雪霊童3 が星雲くなると、 不幸善怒

Face Scalelま薬害、くなる傾向があった。

3. 身体波紋の中で警察段、妻室れ、 呼吸をま、 手客喜善、

気分不全発、食欲低下があると、 FaceScalelま慈化

する@

4. r ~主主5 の緊 j の各姿 E週間では、作紫綬カと身

体症状、人長男関係と身体主主状、人間関係と心怒状

怒、人間関係とま塁務的影襲撃に絡事司があった@総関

する警警告3が共iこ惑い護学は、共 iこ浅い苦手に比べ、 不

幸普E塁、 FaceScalelま怒くなる。身体主主状、心理状

態‘、人間関係の三喜書留が共に惑い苦手が際も不幸季語芸

Face Scaleが塁悪かった@

5. 入疑慾苦言においては、 FaceScalelま緩跨約iご

変化するが、不幸塁率i立後くなっていく綴向がみら

れた。

8) 口銭外科手衝後慾著まの8常生活状況に関

する検討

北海道大学長選考告書官附属病段

01豪華きま草子

千葉大空宇事号室護学部審議実践研究指導センター

金子Hn子・土長室尚義

くはじめに〉

ロ段務慾者の手術後i主、食家、会話、呼吸など

の機能が害警察されることが多い。また、務il立や類

擦の綴長率・変形によって警苦笑約な問題が生じる。

そのために社会生活の変化や綴小が起こる場合も

ある。手続後の機能については、事詩苦まや自民総lこ関

する綴2告はあるが、役活I尽からの報告は少ない。

今閥、ロ校総で手術をうけた語王者がi恩続後iこ感じ

ている不自由と不安状態について翁変し検討した

ので殺をきする。

〈対象と方法〉

1.対象 日大学滋学部鮒滋病院において口綾

綴で手衡を受け現夜状慾が安定している慾者128

名 手術後平均経滋年数は4.5土3.1年

2. 1i法 郵送法による質問紙線交(記名式〉

3. 護者望室内容 ①際警の実態36項段とそれぞれ

の項臼について手絞首ijlこ予怨していた状態との比

絞32攻日を自己評綴 ②STmこよる不安尺皮綴定

〈総菜〉

1.項EH.lIJでは校合、'd逐動、日露語、発音、滋謡、

長署長春、変形、外食の機能隊答の密j合がおかった。

2.部位};lIJでは、その部佼が切除された場合の害警

警の特徴が認められた。

3.手術};lIJでは、かPFla予と佐CFlaPぞ使fflして

口絞湾慾衡を受けた場合、 80草以上の礎自で最も

機能際容が強かった。

4. 際主警の有終と予怨との比較は、 iまlま一致して

おり符ミ容がなければ予怒、より良い、際惑があれば

予想より惑いと回答していた。t.þ~害復の襲撃惑があ

る場合は予怒にばらつきがみられたが、項目と慾

者iこ明らかな特徴iま認められなかった。

5.①年齢によるSTAI得点は、一般の鎖!勾とほぼ

一致していた。

②機能際主警の援皮の認さは、状態不安と特性

不安蓄を認めていた。

③予想との比較では、予惣より怒いとした者

は状態不安と特性不安をおめでいた。
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9 ) 筆談に彫警警を与える要~の険お

札幌医科大学医学部付際病院

歯科口腔外科審議委

01'雲 EE 停役、聖子尻美八子、浜回二f-~季、村主n聖子
爵線田琴代、早坂サチ、阿部シゲ子

口腔!村手術を受けた患者の多くは、意志伝達方

法として乏に主義i売を用いている。種勺の筆談f丹呉
を準備しても、警かない、読みにくいという現状

をふまえ、私j塞が皇室談を実際試みたところ、想像

以上に苦痛であった。そ ζで、主義談に影響を与え

ると恩われる筆談時の1本位、懇談用異など条件を
設定して被検蓄の反応を観察した結果を報告する

研究方法と対象:議談時の体伎は、(f[J吉川立、左

領1)獄伎、ファーラー伎とした。筆記用具は、①バ

インダーに紙・マジック、②S扱(マグネットベ
ンを用いる銭気文字盤}、③S板・ 5殺気を指先lこ
回定する。 f本位、用具を 9j蚤りに組み合わせた。
f警きやすさJr疲れにくさJr読みやすさ jを
5~主総評{艇とし、 5 点を最良の状態、 i 点、を最悪
の状態として開き取り調査まを行った。得点を分散

分析のそデjしを用いパソコンで解析した。肉、患

者と縫?有者の比較を試みた。誠君主対象は、下号filiii
突旋・下顎骨折号事の術後にき表談の{体験をもっ!iH生
7名、女性7名(患者)、平均55.4歳。医療スタ

ッブ男性2名、女性18名(縫?言者)、平均39.4歳
34名である。

結祭:① f休f立J r主要記用呉J r王手続J r ，t生j
が笈談符どの程度影饗するかみると、貫主もお磁を

示したのは f体位j であり、 rl書きやすさ j
f疲れにくさJ. r読みやすさj ともE芸者・健常
者同様な傾向令示した (78.0克 :80.9%・92.3%

77. 6% ・52.9%:72.6刻。また f主義記問委主J r年齢
「性jの関係で比べてみると、 f警きやすさ jで
筆記局呉が高徳宅r7J'し、これは患者・主主常者向じ
であった。 r疲れやすさjや f読みやすさjでは
患者と健常容に差奨があった。 j慾ぎでは「疲れに

くさ jで年齢が、 「読みやすさ j は、家~è悶呉が
i笥{獲を示した。{健常容は、 f疲れにくさJ. r読
みやすさj ともに年鈴が査をも高値を示した。

②「仰臥佼Jr左倒産IdiLJrファーラー佼jの
得点をみると、緩も高{疫を示したのはブァーラ一

位であり、患者、縫予言答雨後の傾向を示した。

fファーラ一位jは「警きやすさ jで4.2土1.1 
f疲れにくさjで4.0土1.2、 f読みやすさJで
3丹土1.3であった。 J欠は rIIl1e人f立jであった。
③筆記用具のマジック、マグネットペン、総気

を比較すると、 f害警きやすさ jで、 E患者マグネッ
トペン (3.4土1.5)に対し、縫常・:e'は滋気 (3.6土1.

4)とやや高い。 r疲れにくさ jで、患者マグネッ
トペン (3.4土1.6)に対し縫常警は綴気 (3.5こ!:1. 4) 

が高い。 r読みやすさjで、患者、健常蓄ともに
マジック (3.4土1.4 • 3.1ごt:1. 6)が高かった。
以上より、言葉談に与える要~は rt本位 J r筆記
問委主jが重要である。{体1立ではファーラー{立が安
楽であることが湾認識できた。筆記用異では、患

者と縫宇害者で異なりがみられる。
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10) 媛E耳聖書出織を受けた議者の心1璽i墨稜!こ喜唱する
研究(1)ー失繁のE翠霊童と、失芦受容の契機…

札務援科大学援学録的廃耳寺院

O坂谷内量生惑.f詩怒干害保美.大平弘i!!.、.鳥山さゆり

:{j丸泰子.天神林景子.幾lliみはる，加藤白菜子

干し綴医科大学係長室主宣車震学部者護学科

山E日-M

1 • t; ~事

~科において、透去 10年間 1こ時主主霊会 f高取得iC以下喉告書

と絡す)を受けた態、考Iま103:g;にのぼる。時重機を受l;tた

態者は、失F封.t.'rdl寸'の変化・呼吸方法の変化努を

余儀なくされる。やでも失戸 iま慾容にとって 3 ミ 2ニト~ú

の授も雪量星雲な手段を玉まわれることになり、身体的 IIVJilii

だけでなく、心意霊的・社会的iこ危機的状況に陥りやすい。

ところで、慾者の僚懇受容透稜lこ関する既存の研究は、

1jlー察側を経験的に銭ったものが大半であった。本研

究は、多数伊jの犠摘緩験者を対象として、その際審受

容透援を縫E寺約な筏点から総長室し、それぞれの隊等受

容段島幸lこ却した審議ケアのあ9方を検討することを沼
約としたものである。

第 1報では、言書宝生対象者の狩索、失芦まのZ翠器室主主びに

失子宮受容の契機等を中心に報告する。

訂対室長および方漆

遂内の時H謁経験者の芸名りである;y;rn体に協力を{古綴
し、会奥364名中、退会10年防に喰J講を受けた297名を対

室長として、郵送法によるnトト譲受を5皇室蓄した。言書斎項
131ま、それぞれの築計結泉を後示する際に詳述する。

なお、終吉十毒事訴はPC980lRL上で、7'orjJ.，，'ヲ宇都γ.SAS 

V6.04を渇いて行った。

m.幸吉泉および考察
①有効殴答数1ま228件(76.8%)であり、このうち男性が

212名、女性が16名であった。回答者の平均年齢は65.7

士8.7綾〈籍軍840-88級)であり、手様後年数{ま 5年以内

が70.1%をおめていた(平均ι2:t2. 5年〉。また言司王堅持点

で、脊験者は30.0%であった。

@r失芦が人生の中で辛い出来事である jと問答した若手

i主、223名中219名(98.2%)であった〈終回答5名)。また、

一般に危機約状況に総りやすいとされる「近親善まとの

死glJJを体験している者について、その辛さと比較した。

その総菜、 f失戸jがrreglJ Jと跨害事もしくはそれ以上に
さFい出来事であると回答した考は94.終に及んだ。
@r需主務雲寺にま査も支えになった人が畿であったかjを質

問した〈撃後回答)。窃答の符られた221名中、「婆または

夫jをき葬げた考が179名(81.0耳〉で圧倒約に多く、次いで

「子供J44名(19.9克〉、「兄弟JIO:g;(4.5事〉の綴であった。

@rつらさから立ち獲るきっかけjを質問した{蜜後回

答)。回答の得られた219名中、 n宮を失うより命が大切
だと，怒ったjが166名(75.8%)であり、以下「家族・友人の

励ましがあったJ145名(66.2軍)、「食遊発声の人1こ会っ

たJI16名(53.0%)の}演であった。

以上より、l)慾者iま失声を緩めて深刻な事態と受け

止めていること、2)号室橋手衡を受けた態者にとって、家

族や悶病者の支えが最も雲監察であること、が明らかと

な勺 fこ。



11) 察室室長奪盗事野を受けた窓者の心Z翠i塁間こ関する続交
〈司〉ー失芦iこ対する慾衰の重量袴ちの李遺憾的変化一

札綴医科大学援学書官約騒然渓

or誇露芝手jI車禁，塚谷f"I量主主筆，大卒弘主筆..!亀山さゆり，
:tj丸泰子，叉然林愛子.主義i並みはる.長1塁喜劇祭子

キL緩Eま科大学 i京後援霊察学部署雪量菱学科
ÚJæ-~ 

1.移設

慾考の漆警察受若手段読まに節した還ま愛護老愛効をE塁供するためには、
怒ミ警が主主る心霊室主塁怒について務畿各が充分iこ3塁塁遣しておく必
霊警がある。2幹線では、慾容がf守色t;、の異常に祭f守いた雲寺点から
人主主・守主主著・退役という緩巡のやで、う長?討に対する感;{rの気持

ちがどのように変化しているのか、その余金支罫jな綴向を分析

したので穀食する。

n.対室長および方法
塁審議対象および分析室憲章れま予言 1殺とjf，Jじである。

(i)i司会かの終予言iご気付いたま号、②入総した雲寺、会を炎うこ
とをま霊祭された雲寺、③手緩を受けた持、怒i患を毒した吟の5つの
吟点を挙げ、各雲寺点での安lJ寺ちを長警告u霊祭のやから釘UJI二塁塁
んでもらった。

遂事て絞iま、塁王手事の危機モデル吾参考として、著書童書・防護霊的i塁
t'r'承認・長室長主の各E宣言去を怒主主して作成した令すなわち、..i弓が
f可だかわからなくて不安が強かった〈漠然}、 b不安でf弓もす
る気iこなれなかった、 c‘緩い多であって渓予定ではないと怒っ
た、 d.;晃災から遂げmしたかった、e.rどうして自分だけがこ
のようになるんだjという怒ちがあった、f.やがてもとの芦が

滋ると怒った、事.予容がおなくなることが滋災約な怒れとなっ

た〈宅建亥}、hもとの狩はおないが終とかさ主主きしていけると怒っ

た、i.l;克在の発資方法で符とか主主主きしていけると忍った、i前

向きiこ英語怒っていこうと患った{約向き〉、 k.l習についての心
警とはなかうた、の各務自を、会~③の各雲寺裏話ともほぼjf，Jーの彩

まえで作成した。

冨幸吉繁および考察

上主sの4長路のうち、変化に特徴のみられたa.(潔然上哲〈宅建
繋).j.C鍛f勾5き〉について、慈善ミした者の警司会を各雲寺点怒に雲寺
ベて僚に示したJ“(塁塁然}を挙げた務の3総合iま、爽?需に気付い
た符から入主主E寺にかけて菱重も議く、以後滋少していた令一方、

g. (再建災〉を挙げた者の総会i主、うた予言を援会された符iこ塁塁も

く、以後はほぼ機潔いであった。また、j.(務f均Eき)を挙げた著?

のき詩合iま{芸整然)(再建霊堂〉のいずれよりも?言iこ多く、さらに-J't
して上昇綴向を王手していた会うたjIrという琴誌の告さえ方は、i怒号?

のf"Iiliiでfi!翼然とした不安jかもn支炎約な元号?事務jへと変化し
ていると設えよう。

" 

童書
脅

に
気
付
い
た
E塁悪審心主主母縫織笠変化

務遂容は、うた芦への五号機悪事が怒も認しず炎芦まの室主告書寺JIこ発戸
数慈の見学や関然考iこ接する機会を作ることで、怒号すの三塁係

悪5を怒滋し、吉守i均きな塁塁勢をより強く引きmしうるものと考
えられるラそこで、今留の対委員警の中で、発戸数窓を字書持続iこ

見学した者、あるいは食i藍発予告をしている人に李総滋に会っ
た者の額合を毅べたところ、続審iま5.4芳、後容は16.1おことど
まっているのが爽懇であった。

12) 時菱重責務出宇野をきをけた懇畿の心翠i墨怒!こ隠する務室主
(誼)ー怒毒苦心王室の檎誌をと、その慾雲寺的変化

キL綴庭科大学 i豪華霊医療学総務号室学M

oÚJæ-~ 

札後庭科大学芸草学務総E翼線際

隊員襲干すt宗主主.さま谷内皇室主筆.大卒sLA霊.ゑUJさゆりー
石丸幸子，叉宇中毒孝愛子.主義緩みはる.会哲譲事 ål~喜子

i、F客 室事
宮守幸霊では、慾著まの心室芝去塁王室iごついて慾暴霊祭計の然繁をも

とに後示した。主幹線では、 E急務心霊童の2愛媛な務遂を多喜芝緩

毒事事?の方法をmいて分析し、絞殺の知見をより立体約iこf記
長室することを試みた。

n.対象および方法
撃事変対象および分析室室料iま鶴 2殺と関じである令

言守録iこ示した①~③の 5つのE寺点において、長壁吉間後のや

から「釘分にあてはまる気持ち j および r~守 iこ致く器禁じた

気持ちjを選択してもらった。務審の主義合にはi、後者iま2、

また長警告売されなかったものは9と委主後fとして、このγイiこ控室

子分析をE還した。各雲寺市での在TI~". トンから E話予を銭l 託i した

後、髪室略的iこ比較・宅金蓄すを行なったe

思‘幸吉察および考察

①f可らかの塁塁手舎に気付いた雲寺:繁l(主皇室き)、塁審 2(さ襲撃護〉、塁審
3(重量欲〉の 36喜子が検出された。第 2鈴子iまE喜子総1:のiE

の{匂きiこr!当然iこ設くなるだろうと採ったjが、また負の!匂
きiこf不安Jやf怒号jが波警愛付けられてお号、 -J主総ffi.する
これらの露1¥1警が、関ーの心室塁約機序によるものであること
が示唆された。

f2l入震発した善寺:繁 1(主義還さ〉、費12(窓欲〉、塁審 3(不安〉、第4

(主義綴〉の4!i君子が総出された。f寺三銭をしなくても(¥3義者iこ〉

治ると怒ったJ という.iJi凶iま必では]ii2 ~君子争議〈系暴走)上に

あったが、ここでは努 lfi母子縁j乙iこ移動した。また、第H号
子〈書室緩〉の鋭努力lま4つのt!l子中査をも緩く、挙手寄喜守の切迫

感と、できれば手幸著者をお透したいという慾容の心号室状慾が

f霊祭された。
5争予蓄を失うことを3霊祭された雲寺:務 1(主主霊堂〉、務 2(不安〉、

資， 3(笈欲〉、震14(繁華受〉の4羽子が検出されたち f手絡をし
なくてもfおると怒ったJIま雰j2 U塁手聖書1:1こ移動し、手絡をきを
ける磁の気持ちが筏終iこ主義れ重きいていることが示唆された。

③手続をき塁げた善寺:務 1(送還霊)、努2(祭綴・3室長支〉、第 3(不

安〉の3u喜子が総潟された。宮容 l器ヨ子教には、 n翠雪量から主義
11mしたいjというま託子寺ちの憾に、rf守が符だかわからないj
「もとのF討が出ると1まったjという然持ちも潟雲寺iご関与して
お号、この特異耳の慾毒苦心壌が一空室の産主苦も主主霊撃にあることが

長室綴された。

③遂罪電した符:繁 1(不安・怒号)、繁2(巡査室入賞i3 (窓蓄え〉の

3Q喜子が検出された。うた子宮が渓爽のものとなったことで、

そのことに対する怒りと今後の役員去に対する幸運然とした不

安とが滋ざり会って、この特異請の心機を作号上げたものと

苦言えられる。①~③で望書iこ警告 lli母子線上にあった「遂げ出

したいjというき託子寺ちは、このE宣言寄で初めてき事 15君子総か
ら書室れ、務 2!i喜子縁をE挙後iこ機践した。さらにf官官向きに綴
擦りたいjという笈欲を示すさ露ElI主、③では繁 21i塁手総上iこ

産主主Eしていたが、手寄びE詳1会で予審H君子聖書を務耳立した。
書守幸霊のE誌総重量計章者5震では、慾著まにはー愛して f蓄電f勾きな

意欲jが語審いことをf君主著した。しかしt!l子分析を怒して多
次元的lこ綴べてみると、各雲寺点で潟い2見切カを持ち、怒著苦心
謬の多くの惣分を占めていたのはf不安Jやf;琵祭主主滋jの気
持ちであった。「言言向きな語家室主jlまこうしたま託符ちとは5もな

る次元〈総)!こ佼鐙するものであり、 E患者の蜜欲をむき出し

ていくことの慰霊童さが示唆される給菜となった。
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13) 喰童書籍出街を受けた慾革まの心理i謹穫に隠する研究
ClV) -J"ニト;'3)手段の竣状と、それに対する白書足度守

札幌医科大学医学務総E翼線設

。大平弘慈，坂:frP奇数葱，F智康有保美，最もUJさゆり
:tj丸幸子.天神林景子，幾世みはる，加藤由美子

札幌医科大学保健宏君襲学部署護学科

UJ図-M

1.;1:総

本線では、可室長著手衡を受けた患者が現:(f用いている3ミ2ニト

'l3/手段と、それに対する務足度1こ関して報告する。

U，対象および方法

務査対象および分析資料iま約3殺と凋じである。

現在用いているJ~:lニトhン手段を質問し、さらにその=f'授の

告書足度についてf告書足しているJfしていないjのいずれかで8

2喜を求めた。緩いて、この務足度に影響塁する諮~子との関遊性

を分析した。

盟命館!lおよび考察

①J~lニト'l J/手段として、最も多く fll いられていたのは食道発

声(85名)であり、以下刊:;?;z，(72名)、被談(67名)、γ，，;z，ft-(32名〉、

H'7の箆(10名)の績であった。ただし、 2つ以上の手段を潟い

ている容が44名みられた。

②複数の手段を用いている者と、娘一手段に限定している者

との防で瀦足授を比較した9複数手段利用者でF溺足しているJ

とs:えた審i主将名中12名(27.8%)であり、取一手段の場合には

172，g中70名(40，7克)であった。複数手段を潟いている容は、単

一手段では告書足できていないことが示唆された。

③年齢緩$IJIこ r~建起している jとß:えた者の事j合を比較した。

40ィ9銭20.0完(2/10)、50-59綾21名48.8%(21/43)、60-69綾42.9

%(36184)、70-79重量32.4%(22/68)、80-89歳23.1宅(3/1のであっ

た。母数の少ない40-49殺の綴を徐外すると、若い年齢燦ほど、

「語審足しているJと答えた者の言再会が潟かった。これは、新し

い状況に対する適応カを反攻した結果と考えられるの

③雪量3震の有線と滋Aしているか6かの関係を溺ベた。問答均

点で何らかの穀業に就いていた者62名中、 f総足しているjと

答えた者iま26名(41.9幻であり、告審議者150名中では56名(32.7

%)であった。しかしながら、 2霊平!習に有意な鐙lま認められな

かっfこ。

③J ~lニト:/)'Jの手段$IJIこ、「語審足している Jと答えた者の割合を

比較した。銭合が高いものの療に、食i葦発声(52.2%)、H'yの笛

(50.0耳)、河:;?;z，(44.2苦)、γz7.ft-(40.3軍)、室長談(6.1%)であった。

発演という動作により近い手段が、繍効的な器具を用いる手

段よりも満足している者の割合がおい鎖向にあったつまた、被

淡において満足している考の総合が際立って低いのは、 "普

くjという動作を必裂とするため、ヨミzニトジョYの即時性という

点が悶怒となるものと考えられる。なお、いずれの手段を用

いている場合でも、第一声がま正にtIJている老もしくは会話が

できるようになった考では、「告書足しているJと答えた者の割

合が潟かった。発声法iこ習熟することも、患者の務足感lこ影

響する忠子と考えられた。
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14) 翁護者の特性による観察内容と傾向

機浜市立大学医学務総長室病院

O松井洋子、丹下泰子、平弁さよ子

東京大学大学院箆際E量産主計額学

E華道克

産主者への務神的な援助;を行つためには、慾容の

F寄神状態を客観的に観察することが必婆である。

務護者が患者の務神状態を的B撃に抱復するために

は、まず、看護者間での鏡雲寺結果のー童文が必要きで

あると考えられる。そこで、勝神科患者に援した

符の、観察結果のばらつきに与える震予空軍隊子とし

て、，fl護者の経験年数、部署、役絡傾向をとりあ

げ、その!鶏速について検討したので綴告する a

<研究方法> H.4.8.26 16:30~ 8.27 22:30 

までの30時間持経科病棟保護室内における愈者

(神経科入段中の O'T氏 34才 男性殺衿分

裂病)の行動を主義濁した。そのうち特徴的な鱗神

症状を妥している 15分間を主主出し、以下のような

条件の務護綴に議室去を行った。

①車寄干専科の緩霊長看護綴(3年以上 6人

②務符科のま野人経議長著(6ヶ月 6人

③務神科の来緩室長養護持言(緩霊長 3年以上) 6人

11.4.12.8-16に、上言己慾者のビデオを筏車事させ、

その「行動の内容j と f印象 j について30秒毎に

麻紙に記入してもらった。また、まま議綴の性格傾

向を知るため rY G役絡検資J t r 東大式エゴグ

ラム J を行った.

<結果及び考察> l)Y G役格検査 B?lイプ

(不安定，不透応，外向恕)が多かった。 2H甚大

弐エゴグラム 全体的に AC優位(依存者 ?lイプ)

の傾向がみられた。 3)ビデオ筏聴による観察傾向

f行動の内空軍j と i印象 j の混同は、新人審議長者

に多くみられた。 r行動の内容 j の抱鐙について

は、どれだけ詳絡に行動が~殺されているか点数

{とした総巣、務神科緩霊長の長い緩ま霊綴の方がより

誇絡に iie殺する傾向がみられた 精神科におけ

る観察力 j については、臨床約に E重要と思われる

ポイントをどのくらい拾い上げられたか、緩察の

鋭さについて点数化した絵菜、続得Hの経験ままま霊

綴の方が務神科の米経験看護語審よりも点数が商い

傾向がみられた.綴望書結果のばらつきは、臨床経

験の差によるものと考えられ、今医の遺書査では傍

人の性絡傾向との際i逮は認められなかった。



15) 毒tf霊綴の童話量害総力lごついての一考察
日本塁u霊滋会審議綴修学校
0広護霊祭子、鈴木文i工
索京女子医科大学審懇短J!!l大学

i苛合千窓子、湾浮窓三子

守二楽大学看護学部付緩看護笑滋研究総務センター

土E霊鈴重量、金井手!l'f

審議主導の銭雲寺能力は、対象に提供する毒if震の笈の災

alこ野草署する。

今回、滋E転車霊草案5年以上の審議書警の畿警察総カについ

て検討し、あわせて務浴適性テスト{以下DPIとす

る}との関遂性について分析をfTなった@

[対象および方訟]

2主役の研修生71名を対象i之、心不全の慾革まに警務

委譲がi語録ヰをしながら飲水援の務壌をしているVTR( 
1分45秒}を見せ、その遊後に蓄量察したことを記述

してもらった。

記述内容の分析は、(1)怒考の状怨として ①草寺名

②終控室 ③発途段滋 ③2喜本的ニード (2)警務織の
ケアについて ①慾革まとの対応 ②物品の鼓い ③手

投 ③ケアのE霊堂章一イ清潔 ロ務華事務自に分主義し、銀
察環回と篠宮要件費支およびその記章室内容の妥当性につい

て主主おした。さらに、その記述内容の潔答祭とDPl

との関逮牲について検討を加えた。

[成綾ならびに総務]

1 . 全体のき急電話警察件数(IEe'費支÷毅答費支)の王手均は

25.7土7.1f宇であった。ま書室宣言実f宇費支における:iEë'~容は
75.3 土 22.1% であった。憲主主~ß撃は 24.7土22.1%であっ

たe 言葉幸喜総議室内容で13li:つ主主として、害葬き需の詑緩では

なく、観繁華まの解釈・判断内容が葱切であった。

2.今留と関綴のテストをき経絡した餐毅短銃大学生

( 2年次)67名の総観察件数の平均は、 24.6土5.9

ftで、務1修生と授は認められない。しかし、蓄えe'惑は
短大生のほうが低かった。

3.終緩祭件費支別に多数際 (30符以上}、中毒事苦手

(20-29件)、少数苦手 (0-19件}の3若手に分

怒すると、多数若手に喜君主主惑が高い@少数若手の言葉e'費支は

全員 10ft以下であるのに兆し、中等害事、多数苦手とな
るに従い祭主5数の多い革まが含まれ、特に多数害事で綴答
率40%以上の部会が緩めて大であったe

4. D P 1と緩答率との潔迭をみてみると、談議率
19%以下のグループと 20-39%のグループ潟で

は、 DPlの基礎診断渓認の f爽任感jと{箆望号診断茨

13のf捻華事後JIこ脊慈愛がみられた@また、祭答率4
0%米諸誌のグループと40%以上のグループ照では、

1臨別診断浪漫の rí語草事後 j と ri蓄量急性 j の 2~真箆に宥

慈愛がみられた。 DPI と誤答率の関係では、特I~ r 
f!l草事後Jr活動性jで逆の関i獲が認められた。

16) 精神科看護従事者の患者情報の奴集と

その活用に践する態度分析 ーアンケート資料

に基く統計学的検討一

琉球大学震学部保健学科

OJII口貞鏡、金武蔑美

久留米大学大学説(健康科学担当〉

福時哲

〈罰的〉 精神科看護従事者の入誌患者に対する

行動鎮祭や社会援婦を促す看護的額儲から、そこ

に必要となる入設中の患者の行動や生活態度、あ

るいは心理社会的要調等に関する生活関連情報の

重要性に注呂しなければならなL、。そこで、本liif

究では患者の行動や懇疫を規定するこれら生活関

連情報について看護従察審がどの程度自を向け、

その重要性に気付き、さらに看護業務の中でどの

程震実際iこ活用しているかなどについて、その実

態を明らかにすることを研究話的とした。

ぐ方法〉 沖縄媒内の 10笛所の務神病設に勤務

(看護助手を含む730名)を

対象とし、本研究目的にそって作成した患者の生

活関連情報に関するアンケート謂査を行い、かっ

留澄法のもとに関収した。統計学的手法としては、

単相関設びiこ儀相関分析によって処潔した。

〈結果及び考察〉 偶人属性の 5項目ゆで、最も

高い相関を有していたのは看護資格の項霞であっ

た。正者欝議(土)であるほど生活関連情報の必

婆性・情報収集の意義を十分理解し、看護記録に

活汚していることが明らかにさらた。また、勤務

年数との相関もみられ、勤務年数が長いほど患者

の生活関述情報を把握・記録しており、また病践

内で教育を受けたことがあるという者が多くみら

れた。

以上の点から、.iE養護婦(二的資格の大切さ、

精神科看護における会人的ケアのE重要性とその実

現に向けて、いかに教脊条件が重要なものである

かを統計学的に立証し、かつ臨床経教の重要性を

示唆するものである。

なお、偲人民性中の年齢・性別・勤務病棟の3

項詩については、あまり相関が認められず、今後

継続し調査を行った上での検討課題としたL、
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17) 狭心症怠者に対する内科・外科病線引!

のi長接的看護行為の傾向

近畿大学震学部付緩病院看護部

。片山美子、聖子木幾段、山崎弘江

公衆衛生学

早川和生

近畿大学医学部付属病続医家課

森本政慈

当践においては開設当初jより入院診療抄録の情

報を港第機に入力しており、看護部でも1985年よ

り退院時看護要約に記入した看護行為を入力し、

安護教育・研究や業務の傾向を把握する資料とし

ているの 1992年に、入続中に実施した看護行為に

ついて、観察・ケア・指導の 3つに大別し、傾向

と年次推移及び、内科・外科病棟別による相違に

ついて務交したところ、入続中に実施された努護

行為ではケアの占めるさ司令が高く、観察が有意に

土台1mしていた p

そこで今回は狭心症患者を対象とし、間一疾患怠

努iこ対する内科・外科病棟7llJの復接的看護行為の

初送について分析したので報告する a、

[研究ガ法]1991年 1fill B-1991iれ2fl31Bの

WIIこ、狭心主主iこて入院した，患者のうち退院時看護

姿約の記殺されたもの、循環器内科病棟64名・心

臓外科約機31名を対象とし、入続中に実施された

碕終的脅議行為、退続後も継続を要するとされた

i廷後的看護行為について、現段7llJの頻度を比較検

討したり

[結然および考察1循環器内科病棟・心機外科病

棟共に綴潔動態に隠する餓察・ケアの頻度が高い

傾向がみられた。内科病棟では外科病篠と比べ、

疾患・薬剤・食事・生活に泌する指導が比較的多

く、退院後も議室続を喜きする看護として本げられて

いる。外科病棟では内科病棟と比べ、呼吸機能に

関する観察・ケア、消化苦号機能の綴祭の頻度が潟

く、転fl;q予防・媛眠の工夫も多くみられた，

以上の事より、内科病棟では検査入続・経過観

察が多く、慢性の経過をたどる為に指導の継続の

傾向が高かったと考えられる n また、外科病棟で

は手術患者が多く、筏{をの肴言撃がや心となってい

る為と考えられるの
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18) 慢性関節リウマチ患者の心理について

弘前大学教育学滋看護学科

Ol1r*棄現，工藤せい子，鈴木光子，黒江湾郎

目的:

慢性関節ワウマチ{以下RAとする)は、慢性

で遂行性の疾患である。痛みを伴い、ほとんどの

椀で完全治癒が望めず、障害をもったまま長期の

闘病生活そ余儀無くされている。そのため、患者

に不安や抑うっとEどの精持的問題が生じることは

希ではなL、。今回は、自己評{筒王立抑うつ尺度(以

下 SD Sとする)と満足度とを指標とし、患者の

心理状態について検討した。

対象および方法:

対象は、青森県内の 2病院に透段、入院してい

る慢性関節ワウマチ怠者男性8例、女性72例、合

計80例とした。

方法は、家族膝・鈎病期間の長短 .RAの知識

.関節痛の程度・日常生活動作(以下ADL: 

Acti刊 DailyLife)の範囲などを感り込んfご質問

表を作成し、面接法による関き取り調交を主とし、

項目によって本人lζ箇接記入してもらった。検定

方法は、 t検定を用いた。

成績および考察:

SDSの成綴とクラス、関病期間では有意な差

は見られとよかったが、疾怠の護主主化にともないS

DSの伎が上昇する事が明らかになった。しかし、

うつ状態分類と疹絡は、関連伎がなかった。

S D Sと満足度では、不満が土着すにつれSDS

の値が上昇し、また満足度と ADLでは、 ADL

の縮小児ともない不満が増加していた。

S D SとRAlζ関する知識との間Iと、関連性は

なかった。

健常者に取って媛紹な図子でも、 RA患者には

身体的・心理的な影響を与え、不満や抑うつ気分

として心理状態iζ反映されたものと考えられた。



19) 慢性関節ワウマチ外来患者の生活支援

に関する一考祭

東京女子夜科大学審護穏期大学

O河合千恵子. ~護岸議王子

東京女子医科大学謬願書写ザウマチ符忠センタ

菊地チトセ，大山緩奨，足立悦子

千葉大学看護学告s務護実銭研究指導センター

土震尚義金子宇和子

f餐役 1)ウマチ(RA)外来患者の多くは. r実liIii
の炎症や痛みがあり. E3常生活iこ何らかの不都合

をきたしている。そこで外来j慾容の生活支援の視

点の確立を尽的として倹討を行った。

{対象および方法]

1992年 lFlから12FlJ大学路線病リウマチセン

ターを受診し RAと診断されたj慾替のうちから
無作為総出した 150名に郵送留護法による質問紙

調査を行った。有効自~数は努役18名.女性97名

の計 115名である。

[成績および結論]

1.対象者の内訳から女性は努性の 5‘4態と多く.

年齢震は22緩から?号綴の絡があり. 40議会、ら59緩

までの勧き皇室りの女性が圧倒的に多い。発E主主手議官

iま30緩から50歳代iこ多くみられる。

2.関節絡はl:i::fj対称性の綴向がみられ，務度の

高いきs佼は王手関節.緩関節，足関節，努2.第3
近位指部雨期節，第1足摂EわfEt話節関節，約関節，
関関節のi緩である。

3.生活の自立度では f普通の生活や佼喜多が不自

白なくできるJ25.2%. r多少の運動制限はある
が何とかできるJ68.7%. r去をのまわりのことや
普遜の仕壌が少ししかできないJ5.2%. r寝た
きりあるいは身の回りのことともほとんど，また

は全くできないJ0.9%であり.何らかのぎ絡を

もちながら日常生活を送っている人が擦も多い0

4. r~長締の説明J r薬剤名，効繋.副作用Jr 
検査結果jについての潔解;おふそれぞれ項目援

に特徴がみられる。 r薬剤jについては. 20緩か
ら39緩までより40議以上に怒解疫が高い。 r露IJ作
用jについては年齢に関係なく環解されていない

傾向にある。 r援締の説明Jr検斎結繁jについ
ては.年滋騒が高くた工るにつれ怒解度は滋くなっ

ている。

20) を整役疾怒怒容のセルフケア行動とコー

ピングの廃芸妻役について

…総授き護者E安芸妓した窓、警の生活指遂をi透してー

~tì怒遂大学医療技綴簿類大~'!f.務経ま菱「学終

O矢野塁手e議

~tì録賞受綴事事経外終結念病後

山本良子

E議授雲警を発主主した慾苦言のストレス{こ宝まするコー

ピングの終震設会明らかにし、各コーピング毛筆式と

セルブケアの3雲行iこ関わる害警僚とをどの綴iこ間王室

づりで t)1-フケア行動を{足立主したら災いのか、手

後かりを後ることそE!約として主主研究者全行った。

m去:綴綬怒を発疲し III送手事事豪外科湾内務段しこ入
段した怒幸?のゆからコミュニケーションカ!of会きな

3主主l'20名を対委主として、iJH完吉守後lこ滅後議変を

Ijった。苦言t菱総祭者E分事?しコーピング行動者全姿し
ていると怒われる記述綴分金銭tHし、堅守谷のを持党

総祭~警書道ぎにしてコーピング後文薮終主主した@ さ

らに、宗像の fセルフケアの実行に関わる繋lt;jJ

ぞアセスメントモデ)1-として採録し、をきコーピfン

グ綴式とアセスメント問予との関i墨絵について検

討した o このモデ)H立大著名前i童会ちi干渓912名を

対象iこ行った溺愛総菜設姦iこ病気予効としてのセ

ルフケア行動の災jjに界各わる警警潟として「病気一

終:こま3ずる撃を銭感J r f翼後釣対悠行数J r{薬事室行

動の警警党役 j 及び「設さ甲斐 J r t議終的支後J

f係長室綬撃を震まま義 j の6波子毛織:Bしパスダイアグ

ラム iこしたものである@

給与塁:i察隊高官後のコーピングを比較すると、退院

郊では rr習霊童絞況の隊認知J q苦j星雲と絞り緩む j
rt誇幸警の探求j 害警の告号室霊然i史的コーピング0)t姿、

「怒憾のき提出J rおまかせ在意義喜j 会事の感f審議

後約コーどングが認められたのに対し、 i塁後後i立

問塁塁線淡約コーピングや r~芸 f警のき警 ttu が後初 L，

た。セ)1-ブケア行動に銭安吉するのは問塁塁線i史的コ

ーピングであった e また感?警務きさ約コービンゲlま

アセスメント問予である rt毒事者的支後j が強化さ

れることによって筒塁霊祭3史的コーピング lこ筒jかっ

ていた。

コーピング毛髪式とアセスメント協予を際透づけ

な)1-フケア行動を促i茎するための支援強化ポイン

トを籾害警にすることは、効果約;愛ぬを行う上で脊

主主であることが、検討総菜から籾らかになった。
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21) ステロイド斉IJ線用E患者のMMPI性格

テスト

IlJ IJ大学医学部約鼠病院

OIT!i山美智窓、有好和子、片山手IJ枝、辻畑博子
千葉大学看護学部

土産治義、金井和子

〔目的〕ステロイド斉Ij(以下ス剤)の長期、大

選使用によって創作用の一つである不眠、いらい

ら怒、妄怒、興務などの精神症状は無視できない

問題である。 ζの精神症状の出現した時期は、看

護のむずかしさに試行錯誤する ζ とが多い。そ ζ

で、今回、ス剤服用中の患者の性格傾向の特徴を

把握し、特IC精神症状が出現した患者IL立すする今

後の対応の参考として、以下の検討を行った。

〔対象および方法〕当大学病i淀内科入院中で、

長期、大量iζ(6か月以上、プレドニゾロン換算

9000mg以上)ス斉IjIJ長F日中の慾者25名で、入

院特にMMPI性格テスト(ミネソタ多商人格目

録、記述式、三三京房、冊子式日型)を行い、その

後の務神症状発現との関係を検討した。対象は、

男性7名 (45.9:t16. 1歳)で女性 18名

(4 O. 2士1O. 5歳)である。さらiζ対照と

して、ス斉IJを服瓜していない虚i仮性心疾患患者

(IT!i11Jら) 3 4名についてもMMPIを行い、ま

た堤らの健康女性(理工系大学入試志綴者) 3 1 

9名の成綴と比較、検討した。

〔成績および結論〕ス剤服用患者のMMPIで

は、大多数の患者が尺度 1CH s)、2(D)、

3 (H y)で高い値lζ分布し、“神経症約徴候"

であることが示された。また、虚血性心疾怠怠者

や縫E美女性lζ比較すると、ほとんどの臨床尺度

CTスコア)が高値であった。ス剤服用'lllζ精神

疲状の出現した訴とほとんど出現しなかった苦手の

比較では、 ill現した群はしなかった鮮に比し、尺
度 1、2、3で特iζ高値であった (P<0.05

)。ス斉IJ服用、精神症状のill現若干ではSL巳と他
疾患を関わず、続村1疲状の出現しなかった苦手iζ兆

し、ともに尺度1、2、3のTスコアが高値の傾

向を干ました。よって、ス刻長期、大蚤服汚やの患

者は、性格傾向lζ特徴があり、特iζ精神症状の出

現した患者では、心気症、掬うつ性、ヒステザー

伎の傾向が強く、 ζれらの配慮が、患者への対応

j二重要と思われた。
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22) 臨床における体温測定の再検討

その 11本i昆測定の佼畿づけと問題点

東京慈恵会医科大学医学部看護学科

0労繁佐和子 毅比奈{幸代 吉主主主宰代子

近年、体j昆澱定機器は水銀体滋言十から電子体i鼠

言十へと急速に代わりつつある。しかし、その取扱

いはさまざまである。本研究の目的は、病院にお

ける体混測定の現状を知る一端として管理的側関

からその状況を明らかにすることである。

N象lH.I"方法:対象iま都内300床以上の病院20

カ所に依綴し総続長20名・成人および小児病棟の

婦長57名の協力を得たo方法は箇接j去とし、体温

計の種類・測定の関数と時間・測定方法・消毒方

法・検j還の問題点などについて開き取りを行った。

緑茶:<病院全体の看護と検滋に関する状況>

1)検j患の回数と待問は、病段会体ではなく各病棟

毎に定め、 2検(6a寺、 14a寺)が大多数であった。

2)検i患i立、ほとんどがチームナーシングの受け持

ち・部震受け持ちが行い、機喜告別検i思係は少ない。

3)体i昆計は電子体温計が主であり、慾染者・湾js.IJ

定・学生実習尽に一部水銀体i昆計を併用している。

4)電子体滋計の導入は昭和57年から平成2年の閣

であり紹手口60年には過半数が電子になっていた。

5)竜子体混言十選手入の主な漆fIlIま、水銀の破損・処

獲の問題、測定時間の短絡、業者のliJめであった0

6)教育は導入時のみに実施され継続されていない。

7)電子体混計の機後はー援に集中していたが測定

方式を理解している人は少数であった。検i昆の問

題としては、消毒主・本数・測定方法などがあがった。

<病棟における検j昆の状況>

1)57病棟の電子体滋計の数は、患者 i人 1本23病

棟、数本を使い闘ししている24病棟であった。

2)電子体温計の消畿は、感染症慾者を含めてj霞務

絡が最も多く、穫々の薬液消毒がそれに次ぐ。ケ

ースの法務は少数の病棟で行っていた。{判長計の

定期点検・隊周年数の検討は殆どなされていない。

3)続長は電子のiffJJ定健を程変ね正確と考えていた。

4)電子の利点i土検i足時間短縮・安全で、消毒・測定

方法・測定方式の理解の浅さを問題にしていた。

以上、電子体温計による検i創立安全で検滋時間

の短絡をもたらしたが、体温測定を安易に考える

傾向を1:み、 f本j患言十の管理・測定後の信頼性 .i持

議などに問題のある現状が明らかになった。



23) 磁床における体i惑溺定の再検討

その 2 1本音量級定の現状

E在京慈窓会医科大学医学蕊看護学科

。続比奈{圭代 芳賀佐和子宮武香代子

譲二子{本j鼠言fの;急速な普及により、滋床における

イ新設澱定に変化がおこっているのではないかと考

え、その渓状を切らかにすることをg約とし今回

議変を行なった。

f方法j 東京都内の300床以上の病院の成人お

よび小児病綴とそこに勤務する看護競を対象に、

検i義務衡の観察と務議議へのアンケート務きまを行

なう。(その lと同時に実施)

f義主薬J 201謁段、延べ52干潟綴において言埼玉まを笑

施した。うち、491潟綴で看護燦63名・慾、老319名

(成人201名、小児118名)の検j怠宅建立立を毅察、持

病綴・ 326名の審議矯から問答を得た。

l、検j盤機苦言の綴祭:21潟綴を除く会ての病採で、

絞表題検j漫に電子{本i鼠雲十を使用していた。 21病棟で、

数本の電子体滋言?を{安い留ししていた。自分で体

i良言?を綴織に入れている主義留が成人156名、小児

40名で観察された o 望号i菱総が入れた86名の挿入

方向iまf績からJr上方からjが68名を占め、f下
方からJ!ま 6名のみであ号、ましい ì~~定方法はご

く後かであった。 i潜喜善方法i立、その主暴言立が観察さ

れた21干潟擦のうち、 i守病棟でうたま還を祭主支で拭いて

いた。震予{本i箆言?を言葉液iこ浸す方法l土問一千湾綴で

看護綴3名を観察したが、先議選のみ浸しており、

没す時間は10秒から?分とまちまちであった。体

i箆iltの消まきそしていないことが磁認されたのはg

病棟であった。 12病棟では、~~主将のみi資察して

いると税務された。

2、アンケート務霊堂:80%の務復綴が、 Z字書室持続

に電子体滋計を使っていたと答えた。現夜のI道議

方法3こ疑問があると急事えた務遂綴 i立30%で、 65%

が疑問はないと答えた。電子体i盆雲十の絞り扱いに

濁して看護学校での教育も卒後教育の機会もなか

ったとする者は35%であった。

電子体i姦言十が主流を占めるようになった今B、

約定方法に多少の蓄しれが主主じ、また、消雲撃におい

ては多様化や不後底といった現象がおこっているの

65%の看護嫁がそれに何ら疑問を感じていないと

いうこと古f明らかになった。

24) 設篠体j忍苦?による涜i定{穫の議後検討

早朝-EZi昆浴実験から口腔i墨・絞銭湯を比較

してー

北海道大学医学部約属病段登別分続

。坂本治子、成田月子、

体温は、パイタノレサインの基本的観察項目であ

り、.iH議な体滋管理を行うには深部体温の誤IJ定が
必姿である。日常の看護業務下において深部体議

である直腸議等の測定は応用しがたく、又電子体

滋計が一段化され低体滋現象を招いている。

体j民議節t:t怒の存夜ずる授床下部領域の滋度i立、

そのきsと血管を共有する鼓駿のj足度とほぼ等しい

ζとから、近年務易な赤外線鼓膜{本綴誌が議場し、

鼓膜滋の誤IJ定が法自されてきた。そ ζで成人を対

象に、売手続安静時と高j新谷高{本滋符による数綴滋

.口腔議・ sIを2透視を測定しその総I[関係を比較検

討しfこ。

<務究方法>

成人男女 55名(年齢 23-68才)与を対象と

し、体綴illlJ定iま午前 68寺早朝安静符と 8t:tぎを身潟

滋浴 (42
0C、10分間)箆後iζ鼓膜・口腔・絞筏の

3部位向符!乙測定した。主主践滋THE弘之!OSCA
NPRO-l、n経溢と駿務j昆はテノレモ社製設予三
体滋計与を使用した。

<結果>

1.数藤混と口股j設は良い穏関を示した。

2. n校淑iま鼓緩混が低{直(<3 6. OCC)の
場合致駿遜iζ比べて高f獲をjJCし、鼓膜j昆が潟僚の

場合、鼓膜滋より低僚を~す傾向があった。

3. lIll言者滋は比絞的おいj足度成で鼓鋭滋と良い

栂衡をijCし、立つ鼓模様iζ比べ低fi!iを示す{攻防iが

見られた。

4.鼓膜体温計iま、安全で手技が筋Zちであるが

婦人操作の仕方によっては、タト;写j差綴がときとし

てみられた。しかし浪IJiE部伎の湾客・使fll後の感

染はなかった。以上の総菜により鼓膜滋測定iま口

腔混と共iこ深部体滋の測定iこ有用なものといえる。
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25) 抗浴剤投与跨の税毛予防に対する試み

( 3 )アイスキャッブに使用する食塩水と済務局

ヱヲノー J.の混合約合についての検討

神戸市立中央市民病院

O後回礼子、井上爽美子、雨量奇笑E費、竹野総美

山本善事笑

神戸市立看護短紛大学

sr:a雅子

{はじめに} 私たちは、生寝食復水と消務用エ

テノー jしを使用したアイスキャップを照いて、ア

ドリアマイシン (AD M)投与符の脱毛を 90%予紛

できた。今問、アイスキャッブに使用する混合液

のf電磁波皮とエヲノールの混合言語合について検討

したので報告する。

[1葉駿方法} ①然主主バッグの中 iこ純水又{ま0.9%

~ 15%までの 5f重要震の1空爆水を 200mlずつ入れ、

2つ折りにして冷淡路で凝らせる。②純水又は5

1警察1の1言語霊水 190爾iにヱタノール 10m]を加えて①

と肉終にする。③純水又は 5f重要員の食塩水 180扇l

iこエタノール20緩iを加えて①と悶様にする。③①

~GìJの i東り方、 i東る滋 i豆を iH01': する。 @2 つ ilí り

にしたき事持基バッグのIlllに柊湿度計をはさみ、家援

で放援したときの滋度変化を 5分王手!こ諜OE:する。

{絡巣] 終水と 10%以下の食尊重水i立、-22"Cの

冷淡控室で24時間で擦り、 15%の食復水は-22"Cで

は言葉らなかった。食話通のf露度が濃いほど低i震にな

るが、騒然善寺の善寺!倒的諮度上界変化が箸しく、短

華寺f昔iで露全然する。塁王分が 4%以下の音寺にヱヲノー

)¥1を加えるとよく冷える傾向がみられ、 7%以上

ではエタノー)¥1を加えると冷えにくい傾向がある。

{考察] アイスキャップに佼隠する混合液は、

よく冷えるだけでなく、ま買にフィットするように

シャーベ、y ト状を維持している必要がある。 4%

食持基水 180ml+ i持主器用エテノー)¥120m 1の滋合液と

7%食思議水 190溺1+消毒渇ヱテノー)¥110m]の滋会

話主が綴もよく冷え、シャーベット状を維持してい

たのでアイスキャップに返している。

i語去の文芸試から、 yJl皮t量を下げるほど脱毛予防

効祭が大きくなると後溺できる。今留の実験で{専

られた 2f霊類の混合液を用いてアイスキャップを

作製すると、私たちの喜Ij@]の実験よりも仮綴を傍

られる可能性があり、 ADM投与姥の脱毛をより

ー懸予防できるのではないかと予測する。
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26) 抗主主剤投与跨の脱毛予防に対する試み

( 4 )アイスキャッブの改良と喜責務冷却がバイヲ

ルサインに及ぼす影響

神戸市立中央市民病続

O井上資笑子、後回礼子、河鰭美的、竹聖子裕笑

山本塁手笑

神戸市立看護短期大学

平a雅子

{はじめに] 私たちは、第 3織での絡5誌にぷづ

いて混合液を選択し、さらに冷却効5誌のおいアイ

スキャップを作製した。また、 ~JI 吉ß 冷却がパイヲ

ルサインに及lます影撃事についても検討したので以

下に報告する。

{アイスキャップの改良 a)7 %食器量水9.5: 

ヱタノール0.5‘b)4 %食尊重水 9 ヱタノール 1、

c) O. 9% 食滋水 9 エ~ノール 1 (従来のアイス

キャ、yプ}の 31'重類の混合液を作る。幸喜j在バッグ

の空袋 51鱒に各 200mlずつ注入し、級で車Hみ合わ

せて 3f重重要のアイスキャップを作製する。

{実験方法縫燦入 4名が 3f霊類のアイスキャ

ヴプを各 J@]ずつ裳殺するの後宮費郊の度!脅?潟1;;-円

分毎、パイヲルサイン(血圧、JlJiIj自、体滋)を!日

分毎lこ 12日分まで測定し、比較する。

{結果} 今回の受験では計約c)の全てのアイス

キャッブで頭皮認を 20"C以下にすることができた。

20"C以下を維持する持続の平均はa)46.3分的98.8

分以上、 c)8 J. 3分であった。 ~f足立買皮?誌は、 a) 17 

.3"Cb) 13.8"C、 c)16.6"Cであった。また、頭部冷

却に{辛うパイデルサインの変化及びi喪綴等の皮腐

隊ii警はなかった。

{考察 Ia)blは食磁水を{下らなければならずc)に

比べれば、作製するのが蕗閣であるという欠点が

ある。しかし、アイスキャップは一度作製すれば

何度でも繰り返し使用できることから、問題はな

いと思われる。 Gregory、Dea目、小西の報告から、

頭皮穏を依くするほど税毛予紡効果が大きくなる

と推滅される。冷却の持続時間、章受!民主要皮潟のF奇

麗からみて、 blは 3f重要望のアイスキャップの中で

鐙も毅宮古冷却効祭が潟〈、けによる従来のデーヲ

以上の脱毛予防効策がn号待できる。今後はbl(4 
%食忽水 9 エタノール 1)のアイスキャップを

使用し、 ADM投与5寺の税毛予防効祭について調

査していきたい。
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27) 終夜予章者ベッドの有溺殺の検討(第 2

穀) 一皮燃の言語Z譲渡、 E芝草警護喜、 手本庄のま至特約変{と

からの分析

UJ口大学雲査察技警守主霊長諸大学務

O総永警警生、 E転E告子、 塁塁線震章子

兵隊長Uz:f1畿大学 }llo李漢

千三翠大学審議学務署菱繁華皇室育祭総理事センター

露支 o~立 5号

ウレタンマットの上にr1i露震のナースパットを翠

ねた撃事長警予紡ベッド(改良ベッド)を考察し、心、

喜護衛後慈善 133毒事事警に佼燃した総菜、全災に擁護警

の手芝生はなかった。 E事1事裂では会主干の{本II分識を

溺lEし、改良ベッド iま{由f李総の体圧が事まく事等援害予

E容に将殿であることを殺をきした。今僚は、さらに

将一体殺におげる E支持警の潔滅後、浅草警護言、休校の

ま歪略的変{とから、改災ベッドの務綴予 ~Iこ対する

有用空会ーを検討した。

< :9軽毒護方法 >E主露警の喜重量警露n立、 i宮綴から 21縫の
霊童E警な女子 12名を対象とし、 GS Rブリッジボッ

クス MA 1002Aを照いて、遂を護法による皮綴子翠

然露五銭変化をみた。認定書事{立はIiIJft務と綴喜容とし、

Iali転機長tiB寺より 5分ごとに 60分隊綬喜寺e'1に務定し

fこ。 潟喜寺に休校、 E芝露警護遇、 後僚の翠1il、震基1交を善努

lEした。

〈幸香菜および"!"警察〉皮務?翠祭主主総 lま、 i臼ベッド

でi主的?李総、 長愛護事災 iこ皇室善寺約 iこ徐々に{低下し、 詳言

語ぎに大きなまをはなかった。これに立すし改災ベッド

では ftlJ'lすき事で芸道く、震塁審君で大きく災下した。 この

ことは、改良ベッドの伶脅綴で皮革警の震基溺1ilが援

も喜まく、長愛護事で語審いといえる。 体IIIま、斜J'誇喜塁、

最愛媛共 iこ改良ベッドの方が告まく、災ベッド共 iこ皇警

告審より f出管室事の体圧が主主かった o この II!主主筆雲寺約

な変化はほとんどなかった。 E主露警護霊 i立、{出f李総、

震愛媛災 iこ潟ベッドで緩詩的に徐々に上奔し、似合

喜容と綴擦の書室1ilさをは 0，3-0， 4 "cで、的f李総が長率

かった。これは体庄の援による護iI.!iUをと考える。

塁塁E京議長nま、潟ベッド共 iこ震え沫 i草分後までf主主筆
iこ上手手し、その後皇室鈴約 iこわずかな上界緩向を示

した。これに対して幸運沫滋1il1主、宅建旅差是夜の上昇

iこ{隊い下降した。

以上よ号、改良ベッドは fUl脅認における体EEが

低〈、 E主擦の書道綴佼が低いことによ号、襲警握智子 ~Jj

mベッドとして脊j習であることを博喜重量悲した。

28) 広範童書盤盗罪主義喜怒替における体佼変換

の翠喜菱沼爽の考察

(1) j関敵役務主主潟爽護是々{ちくちく)害警の作製

符戸市立中央市民筑波

O護憲弁きを議、 Jj、主義窓子、 今三位主主子、綴害警友子

JII上愛知子、蓄量護裏芸さき妻子、片!潔フサiI

字率戸市立翠喜護短長語大学数授

SJZIE綾子

E重症喜義綴議選ぎの愈j喜容の疹綴緩和や、治5撃告さ遂の

ためには、宇主役変換は必喜霊不吉iJ~てである。そこで

従主義の体役変後を克復し、惨状の複を ~j 潟して、

震m伎のE室主主が行える試作 1. 2を作製した。笑
践によちその主主E裂を緩め、重きに改良した楽々手蓄を

量32襲、作製した。

(~軽量実方法} 滋作 iが潟尽の事選 I5 c扇、主義さ 20 

o c関、警警喜sf話の憾 30 c閣、長さ 20 0 c盟の綴索材
の務、試作 2Iま潟サイズで警警館長室大綴を 45 c閣の

擦とした。 対塁塁i主、長室予言務各 I0名。試作 1.

2 を渇いて、介助努 2 名で叙l~{立から綴敵役へと

体役変換を行い、号警の片言畿を絡んでペッド綴 iこ悶

定し2p寺n罪悪uまする。その後アンケートをとって
試作 1. 2の慰霊喜を上と数検討した。

{季語系及び考察}試作 2で、撃事総の後綴を広げた

ことで、試作 1!こ比べ!E主主慾がなくなり、ま()'室長蓄

が士脅し、ずれも 10人中哲人が然しと慰霊喜した。

潟般では綴みがおり、!Eif;Jn塁、鈎E室長蓄が多くみら
れたが、察書官では矯般を佼F話せず、害警鶴湾のみで

も協定できた。これらのことから、試作 2によっ

て2袴隠の総駁佼濁主主がE霊祭に行え、緩皮i努後の

懸著~ Iこも安会iごF語いることができると誘える。

どたiこ、多くの捻を使用せずに淡むため、床上潔宅建

が己主察され、分露きする鰯にとっても体佼変換が容

易になった。しかし、ひもを給ぶことで後 iこしわ

が生じて皮潔iこ約者数を与えること、介防護[2名を

獲することが富豪華喜として残った。

ここで得られた総E裂をもとに、織の雨量警にマジッ

クテープを縫い付けて、それによってペッド綴に

協定するき華々手蓄を件整還した。 この護是々綴 {華客室事沼

のみ)での爽用性を更に検疫する壌とする。
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29) 広範霊81霊症熱脅軍慰革まにおける体位変換

の看護用累の考案(2 )楽々?警のカ学的検車E

袴戸市立中央市民病渓

O義援喜奈美子、今木依子、干高崎友子、藤井笑車窓

111上美知子、小猿君子、片問フサ江

き申戸市立意苦言整短綴大学教授

3JZB3雅子

E霊症熱器喜怒革まの、体位変換時の苦痛を少なくす

るために 7 ジックテープで毘定する楽々稽を作製

した。その望音楽性、安全性、溺久性について実験

を行いカ学的iこ証明できたのでここに報告する。

(実験方法)被験答 20名で努銀の楽々干替のみを

用いて 3種類の実験を行った。

(1)ペット軽量の下段で楽々手書を窃定し、その慾怨を

童書く。

(めペッド僚のよ段でき華々裕を酪定し体璽を草章一杯

背1$へかけた時のずれた角度を控tl定する。

(3)ペット綴の上設で楽々帯を回定し、 9 0度IJIiJ臥

伎で 90分関使用し、その後の角度を総定し慾怒

号を開く。

{絵泉)笑毒素(1)より 20人中 15人が事号館から緩

綴にかけて圧迫感、拘束感などを訴えた。体格の

による差薬はなかった。実験(2)、{鈴よりマジ yク

テープは i僚も外れなかった。 20人中 16人が

ずれは生じなかったと答えており、 19人が安定

惑を得ている。マジ yタテープlこしたことで関定

が織滋にでき、介助者 i人でも体役変換が司書告で

あった。

(考察}マジックテープを用いて問JEすることに

よって、従来の翁iこ比べて安定感が得られ、疹1議

拘束感などの潤題が解決できた。実験(1)ではE認定

する高さが低い場合、干警が怒ミ苦を下iこ押しつける

カiこより拘束感の療!;!:jとなることが判った。材質

は綿で二援縫製にしたことで綴も少なくfSZr禽への

新激も軽減した。また、吸滋位、 i預気性にも後れ

創の乾燥を促し二次感染予紡iこも有用である。こ

の実験のマジッヲテープ 20x 5閣で緩大 100

kgの体震を支えることができることから、力学的

な体位保持及び溺久性が立証され審議局主主として

の実用化は司書告であることがわかった。
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30) 糖尿病患者の自己管理状況と

ヱゴグラム

武旅JII看護専門学校

O加藤麟

熊本大学教育学部者護学科

花田鈴子

糖尿病は食事など生活習慣に起因する問題を含

むので、怠苦手iま食生活やE'l'i常生活の習慣を変化さ

せ自己管王壊を紋絞していかなければならなL、のし

かし、働き擦りの男性は筏待や外食の機会が多く

仕事優先であり、少しぐらいなら飲み過ぎても大

丈夫という気持ちなどから食事療法の自己物理を

しにくい傾向にあるn したがって自己符JIP'を継続

する意志の部分に自我状態が関与しているのでは

なも、かと考えたn そこで、飲酒の機会が多い壮年

期の男性の自己管環状況と自我状態を調べ、怠脅

と今後の自己管理について話し合った。その結果、

患者自身がお巴管理状況を振り返ることができ、

必要性を認識し自己管理をするようになった家伊!

とエゴグラムについて報告する。

I 研究方法

L 対象 詰大学病院で治療しているHBAI僚が

8.0%以上でロントロール不良であると判断

した患者16名。

2. 期間平成3年8月初旬~平成4年lfl初旬

3. 方法:怠若手にインタピューを行い、自己管

現状況とエゴグラム (TE Gを使用)の結果を患

者と一緒に検討して、今後の自己管理に向けて，~

務自身が自発的に途成可能なお療を設定して自己

管理が実施できるように援助したの

H 結果

エゴグラムの結果は、 16名中12名の窓考iまAC

が全体iこ比してff，l;い傾向にあった。また、 16名の

患者iこ共通していたのは毎娩晩酌か接待での飲務

があり、食事療法が面倒で主持続した自己管慢がで

きにくい状況であった η そこで、今後の自己管理

について話し合った結果、接待や晩酌時の飲潟殺

を減らしていく事と外食や夕食の食率内容の改善

を怠考自身が決定していたのしかし、砲事者僚の結

泉は自己令理iこ対する気持ちを変化させ、食事療

法の実施状況にも影響を与えていたn



品
目
勺るす関スの

単
告患一務尿糖市京外n

d
 
察

0熊約後主震予
ンタ

土慶尚義 f量子宇和二子

近年.疾病鋳造の変化により慢性疾怒患者は増

加傾向にあ以外来診療の在り方にも変化が求め

られている。さ当段第3内科における糖尿病患者へ

の看護媛効は外来においてはト分とは震い縫い現

状である。そこで今回.3料iこ外来通践中の糠尿
病患者の療養上の援助手号議および療養jこの知識さ事

!こ関する知箆を得て，今後の看護緩紛の参考とす

るために調交を行った。

{対象および方法]

対象‘当段努3r勾科iこ外来i議院中の綴尿病怒号5
151名。年鈴は18-80殺で平均58.0士12.<1主義であ

る。

方法:1) 1約2年llFl24釘-12月1181こ外来受診
した怒替のうち.記入可能なj慾苦言iこ療養経過.疾

病・治療さ事iこ関する知識.療薬上の;変動希望 (22

現EDについて笈問紙f{l1i護法による潟王室{有効@]
2事務96%)を行った。 2)外采受診録より.療養
経過.治療，検査データ等の情報を~主祭した。

[成績および結論]

1‘液饗上の援助手詰怒における 1入あたりの総希

翠項目数は11.5こt7.2項目であった。 39歳以下で
16. 3士 5.2と援も多く. 70綴以上で?‘ 3:t5. 7と
援も少なく年齢iこよりその分布に特徴が認められ

た。また総務要項Ej数がOのものは.50-69議で
は13.6%. 70綴以jこでは15%をおめていた。

2.攻尽)jl]に年齢)jl]の媛勤務望項尽の割合の特徴

をみるとつぎの5グループに分類された。①年齢
を際jわず多いもの.⑦年齢を関わず少ないもの.

③39歳以下のみが多いもの.@)10綴以上のみが少

ないもの.⑤39綴以下および70議以上が少ないも

の。

3.項Ej)jl]の媛助手詰援の割合を知識得点)jl]にみる
と.得点の高い群では援助希望の割合?と年齢に関

連を殆どみとめなかった。得点がEわさ事!支の群では

若干の間遠をみとめた。

4.疾病コントロ Jv)jl]では.コントロールの不
良な鮮において.現Ej)jl]の媛効希望のきIJ合と年齢

に関遂がみとめられた。とくに39綴以下ではコン

トロールが不良なほと子妥勤務望が多かった。

32) 糖尿病患者の家族的および社会的務景

について

総合市立病院

。竹本自主霊祭

鈴木光子、工藤せい子、黒江務部

回約および方法:糖尿病のコント思…ルには、

主主賂的々 E3c管理とともに、疾病の性質、治療効
果との関係、日常生活の問題などを考慮し、総合

的々箆方で患者の潤星雲点をとらえ、支援する必要

がみる。そこで今@は、

おき、糖尿病怒容のコント口一ル良eとの関遊性

について検討した。

対象:平成4年5月-8月?と弘前大学箆学部約

属病院およひマ努森嬢立中央病践の糖尿病外来に議

院中の怒者l'3 0 ~ろとした。方法は、怒者の努祭

を知るために質問紙を作成し、アンケート言語変与を

行ったの糖尿病のコント口一ル状態は、カルテよ

りの邸機、 Hb A I 、フルクトサミンf践を参考lと、

good、fai r、poorの3苦手に分類した。

総菜:

1 ) 1 3 O:gの内訳は、 good eonl rol 

務 44名(33. 9 % )、 fairぞoolroll誇22名

( 16.9% )、 pooreontrol辞 64名(49. 2%) 

であった。

然磯若ぎにコント口ール不良の

3 )コントロール不良の婆践として、疾病の長銀

化、女設では自らが護審理担当者であるため家

族の援助が得がたい、腐食の頻度が高いこと

などが考えられた。

4 )妻家庭状況では、間農家族構成数が3人以上の

場合にコントロール不良の者が有慈iと多く、

コントロール良好の

者が有窓lと多かった。

5 )糖尿病の病態理解は、コント口ール良eと必

ずしも関連し佐かった。

以上から、糖尿病のコントロールには看護上の

問題点として、怨者の{蕗J.llj性および治療の継続性

という点を考議して、 E患者の生活環境lζ却した医

療拠からの畿きかけが必要であると考えられた。

t安

f巧アァス壬
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33) 糖尿病患者の食事療法に対するストレ

ス認知とコーピング

ヨEマリアンナ医科大学綴浜市街告si潟絞
O 中村美幸

見ミ京女子医科大学看護短期大学

村本淳子

【El的3
糖尿病患者にとって食薬療法を継続することは、

大きなストレスになっていると考えられる ρ 糖尿

病患者のよりよい自己管理への援助のためには、

食事療法i二対するストレスとコ…ピングについて、

看護符自身が知ることが必要となる号、そこで綴尿

病忍者が食謬療法をストレスであると認知する状

況と、そのストレスiこ対するコーピングを明らか

にしたいと考え、吉司3ミ・検討を行った，、

[対象および方法1
対象iまS疾科大学Y病院内科病棟iこ入続中の糖

尿病患、者5名(男性2名、女性3名)であるの王手

総は44~68歳(平均58 、4議)である n また 5 1;全

日が糖尿病の教育入院の経験をもっているのデー

タのrl文然l立、参加綴察法と主幹機旺主的な街l拷法をrn
いて行いや この子J一々;<-.，1忍干jhlJ(!rオ令書費した t

[総菜および望号察1

1.食事療法を実施していくうえで、ストレスを

認知する状況を類取化したところ、以下の問つの

状況がお11tHされた"U)食努まの質やf設の変化に伴い
ストレスJ二なる、食欲の充足度の変化に関するも

の、(号)食事療法の方法に関するもの、③会食、付

き合いなどの、人間関係の緩持の上での問要量に関

するもの、 (4)食事療法の実施に対する他人の反応

iこ仰するもののまた食事療法に対する認知的iIT飾

については、ストレスフルであると現実的に認知

しているものが4.g、表部上では楽観しているが

実際にはストレスフルであると認知しているもの

が l名だったの

2. コーピング行動としてはおの行動が始lちされ、

これらを類製化したところ、の食事療法iこ対する

f辞巨や助言を、['!s.空襲スタソフや本などから求めよ

うとする、情報の探求、③問題と取り組む、(診あ

三主的七長室7'.l'"It、⑥支えをもっ、州選、
⑦感情の表出、のじつに分類されたn そしてコー

ピン問機能別では、問中心型・明法問

中心型のうち、情動中心硯コーピングにE毒するも

のが章受も多かった。
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34) 務尿病慾者街平手における務経紛の塁寝床下j

断iご泌する一考委譲

新潟大学E在学総務H君病院 丸ill栄美子

千葉芝大学卒干殺学官官宥緩実践研究総務センタ

警官;lJJ 淳子

家主主交:子E定大宅?竣綬大 安殿堂!子

より良いlH霊ケアを提供するためには、君子宮室鯵

の臨床わ;飯能力が室主要芸である.者言電紛の臨床下H析

の成立後序を構造{じすることは、ケアの質向上の

JU撃になると考える@そこで、今@It務尿病患者指

務におけるお務総の臨床判断の護側とプロセスを

切らかにすることを試みた@

{研究方法]

対象および方法:絞尿病患者総滋専門:tT湾総 10名

とま号尿病E主将が入院している一般病綴の草干潟鰯40

名lこ対し、霊堂f湾紙によるElrtJ記述および街it産法で

ままま霊綴自身の絡例 (p，radigm case) を校集し、
事者締約にデーターを解析. 0母奴芽~ i 0 %、有効関

空事務 54%)分析対象は2P匹釣"

データーの持軍折方法:①佐藤の f臨床下IJ阪のも育成

主芸家と段階j で‘臨床下11続完主力を 3段階に分類す

る。②ベナーの q行務機能j の 4写Hlで、適切な

指導であるかを認を読する。③市戸iの fセルフケア

成立滋穫と援助行為(綴念停車註み)1で指導のiU唱

と慾者一草75霊綴鴻係を評衡する.支た.その時の

lH警綴の重量床和1)1析を主IIIBし、その妥協をカテゴリ

に分け、'flJ断プロセスを導き ulす。④隠答した

す?認綴のうち 6:t.に街綾5埋ま空し、データーの補充

と解析の滋子与を3手続する.

{暴走梁及び考祭}

(O~義政t 判断の皇室阪のカテゴリーとして、 f'f: WJレ

ディネス fp，草者の反応 ff骨滋投手指(介入・方

法・内総) Jの 3!Jl!闘が誠itBされた。

(2)絞尿病!怠者指導における感床わj斯のプロセスは

次の 4つのパターンに分駁された.パタゐン[ f 

判断プロセスを持たないj パターシ nf指導技術

を中心にやIH析している j パターンmff.主おの反応
から判断している j パターン IVf学苦手レディネス

を判断し、効来的な介入方法を判断している j

パターン [~m には終盤金字数が関与することが認

められた.パタ… L分室震により、若手書霊長著の教育ニ

ードと、ケア管耳まのポイントがI!IJらかとな料、ケ

アの資向上に寄与できることが示峻された e



35) 簡易ぜ在籍滋定器グJvテスト症と
エクザクテック 2の使用経験

長室審大学医療技術短期大学部，

。福山由喜喜子，西山久美子，諸問秀子，

勝聖子久手妻子，大塚 縫作

じまじめに]近年，縫尿病の治療を行う上で患者

による自己血糖測定が重姿摂されつつ為り，向1寺

に簡易阪綴筏1])'を器も小裂化され操作の箔便性や務

度などが改議されてきている。今日我々は， li議定

化静言葉電緩t去を用いたグ;vテストE(京都第一科
学製:以下GE)とエクザクテック 2(メディセ

ンステャパン製)のペン型タイプ(以下ペン裂)

およびカード君主タイプ(以下カード裂)を使用す

る機会を得たので，これらの性能および操作役に

ついて検討を行った。

{方法]検体lま，

科外来もしくは入設中の慾者85名の務係i盤を用い

た。まず務度については，向践の中央検資塗にお

ける測定緩(以下中検法〉と比較した。また.I!lIJ 

Al慈の潟環役，測定審問のお!IJA{I畿のばらつきなど

を認べ，さらに怒者や議議録合わせて15名の殺に

3機磁の様作性さ撃について言李総してもらった。

[総菜]G E，ペン裂およびカード型とや検訟と
の総関係数はGEが0.98，ペン型0.97，カード型
0.97といずれも潟い羽関が傍られた。また.lII1縫

が高健(仁科会経 253盤g/d1)の検体Aと， ij副議

(や検倦95盟g/d1)の検{本 B~間一後者がそれぞ

れ逮緩して10回読1Jj'定した玲の変動係数(覧)，ま，検

体A，BはそれぞれG立が1.5と4.7，ぺン愛は

3.9と4.5.そしてカード裂は 4.7と3.4であった。

さらに，これらの検体A，Bを. 3人の検者がそ

れぞれ 11mずつ測定したときの邸穏健{時/d1)

は，検体Aの場合GEが 246.248. 251，ペン型で
は 244.268.270，カード型では 235.253.254であ

り，また検体sの場合はGEが 98.101. 104.ペン
裂では80.84.99，そしてカード型 88.92.107であ

った。 3機穏の操作性tこ関して，測定器主主体の取

り扱いや霞援チップの絞り扱い方などについては，

それぞれに一長一短があるという磁答であった。

しかし全体的にみていずれの機種も使い易さとい

う点では十分な評絡が得られ，ベッドサイドにお

ける血穏モニタリングや慾者のi3己血糖議IJ定器と

して有用であるとE君、われる。
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36) 警警察祭主主に対する文芸誌を究室衰弱禁事

文建設滋ffi音量カの向上をめざして

洛 111赤十字護霊祭実翠門学絞

。皇室路公子、警雪野綾子、書菱弁談室菱、ニッ霊祭栄子

1、はじめに

今回、努露関係文建設の芸菱総とともに、 lこ

Jt訟を支察官言力がき童く求められている.この童話カの

向上はg己学警警童話カの警警耳立にもつながり、 3主義設検

事繁華差畿の霊童畿はコたきい。主主校においてもEla惨湾
総力務長完の一銭としてJt滋空気紫綬雲還を取り入れた。

学生の関警警策JJ'翠の祭怒を紛らかにしながら文建設検

事葬儀カの向上をめさざし、芸愛護芝を霊草みたのでその章者

終をここに裂をきする。

2、貴重霊童とJH去

{対象12紅綬奪還緩学主主 1・2年6型名

[コ与をま}綴警警策Jffi :t定混と警護繁行動に露還するアンケ

ート災後から学生の察機そ抱嫁した。文畿の言翠

琴震露、入手方法、警己豪委筆餐震について繁華議後、誇警察

によるラ干モンストレ…ションのあと言議室還を行なっ

た。主霊童議終了後、警護霊童レ;Jf…トとElとき替手{遂のアン

ケートから学習効長裂を分析した。

3、総終

1)幸愛媛露立の彩色主の容さ慾

学生の2怠を書室す善寺の行動は、 E護霊室警警豊廷に行く 64.7

5客、El緩カードを蒸JJ習する0..6%、潟警警にさく7%

であった。一次塁塁線、二次総務、文言設綾などにつ

いて知らない学主主がほとんどであった。

2H愛媛室長の学習効薬

今後の学警警に役rr.つ54%、まあまあ役rr.つ28.6%.、

役に立たないと主蓄えたものはいなかった o 文建設を警

察遂緩において襲撃しいものは、室長還後主主 1年31.4

9右、 2年25%、キーワード絞笈 1年42.号%、 2f手

28.5%、二次霊安務の緩いJ51王手17.1%、2 f手39.3

%であった。キーワードは、警主的には 4綴以上霊安

定されているが、主露還に滋民主しないものもあった。

また、::i:霊童ーキーワードのを受笈については学年援

がみられた。絞殺主義、 g緩カードや二次淡務を策i

ffiする学生が望遠えた。

以上のことから文総検察筏衡は学生にとって警撃し

いことではあるが、役にrr.っと務倍していること

がわかった。学生が襲撃しいとしている点について

今後、主霊祭内護軍をヱ夫、手苓遷幸していく，1')、妻警がある。
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37) 学生の授業への反応に関する一考察

出席カードの感想文の分析を通してー

自治医科大学看護短期大学

。大久保祐子、松田たみ子、小字詰セイ

宮崎県立看護大学設立封書官語家

国ロヨウ子

看護婦不足がさけばれる今回、看護婦要誇が急

務となるなか、学生数iま噂加し学生偲々の反応が

とらえにくくなっている@看護婦の質への婆求が

高まるなか、多人数の学生に質の高い教育が行な

いうるかを評価しがたい現状である。授業の評{隠

および、学生の授業への反応をとらえるために、

「出席カード j を用いる方法を試みた。

認変対象は当校1年生107名とし、科目は看

護方法 Iとし、授業毎に f出席カード j を記述し

てもらった。出席カードの記毅内容は、 f今日の

授業について 1 .内容の要旨 2.感想 jの2

1買混とし、自由記載たした。そのうち感懇を KJ

法を主に用いて分析し、学生がとのような感想を

記述しているか、学生の授業への反応が表れてい

るかを検討した。

その結果、感想として、授業への漠然とした感

想、授業時の学生自身への評億・反省、逮成度

理解の程度、今後の自己改替の決意等の記載があ

り、学生の億人ごとの授業の状慾が、表現された

範囲で犯媛できた。また、授業環境に対する学生

の評儀、教授方絡に対する学生の評価・希望等、

授業評織のーっとしてすぐに改撃できる問題に照

ずる記述もあった。さらに、学生が授業中緩も強

く感じた審議技傷への患い、務設の位設づけの明

確化、意識の変化等の表現された記述があった。

そして学生個々の記述の傾向についての、経時的

分析からは、学生の考え方の特牲を反映している

と思われる内容がみられた。

以上の結果から、学生の授業への反応をとらえ

るために、出席カードを煎いる方法は有効である

と考えられる。また感想の分析をとおして授業評

悩を行なうことができ、学生の授業による看護観

の変化を知ることができると考えられる。さらに

それらの事を続時追うことができるので、学生の

反応をとらえながら授業を進めていくために、活

用できることが示唆された。
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38) 灘び JへのF聖書事を深める

ための授業方法について (2)

大湾市民病院附終着殺専門学校

O軍事mきゅり、 犬山窃紀子
滋重要録立主君護持大学

治 祐子、字書官宮栄子

滋賀線11務i要望事門学校

北村 F幸子

童書預言害事事務ま警告芋践

小関害警美子

[はじめに}

平成3年度に我々は、学生が学習署内雰を体験寺

透して身につけるように、 E元具1きと露1方{児蜜努)

の晃学を小児係鍵の授業に取り入れた。

そのレポートから、 1.子どもの遜びのイメージ

化 2.絵本やおもちゃが子どもの害程遠にあわせて

つくちれていること 3.絵本とおもちゃが与える

影響について などの内君事を学生が学習している

ことが穣認された。しかし、現代のおもちゃが空警

察であることを単純にうらやましがったり、現代

の子どもは幸せとのみとらえている学生もいた。

そのため平成 4年度は、多様な視点からおもち

ゃ・絵本と子どもを考えることができるように指

導方法を検討し、務予の示峻を得たので報告する。

I対象}

S I撲内にある 3年課程の肴讃専門学伐 2校と同

じ〈短期大学(看護学科) 2年生。

{務遂方法}

小児保健の授霊童の f遺産び J についてのt講義の前

に、玩累1きと害警1きの見学の課題を与えた。オリエ

ンテーションにおいて、(j.H元奥!吉、児塗害警コーナ

ーにいる人たちの様子 ⑦おもちゃ・兜察署警の役

会的影複 を含めて見るように説明した。

レポートは 400字詰め5望書寄湾紙 5枚以内とし、

レポートかちとくに印象に残っていることをカー

ドに単文で 101留まで抜き努きさせた。見学!ま各a
の自白書寺簡に行わせ、 レポートの撲出をオリエン

テーションの10臼から 2遜間後とした。

{結巣}

学生は外観的なき葬犠だけでなく、子どもの好み

の傾向を見測し、自分の体験を綴り返ることによ

り子どもの遊びのイメージ itをt棄のると共に、時

代の流れとの関係をもって絵本とおもちゃが与え

る彰望警について考えることができた。そして「遊

び j の王室解を深めるだげでなく、子どもと大人の

関係等についても、学びがみられた。



39) 小児の発達評俗とアプローチに隠する

研究(1)発逮スタワーニング検査とムーブメント

教務におけるアセスメントを比較して

日本大学箆学部附属看護専門学校

。関本慈雲

繋母女子短観大学

立本美沙子

基礎教育において小児の発達評儲をする際、発

途談窓や発i護評{醤表を用いて笈定するレベ)v(こと

どまっている。しかしこの資定からどのように発

達を媛劫していくか箆えない。そこでムーブメン

ト教育におけるIlEPA(襲。ve盟entoEducation Progω 

ra盟 Assess盟在日t:感覚運動アセスメンりを用いる

ことと、発達スクリーニング検査(途城寺式‘添

守式・デン"一式)における評価を比較した。そ

してムーブメント教管(身体運動を罰的的iこ設定

し、 E室勤発i委のみならず知的・心理的発途をも含

めた全人的行動を促そうとする数湾)が選滋教湾

で学ぶ学生にとって用い易く、億百1Jt笠のある発遠

のアプロ…チが実践できることを明石室iこしてLぺ。

〈結繁・考軍手>

発達スクリーニング検変は、いずれも疾病や発

途遅滞の診断の箆安や、 5翼手害児の探索を箇的とし

ている。評価する領域として大きく運動・言語・

?士会伎に分けられ、各々における発達年齢を示す

にとどまっている。これに対し邸内は運動・玄諮・

社会性を fからだ・あたま・こころ3の3分野lこ

分け、受に動きを発途の総と考え発i護学的段階そ

7ステージに分類し評価している。しかし評価か

ら得られた発途年齢の返れを指捺するにとどまら

ない。これまで発途スクザーニング検笈で得られ

た遅れの分野iこ対し、発達課題に歪1J途させるよう

なアプローチを学生iこ考えさせ、返れを認めるよ

う指導してきた。しかしその方法も自分の絞験iこ

綴ることが多くパターンfヒしていた。ムーブメン

ト教予言では送れを{如ますという考えでなく、その

子供の落ち込みと後れた点を明らかにして、反応

の強いものを取り入れた発途の課題窃擦を設定で

きる。そのためアプローチ方法もステージに合わ

せ呉体的に示されている。こうした教務約アプロ

ーチは学生の看護計題iこも取り入れ易く家族・看

護嫁・教員や他の学生とも閉じ授点で子供をみて

いりる有用な方法であることが籾穫となった。
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40) 臨床実符における ~f!1穏に関する研究 (2量)

実態準君主主による形成約詳{般の現状分析

援母女子主室長男大学

。松村慈T
E在京大学大学院

残額 R. 

l. Ei約

カ動的な教育の渓異議である銭床実w1という学後
形慾においては、包綴よ室長支iこ必竜さな中rn9チェアク

の襲撃音きとして、 百ラE主的3fftlli，まさ愛護さと考える。 そこ

で今回は、その務綴技法の災際において、いっ、

畿が、どのように行っているのか、その現状につ

いて実態潟疫を行い、形成約評{磁の章受も符効な活

ffl方i去について考える。

宜.方法

務室主総11号:1993年 2Jl-[荷主f'.:)月か対象:会00

の宅号室菱2葬儀教育襲撃関20校における i綴設汚名の数
資、合計100名(弱.lL綬大 7校、公立綬大 G校、

私立主連大?校)。方法 j)警告i去による宝空間絞法、

2)主主主主君開演協は詳僚の特異耳、言手{筋量号、言手{援の7i

t去と形成約終{滋内笈の綴fえとして fブルーム約:

教rn干{酎去ハンドブッヲ;から iJ妥協作成したの

狼‘結受

話塁習をに立すするl!!l主主iまは枚、らG冬、 i昼jl反事怖、 C

すべてを分析対象とした。災努総意李総~の該当領

域についての[!iJ~を求めた絵袋、喜子 f函 5寺紛 iま実習3

ゆ間禁1128名4206、災苦言章受終芸1l58z:.88 0"、その他 5
z:. 8 oiI Q 次4こ喜子'u践者は教員41毛;6200、教民と臨床
の指導者22名3300、その{也 3名 5Oo。自干'i道方法iま

i2銭的名95%、観察60名9006、カンファレンス59

名890台、 E芸f妾42名6400、テスト 8名120o、その他
9名140"、形成約務{留の内容については、いつも

する、という2翼線綴疫が緩む潟いのは、問題点、の

診断で27名れ%、ついで学習活動の喜善務と総緩約

祭儀の予約が共fこ23名150"であった。

1¥人考察

今E互の草書資総壌から明らかになったことは、学

怒の進行主題穏で行う形成約終{憾の頻度は、終了時

に行うぎ事{認の5006弱の現状にあるということであ

るつ今後、この現状の努ま去について紛らかにする

こと、また災警H李総における診断、形成、主義 fi5li'~

3手長室のそれぞれをうまく絡み合わせた活潟方法に
ついて検討すること、などが必著書と考える。
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41) 小!A1t滋学実務とお己採綴についての
研究

愛知県立者議長室矧大学

O関本淳子、二宮啓子、 WlJ絵子

研究目的

小児看護学実若手における技鱗経験の低さについ

ては、多くのf首長請がなされている.これまでに私

途は、事守護への母綴参加方法に滋いの見られる 2

施設での実習においての爽苦手内容の箆的検討を行

なってきたが、今隠は~管内容の E量的な途いが、

学生の実務のEl2~f昔話にどのように彩饗している

かについて検討したのでここに報告する.

研究方法

i 対象

第一行毅科 3年生39名(母線の付き添っている病

室主で10Br.号災努) と、 第二専守護草寺 2年生41名 (濁

会のみ行なわれている病院で8日rtll爽智) . 

2. ji法

(t)~聖子内若手の分析:実潔符にも主刻する行動計禰笑

B語表より一日毎iこ経験した技綴について、日常生

活の援助、診察処{賢介助に分け集計した。

(2)13臼孫綴の分析:実習臼稼25項Elを、援助がな

くてもできる・少しの後見きがあればできる・援助

がなければできないの 3段階で認綴したものを、

それぞれ 3点・ 2点・ 1点として点数化、集計し

た起習釘右翼25~翼民の内訳は、①成長発途段階の

犯安委と線級、 4.IJjEl ②疾病竣毒事、 4項El ③日

常生お援助の実籍、 3.IJjEヨ ③肉親・室長族の滋解

4項El ⑤清潔滋程の災B語、 8渓釘 ⑥技術の5話

線、 2項目である@

研究絞泉

仁一日当たりの日常生活後効技続終霊童数、診察処

陵介助技後緩護金数、総経験数いずれにおいても

第二森喜翼手ヰが有滋iこ多かった (P<O.05) • 

2.自己評鰯の目標illl合計点の平均は、各自主要とも

第一看護霊科が医者く、特に自篠 1、4は有意去をが

認められた{共に P<O.05) • 

3‘診察処殴介助技衝では、第二事u重科において、
総量生率の芸者い学生に自己評絡が高いという結5裂

が1lきられたが、第一審霊童草寺では、そのような綴

向は認められなかった.一方、日常生滋援助技

t告では、上認のような終5裂は符られなかった.
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42) 看護学生の劣等感と自己務飾的窓議

東京都立医療技術短期大学

策京都立医療技術短見書大学

千葉大学理署護学務

{際的}

O佐藤みつ子

森千言語

内務 渓

子守年期 iま自2.慈雲喜の形成や発遂にとってE重姿な

意味をもち、自己を客綴夜し5平{路する能力が必要

であると言われている。そこで務護学生が自分を

どのように評価し受容しているのか、またそれに

及ぼす葵留について明らかにするため、昨年度は、

同居者・異役の友人など、主に他者との関係につ

いて調査し、これらが自己評締約主主識に影饗して

いることが認められた。本勝究では、自己劣等感

との関連を切らかにすることを目的とした。

{研究方法]

務遂短期大学生 245名を対象 lこ梶留の f 自2.~軍

縮的主主翼連議査項!3Jを用いて質問紙法で議査した。

[結果および考察}

主主奴率iま、 92.2%。変数30項院を関子分析し(

パリマックス回転法、祭綴寄与務44.7%) r 白書事

関二子自己不全感因子J r El箔思ニ子 自己愛

盟主子自己防衛因子j と命名した。また劣等感

の有然などで鶴子得点を比較した(t検定〉。

i年次学生i立、a奪事綴向が低〈、 2年次および
3年次学生は言語かった (p<0.001 、 p <0.05)。

また i年次学生 l立、自分に対する自信が低〈、 3

年次学生i立高い緩!匂が認められた (p<0.05)。

劣等感があると回答した者は全体で91.6%、言寄

学年になるにつれ、劣等感をもっ考が減少してい

る。劣等感がある考とない者を比駁したところ、

劣等感があると回答した者は、告書客室主翼連や自信慈

雲量が低い額向が認められた (p<0.0])。

劣等感の内容は f体格容姿性絡成

綴人間関係j の綴で多かった。 r容姿J r役

務才能遼動神経j に劣等感があると回答

しf二審は、 自毒事慈審議が!忌くい綴向が認められた

(p <0.01)。これは、背年郊において他者の日

を気にすることが終に多くみられるという綴向と

一致してむり、他者との関係を強〈芳、識している

ためではないかと考えられる。劣等感を感じた時

の解決方法は、 fこだわっても仕方がないと務め

るj とg答した者が査をも多くみられた (33.7%)。



43) 滋床実習における務後短大生の学年tRJlIJ

交流分析時間の機i蚤化分析

秋凶大学医療技続短長耳大学童話

O松尾典子

=f~露大学務護学審答

内t怒幸喜

く尽約> 磁隊突習における務護学生と慾革まとの

対人関係が交淡分析降間の機i薮化Jmj舎での符是認の

稼主主化5雪霊祭{ひきこもり. I議干し， 終言案. ゲーム.

務交渓劾}からみてどのように震関しているか

を切らかにしようとするものである。

く方法> A 大学窓[~察後続綴誇1*学芸事選 E養学科生

74名を i年次. 2年次 31手次にわたって対象と

した。年齢は 19後-23緩， 女性. n還後iまi湾総数，
家族への務愛護緩霊ゑ 人宅金書寺署i~還(務員整綴・係長室繍}。

議塁王室iま松尾・内滋が作成した ( 1990)審議室霊F語紙

をf語い各学年tR'j建習終了後iこ災絡した。章者5震は，

5 ~主義喜尺授の回答から委主雲量化し 因子分析を行う。

く毒事累・総務〉

1). 協子分析の車毒薬努 IlZSl子 f1今0011塁、浮きJ• 震;2 

留子 fi活動 J.第 3 lZSlヨ~ r 13間的向学J• 第 4lZSl

"f r緩答愛護費 J• き器 5磁子 f勤勉 J• 言語 6~認子

q玄薮J • 雲寺 H話予「自己主張 J • 第 8lZSl子 f緩

交j の 8lZSl"fが切らかにされた。

2).各学年の密子得点の平均{畿の比絞は努 2lZSl子

f活動J• 第 4lZSl子 F怒慈愛護霊J. ~露 8 lZSl"f f 葉支

交j に学年f苦11こ荷重量愛を認めた。

3). lZSl子JlIJによる学年JlIJo翼慾の上ヒ絞では， 言';1図
子 fP守護霊慾湾J ，ま符号室の少ない学生(2年次生の

土議会予H霊). 霊安絞へ審議緩室乗をした学生(1年ど先

生で手q~霊) . 入学時に係長室長蓄を符認した学生(1 

年次生で脊慈}の議合Iこ言語い。第 3lZSl子 fl3協約

向学J1孟， 局総数の少ない学生iこ溺〈なる綴向が

あり，中でも 2年次生より 3年E先生の方でおくな

っている。~詰 5 殴子「勤勉 J 1ま芸家族への審議豪華畿

のない学生よりも祭主主への務室整経験のある学生iこ

言語<. また家主主への寝室菱重重量全のある学生において

2年次生以上で特 iこ潟くなっている。

以上， 審議学科伎の践床笑習における時磁の塁審

i鐙化書室露遣は 8lZSl子にみることができた。今後， 爽

習における学生と畿各との関係を匁る夜カな手が

かりの iつになるものと考える。

44) 衛生看護専攻科学生の行動特性と3経営

記録、成綴言手続との関連

加i設沼女子議選考等学校絡5主意苦言要毒事攻科

O締内さゆり

守二塁葉大学審議岩手部署雪議案賎研究tgit翠センタ

土産尚義・金井手話予

学生にとって臨床実習は他者との隠係の中で成

長していく議婆な機会である eトG役務後畿による

行動特設と、エゴグラムによる自我状態との関連

また学生の実習記録内容、および教員の爽努成綴

5李総と行動特性との関連を検討した。

〔対象および力法] K女子言語等学校衛生務鍍毒事攻

科 2年生87名について Y-G役務検霊堂(肝Y司 G) とエ

ゴグラムを l年次の裟E建築程的に爽絡し、2tf.次成

人審議学内科外科童話床実君子終了後に提出された5経

営記録の内容と、実幸子成緩持続との関連を検討e

一書官、絡の宅まま襲撃手門学校の先行研究と比較した。

〔成綾ならびに結論}

(I)学生のトGタイプ7JIJ割合は姶絞に比し、B裂

が35.6%と少なく、主主授は14.9%と多かった。ヱゴ

グラム各項!3得点の平均綴、およびその型はNPお

よびFC鍵伎の 2綴伎を示し他校iこ額似し、また総

得点、も同様であった. (2)こにゴグラムとY-Gタ f

プとの鴻漆をヱゴグラム各J妥8の平均得点で検討

すると、 FCでは他のタイプiこ比し D~長議長室、 E恕低

長室、 ACでは逆にむ強ま王室室、E主主総綴、 さらに A裂低

憾であった。 (3)Y-G各E母子得点を他校と比較する

と、総校で低緩を示していた“鈎うつ伎町'@)締役

僑‘劣等位.“幹事案王室君"は本校では空事遜:iたはそれに

ilIい畿を示し、逆iこ、他校で言語緩を示していた“

活動役"は、本校は勢遜にとどまっていたJ協議

後の欠如"は約校、本校とも低緩でありJのんき

さ脅‘役会的外{古j"はともに言語鐙であった。(4)yωG

タイプと実習成綴では、9型、E型は分散の絡がとく

に大であった。 (5)孝委員の実智苦手綴は“学IJ続銭i会i

“活発さ"の磁で魚の喜平{留が多く、逆に“協議役

"では亙の苦手筋が多く、この綴!会jは“活発さ"で

はA ・ 5 ・E~ ， .協議役"ではか0・立裂“判断綴向"

ではかc・E~設で明らかであった。 (6) 考会生の爽設

記録の内容は“虚務尺度.“思議雪投句醤活発さ喝第投交

I'E' .判断傾向"で負と判断される記数内容が多く

この傾向はとくに“活発さ"では C~裂、“社交性"

“判断傾向"ではB.主主主で明らかであった。
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45) 看護学生の職業的尚一性形成に関与す

る要因の検討 一 間一性拡散に焦点、を当てて

神奈川県立衛生短期大学

0松下由美子

東邦大学医療短期大学

荒木美千子

看護学生の職業的問一俊形成に関与する婆図を

明らかにする目的で、看護学生2，659名を対象に

4つの下位尺度(職業的問一位拡散、同一性達成、

資格志向、間一位早期完了)からなる、容作の

「職業的同一位地位テストJならびに47の要因項

尽からなる調査を実施した。

看護婦養成の正規課程(大学、短大、専修学校)

と進学課程(短大、専修学校)のら諜程毎に、職

業的問一位拡散尺度得点を基準変数とする以下の

ような分析を行なった。定性的な要因項目につい

ては一元首E霞分散分析を行ない、さらに主効果が

有意なものについては多重兆較を行なった。定量

的な婆図項買については、重回帰分析を行なった。

以上の分析の結果、定性的な婆IZSJでは年齢、学・

年の変化、看護学校入学決定時期が磯業的将一性

の拡散に強く関与していた。正規課程では年齢が

進むにつれて拡数得点が高まり、進学課程では19

歳、 20歳をピークに以後拡散得点は下降傾向にあ

った。学年では進学課程の専修学校生を除き 1年

生の拡数得点が上級学年より有意に低く、看護の

学習が進むと鉱散感がおくなることを示唆してい

た。入学決定時期では正規課程の学生に特徴的な

傾向が見られた。入学決定時期が早いものほど拡

散得点が低く、高校卒業前後に進路を決めたもの

ほど拡散傾向が強かった。

定量的な要因では、大学生を除く 4課程の学生

が f看護学生として誇りを持てないj ことが犠業

的向一位の拡散に強く関与していた。正規課程短

大生と進学諜稜生では、戴鱈式に対する低評価が

向一性拡散に務与していた。
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46) 審議学生の自我問一伎に関する研究

摩菱重き的同一位形成について{その 2) 

名古屋大学医燦技術短期大学部

。安綴E孝子

千雲語大学看護学部看護実践研究指議事センタ

内j毎;琵

く目的>

看護学生の罪器禁的問一位形成について、学年自IJ

lこ変化がみられたことを昨年本学会において報告

した。機業的問一位途成は、 i学年で言語く 2学年

で低くなり 3学年でやや渓るという傾向について、

t工事蓄 (1991).波多野(1992).新弁(1990)も類似し

た研究結果を報告している a また、更にE密資を進

めた結果、 この傾向はfll!の医療技術撃遣をめざす学

生と比較して特に務5護学生に室長老若であることが明

らかになった。

本研究のg的は、このような審議学生のダイナ

ミックに変化する車菱重量的問一位形成に関透する要

因を明らかにすることである。

く対象と方法>

対象は、本学看護学科の 1.2.3年生 235名

で、殴JlJZ数 23 2. 有効回答数 230であった。

方法は、 rel我同一位i出位テスト j を縁関紙法

にて実施し、扇子分析により絞殺的問一位i塞成医

予を抽出し、 E整役務耳IJに撃事t討された殴二子得点、を比

較した。

自殺向一性研究はErikson.E.II. (1950)に始まり、

引き継いだMarcia.J. E. (1966)の研究方法は綴広く

活用され、我E語では主義緩(1979)により自我同一位

i自位協接調査が大学生に実施された。更に中iffitま

尺IlH誇成を作成し、それを基に松下によって看護

学生用に開発されたのが rel我向一位地位テスト j

である。

く結論>

1. 看護学生のダイナミックに変化する綴重量的問

一位形成の傾向は、翠織に看護の学校に入学する

ことを決定した学生に著明であった。

2. 入学持審議長蓄を希望していた学生のnが、看

護協以外(助産主語・{果E室長講・養護教jl・養護教言語

他等)を希認していた学生より険業的問一役i塞成

の悶子得点平均{護l立高いが、学年目IJの変化の傾向

は向じであった。



47) 努子学生による宥議駿選択の動機

くはじめに〉

一女子学生との比較

東京医科歯科大学保縫衛設学科

。波多野綾子斎藤やよい

埼玉緊立衛生綬期大学

小野寺本土紀

~護畿が専門犠として成長していくためには、こ

れまでのように女役だけの穀業ではなく、努女と

もに潟かれた磯梁になっていかなくてはならない。

しかし、現在のところ務議磯に入ってくる~殺は

少なく、表議就業者の約2%(審議三分といわれ

ている。そこで、一般約な幸子議磯のま警成をおこな

っている 3年課程(綬大を会む〉で教育を受けて

いる努子学生がどのような動機で殺を菱殺を選択し

ているのか、女子学伎との比較をおこなった。

く対象・方法>

全国の事守護緩ま警戒所・学校iこ5母子孝子護学伎の受
け入れの努状・災態を潟霊ました(寝室護学教好学会

iこ発表予定〉。その議室をにおいて、 4人以上の努

ごf~護学生が夜腐していると解容のあった 3 王手書義

援の学校〈媛大会合む〉の教務を遜じて{E1.t，努子

学集会員iこ童書資を依綴した。なお女子学生と比較

するために、男子学伎のtE席学年の女子学生を名

簿の章受初から努子と荷数、議主主祭を蕊干iiするよう

に依綴した。 43絞、努子学生計'360名(芸王子

炉!数〉を対象とした。そのうち努子308名、女:

子31 1名から解答があった。

く結菜〉

1)努子学設が務護士になることを決めた時期

は女子学生 (56%)とは異なり的%が高校生以後

である。

2)努子学生と女子学生では，志望動機はかなり

迷っており、努子学生は湾問iこ表護1:がいる場合
が多く、人に勧められて志望したものが多い。ま

た入院経験を持つものが多い。

3)男子学生が看護士iこなろうとした動機は、

友子学生に比して役会に爽献できる、自分にむい

ているという潔白が脊窓に多く、技術・資絡の取

得、やりがいがあるが有窓に少ない。

ヰ〉務護・看護士についての綴報源は、マスコ

ミによるより、パーソナルコミによる場合が多し、。

48) 渓代議護学生の率霊祭約!認{直慾裁につい

て ー談後感怨xの分折からー
言~f京産主科大学筏ケ滅病院

~在綬 久5妻子

千葉大学脅護学務審議案践研究;善努センデ

暴露j尺 鶴子

審議教事干iこ終わるものとして、看護学生の悪霊祭

約f酎選滋芸遣を;包装差しておくことは、意雪E菱李主資j二重

幸喜なことである。望!!こ悪霊祭iこ対する!閣綴主意識は、

その吟 j~の社会約湾祭 iこ大きく影響され変化する

と~われている。このことから今回、教務室主議体

制下iこ教軍事会受けた看護関係者El身によって惑か

れた苦手畿の銃後感慾文から、審議後とそれに対す

る学生の鏑!議室霊裁について、分析塁審資をおこなっ

たので報2きする。

[研究方法]

C大空宇医学総総務餐ま護学校の1987t手-1992年迄

の 2等生 26 7 名のうち、義援関係著~El身によっ

て緩かれた 51lllを選択した 140名の談後感惣文

から分析をおこなった。

[総祭1

1 .葉塁差額議及びi翠塁義務遂のま提言建綴向

2. 事事者宅事の常務

1 )妻子脅さ事の警告綬と絞首ij・事長{衰の実務停数

2) B本赤十字校選襲綴童委波新の愛護教湾童話芸警の

;位移及び内容

3. 現代議護学生の談後慾想、文からみた審議長室及

び学生の(認?箆慾議

[まとめ]

警護議iこ対する{連総怒識は、教育・社会後著書など

の社会的資潔が大きく関わっていると言われてい

る。しかし、今回の喜尊重をにおいては吟代の変化、

教事手努祭が変わってら審議警護iこ対する綴鐙慾裁に

大きな変化はみられなかった。終iこ";0.擦 H 室主総

H などは、審議後やさ学生の{函!議室害、議共iこ多くみら

れたが、これは緩言葉約f認!痩怒裁というばかりでは

なく、日本のE選民伎のf定理主とも考えられる。また

変化した綴綴怒議としては、審議たちからもみら

れなかった H 重量燦"紀i翠，，:g督室 H や学生の鏑鐙窓

識のみにみられた H 安主主役 H 滋絡かなどの仮綴慾

識などがあげられるが、現代の(筋!庭;窓裁において

は念体からみると低率であった。
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49) T E Gよちみた学生の自主主状態の傾向
一助産簸学生と審議学生の比較

金沢大学援療技術短務大学務

O主主弁明笑

千薬大学理雪護学部

露支口被努

〈図的〉

助産量語憲議を志向する学生の人格特性を切らかに

し、濁護学生との比較をした。また学生の居伎潔

Eをや総書室経験毒事が131主状態に関遼あるかを検討し
fこo

〈対象及び方法〉

対象i立本経綴大学部専攻科学さ主44名と金沢市

内の進学コース看護学生44名である。対象の年

令lま助君主露哲学生21. 7才土 2.。、落護学生2
O. 7才士 2.0である。居住環境では88名中
自宅生は26名、下宿・察当三が62名であった。

託業経験21Jでは、あり iま25名、なしは 63名で

あった。なお、既婚者lまi名である。

方法i立学生の密我状態を測定するために、策大

まえエゴグラム (TE G)を用い、対象者による記

各自記式法で実施した。

〈結采〉

1. T怠Gでは億人にある 5つの自主主状態、すな

わち批判的な毅 (Cp)、き菱予守的な絞 (NP)、

大人の8主主 (A)、自由な子供 (FC)、綴応、し

た子供 (AC)から全体的な人格綴向を王室長卒する

ため、始泌されたプロフィーJしを大きく 17裂に

分類している。このパターン分類で学生腐を比絞

すると、助E室長苦学さ主iま]]1こ分類され、パターン

始出の給条lまNP優位裂]]名 (25%)が殺も

多〈、次に多かったのはM裂8名(] 8 %)でこ

の荷主主で43%を占めた。看護学生では 14に分

類され、パターン主主出の結果はFC優位裂7名(] 

6 %)が最も多く、次に多かったNP優位裂、 A

C 優位裂、 ~N型 b がそれぞれ 5 名ずつ (1 ] . 

4 %)であり、この4裂で全体の50%を占めた。

2. 5つの自主主状践で荷学生を比較すると、助E堂
筋学生iま務護学生より NPが高い綴向であったが

有意差はなかった。まfこ務護学生は助産綴学生よ

りFCが言語い緩i匂にあったが、有意差iまなかった。

またCP、A、AC、については術学生隠の自我

状態は向じ様な結果であった。

3.説書室経験の有終と自主主状態の関連では、 NP、

A、FC、ACにおいてまをはなかったがCPに関

しては就業経験者の方が未就業者より脊主主に高い

結果であった。 (P<0.05)
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50) 看護学生と大学生の主体性・員IJ造伎の

比較

EPPS性格検室長と独g役欲求尺度から

横浜市立大学復学部付際高等肴護学校

0森山比路美

神奈川祭立衛生短期大学

塁手口 多窓子

従来から看護学生の主体伎や長IJ造伎を育てるた

めに、多くは教育体総や方法、教師側の質的な方

向から論じられてきた。しかし、学生の特性から

見ているものは少ない。

主体性、創造伎が求められる背景には、指示待

ちとか、生活体験が乏しいとか、マニュアJ(.，約等

と看護学生の特徴といわれている。今回、それら

が脅年郊の一般的特徴なのか、明らかにしたいと

考え謁変を行い、主体性、創造伎を育てるよでの

何らかの手がかりが得られたので綴告する。

研究方法

調変対象:公立大学女子学生92名と公立看護学

校の女子学生 333名。

調後期間:1992年 1月 9臼-20日

議室隻方法 :EPPS性格検資と独自性欲求尺度

の質問紙を用いた。

結果

L 心理的欲求の逮成、自律、支配の欲求が、

看護学生は低く大学生には高いという特徴的

な遼いがあった。看護学生の心額約欲求は、

これまでの研究報告と一致していた。

2. 独自性欲求において看護学生は大学生lこ比

べ所属集団からの心E霊的自由が抑制されてい

る。

3.独自性欲求と達成、顕示、自律、支配、変

化、攻懇の心潔的欲求が高いことが、主体性

・創造伎を媛定する因子として総出された。

4‘独自性欲求の総合得点の高い群は、主体性

・創造牲を規定するE母子である欲求iこ関して、

看護学生も大学生も悶じ程度であるが、総合

得点の低い若手は、看護学生に主体性・長IJ造伎

を規定する民子である欲求が著しく低くかっ

た。また看護学生と大学生の全体を比べると、

務護学生に主体性・長IJ造性を規定する扇子が

低い綴向にあった。



51) 審議学生の学努後3主の分析

重さ邦大学医需要綬鍔i大学

O 絵塁手 笑:仁

努1IJ学院大学教務学研究科

書室 関子

より効祭のよがるさ詳潔様式を;まし、学生へのi議

切なき詳'?Jのアドバイス{こ生かそうとの怒留から、

努j護学受が、その専門とする終Flの学湾!こ際し、

どのようなさ詳努事霊式をとっているのかを、{関人レ

ベ)Vの学¥i1!t議 (PLT:Personal Learning Theory、

終E!l、 1986) という考え方のもとで分析を試みたの

主主政交のEl約{立、 妻子i護学生の録者?の学習後式、

主霊E支給襲撃の特徴を俗学科のさ詳笠とのtt章受なども行

いながら、 そのを霊式と等主将fiX毒素とがどのような関

遂にあるのかを明らかにするこ主である。

[方法] 分析対象務:大学 1;ドゑ275名{蒋

学科:女役102名、 飽き詳終生:努怜 103:s、女f生70

名) 0 学習のき霊式を問う災関紙!立、学生が日常の

学習における f学習のき議式 j 安芸そす1庭向をi奴き撃し、

ili :!i !こ対照をなす対照El251闘を作成したものをm
いた。遂波数軽量を総定する警空間総i立、 号室ら(199。
:雪量争的i室fiX動機と自己充実的i茅波数控室の2fl等協か

らとらえられている。}争参考!こ 23T買Elを作成し

たものを慰いた。

{幸喜5裂と考察} 学望号の様式者勢ねた?を持号室長の

全デ-'1を因子分析したところ、 11*1子がf命的され、

第 1開予!ま f気分一努力 j 怒、努Il肉1'1ま rf握力

一協力 j 裂、第IlIIti1子!ま rfi尊敬一柔軟 J '1'1 、震~JV

E喜子{ま ri翠~ -~薬中 j 裂の E喜子と命名した。次!こ、

この分析結E誌に墓づいて各E喜子{こ含まれる1資自の

合計点を対象者ごとに塁率的し、 手守察学科学生の古学

科総事棄との綴閥、及びGP分析を行ったところ、学

習様式の rf色カElカ J製、 r i誇~築中 j の関

子の告書祭がみられた。また、 41*1予の得点をもとに

さ字密機式の7'07ィ4をもとめその!lH皇警員選芝をみてみ

ると、 目立綴上{立塁手では f 気分 -13 力船[怒号え-~察 rþ J宇

イ7・が50%をdめていたが、 E宣車翼下{険書写では、 7' 07 

イサの空イ7'がさまぎまにばらつくという特徴を示し、

rr色カや i議 ~J を含む丹ササカ160%以上を占めてい

た。また、俗学科の学生kの比較、 事3女際iのtt章受

において、いくつかの点で学祭主霊式、 i警}jQ動機{こ

i霊いがみられた。

52) 義援学生のさ学習と自己教務カ

策京都立援療技綴綬鋳大空宇 O 事菜 子 霊童

潔京都立医護室主支街綬支持大学

千葉大学審議学銘

[13的3

役緩みつ子

内海 渓

終回はg己童文驚カの身についたさ字伎の姿として、

思擦を持ち自主的iこさ学習をすすめ、 13己の現状を

iEしく認畿できることをあげている。繁華5らが務

護学伎のおと数努力について務室ました絡累では、

学生手によって変化が認められ、学習潔擦の長室いに

よる彫壌ではないかと奪えられた。そこで本研究

では、看護学生の学習状況と 13己数努力について

紛らかにすることを包約とした。

[方法3

務護短期大学生 245名を対象iこ家経での学習状

況と援罰の r132..教育カ議室主攻ElJについて号室関
経法で毅笈号をした。家庭での学習状況は、学習普寺

E号、学童手言ti!塁、予苦言t繁華言の状況等について行った。

[総泉および考察3

回収喜容は92.2%である。学習終潤について、 3

生手次学生Lま2待問以上と@]t'}した重まが多く、 2生手

次学生、 1年次浮き主共iこ1時間米主題iこ自答した務

が多かった (pく 0.001)0 2空宇次学主主iま紫雲十密約

iこ学習している2警が多く 03.3~科、予習後習を

していない容も約王手数そ占めた。今在きは議室撃して

いないが、 2王手次学伎のさ学習内容や授幾彩慾害事と

関巡しているのではないかと思われた。

自己数努力議室主滋gそ弱子分析{バリマックス

回奪三)し 5図子を総出した。察綴番手与謬は46.3%、

f言綴疫を号室す α 係数は 0.74であった。 6~母子を f

プライド民子J fEl綴長重要文書霊益支問予Jr学習室菱怒
fE予J f El己銃器~J カ 5母子 J f向上E母子Jr 自信幾
炎扇子j と命名した。き十磁鐙jれiこ終わる号室主主務は、

学習に対するき菱重霊感が重量い綴i吉]が認められた(p 

< O. 01)。予苦言t襲警ぎを怒8rrっているさ詳生苦手は、

全く行わないさ学生録より毘擦途成の霊童欲が議い綴

向が認められ(p < 0.05)、学習状況と 13己教努

力委書交積回との関主義が潔われた。また 2年次学生

iま1年次学生と比べ、 g春雲主警戒の慈詩文が径〈、ブ

ライドが溺い綴向が認められ(pく 0.001)、学習

内容や学習に対する祭持ちの変化によるものでは

ないかと考えられた。しかし 2年次の学生におい

ても家で 1-2 e寺間以上学習するぎの図潔遂践の

怒欲は滋い綴向が認められた(pく0.05)。
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53) 惹護学生の行動特性と性絡特性の関連

について

金沢大学医学部附属病段

。河村一海

千葉大学者護学部看護実践研究1'5導センター

土屋尚義，金井和子

Jenkins Activity Survey(以下JAS)は，当初冠

動脈疾患の RiskFactorとしての行動傾向の選別

のために開発され注医されたものであるが，近年

はむしろこのような生物学的過程をもたらす行動

傾向の基滋をなす心還特性との関連から新たな興

味がもたれるようになった。このような見地から

今思，湾年前期の看護科学生についてこれらの関

連を検討したので報告する。

<対象および方法>

K大学医療技術短大看護さ学科143名を対象lこ，

JAS(Student Version) (同志社大学心理学研究室

綴)の測定と量一Gテスト(教研式)の性格特性を

参考とした自分の役絡の自己評価{以下部)につ

いて調査を行い，一部他大学および専門学校一般

学生の成績との比較において，学生の行動特性と

校絡特性の関連を検討した。

〈成績ならびに結論>

(1) JAS各尺疫の平均得点は.f践の報告とほぼ同様

の{践を示した。

(2) f践の報告に比し TypeBの占める割合が少な
かった。

(3)おでは.自分の性絡を協弱性があり.総従的と

評価している学生が多かった。

(4) J AS TypeAはTypeBIこ比しお上活動性が高く

指導力を有するが.短気で攻雪霊的であった。

(5) H尺度高得点苦手は低得点苦手に沈し.t土交的.世
話好き，楽天的であった。

(6) S尺度高得点群はほ得点群iこ比し.興奮し易

く，心配症.感情的.気まぐれであった。

以上JAS各尺度の高得点群と低得点群でlIGの結

果に差を認めた。つまり行動特性iこより8己評価
している性格特性との関係が予測できることがわ

ヵ、っfこ。

従来は患者への心身総合的援助のために用いら

れていた行動学的アプローチを今後学生の教育，

伝導への糧としていきたい。
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54) 修身教科毛撃にみる大iE期の務綾教育怒怒

1高弁iJ¥¥立短期大学

c上阿波子

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター

務沢隠子

近代B本の看護総教育体約は、大正4年(1915)

の f看護綴規則j および f私EZ審緩綴学校務竣紛

議努所指定空襲喰j の制定iこよってほぼ確立された，

この夜、教育活動がどのような悩f遣を重視してIJ

われていたのかについて、下記の二つの資料を検

討することにより、その一銭を抱援したい。

{研究資料および研究方法]

1. If者言要綴生徒修身教授参考童書~資料'1)

日本赤十字社が明治42年数議長の養成規則を改

訂した翌主主手(1910) 臼赤から発刊された教師用の

指導舎である 9 この第3部(看護織の{修餐)の16

項目・ 22種類の億自の校絡をみる 3

2、 ?宅まま撃競生徒 i修身訓話d1資料I~')

資料'1~こ対応して大正 9 f手(1920) B赤から発

刊された生徒照の数手'-fi撃である 14項El. 22穫類

の徳、巨に隠する人物f対話 190織について、各徳密

lllJに、占有:ili数、 1開設の線数、その規模、主人公

の渓殺を数象的に翁ベ、慾自の優先住をみる e

{結系j

l、告書図の性格

資料'1;の16項目・ 22緩類の緩慢は、何(誰)に

対する態度であるかを墓滋にみると、次のように

分類できた。

1 )国家に対するもの(忠君愛国、緩徐)

2 )組織に対するもの(和協、勤勉、克己自続、

志察、 質量妻、 震著書妻、 容普室、 自葉、 恭談)

3) {i主著者および看護lこ対するもの(仁慈、誠実、

忍子昔、寛字書、 5毒気、沈着、 議模、 敏活、 周密、 滋

和、愛敬)

2、徳自の優先住

資料 i~. より、占有算数でよ位のエ貫録は、仁慈

(95:ili )、忠君愛笛 (55)、忍子宮と突然 (51)、

質素雪と星雲潔 (46)、志擦(44)であり、 下伎のも

のは混和と愛敬(6 )、和協と容器量(12)、自 E立

と恭謙(14)、敏活とE寄jif; (14) であった。 f主縞

は全部で15綴あり、その内訳は、忠君愛国4絡、

仁慈4綴、志望塁3綴、勤勉 1綴、 3主2El刻 H語、

忍、荷と変符 u耳、質素と襲撃潔 l綴であった。



55) 江戸終j-l':求額よ号明治初夏ZのE霊警客数軍事

一長谷川署きと祭主友病問の往復文擦と健文童文よりー

ul形大学医学部署雪緩学科

Oili緩みやそ子

近代衛生行政務iJJ.笠は明治?年 rB宣言語Jの布遂に
よって始まった@それにともない澄婆教育および

夜襲警資格の瀞IJ!変化が言語姶して、明治32i芋「蕊撃事

規員.IJJの公布により近代笈望書教育叡'JIlfと笈望書資絡

慾'lI支が書室立した。

近代B*の援護事教育詩型rJ1.変・ E変格f担rJI支の1寺霊霊を紛

らかにするためには、明治7年 rs室慰JJ のヰIí~量以

書官のま空軍事や資総取得のき宅縁者~SJlらかにする必警警が

ある。

そこで、本研究では、近代化以前の江戸終代末

賜より明治初期の霊童警客数賓と資格取H衰の一喜容を史

料より籾らかにすることそ試みる。

研究史終lま、一次史料として長谷川泰とE警察府

間の役f童文章撃をもちい、二次史料kしてE王手事の文

章主をもちい、江戸E寺代の米紛より岩見治?年以総の

E霊望書教育や援護霊笈絡の状況を示す史料老発葉遣し望室

躍した。

その総菜、江戸善寺代交望書から日丹治初期の夜警客数

務や潔絡はi塩滋や長選人によって5菱重喜があり、非常

lこ儀iliJt宝の号室いものであり、次のような三つの形

霊長iこ分怒された。

1 .渓t羊の~緩や官室洋医学を学んだ B 7.主人寝室習や

軽震プヲの5室長事tこ告軍要撃し、 私主義lこi麗い、 教科縁者u日
い慾学したま露合〈主主草案 1)。中には、終了笈電撃

を発行していた例もある〈写爽 2)。

2. ~霊童警に告警察するか弟子入号し、見事まいまたは

生存iこ霊脅さながら慾学ずる壌会。

3.村の綴習に従うあるいは援護霊がいなくて淘関

の人におされて等、特illJな数苦ぎがなされない壌
ぷh
口。

完治元匁の霊祭免鈴a 総本イネの妓思鴨緑著書

(t~鈎笠文悠より〉 〈畏鈍シーボルト詑土髭務緩〉

56) 家族溺IJJit'が f子浅みJIこもたらした努

努の歴史的変遷について ~法寄せ史の観点よち~

山口大学医害警校舎寄生差異芸大学若草

O寝室村喜事代

千葉大学務護学産事看護笑芸芸研究機移センタ

終沢懸子

{はじめに}

不長主主治療を絞り芝きく E譲渓は大きく変化した@

しかし、この管室をには不妊女性遂の f裁が子が欲

しい j という切実な綴受がある a なぜ、様々な2苦

f績を背負ってまでま支が予を緩もうとするのか@今

日でも後薬草ぎを笈まないと際5警が淡い、女として

'1"人総といった r'j己主主み j に対する役会喜界1手鎖を

示す耳雲取が手子をする@このような社会的録音量はい

っと費生じ、どのような遂程を絞て今日に変ってい

るのか.これを瞬らかにするため f子主主み j に渓

く関係している芸家族観IJ!交を奴上げ、法制史上 5籾

(成分法以前、ぞ震令、事事5審法、現治氏j去、民放)

にむE分し文際的喜善後を行なった.その章者泉、次の

ような気]~を得た.

[議室主総塁走}

1. r子浅みj に対する社会的言李総は筏令の怒JiE

と尚喜寺4こ始まった@

2.社会約言李総としてのき幹災i¥'苦言lこ感づいて法苦手j

史上の IR分を行なうと、第 i級:成分法以前、

言12紛:律令から碗治民法まで、言13級:渓j去

の 3織にをま分された@

3. i.去が社会的祭儀として f子緩み j に士、jして影

擦を及4ましたのは第 2級:後令から務t会民法ま

でである.このr，号の浅は係数忽怨iこ支震とされて

いた a

ヰ事 2織においてき上会的評綴i土、律令時代上流

主H寝室設に、毒事義喜tま時代は教務をf'l1ぉ総綴として

絞話まEえにまで広く授i議した。さらに線治民法

特代では r1護E塁強兵j を憾にする人口冷気正支援

は f子鐙み j を女殺に対する霊重大の役会的評綴

とし fこe

5. B本E望書憲法、民j去の塁手JiEは f子緩み j が外的

圧力によるものでなく、自らの怒主主という主体

伎を持った点、で大きな転換となった.

6. 若2紛の約 12001'手に擦り f子主主み j を役会的

二手{隠とした f磁{段差是は:g ~1こ変第できるものでな

く現夜4こまで影響を及ぼしている，
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57) 三愛素志望書地方における渓育A.俗と

その変容 一一章者支紡E基金書のかかわり一一

三3重県立愛護短期大学

O坂口けさみ、 深漆 充代、 清水 ミ喜子

橋 義智子、 Eき井鈴;翠子

13 'Ê分主主がその::l::~をおめていた飽和 30年緩ま

で、三重重県志摩地方には多くの祭緩・出産.1ぎ!尽

にまつわる禁忌やi遭遇儀礼が存姦していた e この

ような産脊蕊俗は世代から澄代に受け綴がれ、現

在その姿や形を変えてそとに毒事らす人々の意識に

なお深く浸透しているものが多い.今回私i墨は、

遠望苦感.1'告が渓夜までどのように雪Ht終がれてきて

いるか、その伝承と変容に大きなかかわりを持ち

ながら、 ζ の地方に活躍したー潟支助笈織を対象

に開き取り調査を行ない、務らかにしたので報告

する.

[方法]三E重県志摩郡高勢罰H芭;需で、昭和初調書

から幼E室長署として j吾滋し、この地主誌の衛生教務、

生活波警のみならず、現在もなお援護錫への保健

捻警に機わるLI.J本秀子先生そ対象に、Q)喪主在分娩

E号代、この地方にみられた護育風俗とその変容

会E霊苦言2ま俗への助産鰻のかかわりについて聞き取

りi韓交をき行なった.

〔総累) 1. 主主緩中Q)E霊膏E主治:格統いは rぉ

びかけ;と呼ばれ、妊娠 5η 月自の~の尽に妊皇警

は姦婆や夏務、仲人務、草草壁誌を苦手んで挺娠を祝う

と共に、身ごもったことそ社会に主主察した.その

お返しとして妊娠10ヵ月になると rおんだし Jと
いって、延長塁は絡に{半おれて童重量まのき霊j;(;に蕊んだ。

ζ の幾弐が ζ の地方の短長撃のE雪量寄や妊娠中音響症の

大きな i京~となった。 2. 出塁塁に関する産官事良俗・

3話器寺お悪霊をする場所は E善がりの小さな~~塁で行な

われ、そのE寺のお虫、羊水、飴霊童はネ3事なものと

して処理された.またとi:lil霊3B ;;よとぎよといっ

て、皇軍裁が全部寄ってお遂を祝った.しかしこれ

らが産量撃の撃波を妨げる原菌となった.現者Eこれ

らの儀式は翁棄になっている。

以上、地方に j言認した善悪3室効皇室長書は筏々な盗育

風俗の一つ一つを社会のながれに遜j;(;dぜながら、

少しづっ変容させていった.その綴立まにはそこに

毒事らす人々との深い信頼鈎係があった.
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58) 医療場面における言語録の研究 VI

一貫~ 2沈黙持関の検討ー

秋 E日大学医療技術純期大"f.3s #今護学科

IlJ本務員IJ

ごH芸大学看護学総

O 内海渓

気味のない話題の総統は怠殺にとって議綴であ

ったり、治し合いたい話息苦を切り泌す機会を失わ

せたりすることがある@反対に、むやみにお題を

変更することも、会おの流れを懇くしたり、l.!!.者

が話そうとしていたことを抑圧することがる。そ

れゆえ、我々隠喜望者は夜夜の話題を然続するかa

かに5誌をつけながら会話する必婆がある.しかし

、人が話題の事態鋭を望んでいるかどうかのやj斯は

必ずしも容易ではない。判断のためのm綴として
いくつかのことが考えられるが、我々は発言者が

交代するときの沈黙時間を選定した.そして、発

a答が話題を変更しようとするときにどのくらい

の設さの沈黙時協をとるのかを議べた.第 17回総

会および第 18殴総会において、話題が大きく変化

するときは沈黙時間も長い傾向があることを綴iき

した e これらの報告では、会話のm発さという ilii
で、初対立jjとしては25i患と怒われる会誌を選定し

た@今回は、研究方法を前 2問問様として、より

rli発な会話を選定して、同燥の傾向が認められる

か否かを検討した.

全発言交代殴数は 510殴であり、話題が大きく

変化したm数は 8閥、小さく変化した随数は 12邸
であった@会発言雪交代間数について見ると、沈黙

持協は司秒{発言交代将に沈黙がない場合)が~

も多く、 95%以上が i秒以内で発言を交代してい

た.. ~?i Jl霊が大きく変化した上易会について見ると、

沈黙待問は 4.5秒以上が38%安どちめ、{自は O.5秒

から 2秒、の号室測にあった@また、小さく変化した

i易合について見ると、 O. 5秒が主主も多く、 1.5秒、

までの級協でも 92%であった.

以上より、話題が変化するときは発言のがiの

沈黙時間が主主くなるという傾向は、活発な会話

でも認められた



59) j豊島全の級交{祭 2幸喜)

一一対人的援完全における慾畿の4葬送

北海 i蓋大学~銭授綴怒期大手容器1

O'A慰 霊童子

ヱH露大学務護学部
内i怒渓

言iJ@]王宝寺は、 f委員全のoJf究 {言語 1銭〉 として、 審

議学生 3王手次を対象としたアンケート議笈を裟に

緩完全警護IJ!'とイメージとの関係について総べた e

今回、問授のアンケートを審議学生 1年次及び

3王手次にき建絡し、比較検討した昏

[方法}

審議学生 1年次、及び 3i手次を対象1;:アンケ

ト言議室支をき建絡した e アンケート内容は f乳幼児j

f 小児J r資少年J r成人J r考人j のそれぞれ

に対するイメージと援数綴皮を問うものである。

イメージについては、 50~露目の形容認を昨年と潟

擦の方法で絞り上げ、それぞれの対豪菱総と緩み会

わせて 5段滋で努鐙させた@一方、 f室長室努ilJ!'につ

いても 5段階で露五惑させた e

f室長室のま霊祭は綴身あり、1.身体的援完全 2. 際交

的接持金 3. 複室主的援員全 4. 絞念的j妾員室毒事があるが

今gは学生の主主更により判断したf委員査をま充計約に

篠i撃fとして、その議室畿の3ft却を援問した。

{総菜および考察]

1 .撃さつかのグループでf童書金額笈とイメージに

羽鶴関係を認めた.又、ある対象iこ立すするf委員会

綴授は、{滋の主守護霊のイメージ iこ対しても霊H撃を

与えると考えられた e

2. 後数多義IJ!'においては、 f乳幼児J r 小児j

f老人Jとの援皇室が幸子しく少なく、 ri手iこ数回
もしくは、ほとんど援することはない. Jとの

回答が乳幼児については 91%、小j患については

85%老人については 65%であった@老人と隠居

している鮮においても老人と fほとんど毎日 j

f豊島会している警は 25%にすぎなかった.

3. 1年次と比絞して 3年次には、 f委員全襲警IJ!'と

イメージとに強い綴僚が認められた.

4.老人と問題していない苦手では、 f室員室綴授が

多いほど仁容、緩潔いj と、そうでない苦手では f

つまらないJ r緩いJ r努いJというイメージ

と泌総関係令認めた.

60) 透 7H全慾喜警務室言警慾苦言の1i~芸事IJ 数を緩み

入れた生t霊行動援lJjjを11-なって

長室初会みさと緩和務続

。佼喜義務絞

はじめに

綴互主管機2警による怒雲室長撃E撃が雲量産ぎにi璽廷してい

る主義合、 後害警告守な治警察もなくさ主会終持のケア iこ終

始している機会が多いe 今@]‘ i璽 ~1主主霊議関空警の

まま 5怒が主主i翠し、 外務からの襲警きかけにも一切

反応、しなかった慾容に対して、 五慾約書官を緩み込

んだケアを爽5撃したところ、 一定の変化令交たの

で幸喜をきする@

{級交目的〉

その人の、 鐙E護隊に近づけた臼5撃にもとづく主主

活行委h主義主主の中 iこ、 主主主義務Ji教を投入することによ

って、 1慾言霊1支受章、のE支警警と、 際Il!t・ 7変喜撃の生;話リズ

ムをE警lLさせる@

〈級交方法〉

(1) 8J!撃後を作成し{霊長h方f去令後ーする。

(ZU塁審への泰守護設に対する反応を 31'霊熔にわItて

襲撃星雲と変重警のリズムを犯援し、 働きかけ新1Iをの民

警交毛主行なうe

( 3)怒芸懇隊塁響下であってもも E急務のボディイメー

ジを後手をするため、 祭休冬認の喜子称、iこ会わせた採

量生をケア喜iJ後iこ行なうe

( ~斉突事き幾〉

上 ~2 の襲警きかけの総然、 君事名に階級するように

なった舎 塁塁僚は事iji数がなくとも罪悪E還している跨閣

が多くなり、 襲撃践と焚喜警の状慾が目月後になったe

だが、 iE予言な霊童室長パターンとはなり得ていない移

また、 食塁審雲寺やケア lこ燦して妻子星雲のj慾?警や怒怒の

愛授らま警?警の変化や関口によるサインで愛潔可

後となったe 後控室iご弱震2・j匂暴露していたe:91l支は、

入浴や芝霊室霊的なE霊位保持によってかなり改鋒さn

下肢は潔tE1 2 0 ⑤まで{申段できているe

〈考察〉

絞援らの先行研究lこさ詳ぴ、 1i!径約数を計溺的!こ

没入した縫製、 5年余も遂怒f主主霊襲警手翠警蓄が舎建き、

全く反応のなかった慾努とのコミュニケーション

が後かながらも可後となった。 これは、 霧車守護まに

より疑問の;誇受エネルギー愛護詰め、 i?iiい際擦の幸吉

繁華害関な愛媛状慾がf等られた主主と忽われるe
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61) 主主者の安療に隠する研究の分析

一臨床審議研究における研究上の優先綴位一

拘束111燦立衛生短綴大学

O森田チ 2 コ

目的:本研究は、 C.A. L i I d!訓.(1975)による{臨床

看護研究における優先続位のデル 7 ァイ法調査j

の論文にみる'慾者の安務への影響'するものとし

て務遂研究の優先慰佼 10位までについて日本の

現状と対上として燦床看護研究の課題を探求した。

方法 1182-1991年の 10年路の審議主主要学会の

出版物{日本看護科学会誌、 g 本署i~霊研究学会雑

誌、 f看護研究J~昔、、 g 本看護学会築銭祭}にみる

a慾者の安寧， Iこ1M!する研究の分類潟査をした。

分類3審理喜は、 C.A. L i 1 d!鍵11の範童書による{韓日.R!，. 

H (6)， 1I1-111， 1915) 

結果 1)臼本看護科学学会では、僚主李総文と学

会発表の緩向 iま類似し、 1伎が f慾容の心理的ス

トレスの緩和j、2伎が f慢性疾慾i慾者の自己ケ

7 J 、3伎が f実践での研究手段の決定Jと f老

人の生活の震j の研究であった。他方、 f良震の

看護ケアの指様 j、fヘルスケアの決定者として

の綴利と役lilJのs}jG産ft.J ， r終末期患者のケ 7Jの

研究等が低かった。 2) B 本看護研究学会では、

原喜子論文では、 l佼が r!患者の心礎的ストレスの
緩和j、2伎が f実践での研究手段の決定J、3位

が f老人の生活りま愛 j、4位が f機性疾患慾者の

g己ケ 7Jと[実践での改畿の手段の決定jの研究

と日本看護科学学会 Iこ類似した綴向があったが、

学会発表は多少異なっていた。 3) r着姿研究J
誌の傾向も前 2者に類似し、 f塁王者の心理的スト

レスの緩和j、f実践での研究手段の決定J、f慢

性疾態塁王者の自己ケア j の研究が多く、次いで f

慾考ケアの改祭の手段の決定j、f終末長耳慾者の

ケア j の研究がみられた。

幸吉認 1)混在、 g本のE語床看護研究も米閣の優

先綴位に近づいたが、 rl主震の着後ケ 7の指i票J
の研究、 fヘルスケアの決定者の権利と役割の甥

核化Jの研究、 f終末期慾者ケ 7Jの研究、 f絡み

の対処ケア j の研究がかなり護れている。 2) 

感ぎの安家'の筏点では、 f老人の生活の索の追

求j、rt受性疾患l患者の自己ケ 7J、f終末葉耳患者
ケ 7J、rn若みの対処ケ 7J害事の研究が今後より

-11喜怒点的になされる必喜さがあろう。
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62) 当センターにおける看議研究に対する
窓識と問題点、

容林大学医学部付j湾病院

O谷井千鶴子
千葉大学看護学部附属センター

仮口禎男

【はじめに]

現夜、日本でも看護協会が中心になって導問看

譲婦制震の検討が行われている。これは実践の場

の「看護の奮を確実に上げるJことが大きな目的
とされていまるの

これまでも臨床では、看護研究を過して看護の

賓の向上に努めてきた。当院救命救急センターで

も、看護の賓の向上と看護操自身の成長を目的と

して、積録的に看護研究に取り組んできたの

しかし、スタッフの中から、研究を行うことを

負担に思う声が出初め、研究への自主役の定着に

欠けると感じた。

いままで看護研究は、意識の高いものに怠欲が

あると言われている。しかし意識を高めるものに

ついての研究はないη

そこで看護婦の専門性の同党が窓識に影響する

のではないかと考え、センター看護婦と産婦人科

看護婦、助産婦に看諮問究に対する意識調蕊をお

こなった。今回は等門職である助産婦とセンタ-

#護婦を比絞検討したので報告する。

{対象]K大学涯学部付属病院の救命救急センタ

一看護婦35名.産科・端人科病煉助産婦
16名

{方法]看護研究に対する意識について21項目の

自己記述式アンケート調査を汗い、これ

を助主主婦・看護婦別経験年数号11研究回

数別などで分析.検討

{結果}研究に対する意識に影響を及ぼすと思

われる項目では、 f専門性を感じてい

るjの自答に助産婦と看護婦の差は認

めない。大きな差が表れたのは、 rlt汗
究の必要性iであった。

[問題点] r研究の必要性jを感じる者が少ない
要国について検討した。
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63) 審議動作と努事事

ーベッドメーキングにおいてー

大E若干官JL大学医学鋭的塁塁審議専門学校

O:liJ二算苦笑

千葉大学澄後三詐総務議笑銭研究?宕華客センヲー

阪Of寅男

言葉B本学援護大学福祉務護学llB

松潟j事炎

はじめに:

従来より、幸子議校衡においてボディメカニ、yク

活用の遂事妻役が務総されてきたが、その人間工学

的な後討は少なく、学生教務においても経験紙綬

のi議会主主えていない@

そこで、今窃絞殺技術における f'f.;義務妻名や、対

委主条件によるf乍3重姿事事と後F話筋の活動議伎の変化

唱を紛らかにする際的で、多芝草案a':J(こlrなわせたベッ

ドメーキング作繁跨について、姿勢の関i望書号事?と、

終段紛の主主議闘を用いて検討した。

3電号室方法:

絞殺 8年以上の餐緩急率及び餐設学生各キ 6名を

韓交童全革まとして、認さ 65c務及び 70cmのベット

について、ベットメ -'J yn義のうち、三然コーナ
一作成会lrなわせた、その織の大際限喜義務、総喜望

v;、広幸李錫の宣車協腐をき建E王室窓際法で走塁絞記録し、

作繁華まの稼官室方向(X)、機tir言J( Y )、宣言上方向〈

Z)ょやの3方向VTR溺信義そ i湾E寺iこ豪華磁し、 長議

後書著者?に用いた@

V T R (ま行動綾析システムを用い、 X. Y長禁容量

からは定点からの告書{立点のき芝簡潔議室の主主平副総定

点路毅〉、 Z~察寝室からは移動努総、 X~詩像の 5要喜界

の上下動を霊童心移動として後 ìl~ した。

き吉男さ : 

審議綴:主体幸李総でのきE関?意書置が大きく、遂数足

の移動言霊童堂、綬産自の iiiidのばらつきが大きい。

~ø ち、多喜芝 E若干棄を広く f采ち、護霊心移動力t 大きい。

これ:こ主すし、竜安獲さ詳主主では{本幹線のさi!fl号恕講堂がJj、

さく、 E義心移動がスムーフ;にげなわれていない。

従って、警議長率での筋活動電伎は小さく、 E革審警

警富Z寺簡も怒くな号、筋力の効率的活動が印象づけ

られるのにますし、学生ではき主く遂となり、 f室長2が

多くなっている。

ベッドの湾ぎの変化でも愛護長率と学生のf渇で著

明な書室がみられた@

これらについて、読書翠lこi主べ:J(，.

64) 人間工学的総iliiからみた i匁狂言語定時の審

議君主の行動特絵(雪i1毅〉動作待問の分析から

東京女子緩科大学務議長霊長芸大学

O対本淳子、金沢トシ二子、 F専務長草子、行広5君子

鈴木玲二子、 露塁手事滋子、手守合千E章子

愛知みずほ大学

2斉藤災

務室菱ケアを行なう持、よち警告襲撃した務護主主宇野が

をさZまされる。そこで効5員約な談綴教育の方法を鈎

発するためには、葬主主筆者の務遂佼続行動を分析し、

更生奪筆者の行動パターンを多角約視点からR丹後 iこし

ておくことが大切である。

株主手話芝の本学会において'IH翠主主衡のなかの血EE

綴主主をとりあげ、書室孝義者と学生のrr霊告を露呈ままE筆致
の後点、から分析した。その総然、昇率豪華ぎと学生と

では震還後の室主きから f書事還の取ち込み1]1こちがいが

あることがわかった。

今隠は華字年 1こ引き絞いてのー遂の草野交で、百IlEE

霞!jE a寺の警告幾重立の童書作湾問に緩正誌をあてて分析し、

そこから警察綴苦言の行数字寺絵を籾らかにすることを

El約とする。

被毒素議 i孟臨床経験主手数 2~手の経喜憲議 4 ;g、 4-

8俸の章受喜筆者 4名そして 11俸の審議翁 l;gの合計

9名〈平均線旅絞験停数 ι2年〉である o

5室長室方法は、あらかじめ主受験者 iこ'I;jさf立による

血EE言語jEをいつも総主義でE義者におこなっているよ

うにしてください‘とだけ滋籾し、 VT R t議1I3し

ていることによる緊張を取り除くために、奇襲影塚

孫で 1-2@]i!議定した後 2@]のUlJEE i!認定行動を V

TRにも謹彩した。

分析方法は、 f忽EE言語jE行動をマンシェットを巻く

・ステ トをあてる・ 1器使主主任する・ステートを

はずす・マンシェットをはずす・その憾の 6の動

作iこ綴分綴し、各室主f下分要員ごとの所婆時箆1の変化

を毒事訴した。

その幸吉泉、 余ffi著書事寺閣は約31秒-54秒 〈平均40

. 7紗〉であるが、問一被験者の 2図の所喜善5寺院nIこ
大きなさをはなかった。動作分綴ごとの所警警時間は

旗IEE滋圧が全員長まも長く、会話詩察雲寺践のゆでのお

める塁手H告は約35-52%であった。各霊H下E寺簡を者支

援護:flllJにみると 2闘の5提言撃の F.'Iこは雲寺i蕩・総合と

もにほとんど授はみられず、被験翁特有な善寺図的

行致パタ…ンのあることがわかった。
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65) 人間工学的鰯証言からみた耳目庄総定時の1'1

2筆者の行動特役(第 2報)動作の費量序l'Eの分析

東京女子家科大学務畿支霊長耳大学

O 阿部災子、村本淳子、金沢トシ子、行11.;栄子

鈴木E合子、暴言F事尚子、戸守合千慈子

愛知みずほ大学

斎藤Jl{

本軍}究 iま第 1毅 iこ引き絞き、血fE損IJlE &寺の数量望

者の行童書を騒序牲に視点を当てて分析し、警告書著者

の行動特性を切らかにすることを目的とする。

被験者 iま銭床経験年数 2年の 1守護者 4名、 4-

6 f手の宅32筆者 4名そして 11年のお護者 1名の合計

s名{平均蕊床経験主手数 4.2年)である。
実験方法 i立、絞殺容の緊張を取り除くために、

VTR媛彫場所で 1-2@]血圧総定した後 2@]の

血圧綴定行動を VT R 1こ綴彫した。

分析方法は、UIlJI測定行動をマンシェットを主主

く・はずす、チェストピースを持つ・終す、チェ

ストピースを激震支部俊にあてる・緩す、イアピ

スをつける・はずす、送宝¥Iまを持つ・綴す、動総

数知、加JI-滅夜、その他の 13の重力作に約分強し、

/ζおの手の動作の貫iil'i'性を解析した。

その結果、以下のことがわかった。

1 .霊力作の綴序 i立、被験者間で全く i可ーではなか

った。しかし将一被験者の総定行数 2闘を比絞す

ると、童書作の駁I'i'はほとんどi可じであった。貫iil'i'

の災なる動作が混入した場合、それは部分的であ

った。

2. 協定行動の動作の総数をみると、 11-16動作

〈平均 12.56動作)であった。また j奇一被験者の

総定行動 2お]の動作総数の差"まり -2重品作の草草原

で大去をはみられなかった。

3. ti.おの手が jjlJな動作を行ない、動作が i設なっ

ている厨数 li0 -5図(平均 2.3君主主)で、尚一被

験者の翻lE行動 2@]の童書作設な哲郎数の援は 0-

211ヨであった。

4. 一つの重力作を片手で行った片手動作数は 3-

8動作〈平均5.67)で、 i司一被験者の言語主主行動 2

回を比べると、 l回 131こ片手で行った動作と問じ

動作を 2殴 131こも 75-100需の E室率で行っていた。

以上から、動作の続F手段には被験者特符な行動

パタ ンがあり、競序が部分的に爽なる場合でも

自分の行動パタ ンiこE寄ることがわかった。
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66) 資筏技術とf.I誌の浅草1)1'1:との1111却に!対

する研究

大阪府 j'r.公衆衛生w門学校 O 旅行i弘子

fl的:持獲主主践のためには、後れた警護t支持1を!}

iこっけなければならな L、。持派にある慾容の2苦痛

な続状を干11ら11、不安や怒Miの気持ちを終減し、

安全で安楽な事守護技術の{足{J~をすることが議議の

大切な業務である。そのために、 fi議f支持j教符を

どう災施すべきか、また、効果的な努議H'l街数湾

の JJi去について主主討する軽量会としたい。

対象:努護学生 i年 82名・ 2年 63名・ 3年77名

災験時期:、]'.1点3ij: 6 Jl ~ 7 )J 

方法と結果:

1)東芝草び作業の実験:実験f3的iま手mの巧絡役、
運動性をみる。実験1ii走{立大Rを竹丸事年で10c翻遜

ぶ。教室で141切にて i分間 Sii翠び作業を実施する。

3記事完結!#(ま次の炎 iの j扇りであった。

2) si i箪び作業のtf25誌と看護ミ存続言語・審議技術の学

科f:1の採点との ftj[主}をみる。その絵梁(;1、表 2の

ようである。行設学綬主主と孝守護技術の3'r.，t.;tの関係

はおく、Sii!!!ぴと綬章者.t主術の関係i立{底L、。 2~守

'1:1まd々に fll泌があった。
112， 霊一一…一一一…一一一一一向日一一一一一←町一一叩一一一…句
7:IIUiJ(Jf写:0とIn駆..'''lt~高野dとの縄鐸 4 

εν砂.…………守一…m…抑悶帆
"毎を11曹寄3讃費T宇F畿B磁aと'濁11鑓a段縄との縄"街a島ち勿 (，ド-O，IIZ怨包3
一一一一一"f I聖書範学舷"と11署捜傷との栂麹が高い (r'O.$紛J
<;>111学11鎗と翌週び作建との絡調略あり (r'O.cm
②箆選<lr.. 震と 111.金縁との鱈1II~り〈ρ0 “お

ニ考察:務遂技術と手続の動作、作業の巧綴伎との

関係はi弱いとは設えない。このことは、豆i翠ぴ作

議室の是主務がm整役衡の巡伎を予測するのに役立た
ないことを示す。看護学級議と肴議妓鈴iとの-1111却

が i潟いことは、学脅iこよってE互選者と技術の問科目

の!鎚波が主主くなる。 t受業でf，f'iH[]の担m関連づけ
は常lこ行っているために、教1守の効mとgえよう。
お護と支II 関係な人では、 ~l i!!!び!τ請をと務議校総の
災筏との関係があるのではないか。学習や技術部i

綴 iこより綴童話と技術とのfIlf泌が向くなると考えら

れる。この引は、殺でも学問や技術の&i望書illll!1こ

よって、肴主整役徐jのJ'.i章、然綴i立可能であること

を示唆しており、今後、行設f支持1教育方法 iこ役 i7.

てたい。
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67) 身体 iこ援金量する器具の滋&1こ泌する統

究-{藍皮保護の干言葉署とトイレイメージー

長選応大学医療後葬j短長耳大学部

01窪fIl綾子、近藤幸喜子、夜関節子

恋愛媛幼においては身体に務災が絞後援滋する

鈎が多い。 その符の塁塁兵の滋皮革号護設が主主体に及 iま

す影響i立大きいと考える e そこで身体!こ f委長室する

まま呉の慈雲量をi皇家しようと考えた。主主体反応につ

いてはすでに級会した。今阪はトイレ iこ関する笈

畿議室をのやから{愛媛保護霊の有繁とトイレイメージ

との総支撃をや心 iこ絞告する。

[方法;t守護裂は~大学妻子愛護学科 1 年生 6 6 

，g (女役 65、男役 1)令笈関紙主主によるアンケ

ート線変o トイレイメージは(j)際いザ切るい、②

王監い→五きくない、 ③不吉繁一.~寄 2襲、 @ffiH、→災くな

い、③冷たい→緩かい、若手不快→伎とし 5f.室長ぎで

島幸容を求めそれぞれに 1-5点を霊さしたc

[結集EllBトイレのを霊式i立和主主3号ぺ%1挙式

54.5% ~寄 116.1% 。外出 E寺は 90.9% )併構潔を王室 i討に

和式会後1詰する。Elきさでの霊室主裂のトイレは和主主27

%洋式73%であった。自宅トイレが洋式のものの

うち、{愛媛をそのまま佼湾 5.1%、カバーをする 5

6.4%、{翠 7量塁塁itき35.9%であった。

イメージ i立、 5綴 gのま喜平均で 8宅4.2、外 ul先

2.2で自宅のほうが有窓に良い。自宅トイレのを霊式

íl~ では和主主 3.7、洋式 4.3 て:;!うる c それぞれの須 g

Jl!にみても洋まえが和式よりすべて良いイメークと

なっている。

t羊主主トイレのなかで筏緩{翠i震の脊警護とイメージ

との関i牽を項目Jl!に係議室議後周， 米主主mでみると

①ι3. 3.8②4.7. 4. 7@4. 7. 4.3③4.5.4.4<2>4. 

3. 3.0⑤4.6. 4. 1であり、{翠滋塁塁{変1耳の 1iが良い

イメージを;;Fしている。保護喜怒なしのほとんどは

カバーをしているが係議義務付きとの遂は切らかで

ある。しかし和式よりは良いイメーヅである。

[考察} トイレイメージ iま手司王立と洋式の i翠い

により釜が手ぎるが身体に緩完全するものの潔1支によ

る慾塁審も捻く、保護議後段が一番よいイメージであ

る。軽量かいことによ与すべてのイメージがよくな

っていると考えられる。また身体 iこE支援金主れる f警

はt警告震であることを強く受んでいることも縫ったo

本塁書宝をよりミ主義量約な反応からも身体 iこ後最室ずるま器

具の潔&i墨求の笈婆設が明らかになった。

68) 持fi表委IJf宇の金持霊的努警警とまさ祭f生につい

て 洋式i吏援と哀Hl:f霊怒を比較して
大i薮市立大学医学務詩u義務護専門学校
Ot'1H ij年ifii-

千葉芝大学宅jJ霊学務;筏;震災E員研究捻主宰センター

阪口 被雪j

東日本学際!大学綴絞殺護学書官

討~I品J i事犬

{溺5菱総?をのj怒者にとって、トイ Lて?のliti義務作

iま終罪者を t誇し、~'r.の心狩の nm を大きくしてい

る e これは路り込みやIf.ち上がり E寺の下総務の緊

張号事を会め、怒ま望書寺の緩君主主語の緊張による絞庄の

上野によるものと考える.

j手・事i ポ:f重苦3 の{吏}詩草号、 f怒ま~Iこ及iます務警察につ

いては主義々な?詩型まがなされているが、そのやで苦言

f禁致受章のi留からみて洋式を後隠する方がよしとす

る幸君主きもある。

しかし、儀後の続i笠動作善寺Lこ発注する f客様と i篭

aとの関係についての号霊祭は少ない e
そこて。{潟耳室長手?を慾毛Hこトイレ後mの窓長警護署交を
lfうと J主に、 j芋・事JAI愛af~主}自による iÎfì軽量b Ij，的

の生礎的野努について災軽量的比較険金fを行った。

[ ~定数方法}

長室擦な 28~36 後の女子 1 0おを被験をまとし

て、①廃り込みのち分弱者f{更を器努をとらせ、その

mHこち紗燃の綴主主怒資を 3際、害義語ミ怒まをを 1閉路
行させる③史上がる、の動作を詩文、事1主主の燃に

住iずつ主主rrさせた@この[滋の1妥り・If.上がり童書
作善寺の Z愛媛及び下数量蓄の雲~5長状態、と、怒愛息?の草草

壁き綴の緊張:{!;慾を主主i翠留で語審Aし、 i司E寺に緩症と

の関係を検討した。またf詩尖章表淡を言警Aし、持f!警

告答書争善寺のドE選皮下IIllUi状態の変化をも検討した。

{主主祭}

1. 手・初公共に長E寺際iの怒授は終圧がより上昇

する綴防jがみられた。

2.珍;り If.上がり動作棒、秘話;ではさ警3客室警に行

う，む止めの発生7うま多く、終[fがかかりやすくなる

綴向がみられた.

3. R家主主による京総議液の変化は、洋式で徐々に

'lf.(とAA{l'Jがみられた。これに対し、在i式ではi湾総

とfilJ絡に感化したが、体重き号事による己主警がみられ

た。

これらの総務について考察を加え発炎する。
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69) 前屈佼洗髪時のパイタJt-サインの変化

弘前大学教育学部看護学科

。脊木涼子、工藤せい子、阿部テル子

1.自的

洗髪の研究は様々な方向からなされているが、

介助者が洗髪を行った場合と、患者自身が洗髪与を

行った場合の、患者の身体への影響を比較した研

究は、十分と 1まいえない。そこで、患者の洗髪方

法の選摂、決定の基礎資料を得るために、鍵?言者

~対象氏、前屈位洗髪が身体に与える影撃事号、洗

髪を自分で行った場合と介助されて行った場合に

ついて、パイタルサインの変化から比較検討した。

II .研究対象および方法

被験者は、健康な女子学生34名であった。パイ

タルサインとしては、中枢温、血圧、脈拍数、 P

R P (最高血圧×心拍数)、 BMRの5演自につ

いて測定した。

実験予!脚立、被験者lζ器具を装着し、洗髪施行

前30分間臥床安静とした後、べ yドより起き上が

り、洗髪車前の椅子lζ腰銭けさせ、前路位姿勢を

とらせて洗髪を行った。洗髪終了後、 ドライヤー

で頭髪を乾燥し、再び30分間ベ y ド上臥床安静と

した。パイタルサインの測定は、洗髪前安静時を

a分時とし、洗髪開始から終了後臥床安静するま
でに百回、その後30分間R:9思の計19[ill測定した。

洗髪方法は、 r41"0の混湯を用いて介助者が被

験者を洗髪する(介助41'0) J、 r38'0の湿湯を

用いて介助容が彼験者を洗髪する(介助38'0) J 、

r41'Oの混湯をfflいて被験者自身が洗髪する(自

力41'0) J、 r38'Oの温湯を用いて被験者自身が

洗髪する(自力38'0)Jの4方法で行った。
m.結泉
パイタルサインは、洗髪施行中は安静符よりも

培加するが、その程度は生理的変動範盟内であり、

洗髪終了後、それらは速やかに洗髪施行前のf践に

回復した。このことから健常者に対する前屈佼洗

髪は、身体iζ大きな負援を与える方法でははいと

考えられた。また、用いる混湯の湿度が38~4 1'0

の場合、その混度差はパイタルサインlζ影饗を与

えないが、洗髪を自分で行うという労作は、介助

される洗髪と比較して、パイタルサイン比大きとよ

変化をもたらすことがわかった。
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70) ドリンク強壮剤のE富合野篠遼重力中の心

総数および血圧に及 lます~襲撃

信州大学医療技術短期大学部

01主総有希子、 念石益実、 小林史 Jj、4塁3奪隆吉主

I曽殴敦子

[ El約]長室近、 ドリンク強壮烈のCMが多く自に

つく。宣伝されている効薬は精神的、身体的疲労

回復、 イライラ解消、エネルギ一議総など様々で

ある。寂々の薦問でも、疲労回復、理主気除去等の

ために欽用している震波従事者が晃受けられる。

本研究では、 ドリンク強壮刻のE主体に及ぼす影響

を検討する自的で、服用による心総数および血圧

の変化を安静持および踏台昇降遼動中に務ベ、以

下のような結果を得た。

[方法]健康女子 19名を対象とし、 ドリンク強

4士約としてアリナミンv&V  (武服薬品)を磁周
し、 30分後に実験を行った。 5分間の安鯵の後

iこ絡さ 30cmの踏台で 1分間に 30図の界降運

動を 3分間行い、主霊動終了後 5分間の問後i鐙認を

鋭著書した。心抱数l立、 この笑芸豊中巡綬して 10秒

毎に、政!:E(ま実験機始前後に溺jEした。また、jJlJ

の日に綴f習しないで隠様の実駿をfrい、両者の比

較から、 IlIlfflによる髭撃撃を検討した。

[結果]版fflにより安喜争終の心指数はお慈ではな

いが、 わずかに上昇した。一方、主震動中の心総数

の上昇は抑制され、安静野寺からのt曽JJlI援で比較す

ると有窓に少なかった。また、逮動終了後はすみ

やかに下降したが、 5分間では安幸争終の緩までに

は凶復しなかった。 しかし、搬用によりその回復

はより早くなった。実験能のJIH審員丹、 拡張朔風!:E

および実験後の収総長話、鉱5長期血圧ともにわずか

にllIli自により低下する傾向にあった。

[考察]以上のことは、 ドリンク強壮烈{こ含まれ

る成分の作用が見られたと考えられる。それは主

としてカフェインの生環的作用によるものが大き

いと考えられる。 しかし、ニコチン駿アミドやタ

ウリンといったぬの成分の作用も考慮するお婆が

あると考えられる。また、目翌fflにより心理的には

告書潔系に対して抑制約に作用した可能性も考えら

れる。さらに、呼吸が翁潔系に大きく影響を与え

ることはよく知られており、今後検討する必要が

あると思われる。
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{目的〕成人病の冷加による長期f受性慾の草案害警が
多く減主要食患者への援助は 8常的である。第17郎
及び18@]B 2ド看護研究営会において、看護学生に
よる滋場食摂奴の体位i.JIJNatij;i慢の検討をi1'った。
今回は、手IJ尿ホルモンの追跡を加え、持呂努Fi設i魯
滋との格関関係を検討した。

〔方法}対象は豊富燦な19-20綴の女子学生S名。
測定前 38衝は、被験者が宿}ーの食事・ 1800Kca1 
、場3g/8の書官i限食を摂取した。アルコール、喫慾、
コーとーを禁止し、飲水とE長室芝与を記録した。
f本{伎は鈴鹿i位・ 5絵佼・トレンデレンブルグ体位
与を 2時間怒iこ5つのパターンで行い、それぞれの
体伎の努における水分、議終笈代議、手IJ尿ホルモ
ンiこ及iます彩警警について調べた。
飲水は淘IJ)E関姶u寺問主謀に水 100mlを欽み、各々
の体佼の 2ff寺潟尿畿、 1分節尿畿、 CE及、反ゆ
及び託証言寄怒解号室(耳a'Kcl• Ca)とレニン・アルド
ステロン・心務絵尚孝IJ尿ポザペプチド・アドレナ
リン・ノルアドレナリンをil!IJ定した。
立nlf.線狛及び身体状況を 1時間毎iこ測定した。
{絞果・考察)1) 安静{仰臥佼・トレンデレンブ

ルグ体位・感伎では、尿ゆ及びi血清治排術祭iこ手喜
怒な三査が箆られむかった o

2) トレンデレンブルグ体佼>安静仰悪人佼〉怒伎

の綴で尿壌に手喜怒な王室があった。

3) 安静倒産入佼陵伎ではアドレナリンノルアドレ

ナリンが減少したが、トレンデレンブルグ体位で

は減少しなかった。

4) 心傍役手IJJj完ペプチドもわと間後な結果を示し
た。

5) レニン・アルドステロンでは~佼〉安静iIlJ I2Å
佼>トレンデレンブルグ体{伎の綴lこ分泌畿の援が

あった。以上のことから、iIlJl2A佼と康俊では波数

の滋少とアドゐレナザン・ノルアドレナリンとの減

少はi弓傾向与を示し穏関関係があることを鍔わせた
が、 トレンデレンブルグ体佼では取の努I'i訟と手IIJj完
ホルモンの綴関際係はAられなかった。これは被
験者5人の体伎のパターンがおiーサイク lしではな
かったことや幾康な19-20才の女子常生であるた
め生理的な体内メカニズムが畿きホメオスターシ

スがあったとも考えられる。

なお{本位望IJの血圧・ 2京総への影響はほとんどな
かっ fこ。

沼第5会場第17群

72) 老人の心怒的援幼の検討

ーエプグラム書官治問して-

5事留保緩衝生大混鐙生学書官鋒}生審議学科

。山時代ヤクj 桝総子

老年人口の著書しい機知寝室裂の中で、をき人のQO

Ltこ対する終想、対策は走塁れていると考えられる。

このことは、家庭的.i:士会的・経済的に大きな問

怒となっているだけでなく、 f露f事的な2長みをも引

き怒こしかねないのではないだろうか G

QOLを溺める審議とは、長塁ロ t主 f生命f禽塁塁の

君主践をながれるものは、人衡の生命に対する薬事審査

であり、これらをき聖路でしめすには、人間を、よ

号人間らしく活かすことに査を替を尽くすことであ

る。 j と述べている。

今殿、 γ終草IJ幾護老人ホームにおいて、主主人の

怒恩でf乍繁tこ参加することのできる S名を対象に、

エゴグラムにてi3:f免状慾を;記長室し、 QOしを潟め

るさるの餐議後llJJについて考察した。

くn法>

①鍔}間平成4年10月208-湾年12J'l 18段

② 対象:年齢、 80歳以上。線条でなく、号室開を

惣毒事し幸子えることができ、 日常生活が安定してい

る還を。また、色替えで作るカラーボーんに殿様があ

り、 rrることができる遂としたc
③ 方法

(1)プグラム毒事費支3籾

(2) 色紙によるカラーポーんの作成7[eJ

く分析・考察>

T終iJiJo鐙言護老人ホームでの生活条件は同じであ

っても、社会約、綴衿約、後済的{倒IH滋、{議後霊室、

身体状況などが要望なることから、{悠々の z ゴグヲ

ムは異なり、共遇する特徴はみられなかった。し

かし、綴々の z ゴグヲムの変化をみると、交流を

長室して、徐々に務衿 z ネルギーが溺められ、九ト

レスのかからない状態へと変化していった。

く結論>

絡設内潟齢者のQOLを書道める審議援助は、エ

ゴグヲムを参考に、{隠々にあった援聖書の提供が効

祭約であると若手えちれる。叉、お玄いが手軽しめ刺

激しあえる交流の場づく与を、 f護容量約に緩めする

必警警があると考える。
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73) 高齢考の生活草翼線たそうール

虎ノ門病院分続

O遠藤恭慾

弘前大学教資常務l

大串靖子、鈴木光子

モラー JI，は B*~喜の生きがいに援も近い綬念:で

あるといわれている。本研究では、主主きがいをそ

ラー )1，とし、アメリカで開発されたモラール測定

尺度をIflい、高齢者の生活環境とモラールを検討

した。

研究対象は60意義以上の弘前市内及び近郊のi葛餓

者134名であった。老人クラブ参加者及びシルバ

一人材派透センター登録者(以下在宅者)は、男

性29名、女性52名、性別記絞なし 1名の計82名で、

平均年続は67.2議であった。老人保健綴設及び害警

護老人施設(以下綴設入居者)は男性 7名、女性

45名の計52名で、平均等脅告は78.7様であった。

認査ではモラール測定尺度として、ロートンに

よって開発された PG C (Philadelphia Geri-

atric Centerの路)モラールスケールを用いたの

また対象の生活潔境については、怠伎潔滋・性別・

銭齢の慈*it-J~毒性のほかに、心身・社会的背震をに

ついて調査した。調査は、阪接又は笈問紙記布自

己記入法で実施した。

鹿住環境)jIJモラール得点の比較では、在宅資の

方が危険率 1%で潟いという傾向が認められ、中

でも、女性、子供の有る者、医療受診者において、

在宅者の11がモラール得点が潟いという傾向がみ

られた。記偶者の有終日IJモラール得点の比絞では、

配偶者の有る者の方が危険怒 1%で高いという傾

向がみられた。また、主手続や収入、さ存在まとモラー

ル得点では、高齢になるほどモラール得点が低く、

小選い・収入のH額が多いほど、またさ学ままが高い
ほどモラール得点が高いという傾向}が認められた。

モラール得点と生活環境とに関滋設が認められ

た燃性・背禁など窓f主潔壌には、施設入E若者の個

人的特性や、施設の特性が影響していると考えら

れた。配偶者の有無iこ関しては、平均寿命が延び

子供が独立してからの期間が長くなったことで、

夫総という関係がf重要なのではないかと思われた。

また、今まで関適性がみられなかった年館、学涯

について関巡性が認められる結果であった。

も〆ま 11/乙の ミ

102 

74) 老人入競慾者の ADしの能力および主意

欲に関する検討

昭和大学病絞

O矢埼美智子

千葉大学考委譲笑滋研究捻導センター

土E霊尚喜章 金井和子

1
 
1
 !
 

A D LI立、鈎人援はあるとしても高富告になるに

つれ低下していく.そこに疾病が加わるとこの傾

向はさらに強まる.そこで、老人入院患者におい

てはいかに ADしを終持するかは、養護のE重要な

目援のーっとなる.今回、老人入院慾者の看護の

一指針とするために、老人i患者の ADしの実態に

関して、能力とそれに対する3意欲の留から検討し

た.

く対象> ~続入続中の 65才以上の患者{寝たき

りを除く)で、比較約F護者量的に日常生活に絞り絡

んでいる(A若手}と、あまり穣緩的に日常生活に

取り緩んでいない(B若手}とを病綴警護綴がほぼ

悶数滋ぴ出した56名.(タポゲ77
<方法> 慾者に障害する次の(1 ) ~ ( 2 )につ

秒、 いて需号機宅~~菱総が評!蕗を行った@

( 1 ) A D しの能力および動作項目に対する 2~ 欲

(いずれもお項 13) 

評{函法:能力では、できない O点~できる 3点

の4段階.意欲では、ほとんど自分ではやらな

い1点~すすんでやる 3点の 3段熔 e

マ ( 2 )痴呆愛疲皮(H時 hesCPら:CIinical Demen 
tia Rating) 

5手f菌法:縫E費O点~重量皮痴呆 3点のち r9:熔
く意義菜>

1 . A若手として遊ばれた患者の中には ADL能力

および主主欲に関して平均緩以下のものがあり、

逆に 8群には平均額以上の患者があった.

2. A Dしの総力と主主欲の重力作Z費回全草の平均鐙は

A. B群織での差はあるが、動作工費侵郊で?の差

はほとんど認めなかった.

3. A Dし能力が 2点(できる詩情iが余計にかか

るか、やり 1Jが幸子i璽でない.しかし、笑用伎は

ある. )の患者の主主主主は、自分からすすんでや

るから、ほとんどやらないものまでばらつきが

みられた.

4.痴呆皮では、 B群は全体的に A若手よりさ章君主度

はE若く、 F介護状況jがま査もおかった.



75) 老化に関する

磨、衰の怠党と審議婚の把援

褒京大学医学部狩喜義務践 0北原 孝子

千葉大学看護学部 土震尚義・金共和子

近年の入続j患者の高齢化に伴い、大学病践でも

新たな対応を迫られる場lliiが多い。言雪量告患者の援

助のためには、まず表{むの程度の客観的な把握と

ともに、慾毒者復さ寺の主観的認織の判断も蚤著書な筏

点となる。そこで今回、入践溺鈴j慾者の自己の老

化の綬皮Lこ関する長替、岩の自党と、担当務議長講の抱

主義状況を綴変し弱者の特徴を比絞、検討した。

〈対象および方法〉

対象は~大学存者践(外科系 3 将、内科系 3 終)

に平成4年l1fll013 ~ 12fl14臼に入続中の65葬祭以

上の媛、表で、明らかな務衿症状を有せず、お常生

活もほぼ自立している52名(努31名、 tc21名、平

均年鈴71.8士5.5歳)およびそ5持者擦の代表きま緩鋳

H6名である。鶏護まは老化現象のむやで鐙、殺が比較

的弱党でき、選ま議録も日常の義援活動のやで招後

可能な24現段(6カテゴリ…、総衿機能12項目、

身体機青色12渓笥}について、患者の自覚と議守護嬢

の抱畿の状態を、慾ミ警にはま言接関告を絞り、まま緩綴

には後期紙の留め援ぎにより行った e 老化の経皮

は“全くない"から“ある"の4段階で、各l点

から 4点の評絡を行い検討した。

く絞暴露〉

①老化に関する慾殺の復党は平均1.82士1.03点、

老若護磁の把握は平均 L84f0. 95点で、弱者側には

設は見られず、ともに低後であった。

②カテゴリ-)Jせでは、慾、主警の自覚、審議綴の抱援

とも f記銘・記憶J r感覚j が主主く、 「見当議j

fその他j が低かった。

③項目ごとに慾殺の自覚と看護主警の把握を比較す

ると、 “人や物の名" “物忘れ"などの 5項目で

患者の自覚が務幾鈴の怒援に比しおく、 i笠Lこ“苦ま

いこと" “検3変室"など8項目で務議録の怒援が

慾者の自覚Lニ比し務かった。

④窓、殺の年齢による怒衰の自党と教護綴の招鐙で

は、感、主警の復党はllJ.東日で高齢になるに従って高

くなっており、特に“物忘れ"など 5J頁自は、 65

歳から喜志に王室く、 70歳以降で婆明となった。意雪護

綴の抱援は、患者のa党iこ比し上昇の程度は低い
が、 19項自で高級になるに従い務くなっていた。

76) 蕊鈴去のストレス尺度作成の試み

策Jit慈慈会医科大学付塁審子守p筑波

oaヰゴキミヂ
つだ τ 

くはじめに>

近年、かなり荷停警告の人に対しても、後皮の弱い

治療や:p手軽が会撃されるが、お齢者の場合は入段生

活tと綴Eぶしにくかったり、李総後2~ 3 FHl綴に

幻党や安芸予言行動がみられるなど、身体的なが}後t
j主に、 4二、王翠約なi議応iζ特有なものがある。今潟、

こうした状況に対する援助のf'がかりを、 Hl言匁
T5のストレス察関との関浅から見いだすH約で、
潟除手子のストレス尺度の作成を試みた。

く方法>

一般の王室鯵者が、日常魚沼上でストレスと警察じる

と怠われる号事療を 42現れ、および妥1男性検討のた

めの63項問、 Bf会105境問からなる語審凌潔を作成し

東京都内及び千葉雲市近郊の 60才以上の215人から、

ストレス務定項段への反応を級会撃した。

不完分な反応皮数、米記入の多いま認を除いた絞祭

129~震が傍られ、ストレス符~f習として 32J資行方2

主義った。この32環日が言語鱗者共i還のストレス綴れ

としての総綴伎を春季るための手緩きとして主成分

分与?とG-P分若干安行い、 32rtiれより23!祭れを符た。

主主1:11された23綴おについて、さらに尺笈の妥%絵

をf'rるために、議毒殺緊による妥をlH宅検討のための
議行及び繋なる年警告書事とで比較後討を行った。こ

の結果、蕊襲警若手のストレス尺度として、きちる程渓

妥当役のある見解念事事た。

く給条>

ストレス綴符の選定i選手室では、行動撃を係や遂線、

娯楽、友好関係の議臼が数多く ~J除され、その­

j]で生活祭淡や終衿的;こ不安定さが残る袋行が検

出された。この綴終約な議院が、il'li鈴三f-殺のス

トレスを襲警霊童しているかについては、まだ隣怒が

残されるが、さらに今僚の潟齢者のストレスfミ皮

を潟め、路齢者のストレスをn護霊的?と讃~~して、

手衡や入続生活のような大きなストレスlζ対する

援効の方策を追究したい。

人 i
守q

‘号、

103 



30日第5会場第18群

討

77) T市の住宅介議老人の実態lこ関する検

岐阜医療技術短期大学

O内山尚子

千葉大学看護学部看護実践研究指導事センタ

金井初予.土屋前!義

平成4年N県において高鈴者慕礎調査が実施さ

れ.在宅介護老人の実態の一部が示された。今i乱

在宅介護老人の援効の在り方とその方法を深るた

めに. この高齢者2基礎調査のうちからN祭T市に

ついてさらに分析・考察を試みた。

[対象及び方法】

対象:平成4年N県高議官者基礎調変のうち.夜

宅介護老人に関する基礎調査

方法 :N県T市の(1)在宅介護老人の実態と介

護の状況の分析. (2)看護・福祉サービスへの希

望の分析を行った。

ひ古巣および考察】

1. T市の65歳以上の人口比率は12.0%で.これ

は全閣およびN祭と等しい。在宅介護老人の比率

は1.3%で.県の1.1%と等しく留の 4.3%より少

ない。

2. Ti習の在宅介護老人は f寝たきり jが84.4%

「痴呆jが40.4%で，すべて家族と間隠しており，

おもな介護者は息子の嫁で45.9%である。

3 介護でお難を感じるのは fm彼の世話J43. 1 
%. r入浴の介助J33.0%. f移動の介助J32.8 
%の織である。そのため介護者は「心身の疲れ1

35.8%. r自分の時鵠がもてなLリ 33.0%をあげ
ている。

4.宅jI聖・ 1寝技サーどスに関して.①サービスが

あることを知っている.②サービスを利用してい

る，③サーどスを希望する でみた場合，この3

点がともに多いのはほ涯オムツ支給Jr保縫婦の
訪問Jr入浴サーどス Jr日常生活用異の給付・
貸与J.知っている・希望するは多しゅ、手11mする
が少ないのは fショートステイJrディサービス j
fホームへルパー派遣Jもち←斗
5. T市をその特徴から(3同区に分けてみると，

在宅介護老人の現状および看護・?民社サーとスに

対する態度に多少のま霊がみられた。
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78) 高齢者の在宅療事告における病院からの

訪問務獲

公立察衛総合存者続{王寺俊際)

O中谷久蕊

急速な潟紛{ヒの進渓による婆介護考人の増加か

ら在宅ケアが推進され、それに伴い医療機関から

の訪問務緩や訪問J若手事の必要性も溺まってきてい

る。病院が行う訪m務護活動が、諸君約者の在~療

養の資を潟めていくためには、提出主義の保健援療領

社i本市!の中でその病践が!l1:たす役苦手jや、病院に期

待されている機能を十分総綴した上で活動を反罪者

することが翠ましい。今回、~院が訪問翁殺を開

始した 1年間の経過を芸員返り、病院が訪問看護活

動を発足させるプロセスについて検討し考察を加

えたので報告する。

<笥約>

病院からの訪問肴護活動が地域において溺紛者

の在宅療重量を支援していく際、必要とすべき視点

は向かを研究する。

<方法>

昨年 4月より持続を退院した綴たきり怒者を対

象に、訪問看護事業を開始した。君主留意から実絡に

釜る段献を次のように計溺し渓Il脅した e

1 J切:実慾tel主主 4- 6 sl、 在員耳:問題効 lli6-

7月、 III綴:笑施 8or9sl-、IVJl1l:評価 3月

この遜怨の取り組みを芸員返り検討を行う@

<結果>

1 )病院が地域へ出向くには、地主主の社会的機関

との対応ができる専門的窓口とス担ッフが院内に

日月篠に{立鐙付けられている事が必要きである。

2 )病院内で訪問:fH撃事業を実施するには、管理

機からスタッフに玉三る草華民間の統一的理解と協力

がなくてはならない。

3 )病続のフィールドとなる地主主には、医療iiii・

綴社iiiiでどのようなニーズがあるかを犯鐙してお

くことが、地域との逮擦を深め活動を河溶にさせ

る。

<考察>

病院が行う訪問看獲活動が震の磁いケアを提供

していくには、地主主の中にi1I1く叡ざしたシステム

化を図らなくてはならない。そのためには、病段

挙独の事業としてでなく、池袋医療全体の向上を

夜点とする体制づくりが重姿℃ある。



79) 訪問包教による係長室鯵の雲義務努俸は可能か

宇[，線譜阜灸線幾高見

OUJ殴害事子
足

礼金建医科大学係長遺伝綴学部署号室菱学科

UJ悶ー綴

[F李総1

告下年の本学会において、i'E'芭潟費告審及びその家主主iこ主守する

係長室主筆の支援状況を、訪問審議記長季(以下gei撃と絡す〉をmい
て童数百iこ恕援するための方法暴露について警護tきした令今窃iま、そ

のlit吾妻事に纂づき、線寝室長選の訪問審議活動状況を総援し、今

後の霊堂務塁手f還を行う擦に考長壁、すべき喜霊祭について検討したっ

{対象と方法]

対象iま、苦下主手の幸翌fきと問機、 千L絞I苦Al翠長室主斉に勤務するi京

事霊綴が、 3年燃にき霊り繁華室長主滋の君主人iこ対して行った支援状

況をfe草案したre豪華である。
係長室長警の支援状;克の宝量約告さ警護方法:まHc$季ごとに、支援・巡

絡の対象潟に分類・it委主した(以下f支後@l数jと呼ぶ〉。さ告に、

f支援@l数jを~~愛内容 glJlこ綴分額してお委主した〈以下f支援愛j

と智子ぷ)。これらの分類iま金て、記録の言主義主釘ごとに行なった令

このようにして、各記録ごとにf支援お数jとf文芸受雪量jを求め、

比絞・検討した。なお、記録によって支援綴閣は3もなるため、紀

委委を比絞する警警には?文芸量級委主j及びf支援綴jを交芸室長書簡['品、

JHきた1)1こ主義務した号

{総塁塁と考察]

本続交の対象として8ケース分の記録が偽証iされた。

保護霊綴によるi'Eo在高蓄量金者援びiこ委主主菜lこ対する支援について

支援方法llnに検討したきさ果、 t望事塁線のfWr.3Jによる文授は全

体の43.9%であった吉凶j以外の支後としてよ議録・字紙JIこ

よる支援が18.号室、fft主の支援者〈燃えiま議没者重飽き事〉との透絡・

雲毒殺jが37.2宅を占めていた。苦学今、在宅ケアにおいて、係長E

E警のコーヂイ不イターとしての役苦手jがき霊筏されているが、上

述の「遂事喜・警警空襲JI主、まさにこの役事Hこf告ならない。今践の分

析を遇して、保護霊務保{後綴が訪問によるilH妻都jな支援のみな

もず、コ

示するこ

保李登怒iま、訪問務護活動以外iこも多くの議務を遂行してい

る令今閥、Ai薬事選所のi'E君主語審繁華雪iこ対する訪問主去数が全ての薬

務におめる総合i土10.3宅であった。記録の!司祭分析の結集、係

長室長還は老人や家主主から際後儀絡を得るだけでなく、伎の支援

者との議後iこよち僚級を得ることで、 2在芸書約iこ達三人や家室長の

状況を怒認するようにヱ炎していることが分かったラこのよ

うなどドで、支援のタイミングをつかみ、雲寺:frlこ応じた透切な支

援を行うことで支援の効薬を上げていることが示唆された。

以上の総祭を塁審まえると、保書室綴の訪問警察浴室請について

検討を行なう僚には、 1!1に訪問在草委主のみならずJfj告の3i:t塁手?

との遂事事・務空襲jや?訪問以外の方法(言霊祭や手緩宅事)による交

後Jlこついても評f還することが必姿であると震えるe

渓夜、吉si霊祭燃や市密1村レベルで老人係機儀社m賓の祭主主
が遂められてお号、この中で主主綾のニーズiこ合わせた交霊警の

供給体骨子iJ(!票告さ爆の必重苦数等)についても検討が行なわれるこ

とになっている。今回の総祭iま、その検討の要望iこも資策な示

唆を与えるものと考える。

い々1-
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80) 老人係長室施設の看護機能に関する

一考察

E宅の門病絞

01俊之上典子

弘喜ij大学教育学部

大串靖子、鈴木光子

E芸齢化社会に{辛い、看護の場は拡大し、看護綴

に対する期待と、審議の役割機能が注目されてい

る。今回、 i議滅的に特性が異なるとみられる東北

と九鮒の老人保縫施設、計61施設合対象iこ、中間

施設における看護の現状について、質問紙郵送法

で調査な行った。対象は、各老人保健施設の看護

燦3名であり、総長・3:1壬などの磯絡の人 1名、

スタップとしての総踏の人 2名、 5十183名であっ

た。有効@]詩文奈は14%であり、実質笥答者数は、

総長・3:任務譲繰が43名、スタッフ看護金需が85名

であった。三慰霊まさ建施期間は、平成4王手6汚15Eヨか

ら6月末日までの半月間とした。

認遂の絵築、と欠の繋がまとめとして得られた。

1 .審議織と介護騒の磁務の分teでは、医療減効

行為、{縫j索状態の把媛、疾病の予{務などが看譲

綴の分犯とされ、生活の媛効などの磁務は、介

護織との協働とする比率が溺かった。

2.看護織の、職務における判断と実施について

は、全体的にどの総務においても、判断・ 5実施

共iこ高率であった。(協働E容は、医綴的行為者主

除いて議率であった。)その中で、食翠につい

ての判断は60%なt5め、学11騒が実施よりも溺率

というものがあった。

3.介護磁の、震義務における判断と笑絡の比率も

お率であったが、事11霊長に比べ笑絡の方がやや比

率が高かった。

4.全体的に、判断・実施とも看護綴・介護織の

協織とする比芸名が高かったが、 E互援的行為は審

議織の滋独での判断・実施の比率が主義かった。

5.看護磁の本務と考える綴務の種類は、 f支射・

診察の介Jl}J・害事擦の処畿などが高率であり、介

護磁の本務には、おむつ交換・入浴の介助・ト

イレ誘惑などが多くあげられた。

6.施設における看護織の磯務上の位鐙づけは、

f留の綴穏長男と同毒事とする書11合が60%であった。

7.看護軍遣の磁務内容と意識における地減差は、

特に認められなかった。

t (ド!')
f二けヲ
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81) 特別養護老人ホ ムにおける介護磁員の

ストレスiこ関する研究

東京総老人総合研究所宥護学際問

。巻fHふさ

本研究は、特別養護老人ホーム(以下特後とす

る)における介護磯良のf:f:!r.の特伎について、そ

のストレス緩衝効果を検討することを目的としたれ

く方法> 混交の対象となった施設は、全閣総i道

府県・政令部市より都市総と町村部が均等になる

ように抽出された59の特養である。これらの総設

の常勤の介遊撃達員全員に対し、質問紙によるスト

レス議資を実絡したn 今践の分析対象としたのは

~母 917名、平均年最告は37.2歳 (SD=l 1.7)、そ

の90.0%はよと性であるのストレッサー頻度につい

ては、恋人施設介護磯良のためのストレッサ 言手

続尺皮(矢箆ら、 1991)をJllいて、 5澱類のスト

レッサ 〈上i'i]とのコンフリクト、介護約仕事の

ぬ街、利用者とのコンフリクト、事務的仕事の負

手号、間後とのコンフリクト)の体験頻度を識変し

たが、今回は、介自霊的fJーすEの負荷について分析し

たF ストレス反応については、情動反応を評絡す

るために、指1うつ、不安、不機嫌、悠りを;lH話す

る新名ら(1990)のを下街尺疫をJllいた。疲労続状

については、総がIら(1987)による f議綴的疲労徴

絞議後!のうち不安徴候、紛うつ後綾などの凶子

を徐いた 4関子から、 30項目を後粋した。燃え尽

き旋状は、lIaslach(1981)の露出lachBurnout 

Inventryを翻訳したものをJllいた。{f:'fI特性につ

いては、{士事のコントロール、仕事の鋭敏・魅力

性、職場の共感性、決定参加、挑戦の機会につい

て限いた。 r~ く当てはまらない j から f よく当

てはまるJまでの 4段階で評鰯を求め、それがお

い群と低い鮮の 2群に分けた。

介護約負荷が低い場合と高い場合において、そ

れぞれのストレス反応に仕事特性がどのように緩

衝効果があるか、失分散分析で分析した。

く紡梁>有縁iこ緩衝効果がみられたものについて

述べると、 f言動反応については、決定参加が、鈎]

うつ、不安、不機嫌、怒りの全てに緩衝効梁がみ

られたれ疲労1IIt去については、決定参加が、 4 般

的要芝労感と身体不誠iこ緩衝効祭があり、験場の共

感殺が気力滋jj，!と身体不識に緩E密主増築がみられた.

燃え尽き症状については、手子主まなものはなかったの
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82) 介護短銃:fごの教育に関する看護綴の慈識

東京都立医療技術短紛大学

o j;集下節子
佐藤みつ子

森 千鶴

E車京都立広尾看護主専門学校

小池妙子

[EJ的]

介護煽llc土の業務内容は、 f入浴、排t位、食事、
その他の介護を行い、 rt長びにその者及び介護者に
対して介護iこ関する総務を行うことjである。ま

た、介議短銃二七は対象や目擦とするもので、 if~襲

撃をとの漆いを説明されている。しかしながら、介

護教育は fカリキコラムが実体化される時には、

初当務畿の分野に{闘っていく可能性があるjとい

う指織がある。これらのことをふまえて、看護に

求められているものを、検討する必婆がある。

今問は、看護綴を対象に介護短?止土の教育に関

する慾識を調査した。

【方法1
1.調査対象・看護録 65名。

2.調資続開:平成5年3月。

3.銀資方法質問紙主主。

【総E長・考祭1
1 回答者 65名の年総階層lま、 20歳代が 19名

(33.9:1>)、30綴代が37名 (56.9耳)、 40歳ft9名

付3、8克)である。
2 介護福祉士は将来鳩加するかの質問iこは、

地加するが 50名 (76.9耳)と、将来の老人人

口 ・主主宅ケアの土器加をふまえた回答がみら

れた。

3.緩業として窃僚としているものに対する質

間については、同じではないが52名(初完)

と最も多かった。

4.介護編f止と看護教育のカリキュラムの類似
性については、あるが 32名 (49.2覧)、わから

ないが29名(44.6耳)であった。

5.介護福祉士の技術教育と基礎看護設衡の内

容についての賀陽では、議複しているが 40名

(61、協)と綴も多かった。

6.看護は新しい理念を必婆とされるかの質問

には、必婆とするが44名 (67.7耳)、必重さがな

いが13名(20完)であった。

介護損祉士の教育と審議教湾とは部分的では

あるが類似性、重複性があり、看護iこは新しい狸

念が求められているという慾議傾向が;監察された。
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83) 老人の骨折予訪に関する研究

一脅折老人の接地定数と愛心動揺の検討…

金沢大学医療技術短期大学部

。王子松知子泉キヨ子 山上和美

内霊童j議泉1お務

天然栄子

東京大学復学部長室長室科学・表護学科

金JII克;子

[窃約]

老人のf季折i立、その回復j!!i稼においてさまざまな

務ミ撃を起こしやすい。本研究は、労苦?予防の君子議ケ

アiこ設かす資料を得るために、骨折既往のある入院

中の老人の接地足跡と愛心霊b緩の特徴について検討

することを際的とした。

[研究方法1

1)対象は、 U老人等門病務入設やのf季折既往のある

老人患者14名(王子均年齢82歳)と骨折既伎のない老

人患者19名(平均年齢78議)である。

2)方法;ピドスコープ (7ニ戒めを用いてli:iL静止

鈎綴時ー約磁器寺の接地足跡を写真撮影し、 JE角、接

地JE雲寺のilii磁を測定した。また、 li:iLf?jlll::路線時

間限時の3童心動擦を3童心計システム(ワミ -kk)に

より測定した。分析は、シグナルプロセッサー〈日

本電気三栄kk)を用いて磁波数分訴を行い、最大綴

綴f遂とトータlむパワーf穫を参事おした。

[結5長の統芸lf]

。骨折老人の特徴として、脅苦?の夜間の70%が転倒

であった。また、 9096は移動時に裕装具を使用して

おり、 f号観葉き主主、 E事*緩然、ふらつきのある者が多

かっfこ。

2)転倒あり努事子老人のJEjれま、非骨折老人iこi七して

左右とも狭かった。また、転倒あり脅折老人のP/DJ之

は、路線E寺、問限時とも友右差が大きかった。つま

り、管折老人の接地足跡は形態学的にバランスをと

りにくい状慾にあることが示唆された。

3)転倒あり脅・絞老人では、非骨折老人iこ比して、 Z立

心動揺の章受大媛隠{邸主大きしまた鈎綴E寺にi七して

間限時iこ手干支まに大きかった。 2童心動揺のトータルパ

ワーf遂についても向後の傾向がみられた。

84) 老人の転倒予主主に関する遂礎的研究

一入段高鈴老人と縫E護老人の愛心霊力径の比較ー

金沢大学医療技街短lliJ大学部

。泉キヨ子 山j二和美 f絞知ヲ乙

内議滋泉病続

天津栄子

[目的]

怒潟鈴イヒ技会の到来とともに、老人の転倒の頻度

も潟く、転倒による管喜子もま設えてきているので、表

護者ーとして、さまざまな転倒予妨ケアカ法、姿である。

我々はこれまで絃{弱者の鍔渓について線交してきた。

今留は、転倒予防の審議についてのまま礎的資料を得

る箆約で、査室も率五{濁しやすい入銭老人の静止符と援

勤時の護心勤務について測定し、長室漆老人との比較

を行った。

〔研究方法]

1)対象 :U老人専門病続に入践している老人滋者28

人c!i明人、女1哲人〉と老人後康教護に巡っているえき

人15人(男3入、女12人)である。平均年齢はそれぞ

れ79.8で歳と67.3滋ある。

2〉方法:(1)1童心動揺の測定は、検出会にお1足主主iこ立

ち、 2m先の協筏擦そ主主視しながら検出会を静止の

状態で、関目良と関R良時のE童心霊b絡を演目定した。さら

に検出会を0.3Hz，0.7Hz，0.3双z水平移動させた持の路

線時の寒心動銭を測定した。 (2)童心勤務は左右方向

成分 (X総〉と前後方向成分 (y総)にわけて、デ

働タレコ掛ダ-1こq文録した。分析はシグナルプロセッサ

-(B本電気三栄KK)Iこより腐波数分析を行った。

(3)対象の特設、歩行レベル、転倒緩致、ふらつきの

有害まなどはカルテ、意雪護記録から犯援した。

【絃5誌の綴姿]

(1)入段老人i主務i上雲寺の路線iこ比べて関綬E寺の猿綴の

総和が、前後と1i.右方向の動きともに有意に大で

あった。

(2)1童心勤務の前後と1i.渚の動きをみると、静止時の

関怒と的阪では、入段差芸人の方が前後の動きに比

べて左右の動きの総和が多い綴向であった。

(3)溺波数手普竣の分析により、入院老人、慾燦老人と

もに左右方向、前後方向のパワ-1穫がどちらも0.125

~1.0Hzの燦波数域に80%以上を占めていた。

0.7Hzの迷い振動雲寺には0.25~0.5Hz竣や0.5~1.0域

iこ多く、入銭老人では、 0.25~0.5Hz淡に多かった。
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85) 老人在宅介護に隠する慾議讃資

大阪医科大学的際病院

O辻尾敦宏

ニr~露大学雰護学部署苦言霊笑践研究指滋センター

土産尚喜室、 金井和子

入島幸E患者の潟鋭化に伴い、 i星空完後のE患者の生活

状況の異体的な予言語は、 慾者、 家B接指導上益々E重

姿となりつつある。今回、退院後の生活指滋の-

f告燃として、 当地区社会人の老人夜宅介護に関す

る霊童書建築ままを行ったので報告する。

{対象および方法1

1、 議査対象は、 O援科大学的弱者護専門学校 I

年生 47名、 3年生 30名の計 77名。 o庭科大
学術綴病院に勤務する外科・内科審議長講 46名、

小児科病棟看護綴 38名の計 84名 (25. 8士

5. 7才)。大阪府在住の O会社社畏 11名、 そ

の他 22名、 計 33名の一般社会人(4 1. 0士

1. 7才、 ~ 1 4名含む)。

2、 議主主方法lま、 老人のイメージ 10項包、 老人

夜宅介護に関する霊童書室 5項包、 可能な ADL介護

6項問。 ADLは各、一部介鋭、半介助、全jjjj介

効の 3段階に分け空空間を設定し、 留め後き法アン

ケート章司王室を行った。

3、 IXの 3苦手について比較検討した。

1 )者護学生、 宅j~重量語、 一般社会人。

2 )老人(65才以上)と同E君、非同居。

3 )隠居老人の ADL自立、 要介助。

[結論]

l、 老人に対するプラスイメージは、者殺学生で

強く、 間短婆介助群で弱く、 プラスイメージを規

定する要因は、 援する老人の鍵燦レベル、 ADL  

8立度であった。

2、 ー絞殺会人のイメージは fがんこ J r t章銭j

が看護録、 看護学生に沈し重量かった。

3、 一般社会人の可能な ADL介護 i主義護学生、

看護磁の 60%程度と{廷し特にネ介助で不可能

が多くなる.

4、 可能な介護の項包jjlJでは、排灘、 コミュニケ

ーションに不可能が多い。

5、 問E君愛介効群は、考人に対するプラスイメー

ジが軍事く、 告宅死に否定的な者が多く、 可能な A

D L介護は段階が進むにつれ不可能が多くなる。
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86) 審議綴の老人の見方に関する研究
老人審議務修生のレ~-ト記述内容の分析から

日本事守護協会審議研修センター

総本弘子

紫!日レイ子

L目的

老人事H霊の終は、まま設にあたる幸子護婦の老人の

Jl1jでikまると考える.そこで災際臨床で老人

を看護している看護熔は.どのように考人をみて

どのような者滋を行なっているのだろうか..又

老人を看護するなかでどのような思いを飽いてい

るのだろうか.以上を知る民的で、章者査したので

報告する.

2.対象及び方法

平成4{l'l主日本務護協会見Jf修センターで行なっ

た遣さ人事雪量豊税金基に参加した研修生 54名を対象と

した.方法は、研修生の研修前後のレポートの記

述内容を分析した.記述を内容から‘老人 家族

意J~運行為 主宰怨に分けて文言霊を主主約した.さらに

、その~~JからキーワードをhJHll した.

3.結果及び考察

研修総レポート(事例)から主IIUIされた恋人lこ

測するキーワードは 1401i'1であった，その内訳

は、符1主的表袋21例 '1'立的表現 15例 'aj'主

的表現 96併であった.老人の発言の51rnは23

mあった。その内綴緩約発言は6侭悲観的発
言は 17例であった.室長族に泌するキーワードは

1 6例であった.綴緩的なi潟わりのま監授はなく、

考人の退院をffi'aまたは不安の表現が 10倒、室長

銀の説明4倒、術会に泌する表現2併であった.

まま皇室内容の記述は42事例にみられた.援助内容

は72例であた.この内訳は コミュニケーショ

ン20例家族への援助 1511奇行動鉱大への援

助 14係淡潔への援助8例排液への緩助7然

食事の俊幼4例処滋2例その他2例であった

@看護を行なったE喜怒の記述は26事例にみられ

た.老人にたいして筏定的感怨7隣 家主主にたい

して議定的な惑怨3例 自分の務懇をふりかえり

疑問、不滅足、無;JJ~を表現した惑怒 1 2例であ

った.以上から‘研修生の研修前の老人の見方は

否定的に見ている人が多く、行なった看護に対し

てEi信が持てないことがわかった.文、滋足感が

得られていないことがわかった.



87) 務議長選の老人に対する慾i交とそれに!出

走塁する著書箆

家京大学医学部{縫E芝草ヰ学・看護学科 南沢沢炎

言語鈴守警の審議の害警警空はt智大の一途をたどってい

おり近年審議教務のゆでもその驚喜主役が認められ

てきた@審議するうえで j際、王子をどう抱えるかは議

姿な務善寺である a これと罪喜怒して雲?を室長請が老人に

立すして終っている慾皮について終に Zテレ才空イ70 に焦

点をあてて議べた@

〔対象と 15i去]

意雪E菱綴として{土壌にまEいている人守を対象とし

て、 長定孝子の空空間絞議室霊祭を飼い、 老人に対して採

っている怒J.itを語審5Eした。 務室主望号}ま米器禁で作成さ

れたものを日本認にE語訳し、内容のー務を我[flfこ

遊会させて変重きしたものである e 資的環ElIま13bテ

J'ザ-st137i関の記述から主主っており考人について
述べていると怒うものにくはい〉と答えるよう f告

示している。くはい>と 2蓄えた数の多さは!tila者

の H¥tHイ7・な慾J.itを反殺することになる.

〔幸吉泉]

分析が可然だった問怒笥[数は 424名であった a

務議長選の年齢と得点の関 iこは手喜怒なllIli車があり主ま

い人ほど得点が{ぼく、年産告が潟くなると得点の平

均{渓が護憲くなった. 20議i{;苦手では62.3点‘ 50級以

上群では71.9点であった.

教持経験との喜喜i翠ではある人の15がない人より

得点が緩かった.すなわち総務の平均点は 61.3点、

後者は 67.2点であった.

臨床緩援の奈さと得点の織にも関i翠カ1Ye.られた.

主義床経毒素 i年以上5年米総務の得点の平均{露ぎは 60.0

であり、 5年以上10年来滋若手で63.5と次第に認く

なり 20年以上では71.0という語審得点であった.ま

た署号室警告警の臨床での専門領域と得点の関係を見る

と、 得点が 72.0と章受も蕗い喜手は小児宅まま撃を専門と

している人身であり、遂に章受も低い得点は57.8で

母性教室撃を専門としている宅1[聖書警であった。老人

と参らした経験の夜祭やその期間と得点との!習に

は隠退はなかった.

議後絡に老人審遂についての関心を尋ね、それ

と得点との隠i牽をFもると関心があるとした塁手の方

が関心がないとした塁手よりも得点が低かった，然

るに老人S筆談雪撃に腐心が非常にあると答えた群は

その伎の群に比べて得点が潟かった@

308 第2会場第20群

88) 溺農事務における綴後f護持主主 主主のアセス
メント

E軍家主事窓会庭科大学手話室義務後

~三枝子

〈研究g約〉

近空手、塁塁後のE事変化 iこ{辛い言案縁者の手衡の急激

がみられている。滋縁者はE票率定慾以外に軽量々の章義

援の合併援を脅することが多く、またー殺に主主体

議官事委総も低下している。キ寺 lこ軍事齢差言の手衡は心

身への後壌が大きく、一絞成人に上七絞して務後の

!tilt壁が走塁れ、また術後合併症も主主こりがちである。

これらに加えて高奇襲詰議は、衝後一主暴投に綴神主主

i支を発生する綴授が芸事いといわれている。しかも

綴後の主主役鈎の治事費の喜寺紡 iこ絡手事長E1犬が発生し、

時 iこは慾苦言の生命にもかかわり、 5毒事案上ばかりで

なく務遂上の陶磁ともなりうる。そこでこの街後

務柊症状を務遂絡がどのようにとらえ、アセスメ

ントしているのかを務遂 ~2 主義より議運愛し、字詰後の

問題J炉、を検討した。

〈対建立と方主主〉

J ~芸科大学際霊童書寄践の I常化努外科葬有機に、平成

4王手 5Fl 6 8から関空宇 12月 19日までの豹 7ヶ

月路に入後した慾者 30 .gを対象とした。

1守主主は、 星空空ぎの~警ならびに鰐 i去の絞繍 1穿 1主事

中心 iこ移譲記録より委書室撃し、 6 0議米主義・ 65高差

以上の 2畿で術後のf務室還を上主絞検討した。

〈事吉泉〉

1 )老人は綴々の塁走往1廷を nし長持後合併f患の発生

率も語審い o

2 )老人の喜善みの感じ方は、成人に土色べ銭くみら

れた。

3 )綴後せん妥を祭主主したまさ人野と、 jド言室主主の遣さ

人苦手そ上主絞し、 手主主主した老人苦手が手綴喜寺長男-

E幸酔湾問が長〈、出立証言設が多い綴戸}がみられ

さらに勾級苦言合併症・義jf警察合併llEの発生率

も語審い。

4 )務後せん妥は、主持後発援雲寺禁罪が翠綴にみられ、

F寺普芝草耳長男も 68 長男以内で(ijJ~震がみられた。

以上の絃繁から衝後護霊童書警のアセスメント iこは、

言遺書童謡の滋憲章援の主主緩的、心空霊的施農舎変化の特徴

とE護士露鶴子も充分 iこ怒解することが野愛と考えら

れる。併せて対応の技衡の向上も必愛である。
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89) I C Uにおける術後綴神症状iこ関する

検討

持戸大学医学部約長室病院

O小田守二鶴子

千葉大学看護学部審議実践研究 j~ 滋センター

鮫口被男

[はじめに}

神戸大学医学部F付属病係主義中治療部は 平成 3

fF6月に、 3 P転の術後患者を収容するサージカル

I C Uを開設し、 先!こ開設していた CCU3床・

救念童話 2床と合わせて 8床がワンフロアーに配援

されている。 開設以来、 ICUllE綾塁手を予防する

ために、入室予定窓、者のオリエンテーションやi翠

j克霊童嫁!こ餐設の愛点をおいてきた。 そして、 過去

1年間!こ ICUllE銭詳の発生はみられていない。

しかし I C U箆綾裂の前兆ともいえる軽度の翁

神主主状はかなりのま真皮で出現している。

そこで今回、綴持疲状について、審議記録を中

心に、 調王室を行い検討したので報告する。

[xH裂と方法]

対塁手、:平成 3年 11月~平成 4年 2月までの 4ヶ

月間 iこサージカ I~ 1 C Uに入室した忍者 54名

方法:餐怒記録・カルテより、 1 C U (こ入皇室中の

紀後、の有然別iこ、 1書締症状と臨床主主状との関係を

分析した。

なお、 1翠i箆言語を中心とした 22 1貰尽のアンケー

ト鵠笈も併せて行った。

{絡祭1

1・IC U入宣言中の記憶が不明嫁な若手において、

1書f申症状の発生率が議かった。 しかし、 今回の潔

i箆笛からの検討では僚1i翠因子を~いだせなかった。

2・1書神症状の出渡した、 記i警s}H車群・不明E窮君事

!苦}で、 年齢・継続持管ー綴1翠重h慾に共巡点がみら

れた。

3・記t替自I!ji京霊平でi手、 1書偽疲状出渓有無}JIJで、 年

齢・入寮期間・終絞i事後の比率・持管時間・ 2蓄1景

動態において主主がみられむ

4・一般足立人と溺齢者の 2~草の比較でも、 問機の

銭停]がみられた。
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90) 食i量感における術後せん妄と術部不安な

らびに性格特性との関連

。近畿大学・産 後山美江

大阪大学夜療技術短算書大学部

松木光子域戸良弘大谷笑子

大震Z大学・5霊 窓喜寿均 軍事裁爽

大阪大学医学部約潔病院

管回数子 三谷郁子勝元栄美

〔はじめに〕食道慾の手術は，侵塁悪が大きく. 1，お

後せん妄の発生率が言語い。不幸普iこしてせん妄が発

生すれば，怠者の苦痛は大きく，医療者iJl!Jの負担

も大きくなる。本研究の自的は .f，者後せん妄の発

生要因との関連をaJlらかにし，その対策を検討す

ることにある。今@]は，特Lこf持続不安とf生絡特伎

の喜毒菌について検討した。

〔方法〕対象は. 1992生存7月から 1993年 1Flまで

の期間に大阪大学附尿病筏で'f-I，拐された食道癌の

13疲f9lJである。手術後.DSMωm -Rの診断禁準に従

って 8D寺関ごとにせん妄の有終をや!定し，せん妄

が認められなかった 7例(以下A群) .せん妄を

起こした 6例(以下 B苦手〉の 2鮮に分けて分析し

rこ。なお，時I砕11、京U)tJl，IJ;.ξ じほと三l'A 1を. 1主総

特性については YG性格検交を用い，手術約 1i昼

間前に翁3ました。

(i総菜]A喜平の平均年寄告は64.8土5.72走塁. B!!手は

57.6土6.7U設であった。手術前における STAI

の状態不安はA霊平46.4:!:7.66.B群58.5:!: 3.70で，

B詳の方が有窓 (P<O.01)に潟かった。特性不安

はA群42.9:!:6.62. B群46.3:!:10.24で有意な妥呉

は認められなかった。 YGt.生絡倹資の12尺度得点

のうち，神経質，一般的活動性の尺度で有意主義

(P<O. 05. P<0.05)が認められ. B群の方がより

停車圭俊，非活動的であった。jqJうつ性，回然性傾

向，劣等感，客観性のなさ，協潟f生のなさ，攻雪z
f生，のんきさ，怒考的外向，支配役，社会的外向

の尺度得点では有意な差奥は認められなかった。

また. ~喜子分析による情緒安定性 E君子，外向性問

子吾妻bi生悶子，熟慮f生!3l子，不詳警f生E君子，攻撃

性!3l't-.空想f生関子，社会適応住民子については

有笈差は認められなかった。以上より .t持前から
慾者の不安状況や性格についても情報を~1I. ~棄し，

寝室(!量民主の充実をはかる必婆伎が示唆された。



91) 食道癒における総後せん苦言とサーカディ

アンリズムとの関透

大阪大学医療技後短翼芸大学協

0大谷3幸子，松木光子，滋F吉良弘

近畿大学医学童君 主義山菜iI

大媛大学医学務総E義務総

荻原さがみ，水谷綾子，号室田敦子

今中秀光，診中長室之

大震芝大学医学務 杉慰霊室長s.返続士急，軍事主主点

[はじめに〕食遂怒手衡は.I認後ぜん妄の書室生E容

が喜善い。本務突の自約E主総後せん奈の手主主主問予を

明らかにし，そのます淡を検討することにある。今

回はサーカディアンリズムとせん妥との総遂につ

いて検討した。

〔方法]ます芸家は. 1992年7Jヲ-1993年3月にA大学

務院で食i霊感ミF~努を受けた慾者 14名である。儀後.

DSや麗合の診断号室惨をJ若いて.8雲寺罪喜怒にせん苦言を

学j定し .Þ者後 58 までにせん姿を認めなかった 7~J

(A群)とせん妥を認めたH予iJ(B言わに分けて沈毅し

た。サーカディアンリズムは心捻費支，潔コルチゾ

ーんの 8P可変動により号事{隠した。心拍数Eま.VJNE 

f土製罰邑cduoVM2-001裂をf習い60彩、怒にij!iJ怒した@

18宅?09寺から66寺関怒Eこ4つの善寺関幸警に分 l:r.平
均心給費支と心泊費支変動{系数(HRCV)の変化を分

析した。潔コルチゾーj!FIま，①0-68寺，②6-168寺，

③16-249寺の議潔の一番容を RIA法で号室l'さした。

〔総菜]1) A若草の平均等量舎は59.0土7.3"s芝.B群lま

63.6 求 6.6滋である。 B 鮮のせん妥発生雲寺長~Iま，鰯

f愛28el2名. ~持 f長 38 ヨ i 名. 1Iお後48el4名だった@

2) H R CVをみると .A若手では，餐長著書事後で夜

織低下する r:a鈴パ主ーンJI主務後 28 自で 5~J

中4~J. T持後 3・48elで4f罪IJrt4 f予iであった。

8若手では，特にせん妄害警生前自の沼内変動をみる

と，昼間低{重で夜間選若い「昼夜逆転パ長一ンJ2 

~J.塁塁夜から軽量夜にかけて CV が増加する f尻上

がりパターンJ3~1. r:a予言パ 9ーンJIま1J911. 

デー空欠綴 1~Jであった。

3)潔コルチゾー jf.，の8内変動をみると .A苦手は

術後 38自まで低下綴!匂を示し，も詩f愛48elで8

~J rt 5 s'Jが慶尚議f愛である「蕊予言パターンj を示

した。 8霊平では. t者後48習で r:a数パ主ーンj

を示した主主伊iは4f予i中管室素であった。なおデータ

欠綴は3Jl1Jであった。

92) 食遂書室容器後せん妄の発生姿国に関する

研究

大媛大学芸霊喜舞妓綴短翼芸大学蕊

0草案戸良弘、松木光子、大谷3喜子

近畿大宅金~学務 篠山葵iI

二r~喜大震ま菱学額約E喜怒ま警察室主研究援護セン主ー

こと慶尚章受、金弁和子

大震安大学医学審詩的滋約院

毛筆包敦子、 主主谷綾子、 長会中長雪之

大媛大学医学務

村留罪事炎、辻{中華IJ費支、滋絡 ま今、罪事 霊毛皮

くはじめに>食遂惑の翁後にはせん妥の発生が

溺率である。さき務究の自約は綴f愛ぜん妥の発会姿

lZ;lを日月かにし、そのます祭を後立することにある。

く対重量>1992年7Fiから 1993年2Fiまでの綴関に綴

大祭 2外科で三子翁が行われた?をi議長室切除 13伊IJ;を

対重量とした e く方法>1 3 j係者~ ~籍後せん芸H'合併

しなかった 6例 (A君めとぜん3芸者ど合併した?伊!

(B苦手〕の 2務に分けて解析した。く総菜>筒苦手

の平均年産舎はA苦手58.5土7.1才、 B霊草62.6:と5.7才

であ号、 65才以上の 4Jl11'や3僚がせん妄を発生

していた。El己申告による後絡では、 B鮮で宇字経

言電と答えた霊主僚が4綴あった。手達実等f去の体璽変化

をみると、 A畿で 2Jl1Hこ、 8霊平では 5喜寿によ本議滋

少を認めた@綴喜守の 1C G 1 5分{透古q 1 %以上

の異常畿を示す室主Jl1Jは入室手で 1~J 、 8 苦手で 4~1 で

あった。罪事後方法、ミF~詩待問、 lli lÍ温室塁、菜室磁の遂

行塁塁、手続の綴?合E芝には畿を認めなかった@ただ

し8霊平には誇守中に実霊祭密告のために察予言な必E宣伝下

を示した霊登J91Jと後出織のために湾問惨を行った主主

僚が含まれている.. I大に APACHEC証C臼te

physiology a丹dchro毘iche旦ltheval臼ation) 1I 

スコアー CGC Sをのぞいた 11項目〉をみると、

B苦手の方が浴後 3-78自にAより務後であった。

必やのどリルピンは総後 38el以後 8若手の15がE葬

儀であり、取Jj、絞委主iまB喜孝の方が儀後であった。

くまとめ>1. Tお後せん妄は言語審春、 事事経号電なf生絡、

食遂罪霊祭務後のt本塁塁滋少、 1 C G 1 5分{獲の異常

などの婆lZ;lを殺する主主捗jに多く発生していた。

2. I努後せん妄の祭主主とヰ!~干して議室主度が上昇し、

i湾E寺に後護室長主綴の察滋も認められた。

3. ~持後ぜん姿;主総書~の姿lZ;lと i者後経過によりあ

る号室皮まで予讃i可能である。
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93) 校・老年期うつ病患者の退後の判断の

検討

北海道大学震学苦spfH毒続fiJi:

0菅野綾子

千葉大学看護学部看護~~主研究指謬センター

金井和子、土E霊肉義

近年、高齢化社会はより一号葬送み、またうつ病患

~ーも増加している令~波においても、 50才以上のう

つ病窓、者数が年々t曽加しているゥまた、 49才以 Fに

比べ、 50才以上の湾入院は多L、。そこで今回は、 50

才以上のうつ病患者のi息践の判断について検討した念

{対象ならびに方法]

対象 :H大学病苦主務神神経科から、昭fo605手 lR-

平成 4王手 3月に退院した初才以上のうつ病患者50才

11:23名、 60才tl:18名、 70才代 7:i'iの総数48名。その

うち努伎は18名、女伎は30名c

1j主主 e 慾者力 Jレテおよび者議記録から、入後時およ

びill塁走塁寺の状況・入錠紛問・家族状況・患者の役割

なとの情報をq:U菜、分析した。

[結祭および考察]

l入段草月間では、 50%が 3ヵ月以内iこ、 87.5%が 61，

n以内!こ返践しているが、長期になると 18ヵ丹、 28ヵ
nの土話会もある。入段紛r.llと関連する婆仮としては、
IBJ~若人状況・人税関童文・外 18回数・自殺念懸および

自殺金額がある。

2患者の状況6J翼活 f壁塁線・食欲・行動革言問・身だ

しなみ・服薬管理・対人関係)について入続時とill

E定時で比較すると、入院持l立大詰s分が不良・やや不

良である。退役香寺l立際援については、どのグループ

も改著書Lているc 食欲についてはA・話グルー 71主

改喜きしているが、 Cヲ Jレーブはやや改善、行動犯閣

ではAグループが改警て、 B. Cグループはやや己主

主喜だったご身だしなみ・駁薬管痩.tt人関係につい

てはA.BグJレープはやや改議したが、 Cグループ

は改答なしだったラ

3健康な局窓人がいる場合;こは、 i塁錠E寺の患者の

状況がやや不良・不良のレベルでも退院していたっ

鈴鹿および間寝入が療餐ゅの場合には、すべて良好・

やや良好のレベJレまでにならないと、退院は殴怒と

なる。

4入段昔日役会的役'!IJをm勺ている場合、女性は22%
のi藍綴だが、男性は62%が退後夜後iこ百量殺している c
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\~，d 患者の制的諸問題
その① 入役態省と外来患者の GHQ

長崎大学際学部隊際病院

O:li:HI良子、金弁国文E在、下回1ft江、小林初予

問中E苦笑、岩永E喜久子、正案綴奥iS、

E綴由紀子、総武滋子、主喜多泰子

大学病践に入後ゅの慾者及び外来濁E定患者を対

象に字書神鍵際状態を線変し、向者の類似点・蓬爽

を分析検討した。

【方法1

質問紙法による潟資(配布後然記名 iこて回収}

【内容】

① G H Q30項目、②患者背祭

譲価は、 4段険回答 (0-0叩ト1)で30点を減点

とし、 8点以上を精神的不鍵僚とした。

{対象1

N大学病院の絡神科、小児科及び澄1歪愈者を除

く入院慾者 504名、外来患者 559名。

【総菜】

①入院 j患者は男性254名、女性236名、平均年令

55.2滋で、外来患者は男性236名、女性283名、

平均年令51.4銭であった。

② GHQ平均得点は、入鋭慾者 7.4! 6. 0、外来患

者 6.7! 6. 2と統計約脊怒笈はないが、入院慾者の

方が潟健を示した。務神的不鍵擦ときわれる 8点

以上は、入院慾tiは39.6胃、外来患者は33.7%で

あった。

③性jJlJ・2手令jJlJの GHQ得点は、入院慾者・外来

患者とも女性および若年者が潟綴を示した。

③綴長~jJIJ G H Q 得点は、入院慾者・外来愈者共未

婚者が主主綴を示した。

⑤ GHQ項目JJIJ有苦手E容をみると、入院愈者では、

f不眠j の宥訴事が 50.2耳、 f不安や緊強Jの干害

訴率が 47.6%と、外来患者iこ比し、手喜怒におかっ

た(P<O.01. P<O. 05)。また、入校慾者、外来慾者

共、半数が「将来は明るくない j と回答し、約%

が愛媛惑を抱いていた。

⑥現在の感f誇を複数回答で若手ねると、入院患者、

外来慾者共に、 f不安j 、 f心配j 、 f感謝jが

それぞれ30‘40耳を占めていた。



95) 祭器の絞絡的;告書号室霊

そのさ号 さまま霊長言、阪僚の対応との関i室

長線大学際空宇若者約綴弱者完

oæ じþ~ 菜、立 111 f晃子、下図;設iI、小林初予

金持a文怒、 宅ま永喜喜久子、 言寄金暴5芝E寺、

お主翼由紀子、絵E主語章子、 E喜多孫子

E星雲ぎの綴締約諮問皇室のそのので、大学書写院の入

段J慾苦言及び外来星空還を対象 iこ、 GHQを潟いf護持

長室E菱塁審至宝を行い、 詩iii雪の護費ID点、送手立を分続、検

討した e

今@]fま、!前線?をから、入院慾留め GHQ得点‘と

務喜重与議、 E立芸請の対応とのi努i翠について分析を行っ

た。

E方法]1愛関紙による絡まま{震とあ1堂、室翠ae名iこ

て@]l渓}

[内容](!) G H Q 30現El ~塁塁審管室設 立喜入院

ゅの密室菱綴、 E芸喜請の対応などに隠する攻録。

事支計約処望室;主、 t検定、カイニ重量検定を後続。

[対象1N大学芸号室主人後怨霊 504名。 f議宇事科-

tl、児科・予霊祭 J怒号雪を悪事く。

{年吉塁悪]①入後影}長男君11での GII母得点織にvi慾授

がみられ、入罪完 3ヶ月以上の設さぎが、 9.36と章受も

主主〈、次いで、 2i議関以内が、ふれであ勺た (P(

0.05 )。⑦入総務機号11 GIIQ得点は、堅実費5・形成

外終、言室料・長選人科、主主E零.1f'> P実務科の綴lこ議議〈、

一方、ぞ?議長選の GHQ得点i土、夏季室料、撃を形・彩成

外科、 E霊柊・争議人科、 E芝E葬・泌5望号若手ヰの翼震に低か

った。@G葺号得点は、 3窓際1r真Elr不安や心震とを感

じた 5寺務薮長選が、よく絡を闘いてくれなかった。

j と回答したものは、 12.6号、 f喜寿状やt台後に対

するま急務を十分にぎをけなかった。 j と問答したも

のは、 12.4号、「後Eをの語1jに苦言E事や老f警緩から十分

なま語拐を受けず、後至宝に対する心がまえができな

かった。 j と@]s:したものは、 11.68とvi震まにお

かった (P<O.OOI)o@ r審議事翠が話を続いてくれ
なかった。 j と答えた渓の、将軍が f綴5望感があ

るj と慈え、 「病状・治療の数日月を受けなかった

験室主の心がまえができなか勺た。 jと答えた

苦手は、それぞれ、 81十 73望が、不安や繁4長を添え

ていた (P<O.OOll。

96) 絡衿科デイ・ケア遇fi!i蓄をの認裁につい

て

龍谷大学大学続生、塁塁務病践デイ・ケア・セン

ター

O小柴綴子

【g的} 大土建幾務字率科デイ・ケアの昇華設後6ヶ

月経返した。デイ・ケアの設霞図的である、 i重fi!i

番の社会復織を祭たすために、出席率・個別的援

助方法〈酪媛・記録による2李総〉・遜所警の認畿、

がどのような関逮があるかを綴床記録によっ分析

した。

〔対委員と方法3 対室長:92i:手9月218の開設

臼から 2月三女Bまでに入所したさをメンバー 26名

〈うち返F王者3名)。 方法:入所動機.El擦・

適所持絡・出席獲ー参加慾疫を磁沫記録〈受濃部

接・初怒濁後、経巡記録〉をもとに分析する。

E結集〕 出席獲の透fi!i動機別については、本人

の希望では、 76. 1 %、主治医の勧めでは 74.

8%と設は認められなかった。中途返所者3名i立、

いずれも 2ヶ月以内の返fi!iで、動機!立三主治医の勧

め2名、本人の希翠 1名であるが、出席獲{ま 25.

4%と明らかに1まい。出席率のg穣別では、就労

を箆指す者でi立、 82. 1 %、自宅適応をg指す

容では、 81. 6%と慈iま認められない。生活リ

ズムを買買っ戻すでは、 66. 0%、人間{すき会い

を学、~~では、 44. 9%、しだいに出席率の低下

がみられる。出E喜怒の適所持総別でi立、 30分以

内78. 2%、31"'60分、 64. 5%と透fi!i

E寺鶴の短い方がやや出席獲がよい。 60分以上が

2名で、 1名iま100%1名lま44. 5%で参考

にはならなかった。

参加態度は出席率ょっも g擦に友おされる傾向が

みられた。

【考察] 透fi!i動機・浅空襲議所持磁を中心!こデ

イ・ケアへのお席率をみてきた。参加態度でi立、

{欝々のケース・カンファレンスを愛授、怨別の対

応言十磁を実行してきた。たとえば、いつも還~Jす

るT氏にはモーニング・コーjしをすることによっ

効果を得るこ kができた。これからも定期的iこカ

ンファレンスを行い、対処することが出席率の向

上・参加態E震の改撃に大切と考える。
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97) 死の受容遜程~~怠4f'1'心の終"<jmを考
去る~ (第一線)

日本隊科大学的勝第二病院 rp斐友子

奈良県立反科大学的属病帯主 伶内綾子

新潟大学際空許認附緩害者説 丸111栄美子

れまじめに]

終末期を病院で迎える怒若干の m}~1 にfI\い、終末

期3fH警の祭主主役がflllわれている a これまでに、死

の心尽過程に関寸る研究は、心療学的、宗教fl(J分

野などから広く報絞されている.しかし、感床の

携で死を迎える舷者は、9Eの受容まで玉三ることは

少なく‘それらの研究との矛盾が生じている@

そこで、終末期者議を考えるにあたり、足1手fの立

場から終米i羽を縫え、J.!.l.若fが平安な死を迎える為

}こ、死の受容遜F習をまず抱鐙する必要があると考

えた.

{研究ノぢ法}

文献 f斉持続で死ぬということ J r務にかかった

仮名の選択j の 11事例をもとに、態省の行動・

fi動から心至理状態を分析し、要員似性のあるものを

分嫁した。

[ffl'!''iの主主義1

終ぷj努:1.怠者自身が r~主 j と r9E Jについて考

え、死をお分のものとして受容し、平

安な死を迎える員長の音寺}滋.

{結果}

死の受容遜複は‘感若手の3'Eの受け止めjjによっ

て次の三つに分類された.

第一期 f自分の死を漠然と慈殺する善寺期j

第二期 r3'Eを自分のものとして考え、1:と死への

心耳型的重幸運棄が裁く生じている符}拐j

第三期 f自分の死を受空軍し、自分らしい'主主去を充

突する時期j

各時期の心殿状態は‘一方通行約に五百過するの

ではなく、各界寺}羽の中で絡えずf子さつ渓りつして

いる.そして、慾容が3'Eを受容し、自分らしいf主

義者を充実することが努ましく‘平安な死へと豊富が

る.
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98) ホスピスにおけるターミナル・ケアに

関する考察

熊本大学教脊学総特別審議科

Oi!軍機管美、総長BI!紀子、佐々木光縫

1 .はじめに 慾者中心の医療が強調される中、

Q 0 Lや悪事費支死、安楽死などといったこれまで援

害罪者が避けてきた死にゆく患者の問題が大きくク

ローズ・アップされるようになった。特 iこを存者が

大きいといわれる怒来初慾蓄に対して Q0 L令改

惑し、残された死までの級協を入らしく有怒畿に

充実して生きられるよう、在E状コント口一ルを中

心 iこcarcを遂行しているホスピスに替gし、ホス

ピスでのターミナル・ケアの実怒と書室末lUl患者が

抱える問題点について潟主主・研究を行ったのでこ

こに報告する。

2. 研究方法 福鯛亀山栄光病鈴ホスピスに入段

している懇者 4名を対象とし、身体節、続?申立言、

役会商、宗教簡に関する考察を行った。

3. 結ll!および考察

( 1 )身体磁 4奪事例とも IOJらかの身体的綴みが

あり、モルヒネを主体とした主翼線薬で除草書を殴っ

ていた。終繍コント口一ルがうまくいかない場合

スデッフとの関係が悪化するばかりか、痛みに対

する恐怖心が後々の精神宮華や終符コントロールに

大きく影録していた。

( 2 )絡持部 精神霊童では身体的苦織や告知、社

会的背索、9Eに対する認識など機々な婆lZ9が関与

しており、慾者の QOL向上のために銭別的なケ

アとチーム・アプ口一チで対応していた。

( 3 )社会頭 社会的な倒産量のほとんどは人間関

係が康問で起こっており、それらは怒者にとって

深く裁大であり、絞り扱う革E聞も広く、専門的な

綴援でもあるため、 MSWなどがケアに参加して

い式こ。

( 4 )宗教E話 機々な宗教を信仰し、それらに纂

づいた死生感を持っていた。死を受容している患

者でも一方では死への不安(死そのものよりも死

に至る過程における恐怖心)やさ主への希望令指い

ており、それらに対してホスピスでは残された f

E主JIこgを向け、死のその草寺r.，までいかに自分ら
しく生きるか雲客室11に考えるために、慾苦言の死への

プロセスの参加は援望書なケアであり、今後より検

討すべき点であると窓われる。



99) 終E長期在宅ケア条件の後討… 2死亡奪事

伊10)分析から

海潟大学書寄需主

O中村いくみ

予言露大学重量殺さ宇都議議2震波研究指導センヲー

塁審沢綴二子

はじめに

終末真喜慾蓄が平安な死を主主えるためには、言整喜安の

暖かい重量絞りが不可欠である r1震に然りたい j

という慾警の警護いとは爽緩Lζ 、主盟主主の 8本では懇

後室霊露喜怒替のほとんどが務後死を余儀なくされて

いる.湾総な燦り怒設の緩zを撃事重量し、家族と殺
された待問をよ号交笑して途どしていくためには

家族に対する懇意議数害事が必褒である.そ ζ で今窃

好季語R告書警の終米飯慾替の r震に然りたい j という

さ言動から、笑警告に死亡前 8 まで夜~ケアできた主主

OlI(謬善寺 B)と、 f言震に然りたい j とぎいながら

然続死した銭関(護事務!IA)との 2死亡率僚をtt絞

し、言家主義の建主主護教育の草寺綴のお春季となるべき、終

末期慾蓄の在宅ケアを可能にする条件は{可かを険

会?した.

研究方法

緩路大学芸寄隊長文書守毒薬科Lζ 入践し、死亡した好綴綴

控喜怒苦言 211宣告警を対象とし、 f家Lζ然りたい j と滋

えた入銭英語翻(謬{芦IAIま7flll!3平成 3年 5Fl 27日

~7 Fl 13B 、 察側 Bは 5flll!3王手足立 4王手 3Fl 24 B ~ 

4月21B)の診草署長義および重量殺記録を資料として

死亡Bからさかのぼ勺て分析'後討した.

まとめ

2死亡察側の終家綴在宅ケアの条件をtt車交してみ

ると、 E零をとも蓄を疫や事王2室から総状の悪霊{ヒを需主じ

g分のご予後を g笈し章受後の5寺を言震で過ごした

い j というはっきりとした懇志はあったが、喜葬例

AIま多数の身体的1fË~犬が怒、蓄を不安や怒事官 IC 長官れ

慾替の手若草塁を断念:させた.それに対し、塁葬修IBは

慾主主の希望も重量く、言豆長室の然書きとともに滋在的介

滋カもあり、若手ではあるが家族IC対する等霊長繁華主

務も行われてお号、 g写2と大学病後とのE在韓塁も近

く‘間i整然続とのi牽淡もとる ζ とができ、透、苦言ー

家族と霊童書菱重まとの{蓄綴関係も E建立でき.また、綴

字事的音書筆記ttし、身体的苦織が経くコントロール

がついていたという条件が tt~ ケアを河能にした

路liSIと考えられる.

100) ターミナル期患者の清潔への援助

ベッド上入浴を試みた一考察 一

八戸赤十字病段 消化器内科病綴

O"d綴純子寺内総慾馬渡つま子下絵雅子
ヲ!数林奈子矢部{会校金谷君子 Ij1底フサ

中居京子

弘前大学教育学部者護科

木村宏子

入浴iま、身体を溶潔にするだけでなく、気分爽

f夫、感染予防などの手段である。しかし、人税怒

若手の清潔においては、儀E長時とi潟擦にはL、かなL、。

殊iζ、ターミナノレ怒iを迎える慾著ぎにおいてはー隠

顕襲撃である。~病擦においても、ターミナノレ期患

者の多くは入おでさずに死を迎える ζとが少なく

ない。そ ζで著者らは、 ζの時期iζ慾、若まの安楽な

生活を援助する方法のーっとしてベッドj二入浴を

試みた。

<方法>関口らのベッドj二入浴(ベッド全体にど

ニーノレシートを数念、 j谷穣を作り怒革まの{本を洗う

ζ と}を参考とし1!ll~の手綴を作成した。第 1 段

階i立、著者らが交替でモデノレとなり、 5回の爽験

を汲ね、技術的にも熱線し排水やベッドの安定性

などの問題与を改務・工夫した。第2段階では、 10

名15罰の入浴を試みた。そして、入浴の反応を緩

かめるため、チェックザストを作成し、窓、毛まと家

族から言背後において総き絞り調査した。

<総菜・考察>今罰、ターミナノレ郊にあり、手写痛

や{巻窓、感・食事摂取関媛iζて、中心静燦栄養管喫

銭痛烈j使用などが行われている長期以床J慾者iと行

った。その結果、いずれ(10名目路)においても

身体への影欝としておの著しい変動、終痛の増強

や症状の惑化はみられなかった。むしろ、も爽快感

良線・在喜夜の!溶出を容易にするなどの効5裂があっ

た。また、患者と家族の反応として、最初、臥床

したままの入浴iζ対して不安を持っていたが、入

浴中は不安な言葉は関かれなかった。裁I~義的な入

浴iζ対し、次留の入浴を希望するなどの戸が間か

れた。従来のターミナルケアは、安静・安楽・鎮

痛に重点をおいていたが、今回の援効を還して、

長沼の質を高めるための看護の授点が、いかに大

切であるかを実感した。今後、看護者の役苦手iとし

て安全性や安楽性を専丹約lζ追求し、技術的にも

熟練する ζとが必要と考える。
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101) 末期務忍者に付き添う家族の背景から
みた震設に対する必要度窓議

北海道大学医療技術短期大学部

O浮図愛子

富山医科薬科大学医学部看護学科

高間静子 E責熔宝章子

[医的] 務末期患者に付き添う家族に対する餐

護についての家族の必要度意識を調査し、付き添

い家族の背景によってどのように異なるかを調べ

fこ。

[方法] 付き添い家族に必要な看護に対する窓

数調査は、癌末期患者に付き添う家族42名に行っ

た。質問紙lまま宅に報告した家族lこ必要な8種類2

2の翁皇室項目の各々について、どの程度必婆とし

ているかをみるために、非常に必要、まあまあ必

至言、必繋でないの3つの選択殺のいずれかで回答

出来るように作成した。必要度の高いものを 3点

として評価した。付き添い家族の背禁i立、年令、

窓2告との関係、付き添いの交替の有然、付き添い

期間・音寺筒、付き添いの疲労度・心理的安定度等

とした。室長族の背景の違いによる必葵度窓、識の比

較には母平均伎の検定を行った。

[結果J1) 22項目のうち宥護についての必要
度窓言語で低かった項目は、家族の食事時間や入浴

待問への配慮、悩みをよく開く、家主主の健康への

配慮、治療・検査時の家族の都合への配慮毒事であっ

た。これらの項目は家族が受けた望号室霊皮の低かっ

fこ項目と同じであった。 2)一方、必要度意識の

j高かった項目は心理琶の配慮をした援し方の項目

と、患者の病状や治療についての僚報の提供を綴

う項怠等であった。これらは受けた表護度の低かっ

たさ実慢であった。 3)また、家族の危機時の務護

についての必至要度窓識は非常に高かったが、これ

らに対する受けた看護度は低かった。 4)疲労度

大の家族は予後についてのf警報や、縫康への気i貴

いを求める意識が高かった。 5)さらに、心理的

に不安定な家族は思い選りのある態度や極限への

配慮を求める意識が高かった。これは心身のスト

レスの高くなると、これらを解消したいと悪質う窓

識が必婆度意識を高めているものと考える。
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102) 末期売望感者に付き添う家主主のdislrcss

と幸子ま警に対する必要度議議との関係

復UJ医科系科大学医学部:{j護学科

O淡1積雪電子 高間静子

北海道大学宮廷療技術短期大学部

湾問愛子

はじめに

務次期になると家族の役浄jは大きく、 F怠手fが死

を迎えるまで付き添って股認をするのが一般的で

ある.家族の負担1は身体的‘紛争Jt約なdislrcssを

生じるが、表衡にはあらわれにくい。そこで、家

族のdistressと室長族政身がどんなお援を必裂とし

ているかについての関係をみた。

研究の対象と方法

総合病院に入設中の寄留米101怒.tf家銭42:f，にnfllJ
紙による問答を依頼した.distrcssを基本的生活

感者への対応、看護の方法、家庭上のことに分け

た.必要度意識は、心理E術・ Ef常生活、健燦疲労

・特別{使笈への記長室、危機時のお灘、 tll憶のf:f供

の5穏類22項目に分け、意翁の潟いものを3点とし

た.distrcssとままま豊の必要!交の関係をみるために

どアソンの相関係数を求めた。

車喜男さおよび考察

l、家族の必皇室皮滋ぎ警は危機時の:{j主要、心、殿i阪へ

の義己主霊‘ f湾総の提供、長u葉疲労・日常生活・特別
使交への限緩の綴に潟かった。演目では、議めな

い態度、草学賞Eの怒いときの綴問のi法案、延命中 1/:

の訴えに対する対応、阪1宅外的への配慮の瀬であ

った@

2、distressと必皇室皮滋識の関係では、!.lltfーへ

の対応が議めない・依綴しやすい態度、 i怠者対応

に闘っている符の対応、身体の具合の惑い時の対

応、綴宅外 lfl への震2~霊の項臼と綴衡があった。

務末期では‘家族は!.ll手?の訴えにきrE重し、日に

見える状態の変化に不安をおきながら付き添わな

ければならない。必要度窓擦の中でもま7護婦に士、}

して締めない態度を必要とする室長銀が多く、また

E患者への対応のdistressと紛際関係にあったこと

は、室長族は看護綴にf脅さ裂を持って怒者とf豊島室して

ほしいと綴うことで家族自身の不確かな未来への

ぎしみから逃れられていると考えられる.



103) 環器室方法や援し方に女すする芸芸家支持怠若手
iこ{すき室長う家族の瀦足度と受けた索護J!I.との関係

富山詰ま科薬科大学医学苦言笈護学終

o il話路線子 浅ま羽宝章子
北海道大学芸ま漆主主宇野短期大学部

芸事Efl愛子

[震的} 議議長選の索護方法や援しブ51こ対する芸蓄

米綴患者に付き添う家族の溺f毛皮と芸家主主が受Ittこ

餐幾度との関室長について潟ベ、付き添い家族の管

室その遂いによってこれらの総主裂がどのように異な

るかを溺ベた。

{方法] 譲受iま飽留地方の小銭撲の総会j持続iこ

入続中の怒宋綴，患者に付き室長う家族42名i二行っ

た。受けた繁華警笈i立、家族へのプレテストと文誇誌

を多量まにして作成した付き添い家族が求めている

22の務議項gについて、どの忽度受けたかを3
点尺度のリカードタイプの質問題Eを作成して毅べ

fこ。受Ittこ望号護皮の潟いものを 3点として終儲し

た。議選室長警の務護方法や緩し方についての家主主の

雲寺足度i立、大変溺足、まあまあ瀦足、潟Aでない
の 3 つの選択絞を f'Ft) 3~1 点で務{腐をした。ま

た、家族の務禁!立王手令、忍者との関係、{守き霊長い

の交答の手王室警・奴関・時筒、付きさ季、いミ告の疲労夜、

心忍的安定度毒事とした。護者~奪主主不燃撲のそけた

溺護皮の比較には慾平均{獲の検定を、手守主愛知iから

みた撃事f毛皮と受けた奪還を察室をとの栂関iまピアソンの

犯関係数を主主め然務関検定を行った。

[結果さ] 付き添い家族を務護方法や後し:}JIこ対

する義者定務と不言義務に分け、 22夜gについての

怒護皮を比絞すると、長誘f主総iま不滋雲宇iこ上ヒベ f綴

草書jや f危機符の綴1mの務愛j害事について去さiい遜

幾度を7Fした。また、望号議長藷の援しブ51こ符足して

いる鉾iま不審者若手よちも、 f危機符の訪祭j や f緩

みやすい態度jについての走塁護震は言語かった。イ守

き室長い雲究室突の背繁からみた審議1Ft去に対する路建
皮と受けた援護皮との関係においては、 I 2時間

未満、 iカ月以上、交替脊り、疲労度小、心耳霊的

安定毒事が影響し、理言霊室長警の援し方iこ女すする務足度

と受けた務幾度との関係には、 6O::t以上、付き
添いミきが配偶者、 I 2待問未満、 iカ月以上、交

努有り、控室5替変大、心主霊的不安定毒事が彩饗してお
号、付き添い家主主の替予棄によって議議や議議絡の

態度に対する瀦足度と受けた審護度とが相関する

ことが解った。
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悼の 審議学生の死に対するイメージと関遂饗

l2ilに!絡する検討(第2綾)

帝京平成主要渇大学

O花聖子典子

子3重大学察室護学部餐慈実践研究指導センヲー

土屋尚菜室 金井利子

[13的] 近年、終末織の医療のあり方がさまざ

まに議議されるや、議議殺苦手における入の9Eを段

階的!こ学iませる試みは、各教干雪機関で検討され実

施されてきている。審議学生!こ死を学iまぜる潟、

死をどう感じ考えているかを知ることは不可欠で

ある。今也、学生の死のイメージについて、入学

滋初と 1~手次終了雲寺での変化と、その変化!こ影警撃

を与えたと怨われる関透婆l2ilを紛らかにするg的

で検討を試みた。

[対象および方法 3~手制緩言葉短詩語大学 iこ在籍

する 1年生、 117名を対象1こ平成4i手6月と平成

5年 3f.寺(姦縫薬害ni!!i鈎終了後後) rこ自治記緩
j去で死に対するイメージを渓笈した。

日告祭および考察] 総菜、学生から提示された

総意繋数i立 5471¥霊から 65言語iこ溶加し、 1入の学

5主が援示した言言葉数も平均 4.7緩から 5.6諮とな

った。言葉のイメージをマイナス，プラス，綴念

的，社会的イメージに分類すると、 2問の認3まと

もマイナスイメージの言雪渓が多く媛示されたが、

6月の議査で一議多かった、 rtあいJIま3FlIこは
3伎となり、 1 f立は f怒しい Jra奮いJ!こ変化し
た。役会的な言葉数は2倍以上!こi!i!ぇ、 rl潟段Jr 
安楽死J r ターミナ J~ ケア j など、誘発やテキス

トなどに出てくる蓄棄をイメージずる学生が多く

なった。さらに提示された会事蓄の60%以上を占め

る香菜のイメージを、その学生の優先イメージと

し、マイナス，プラス，綴念的，社会的イメージ

若手と優先イメージなし若手の5若手!こ分類し比較検討

した。マイナスイメージ群の学生iま2留の溺3まと

も多かったが、 3 f.寺の務室までは綴念的イメージ若手

が減少し、優先イメージなし若手が20.5%から31.6 

%に1望書告した。

務 1毅での怒Eまでは、死のイメージの関i襲警空間

として経験が大きく関与していることが明らかに

された。この結集を滋まえ、今年度1年次iこ潟言葉
された「終米英語の警護jの言遺棄事を、できるだけイ

メージを広げられるよう、教員の体験談や手記、

主主翼主主義などの教材を多く取り入れ5主体的iこ疑問し

た。学生の経験が広がるよう議殺を進めていった

絡媛、多くの学生i孟 f終末期の審議j に関心を示

した。このことがイメージ!こ影響を与え変化をも

たらしたと考えられる。
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105) 入学箆後の看護学生のエイズ

iこ対する:滋識の構造

建築医科大学医療技術短期大学務護学科

。中 淑子、康問務災iI、新小限毒事去を
長崎大学医療技術短j畿大学部

撃聖子美根子

草野尽鉄八事蓄製鉄所病院宅苦言葉専門学校

佐"';;jcニF秋
千主義大学宅f~護学部審議実践指導センター

内海潔

{目的]

わが閣のエイズ対策は年々活性化{傾向にあり、

ましい知識の普及はめざましく、人々のもつエイ

ズに対するイメージも変化しつつある。文部省は

平成5年度より高校生にエイズに対する教育を掬

始した。しかし、若者の感染者の増加傾向は著し

い。一方、 Hn液汚染に対する否定的イメージは治
療・務設にあたる医療者iこも大きな抵抗感を与え

ている。このような状況下にある看護教育の課題

は f人々の怠み嫌う疾患をどのように学生iこ受入

れさせるかjであり、変化する若者のエイズへの

忍識の抱鍵は肴務教育上の主義本的課題でもある o

{方法}

(1)対象およO調査時期:入学演後の表綾学生1年

生243名。平成4王手5foJllBから 23Bまで。

(2)語審査法:先行研究にて使用した質問紙を一部

改変し、エイズに立すする慾識をアンケートにて調

至宝。同時に背景別では①エイズへの関心の有然、

②潟校時代のエイズ教脊受講の有無、③感染ルー

トiこ対する羨別の慾識の有無、④学生の巽性関係

など関巡する意識についても議資した。(3)評儲

:①関子分締法による因子の抽出と②各民子iこ関

与する学生の脊索について解析した。

{結5長・考察}
①因子分析による様子の始出

5宗務寄与主事43.44%で、 5つの留子を摘出した。
第一因子から!穏に感情的否定問子、位行動否定関

子、感情的問機函子、社会的常定凶子、怒索的否

定調子で、否定・脊定・同憾など複雑な懇談構造

がうかがえた。

②各E母子に関係する学生の脊索
感情約'aA'l霊議(第 llZSl子)は感染経路に護軍IJ

慾識をもっ学生と、もたない学生ではもっ学生の

方が危険率0.1%で強くみられた。社会約脅定慾

識(第4因子)は差別慾識をもたない学生の方が

危検察0.1%で強くみられ、またエイズiこ関心の

ある学生と、ない学生では危険率0.1%で関心あ

る学生iこ強くみられた。しかし、高校雲寺代のエイ

ズ教育の受講の有終では両者の路には各扇子とも

脊慈な差はみられなかった。
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106) 援療系学生の隊Z審者とリハピリテーショ

ンに対するイメージ

策京事事立医療技術短期大学 0奥宮聖書子

怠者や隊繁華干にかかわる医療系学生が、対象者

である隊答(者)やリハピリテーションについて

どのようなイメージを持っているのかをま君主ました

報告は殆どない。 今回盟主事実系学生の F際空警J及び

fリハビリテーシヨンJのイメージについて知り、

リハピリテーシヨン数聖子について考えるー資料と

することを目的として SD法を沼いて学科修の遠

いや学匁によるi重いなど、 ま増資したので報告する。

研究方法

1991年4月のオリエンテーシヨン将兵JHこT盟主療系

短期大学の塁手竣学科、 王理学療法学科、 作業療法学

科の各学税、各学年苦手、質問用紙を一斉に露日布し

そのさ語で記入させ回収した。 回収率100%

宅u望学科 l年84名 2年77名3年83名言t243名
埋ま学療法学科 1年31名 2年31名3年22名百十84名

作楽療法学科 l年初名 2年30名3年同名言1"79名

質問内容は隊答者との援滋体験の有終と隊察、

リハピリテ}シヨンのイメージについて SD法で

各15境問を 7段踏のどの位霞に穏当するかを開い

た。各段階を 7から 1までの数に翠き換えてSPSS

パーソナルパッケージで統計処理をf1なった。

結巣及び考察

各学科災、 医章容やリハピリテーションに立すする

イメージはほぼ同じ傾向を示しているが、際主撃に

対するイメージよりもりハピリテーシ冨ンに対す

るイメージの15が脅定的である。篠宮寄に対するイ

メージは各学斜とも怒しい、設しいなど、全体的

に否定的になっている。身近なーかけ緩れたにつ

いては善意審者との関わりの有祭によって遠いがみ

られたe また他の径主義系学生の方が宅まま護学生より

篠答者に対して身近に感じている。またリハピリ

テーションについても理学療法学生や作楽療法科

学生は身近なーかけ緩れた、楽しいー苦しいにお

いて審護学生より脅主主的である。 これは理学療法

学生や作薬療法学生は入学前から、 リハピリテー

ションに対して自ら関わるものとして関心を持っ

ているが、 署まま霊学生は対象者が病気である慾者で

あり‘ リハピリテーシヨンを機総統事案と考えてお

り、 自らが潟わるという窓裁が少ないためと考え

られる e



107) 愛護学生の f総死J(こ関する議議議笈

一審議事主主ぎにおける生命総透絞?ぎの必喜妻役を遺言え

る一

I奇:li~区立衛生怨JlJj大学審護学科

O/J、 i亙俊子叉 gß~ 子

予告主主平成短燃大学専攻科効渓学芸専攻

?主主主洋子

iJI究目的と方法:脳死霊言語雪l立、 「裕死:ま人の死

であ号、おおむねな会的・ 1去約にも受容されてい

るj という結論をおしたが、 現在f去最きにな不望月憾

であ号、際音号提供者がを晃われでも移縫できない状

況を引き起こしているe 今也、この総死・隠器移

縫{こ潟ずるr"，怒考古学生がどのように縫えているの
が、幸子護教育にどのように駁哲人れていくべきか

考察する沼約で、 アンケートによる;窓5義務交考古笑

Sをした。対塁まは、 S短期大学務 2餐設学科 1・2

年生76名、 D il寄害事務緩全学後章子護学科 1・2・3年

生64名、 i司!lJJ~室主詳終学生 16名合計 156 名。 お3変員協

医ij(主、平成 3~手I1Fl ~ 12Fl. 

結果:総死iこ対して関心があると%えた著をは、

147忽 (94.2%)でその空l!aとして f餐議長率とし
て総死ミ章者lこ選滋ずる可能伎があるから J が93名

(59.6%) で賞受も多かった。 R量死については r~主

と死の間j と思う望号が73名 (46.8%)で章受も多く、

F 人の死だと袋、う j 苦言は 40~ (25.6%)であった。

機器移緩iこ皇室員立という警は念体の約7約書去占め、

これらの学生の総予ttこ対する考えは、 r人の死J

(34:i:i )と忍うそ?より Fヨミと死の筒1J (52名〉と

若宮えている遂のガが多く、 また f主主きている人J

と窓、う容が 9~であった。 E選死怒、警のケアについ

ては「死者とぎつでもi本滋もあるのだから生きて

いる人と同じようにケアしたい J という苦言力，~97名

(62.2%)で最も多かった@

警察:学生の「総?EJ tこx1する窓2撃は、関心は

おいものの生か死かむiり切れない状況にあること

がわかった。 また、学生:ま総?E怒号!t(こ主主きている

人と{湾じようにケアしたいと怠いながら、一方で

は襲警望号穆緩そのものには大半が後成していること

がわかった。 このような筏殺な心王室緩に対し、 霊安

設室主務{こ筏わるをは、 雪主主主が総死・機器移緩iこ対

する渓際を終つことのないようにできるだけあり

のままの僚級を縫供し穏広く死生緩・宗教綴につ

いて学ぶ機会を持たせる必要があると考える。

108) 務護学生のとらえたまき家長語審議

札燦医科大学事寄生綴葉語大学苦言餐譲学科

O 内閣笹子、皆川智子

rEl約]終米長話霊童書警の充実のためには審議選喜礎教
育主霊祭における教養子も愛重要である。本学ではカリ

キュラム改正1<:~宇仏、平成 4 年後 iこ成人務護学に

おいて 3年次iこ終末翼語審ま撃を喜審議し終末禁罪審議爽

怒をき建絡した。そとで 2転学さ学生の妻宅王位芸書警護のと

らえ11をカリキュラム君主主ミ総後で上主章受検討する@

[対象および方法}カザキュラム改iE紛の本全学 l

綴生かち 7綴:Eまで{改iE商学生}の 2年次重量級

足立入豪雪殺さ詳笑要望終了後の家事司報慾349春雪中終末長語

審議iご焦点をあてた26僚と、カリキュラム己主iE後

の本学 8翼1I:E(君主iE後学笈}の 3f手(i¥後葉諸民主人

ま警察望号註 (終3巨額妻子殺3要望雪}終了後のケースレポ

ト25務を分析し、上主章受検討した。

[総菜}テーマ l主、改笠宮1j学生では fきま綴緩和J

7害等、 f事警争事的主霊効 7普号、 rB予言笠活援護主J6 

警警の整案であり、改iE~愛学生では f きま綴緩和 J 11務

、 r~塁審との関係後 J 7僚が多く、己主狂言Ij常生iこ

はみられない rQ 0 L向上j が 2関みられた@

実務当初の喜義務としては、己主iE音寺学生では riR

1il. J 8善寺、 fa!若・遂塁塁J8害警が多く、 f支援j

はみられなかった。己主主主愛今主主主では f務総J5害警

f支援J4害警が多く、 f否認・滋緩j はみられ

なかった. (護霊緩あ号)

塁数警警であるとしたことは、主主iE総学生では r'i雪

害警緩和J10害警‘ f入額数毒事援J9係、 rEl己の姿

勢J7 僚の薮であり、互主主~~愛学生では r!替、言警護塁線

J 15倒、 r El 2.の姿勢J11係、 f人顔絵毒事長重J10 

苦警の燃であった。(愛媛あり}

{考察}改iE吉Ij学生はE義務の終末綴iこ幾返し、き奇

襲裂を受けている。しかし爽管室愛、文室長でi室体験し

3事長塁・考察することによ号、終玉主翼書室号室霊のポイン

トとされている警察鱗を撃事警なとととしてとらえて

いる。これに対し、改定後学生iまE号、苦言iこ対し綴事量

的iこ関わろうとする感務を袴ち、関わる上で不可

欠となる対象の怒毒事・奪事壌と自己の{fり方を霊童終

的なさ詳びとしてとらえた警が多かった。これは慾

容が終末怒にあることをま宮議しており、空宇内学習

で得た知義撃を活かそうと慾~豹 iこ 2軽震まに塁審んだ幸吉

E震と考えられ、 5実習織の系主主的な委主事干の蜜空室伎を

示しているといえる。
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109) 結主替の護懇と1草案一塁変革室内縁神保皇室のために一

札際医科大学保護室医療学都審議学科

O山図-Oj

I.序鈴

結婚生活は、人間の刊行けbにおいて大きな変化をもたらす

ものであり、特に精神の健漆にも窓大な影警撃を及ぼすっ従って、

結媛生活を透して家援のあり方を見直すことは、看護という

側面かももき重姿な談皇室といえる。

今回、①結媛の門外とf'jlJヲトの認議、②結婚による号室足度

とその変化、の2つの{i!U窃かも議衰を行ない、興味深い総菜

が得られたので報告したい。

ll，対象と方法

対象lま来事喜善雪3童図と霊童婚者集聞に大別される。来終審3塁間
iま、北海i室内の主主大学生および楽企業社員に、また既綴者3塁
間iま、 3芸大学生の雨綬・茶幼稚関!立の雨綬・ 3在筑波数良とそ
の~，è j偶者および菜食繁社長〈いずれもi室内〉に協力を依頼した。

喜連主主iま寝室霊式の然記名7'1トト法によち行なった。

部幸吉祭

主意言十9901宇の蓄電1H翼を配布し、570件(57.約)の回収を得た。
このうちま査終審護団は338名で、この中には99懇の夫総ぐ7が
含まれていた。

(j)総長震の向け・子， ;9 什の&ll~量:務盗塁震に緩示した遂択紋の中か

ら自身の霧器量iこ近いものを挙げてもらった。 JIJヲトとして男女

ともに査をも多く本げられたのは「務衿約に安定できるJであっ

た。 5号伎において有慈に多かったのは「家事をしてもらえるJ
rr'斗努mがかからないjの2つであり、女性で有意iこ多かった
のは f子どもを持てるJrひとりじゃなL、Ji緩済的に安定でき
るjの3つであった。またγパけとしては、男女ともに「将手に
束縛されるjが最も多く挙げられた。男性で11該に多かったの
は、{自分で白羽に告をえるお金がないJrひとりの史認より?をm
がかかるjの2つであったっ女性においてMまに多かったのは、
「相手の綴・兄弟に気をi宣うJi仕事を約隠されるJI家事をしな
ければならないJの3つであった。
②結婚による滋足度とその変化:結媛議1毛皮術祭(I2君¥El)を
汚いて、現在および銭感当初の淡足度(60点言語点)を事喜べた。
a)出会いのきっかけと滋JE度

出会いのきっかけごとに緩翌日して、現在の瀦足度の平均伎を

求めた〈単位点)。援も潟かったのは、男女ともにf見合いjの

害事であり、それぞh49.3、48.2であった令男性では次いでf議場J
48.0、「友人の紹介J47.7、f学校J47司5の樗1であり、女役ではf友
人の紹介J46.3、「学校J45.3、f事霊場jの隣であったぞ

また、結揺さ当初との主導足度の差を務べたところ、労女ともに

f潟足度の差が7'7AJすなわち結綴当初よりも言語足度が上努し
ていたのは「見合いJの場合のみであった。
b)幸吉告書までのま手数と滋足度

ま王悠者然回について、結緩までの年数を「半年来綴.'i半年w以
上i年来語審Jr1年以上2;手来潟Jr2年以上5年来言者Ji5年以上jの5

段階に分11、男女間で総JE疫を比較した。会殺に女性の務免疫
lま男校のそれを下限っていること、また幸吉燃までの矧問が長

いほど現在の潔足授が低下する1傾向にあることがわかった。
c)総生寄与数と満足度

結露?主手数をrO-5年来言語Jr5-10年来語審Jr10-15年来総Jr15時20
年来語審 Jí2か25年来語審 Jr25-30年来溺Jr3か35~手米i\lï Jの 7 段際

lこ分Ij、それぞれの段記号EiJに語審足伎を草喜べてみたっその結果、
宅建在の満足度については、男女ともr15-20年来溺Jで-~寺約 lこ

下降する傾向が見られた。次に総足度の援を見ると、結t百年数
rl5ω20年末機jの務で査をも大きく〈すなわち結締~初より大絡

に下がる)、それ以燃の群になると務JE授が符び上昇して、幸吉

媛当初と悶水懲に渓ることがわかった。
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110) 仕警察・結婚・育児!こ跨する教員養成学

部学生の意識

済生会熊本病院 O橋口暢子

中主主~t潟等学校 汚野有紀

熊本大学教育学部 氷上~月子

前回は、女子大学生の人生設計に関する君事査を

行い、自分の望む人生設計の実現には、自分の意

志努力iこ加え、配偶者を含むf訟の理解協力を必要

としていることを報告した o そこで、今回は、男

女大学生の仕事・結婚・育児に関する意識を謁交

し比絞検討したの

対象と方法

1991年 10尽に、熊本大学教育学部4年の男女学

生を対象に、無記名賛同紙法によりま湾交した。有

効回答数は、男子116名(82.宮市)、女子208名(84，6主)

であった。

結泉

卒業後は男女とも大部分が就職を希望し、公務

員希禁が多かった。自分の人生における仕事・結

婚・育児のま重要j支は、 tt察・育児には男女間iこ意

識の主主があり、 5智子iま仕事、女子は育児の重姿疫

が潟かった(p<O.OI)が、結婚は有意な設はなかっ

たのしかし、結婚すべきか谷かについては、女子

は男子より消様的で「わからなL、jと結婚に疑問を

もっ者が多かった (p<O.01)。将来の人生設計(~君

子は配偶者に望む人生設計)の選択は、男子は結婚

防護後もf土挙を続ける「雨立型Jと仕事を一時中断

するf湾就職塑jがそれぞれ約30唱であったが、女

子は「雨1主主9.Jが約半数をおめており、努:kの意識

の違いが認められた(p<O.OI)。また、家主答・育児

の役割分担については、努女とも、家家は「妻が

出来ないとき夫が手伝うJが、子守児lま f常に夫と

協力して行う jが最も多く、育児iま家事よりも男

女が協力するべきであるという考えが定者してい

ると恩われるが、男子iま家家・育児iま:女子の役割j

という意識が強かった(p<O.OI)の

さらに、男子はほとんんどの者が自己の性を受

容していたが、女子は努子iこ比べ自己の伎を受容

している者が少なかった(p<O.OI)。



111) 笠の幾重霊における一考察
一…避妊."ド絡に立すするま5塁塁と後行委主

111鱗夜祭主主潟大学

。人民お訂:

大津市災害奇渓付緩看護専門学校

棄をE喜一江

(E!約}五護妊命中絡に対する知震設とす主行動につい

て検討し、 f寄神様{撃における殺のま愛護さ震関のため

の示唆を得たい。

〔対象および方法]次予言霊校生(奪三菱科) 2年生

76名(入群とする〉と者護学生 i校生36名(お震予

とする〉を対象iこ手喜子中係長室の授繁絡を台前iこ、質問

室長による議主主を行い、総菜そカイ侵害さf会1さをf若い

て検討したc

{総書さおよび考著書〕

主きまEの匁震設の有言葉iま ?手まり;がAIl手で79.0%、

ち喜孝で84.2%であるの φでも、多くの考会〈五主義支約

に知数が有るとしている fコンドーム主主iや「基

礎体滋法j の客綴約Z望書事長芝をみると、 ii!lの方法lこ

比べi議い綴向にあるのこの亘書事療は八若手l二上ちし、

白書予が潟い綴向にある。 しかし、客室童約潔喜平疫が

賞受もi怒い fコンドーム法 J，ま、を菱電雪E寺織で50.0%

Z写後期で85.1%、E芝f号待真喜で72.8% (全体の波書手

当主〉 と各々の空空間に立す寸る疋毒事壌は潟いが、 これ

ら会てがiE.毒事で初めて乏しい護金正法とな 1).. 1:書室

約謬島幸伎に比べ、守容霊童約号室毒事授はf氏いといえる。

「義援体選法j では f務卵 BJが約半数の1記録率

でSうる。とたいで、 r l主綬の湾総臼主主主意百1総長耳j
f不絞綴j とf氏くなっている。尽き筆lこ努綴約Z霊長手

Ji(まf氏いといえる匂

ゆ絡について入総で76.3%、 Bi!手で86.6%が f

知っている;とし、中華きの身体への彰警警も A務で

67. 1%、8震予で81.6%が r知っている;としてい

る。しかし、中毒患の身体への彩畿は祭休約には匁

らない絡i勾がある。

位行動ではデート緩義者〉キス緩毒素〉ペッティン

グ緩寄金〉後交幾重量の駁iこ多く、 A. B苦手滋の主主iま

ない。?主交緩毒素は人若手30.3%、B総31.6 % 0 七主交

毒薬堅実と避妊知議室の関係をみると f排卵白 j の底解

禁は毒薬寄金の有終iこ関係なく、約50%が1E喜平で、 f 

コンドームの号義務官寺怒J1ま終草案のない若手が32.3%、

有る者が 8.6%と、高差毒素のある容の方が知数に乏

しく、有意主主がある (P<0.05)。

〔まとめ〕

①遊径の主観釣理毒事よりも客観的1室長幸笈は低い。

②中総の主観約塁塁線よりも客室主的1室長率皮lま低い。
③f生行動における書室綬生と養護学生際iの蓬はない。

③性交主主意義の脊然と遂をf.中総の知畿の関係l立、
室主畿のある警がむしろ客室望的Z聖書事笈は低い。

112) 肴護学生の普賢然行塁手n努盗苦言慌の検討

O帝京乎成F宮殿大学 問閉会n奈子

東京大学 liI fI1'空E草子

はじめに:近年、 F望療省一斉震は低下・検ばい:u;貴重で

あるが、 20 f¥;のま?い女ttの喫緊斉家iま約加して

いる. そのやでも、野議長著ゃlH護学生の手製療主警察

の認さが、いくつかの綴夜で総摘されている.そ

こで本研究では、ま?護学生の喫燦fi!lJの突然と!怒

主霊祭E習を明らかにすることを際的とする.

lJi.去:議資m去はす空間絡をmいたき長会議授で、対
象 1ま lH菱芦iJ華l*~f 1年生150?;. 関?を昔寺j君!は 1993{ド

lJ]であった.

長者泉:

1、手まま筆路期大学生の F翼然行動は、退去 1ヶJ]に

1 7字以上尊重った入は20.7%(31名}で、?棄をみる

と20本以上尊重った人は、 12.7%(19?;)であった.

1ヶJ]に 20本以上級う害警綬衰の中には起きてから

30分以内に尊重う人がS名いた.

2、療費壁を開始したE寺紛が、小学校 4;下生以下の

人もおり、学年が上野するにft:って畷綬を獄死;す

る人は封書叙する綴i勾にあった. 1 i.!tnn Iこ1本以上、

定織が'JIご綾綬するようになる跨郊11ま、早い入で小

学 2年生で、 1まま霊1草鍔}大学生になってからが長室も

多かった.

3、尾署疑問鈴の望室滋は、 F 街灯、i三分 J rなんとな

くJが綴も多〈、ついで fストレスから jが多か

った.警察1望書昇鈴が小学校の入のほとんど、小学校

. ~ミ授で緩い締めた人の平致以上の入 iま、後夜で

は主要鰐していないが、君主卒後緩い安全めた入iま、 64

%が耳~tt も尊重っている. 1ヶηで 1本以上級う入

は、リラヴヲスしたい持、愛護雪でわずらわしいこ

とを忘れたい持、 不整量佼な宮寺}こ手軽鰐ーすることが多

く、時運安要するとう誌持ちがよくなりリラックスする

繁が多いと答えている人が多い.

また、 翌実録綴総数後をみると F害者う誌の可号室径の

事実少 Jや「長室燦について j が援も多かった.

4、選去 1ヶ}ヲの喫熊本妻女からみた号電療行動は、

飲済行動、喫煙する友人の数、 F空燃する大人やl'i

少年・ 7パコに対する本人の慾夜、将来の喫姥窓

怒号撃と!努透があった. また、反対lこ父綬の号電鍵望号

機、教F守を受けた*I重量さ撃とはJl!l滋がみられなかっ

た.
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113) 務護学生の欽遜行動 (n)
一欽j渓行動の成立姿[ijjを採る

宇L校医科大学保健際E震学総務護学終
Ollim-初

1.F事総
主若者はかつて、理守護学生とー殺女子大生の欽務行動iこ隠す

る比較富司王症を行なった。その捻菜、寺守護学生lま欽務言語皮・問

題欽Mi行動の頻度が会鮫1:潟く、主宣言襲知識を有することが必

ずしも飲務行動の約慰霊書留になっていないことが示された令

ところで欽主導行動の成立には、生物的・心理約・社会約lこ及

ぶ各?重姿Ii¥lが作用している。そこで今閣は、東京都と札燦市

内の 2地点で得られた資料をもとに、警護学生と一般有数女

伎との灼で各検察僚のn絞検討を行なったので報告したい。
百対象と鏑蕊内容

対象は以下の4苦手である。

①J10京都内の3義務護学生 111名〈平均年鈴 19.7土 o.君主主〉
4雲寺L綴ili内の茶務滋学生 79名〈平均年寄告 18.9:!:0.6主義)
(意)東京都内の干す産量女性 160名〈平均年齢 38.6:!:9.8重量〉

③札際市内の有機女性 85名〈平均年鈴 36.4:!:12. 3重量〉

綴炎蒸には、欽務努Hlt.-[言}飲務気・飲酒塁手j替差(l 0~詰 13)・悶怒

欽怒行動(I4項目)、および雪王者の関発した1~J-I，体質事IJJ宣fì.ト

(TAST)を凝り込んだ。

臨.結祭および考察

1 )1幻 4代議iに関与する7好 'tγ鋭71<室長苦手予告(ALDH)の活性の有
然lま、欽詩書行動の{務体主主を生む姿闘であることが穣かめられ

ている。TASTt士、このALO持活性を判定するものである。 4若草間

でALDH汚投の表現11'1努IOCに授はなく、これらの築関が滋伝的
iこ終りを持つものでないことが滋認できた。

2)各苦手をALDII活性の有害まで分類し、欽議薮の平均伎を比絞し

た。その結梨、 w③④の鮮ではALDII活性を持つ者の方が飲溺
F設が有一審に多く、この絵梁 lま先行研究の気J~とも合致してい

た。一方②のキL際市内の審議学生lま、 ALDJI活役の有線にr.!lわ
らず欽務3設が多く、しかもALDJI活性を欠く〈いわゆる欽めない

体焚)者の平均飲穏援が、①@@)苦手のALDJlr.号殺を持つn、わゆ
る欽める体質〉若干のそれをも上翻っていた。

3)欽浴動機lこ関する写iEl終lこIi¥l子分析を絡したところ、第i因

子(絞い毒事)、第2関子(;<f以解消)、第3D喜子〈味わい)の3つがi富
山された。また、r.~塁塁欽滋行動に関する渓民主平からは、同様 iこ

第11i¥l子〈長男霊童行動全般)、第2図子〈人間関係上の問題)、買13因

子(依存f生〉、穿\1~話予(大濠飲酒)の 4 つが制1 H1された。

4)飲語雪景まならびにj己記の各Ii¥l子得点を13的変数におき、年童全・
地主主o在京ないし干し綴H毒性〈審議学生であるか否か)・ALDH活
性をそれぞれ説明変重宝において、各星雲Ii¥lの議l!Jlカを一主主主車形

モテ， ~(GL醐 )1こよって解析した。

欽，苔登には、 ALDHi舌f生と並んで地主主の影努力が有主主であり
(いずれもがB∞1)、遺伝的な体笈と併せて社会的環境が影警響

力を持つことが示された。

飲語雪量h畿の境問のうち、鋭い草まの悶子には年齢(p<O.∞1)の
みが関与していた。].fv)，解消のE君子にはE毒性〈手<0.001)および
地域(p<0.05)の2察関が関与してお9、理守護学生のZトレZの隠
さを示唆する結果となった。さ主に味わいの図守こには ALDH活

性が関与してお1J(p<O. 01)、味わいを求めて欽滋できるかど

うかは、透伝的な体繁iこ影饗されることが示された。

問題飲詩書行動に関する項gのうち、間霊霊行動会鍛のIi¥l子に
対しではALDH活?生(p<O.OI)、!翠性(p<0.05)の2つが有意に関

与していた。また人間関係上の問霊童lこ対しては、年寄告(p<O.OI)、

ALOH活性〈担<0.05)が脊:蜜に関与していた。第3・買，4[ijj子iこ対

して干nまに寄与した霊~Ii\l lま見当たらなかった。

今邸mいた行動分析法iま、務議の{塩の分野でも徐々な応用
が可終と考えられる。
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114) 務護学生の務外活動に対する愈識の笑怒

新日本繁華霊徐式会社入綴繁華翼所病波孝まま重専門学

校

O佐々木千秋、甲斐玲子

E霊薬医科大学医療技術短綴大学

中 露聖子

目的

課外活動に参加するメリットについて、本主はそ

の中心霊喜怒への興味とよき人間関係をもとめると

述べている，小規祭主幹位の一孝まま菱専門学校におけ

る学生の課外活動には夜界はあるが、課外活動の

もつ効果は心身の健E誌の熔進、自己実現、社会伎

の拡大がある.しかし、現実には後外活動への参

加行動は穣綴的な学生と然関心な学生の関銭安幾な

傾向を感じる@そこで、認外活動の意義と実態に

ついて調変を行ったので報告する@

方法

(1)対象および翁至宝特異耳 A校在学中毒雪護学

生 11 7名。内訳は 1年生 39名、 2年生 40名

3年生 38名@平成4年 11月。(2 )潟主主法:

察外活動の韓正念を定め 30対からなる形草壁認をあ

げSD法によるアンケート喜怒査を行った.陶器寺4こ

稼条約では①参加状況②活動状況③学校生活語審足

皮③校友生活瀦足度など 12項鑓について質問し

た。(3 )評{滋:①扇子分析による因子の主主的と

②各箆そflこ関与する学生の背景について露軍事r.
総菜

①震予分析による関子の摘出

5塁手費者子与率 62.28%で、 5つの因子を抽出した

第一関子から織に霊堂燦熔進因子、感情的苦綴E母子

雲案外活動資定関子、人間関係因子、感情的快感弱

予と仮に命名した.

②学生の背景別にみた因子との関係

努-!Z;j子には学校生活に潟足している学生と不

潟足なさ拝金とに危険*5%で有窓還がみられた.

第二悶予では祭外活動参加に消獲的な学生と穣筏

的な学生に差がみられた(危険華客 5%)。第三扇

子は学生生活に不満のある学生と瀦足している学

生にま査がみられた(危険率 5%) .第四!z;j子では

緩務生活が普通とg容した学生と滋足と回答した

学生に危険悪事 5%で宥窓差がみられた.
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115) 慾夜祭習指君事{こ対する学生の;意識内容

の変化

?高井凝立塁塁護軍手門学校

O~寄付税子

名高弁護王立大学務2聖書霊綴大学苦言

吉村洋子

佐笈医科大学餐護学'f;I

ltノ上ケイ二子

Eき床実習において際旅捻君事務{宅建議終)の泉た

す役塁手H立大きく、その雷雲b'立学生の言葉習意欲や察

官主効薬に影塁審を及iます. ー方、 学会i立学年のを霊長室

と共に笑芸言内容が変化し、指導者との関係にも務

審すると考えられる今号雪議委譲の5是習?話芸草Lこ対する

学生の意書菱i慰安の滋菜、指導者の怒笈・行動4こ隠

して学年による遠いを得たので綴告する e

研究方法

護霊25建習終了雲寺の 1~生約名及び全笑 'fll 終了善寺

の3::手金33名に記述式アンケート雲寺交を行い、繁

務委事との関係において授も印象深い玲認会うれし

かったこと②辛かったこと.!!lったことを記議す

るよう求めた. ~i'.重宝されたものを 1 r勺"fi:1務自と

し、慈E奈の類似しているものをまとめ、警警繁華手Lこ

分務した，

事毒薬

効塁主的・非効果的内容を含めて 8警警察に分:J¥さ

れ、学習拡大への浅草力、学生4こ理解・支持を王去す

慾厚芝、学生一指導善幸関係成立のめ炎、千ームメン

バーとして餐2霊能力を認めてくれる怒夜、学生

忍務関係成立の仮差室、学習段F替に応とた浅草寺、学

習の潟の援在宅、役苦手j モヂ A の幾五そである@空~ };長約

内容で項目童文が多かったのは学~鉱大への後劾で

あるが、 3年金i立ケアについて半分ぐらいのヒン

トを与えてくれたなど、学生の能力を引き出すよ

うな関わりを挙げ、 1 .:手生i孟了2震で主主体約なf話芸革

を受け慾号室になったことを寄生げている雪非効5義的

要警繁て'(立学生一指導審問{案成立の助長iこ隠してが

多く、 3.:手金i立学生の白線心を{寄つけるような宅3

5童書蓄の言動について託金ベ、 1 .:手金i立多忙な務護者量

にどう後近したらよいかなどについて述べている e

その他空事5義的要警察として 3年生i立、チ ムメンバ

ーとして審議総力を認めてくれる態度を考会げ、 1

2手生i立学習の場の祭然、役割ニモヂ11.-(7)援示を唱さげ

ており、全体に記述内容には学年去をがみられた令

116) 銭床場面において指導者が看護学生に

与えた影響一学生の情動の変化からみてー

武庫JII表護専門学校

oii選弁純子足立妙子熊坂延枝

務床実習教Fぎは、実践場面での11詩人指導を主体

に展開されていしそのため、学生と指導者との

人i濁関係が学生の学習意欲や学習効果に、よち濃

く影響するものと思われる。そこで本研究では、

指略者の言動や態疫が、学生にどのような影響を

与えているのかについて、学生の情動と、その給

取長ヒるその後の行動を調査・研究することで、

今後の臨床実習教育に役立てるための接渡的資料

を得ることを自的とした。

〔拶移1u方法〕

本校2年課読の 3年生36名に、一日の実習にj今、

ける指導者とのかかわちのゆで、その日の実習終

了時こ?翻jに変化が主主じた場磁を怒い出だしても

らい、そのときの状況と、それに対してどのよう

な穆識の情動が起こり、その後どう行動したかに

ついて、調査惑に沿ってl窃答を求めた。そして、

f場面J• r指導者の対応j ・rt言動j ・f行動j
の演践についてカテゴリーに分類し、内容分析を

行っ7こ。

L結来〕

①指導者でが学生に対して誇定的念言動や態疫を示

した場合には「侠jのf言動53例 (82.8勿)、 f不

快jのf鰯bl1関(17.2手話)であった。②指導者が
学生に対して否定的な醤動や態度を示した場合に

は f不快jのみで35例(100務〉であった。③指

導者の誇定的念言言動や態度に対し f快jのf言動を

生じた場合の行動払 f問題語字決裂行動J49例(

92.5~診)、 f情動中心部+開題解決裂行動J4例

( 7.5必)であった。@指導者の谷定的な言動や

態度に対し f不快jの情動を生じた場合の行動は、

rt青霊訪中{;避行動J3例 (27.3~ち)、 f問題解決

裂行動J7例(63.6手話)、 「情動中心裂+問題解

決裂行動J1例(9. 1勿)であった。{窃設導者の

否定的念言動や態度に対し f不快jの情動を生じ
た場合の行動は、 「情動中心部行動J18伊U(51.4

9ち)、 「問題島斡夫裂行塁手ryJ12例(34.3~ち〉、 n常

勤中心型+問題解決裂行動J5倒04.3勿)であ
守備

'コム~O
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117) 実湾指導者の学生指導におけるストレ

スの研究ー…一一ストレスの麹定

大阪府立看護短期大学

O森~子，鈴木幸子

[ 13 約}務ま重教育において~f，草案容は，学生を大

きく成長させる鴻として霊堂遜であることは湾知の

のi重りである. しかし霊望書な教育的場であるは

ずの実習が，実習繕導者の自己犠牲約とも言うべ

き関わりの上に成り立っている事実も忘れてはな

らない.学生が抱えるストレスへの対応をはじめ . 

• ~考や向僚であるスタッフとの関係を調整するな

ど，その果たす役割は多岐に渡っている.実際に

研究者らも.日々悩みながら学生に関わる指導者

をサポートすることが多い.指導考の富己成長の

鎚PJiとなる学生指導の在り方を考える必要がある.

そこで.指導者が感じる実習指獲上のストレスと

その殺度を明確にすることを易的に綴交を行った.

{方法]対象は平成 4年度大阪府指導者講習会に

参加の受講生91名であり，平均年毒告は34.2議(25 

-51走塁) .自己床絞駿空手数は 5~手から 30年であった.

察関紙は議i¥1f寺に震毛布し 2日後に図叙した.有効

窃答委主82であった.安関内容は，プレテストの結

果より?由出したストレス因子33項自であり，各因

子について儀導者が感じるストレスの程度を. 5 

段階尺度法で求めた.尺度は (1):感じない，

( 2 ) :あまり感じない. (3):空手逮. (4):やや

怒じる. (5):かなり記事じるとし，尚該当しない

項沼は Oとした.

[総菜]尺J.t)JIIに問答数の多い瑛gを以下に示す.

1. ストレスをかなち感じる (5)の項留は，①指

導者自身の指導総力，②実習33字!商.③指導者の{宣

言霊付けと私的時間の使用であった

2. やや感じる(4 )の項目は.(1)学生とスタッフ

問のi題懇，②学生の実習に践む準綴状晃!i.③学生

の意欲であった.

3. 普i璽(3)の項呂は，①自分と教関との関係.

②学生の実習場での態皮.③患者と学生間の綴獲

であった.

4. あまり感じない (2)の項医は，①実習密約・

意図.&び自分と教員との関係，②実習における

数鼠の豊島き，。自分と学生との関係であった.

5. 感じない (1)の項目は，①実習受入れ校の費支，

②泰護用累，③実習における教員の動きであった.
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118) 実習指導者の学生鐙獲におけるストレ

スの研究一一一一ストレス因子の分析

大駁府立審議匁~Jl大学

O鈴木泰子.森愛子

[回約]零護者援びに際床実習における学生のス

トレスに関しては，多くの研究報告がある.しか

し，実智指導者として学生指導に携わっている看

護者のストレスについての研究は数少ない.実習

指導は学校と~床の主義燃により効巣が期待できる

ものであるにも関わらず 臨床にお任せ j 的現

状である，そこでfBS章者のストレス因子を切らか

にし，次の 2)点、を途成するために研究に替手した.

1. 学生にとって効果的な践床実習となるために

は，学生の致事量付けを随饗するような指導者のス

トレスをできるだけ終減する. 2. 学生揺さ撃が指

導者にとって宵定的体験となり.自己成長につな

がるものとなる.本報告では，治iliされたストレ

ス留子に焦点を当てる.

[方法]次の 3段階を務まえて行った.対象は平

成 4年度の浮生省並びに大阪府主催の実習指導者

議習会受務主主であり.臨床経験空手数 5年以上.実

習指導者または予定者である.

l. 9flの受総生80名を対象に学生;蓄さ撃にお

いてストレスと感じる毒事Jを自由紀裁により綴交

した.有効回答74である.研究者 2名で内容分析

を行い. 5つのカテゴリーA;学校・教災に関する

謬. B;務篠での受け入れに関する謬.亡;学生に関

する家，自;指導者に関する奉. E;教育的潔境に隠

する惑から成るストレス図子33項目を主露出した.

2. 11月の受t警生91名を対象に.1.の33項笥につ

いて機成要索の自由記裁とストレス度の殴答を求

めた.自由記載の有効回答23である.

3. 2月の受議生70名を対象に. 5つのカテゴリ

ーについて自由紀絞とした.有効回答64である.

[結果]カテゴザ -Eのストレス因子が病後での

学習環筏に関する翠であったため，カテゴリー B

に含め. 4つに湾分類した.始出されたストレス

~子は各々，カテゴリ -A が実習の目的・窓図や

実努方法など 7項目. Bが実習指導者の役設付け

や実習生の数など 8項目. cが学生の窓欲や態度
など 4項13. Dが学生への指導能力や私的持閣の

使用など11項目のき十30項目であった.
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119) The i問portance0 f i nst rum君nt

cal ibration in pr号parationfor undert昌king

cl inical research: A case study 

Helen討ayesHosp i ta 1 

C邑nterfor R号habi 1 i tat i on T告chnology

()Satsue Hagisawa and話arti n Ferguson-向 11

役i丘、i'H警の分野でも1主体の反応をifilJiEするよ
うな実験研究が多くみられるようになって来た。

そのような研究においてはfflいられた測定機械の

oulpulがどのようなプロセスを絞で導かれている

か、またそれは綴々な条件下で夜しいoul pu lをす

るか、三本実験、 iこ先立ち線認することが fn~である。

今問、主主J<{ま葬事務研究の…告sとしてi!l，IJ定機械で

あるスベクトル分析装院の絡茂、 t'l:伎を.i'f.J邸する
すミ殺を行った。この綾綬iまの包光を皮高等表uIIより

>l!1て、 jiiび微減iこもどった散乱光を分析すること

により、 j支持寄微小義~f翠の前lì夜警?とその般家総干[JI交

をmicrocompuler1こより滋苦言、出力するものであ

る。本来、この2つの指僚はお立い1!hIT.R守iこ変化

するものである。

実際lことト j磁波をmい、 in-vilroでへそグロビ
ン絞殺び的1tiJ鯵議終f笠谷 ïl' 去 t.~s寺、これら?つの

oulpulがそれに応じて変化するかどうかをそニタ

ーしたe その給築、へそグ口ピン殺を}曽JJlIさせる

と oulpul のlÍl1液務もtWlJlIし、~~~い総間関係がみら

れた。しかし院Jl.;ヘモグ口ピン段下でIm[l!の駿素

濃度当を変えるとi阪液滋のoulpulも変化し、‘cross-

lal k' 現象がみられた。またlfntt援素濃度を変え

るとoulpuLの綬言葉飽手日夜も変化したがおい相関関

係はみられず、得現性も乏しかった。

この際凶を採るためあらかじめ校長のわかって

いるしゅ (590閥の点で、綬小吸光伎を;~す)でスベ

クトルの波長のずれを泌主主した結果、 588nmの点

で主主小吸光伎を示し、 2開校長が111い方にずれて

いることがわかった。実際の政l液スベクトル分析

においても 4nr容のずれがあり、これが般家飽和

!交のoulpulの乏fli現役に関係していることが捻泌

された。

以1-.より、この機後のoulpulであるj血液綬と綬

索飽和疫をそのまま測定m僚として符jいることは
適切でないことが結論づけりれ、干主身 t.t.itr主主ijの
スベヲトノレデータを取り出し、それに考案した計

算式を用いたところ、 crossぺalkのない、湾攻性

のある!血液透、酸主義飽和皮の鐙を得る守ゆくできた。

120) 的管部体IIと皮終d江主主の5喜怒伎に隠す

る研究

名ぢ媛大学.夜警察主支干号線建誇大学部

Oa:.害警美智子 後透絞子 入1'r.晶子 柊 -fts 

{民約; 撃事務の彩王立には、局所lこ鐙察隊害警を怒こ

す1Ji([河として圧迫と待問が関わっており、{原詩人f立の

i票持は滋?君 2時間を安全の限界として、幾康の務で

は 2時間ごとの体位変換が行われている.今問、 2

時間ごとの体役変換が局所の苦言草翼線後とどのよう

に容さわっているかを警告るために、it-I王と皮夜露i淡と

のき喜主主すなわち.子差時間jl)Jt:R (立を手軽;守した苦言の初J1す

部の体IIと綴i員状況を安Il，ることを g的とした.

[方法} 成人女子 4名を対象lこ、いす二歳災計(7

ト"ハ')AALF21D)と{主任分布総定袋詰まをmいて、{出管
僚と 1Jt""*豪(iErt事案受塁塁線で比較的IIのかからな

い若手{立，以下YJt'悼とする}の2ぷにおける、必号室器入{立

時の皮 5奪取淡と、(~\jl)J詩人位 21等間保持した場合の体

II .f.主5審議l淡及び皮膚護さについて、へト及び!7，'ト

{わり寺、 y;/'，ヲト}をmいて、車室時的lこ{奇吟台数溜まきを
した.認定iま10秒間認とし、後験者のま雪衣lま多数喜寿

衣と所定の下慈のみとした，t替け物は上ト1，:3.毛布，

J.7'o7ト"を各 1枚.;i建意義E寺英語は1992年10月-1993!手

3月で2室内の滋援と議室皮は、へ?ト"では平均22.82

"C(SD号.87)と46.32%(SO 2.16)、17<1トではsj1均

22.7i"C(SD 0.41)と48.47%(SD2.7i)であった.

[章者蒸・考察Q:H室長弘佼でのおi脅綴と YJt""の

皮5警I註淡震は、 l名令除いて{車符害容の15が多かった.

会灼馬~{立 2ß寺総の皮岸警JÚl淡援と変動の状怒 iま、彼1 '1守

鍛は1替お11傾向をf去し、{車券きs.'fJt""災}こ 2U寺f怒後

iこ減少はJi.られなかった.念Ilu管苦手体IIと皮燃重i淡

還をとの飼主主lま要夏季ぎにはみられず、へ"ヲトに上むしエ7<'

トでは明らかに体庄の減少がみられ、皮露政波数lま

ま替加傾向を示した.③皮E警護Hまいずれの議会でも俗

字予言容は'1Jt""よち依いが、 2待問後}まま主iこj二11-した.

'R'(1111守訴の皮終i主流3まは綴詩人ULより将1詩人佼の15が

多かった g 以上のことから、災特!衛隊皮後の{山骨訟

の皮終1主主主震は減少するのではなく、冷加傾向にあ

り、皮終滋も1湾持lこ上昇する綴向にあった.

今後、普号室立を坊やすと共に、体IIと皮露奪取淡ゑお

よび皮5警護主のF号待務主主15't.去について検討を重ねた

七、 e

{主主研究はヰZ成 4$皮文部省科学研究援の助成に

より祭主きした。)
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121) 獲の動きによる預動脈血流援の変化lこ
関する検討

聖母女子短期大学看護科

0古家明子
守二護大学看護学部署雪護センター

土慶尚義・金井利子

はじめに

脳の血液循環は他の綴認に比べ特殊な調査担軽量構

を有し体位の変換などに嫁しても比較的安定に

保たれるとされている。しかし勤続硬化や般的l管

障害などでこの機械に降容を生じた場合iこは.通

常の日常生活での体位変換や頚部の運動の限度で

ふときに悩印液循環の変動を生じ各筏の症状を

引き起こすことむしばしば経験される。一方看護

ケアの場関では洗髪.体佼変換等首を動かすケア

む多いが. このようなj患者では懐震を婆するとさ

れながらもその異体的検討は殆ど行われていない。

今日.適切なケアの指標を得るための一助として，

以下の検討をおこなった。

対象および方法

健康成人12名を対象に. 日常生活でしばしば
行われる 4つのノfターンのぎの動き(左・右回転・

吉IJ.後思)時の頚動1採血流援を超音波ドプラ-[fll

im~t ，こより測定.信lÐ寺に tfn圧および心電[glの変化

も検討した。倹査開始前，被験者は30分間安静・
7ぷ5JllLO臣入とし各，~ターンのêの塁手j きは闘争五は 4

51支.奇ij・後胞は 901支としそれぞれ3分間持続
次の，{ターンの替の動きは5分間の安静ー7l<5JlIITJ
取を保った後. 1:五主翼動脈拍動蝕安[]部でil!1J:i:Eした。

丸自転持の邸流は反対fHlJの頚動脈で測定した。

成績および結論

(1)各安静・水平仰星人時の室長動脈i鼠流量きは.

鰐人iこより.D寺期により2をはあるが各人.各時邸
内での変動は少なく.各替の動きの前傾として採

用するに足りる安定した!債を示した。

(2 )各箆の動き玲には. 4つのノそタ…ンとも
過半数の例ではtfn涜援に変化は来さなかった。し
かし友自転では半数弱の伊jでtfn流畿の明らかな増
加を来しその他の右自転.言IJ・後腐のa'ξター
ンでも少数例ながら明らかな場加または減少を来

した例があった。

(3 )全身循環の指標としての邸Lt.心拍数.

P R P ，ま安静・7J<SJ21ITl霊AB寺および祭主ぎの動き時

とも不変で.心電図波形上も特に変化を来した/7IJ
lま見られなかった。

(4 )以上日常生活動作で孫ならず繰り返され

る各穫の首の動きに際して.健康成人においでさ

え少数例ながら頚動脈邸流援の明らかな変動を来

した事実は，とくに看護上配慮すべきE重要な視点
と怒われた。
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122) 鱗Ii!.役時下側の上絞の踊l行 iこ!刻する基

礎的研究

~t妥大学看護学制l

O~家主盛フミエ、長谷川芳子

{はじめに)片麻嫁慾容の麻f草5討を下由'1にする体

位は血流陣容や神経線号室を生じる UJfjl1l生があるた

めにとってはなもないと設われている。 Lかし、

邸流隊霧については麻嫁発生の!f'.J¥il1こはむしろ、

麻f軍側の血流は地加しているとも言われる。麻簿

lJI]を下にした場合にlIll流隊容が発生する可能性に

は疑問があり、持軍f軍ffi']への{本佼変i実に関する慈礎

研究として悠長若者を対象{こ ffi']!玖ULU寺iこ下lJI]となっ

た上E支の級事詮血流の変化を主皇室主することによって

循環僚懇の発生について検討したので報告する。

{方法)対象 19主主-44主義までの女性s名
測定終期 1992年 10fiI 12臼-10月初日

測定方法:省側臥伎を 2時間とり、緩略的に第 2

f器の綴織ll!!流・後f号室u託血話1.1霊・皮綴混〈手空整〉
総定、自覚症状の綴察をする。

測定時の療機条件室温 23.，.C -24. ， .C 、語~JJt 61

% -75%、上絞 lま?吉 iこ袋物で覆っている。

担1]定機器:双方向 i飴流計、半導体レーザ一式組織

血流計、皮五寒l包担，]定F詩湿度計

分析方法削減の変化は、伺l混入佼5寺の総絞邸前tの

7 ロー・ボザュームの制定銭をゼロとし、併j話人位

I己変換後の血流を経E寺約 iこグラ 71己表わし変化の

有然を潟ベた。

{絵m及び考察) 8名中 3?!;が級絵i血流の 7ロー
とボリュームの変化はなく、 E定書寄混との関係も見

込れなかった。残り 5名中 3名はフローが減少し、

ボリュームの上昇がみられ、 2名 iま7 口ーの変化

はないがボリュームが上昇している。 5名が時間

の経過と共 iこ綴織政流のポザュームが上昇してい

ることは下側の末梢級車設に血液がうっ務している

と考えられるが、フ口ーが低下した議でも縫合動

燃の曲l訴t!笠iこは大きな変化はみられないことから

poH!iとするほどの血流隊警は生じないと考えられ

る。しかし、 8?!;全災が約 1時間経過すると、下

位jの関や上院がだるいと訴え、同一体伎を続ける

とやがてしびれや終絡が強くなり、圧迫による神

経R章容が生じる可能性があり、併j悪l佼E寺iこは待問

の是~/J霊が必要きである。



123) 鋒緩うっ血試験前後の血流動態と線溶関

連パラメーターの変動 第三報加齢による変化

O問中一菜、機n¥永子、

河原笈子、永見絵子、 絵陰 1i 

[沼約〕筋梗築の発疲主事i立、欧米iとi七し本郊では

低かったが、近年ーわが留に於いてもま衿加してきて

いる。務燦での盛1径形成が締授家の係国であり、

ζの静脈爵1栓の発生には静続うっ]fiiの存在が大き

く関与している。務係うっ焔l試験(ve即時 occlusion

test. VOT) 1立、うっ鼠刺激iζよりi在lrl1fCJfl立管内皮

綴胞から放Hlt:れるi怒iお線、溶関連凶二子をil!lJiEし、瓜i

d管内1支綿胞の機能係官，の程度を詳徹するJirlミとし

て行われている。深きI!静採血栓疲をはじめ、 ]ftlt全

形成の予知予防に役立っとの成績も報告されてい

る。iIIiI段、我々 は鯵原戒を1者での役会れこより、 VOT

前後での阪市疑問線溶関連国子の変動のほか、問

符iζ皮f発Jfil流の変化を測定すると、さらに胤校機

能を評価するよで VOTの有m性がおまる ζ とを
発表した。今関、健燦成人lζVOTを行い、皮!汚

JÍIl i遊および線溶活t主の変化と JJ[]鈴との r~Ji'針金につ

き検討した。[対象]健常成人組z; (16-抗議)

[方法]第3t宮殿尖察側iこレーザ…i立i流言，.(アドバ
ンス社〉の光ファイパープ口一プを装着し、血流

が安定後、 JIIlfE測定mカフをmい、 jこ腕iとてrl'lm
lfIl庄で10分F，，9うっ鼠(綴i鼠)させた。採JfIilま綴

血開始前、今原鼠終了直前、駆lf'立終了llil:後のill

3関行った。採Jfilした血液9等をi立ちに 3.8%デヱ

ン稜 1殺と波孝行し、 4
0

Clとて遠心後、 ]1111立を検?を

まで-80"C保存した。線溶関連パラメーターとし

てフィブリン王子波溶解節機(FPLA)、 tissue輔type

plasminog号nactivator抗原 (t-PA)、plasminogen

丘ctivatorinhibitor 1 抗原 (PAI-l)を測定した。

[主主祭]JIIl流はうっ盛1照始直後より低下し、うっ

鼠rj1ほとんど変化しなかった。うっ血終了後血液

iま…持増加したが、その後湾び低下を示した後、

徐々にうっ血言iiの鼠流澄へと増加した。年齢がお

くなるほどうっsIl終了後のJfil流低下は軽度であり、

政流がうっ殿前簡に復するのも王手かった。線主主活

性iま、うっ政務lζ比しうっsIl後1L進し、加齢とj与

にその;花進が顕著であった。[会長話}加鈴と共に

うっ鼠料激iと対する血管の反応性が変化すると考

えられた。

124) 李総前後の呼吸機能の変動に関する裁対

神戸大常災学部約綴病院

。仁和濠ひとみ

守二薬大学務殺さ詳表号

ごと庭尚三室、 会弁務1ニ子

E長持警の言語度化、 社会長考去をの変化iこ伴い、 ~数是号

や、冬季雪合lJl'主主のために、呼吸機後の低下綴!勾に

ある忍若手iこ対しても、全身麻鮮による李総が綴行

される襲撃会が多くなってきた。そのため然続呼吸

後後の評!日fiや雲寺中・後にわたる綴察が一総数空きと

なってきた。そこで今組、患者観察の筏綴を得る

ことを 8的として手続的後の呼吸警護絡の緩過を検

討しfこ。

[対象および方法]

Ki雨続第一外科iこ入践し、全身露草野手による手衡

を受けた忍者 16名〈努 10名、 ~6 名、 58.4そ 10.6::t)

に然的から綴後にわたる呼吸機総事長交 (VC.FVC.F

EV 1 o. FEV 1 0め、勤続i言iカ'ス分析 (P昌弘.PaCO，. 
HCO，. pll. B立〉の怒臼的変化をき提訴した。 JJIJに、 j二
腹部手織を受けた蕊殺は名(努 11 名、 ~3名、 63.5t

10.5才〉を呼吸翠11綴主義行終と米務行若手に分けて呼

吸機能検交の緩際的変化を検討した。

[長文畿ならびに総論}

J) 入波長寺喜子奴機総および鋭l液ガスi立、大総分王

手話主義にあったが、 3名で一部機絞め軽度依下、 i 

fろで切らかな約交微罪容平等が認められた。

2) 続的呼吸謬11綴f去の呼吸機絡は入後持に比べ、

終 iこ入践符呼吸機絞め低下していたi7iJで改斡

したの

3) 誇守後呼吸襲警終i立、鈴?言;1正常主義にあった者でも

7096絞皮に低下し、その綴[勾iま終iこ衝後 ii盟関で

認めちれた。手線または腕疾患の塁走伎のある考は

ない学?に比べ低下の綴向が平均僚的;こ空襲かった。

り にとFVCむよびFEれ。l土、:@:緩過を走塁じて共に

i怒度の務践を千干する。術後 1i鐙ではその勾配が低

下し、 2i翠には入院持ねよび締約め勾配』こ復縁し

ていた。

目 撃bn決盛iガスl立、俊男三日の雪愛護者吸入によるPaO，
rJ)変化を徐き不変であった。

6) 術後 2;薮閣では、呼吸翠11綴主義行若手ではVCに、

米施行群ではFVCとFEV1 0に主主復の遼怒が認めら

れた。

127 



308 第ヰ会場第28群

125) 皮薦出渓の研究

一味 yt(議事ま)刺激の彩撃事一

久留米大学喜寿院

O 伊藤久美子

千1îi大学務護学宮Ui~護実践研究指導センター

内海 渓

総床では食事療法を余儀な〈されている多〈の

思表に出会う.患者の大部分 iま「おいしくない j

f味気ない j 等、殊に対する不言語を訴えている.

食欲不援に綴り、充分な食事の鐙をとれな〈なる

場合も、殊っけによって効果をあげることも少〈

ない.殊 ytについては、数多〈の研究があるが、

沼護の立場から観察したものは少い.今[問、塩味

Wla震の皮腐 1畠存在におよ iます影警撃を検討した.
[研究方法}対象 26-35段、健康な女性 7名

安島予臥床させた被験者の左前線内容警に政統計の言語

子を禁表、 0.5 c cの検査液を口役内に 90秒合ませ

て、夜腐敗淡の変動を重量翼運した.検査液としては

"水滋" 0%-5%-10%-30%の 4穫とした.界1II寺に、

童話:tEt生不安尺皮持ASを使F耳し、不安若干と非不安若干

との反応を比較した.

[喜幸男~1 

1. "A-;滋" 0%-5%-10 ふ 30%を 0.5 CCP K空内に合む

棒、いずれも皮議磁波の変動が襲霊祭された.

2 • ~信分の喜重号室が七奔するにつれて‘皮員持政淡の変

動もより量器薬になった.

3.HAS による非不安事事 i土不安若干に比して‘皮縁故1

5立の変動が潟 f蔚を示した.

4 燈~"の Z書好若手)jIJ に比鮫すると、民需好鮮は非常好

fIに上tベて皮語審1nl淡の変動僚と塩分の量星陵との，l!J

関係数に王室僚を認めた.

[考察ならびに結論]

今問、皮藤血液におよ iます号事務をもとに、ヨ守主要

の立場から土器事長期j 苦震の人体にあ、よ，~す影響を観察

し、食欲不娠に E患った多〈の患者に対しての援助

についても考える.すなわち、 "A-;場 "0%-5%-10%

-30%の効果の主主異に着 gするに、準君まのZ書好群JlIJ

4こ見た f濁刻伎は土器殊の援助のE重要望伎の基準ともな

り、また、不安若干の滋味の桧燃性の滋壌は、逆に

塩味による食欲不滋湾審への翠議診断の可能性を

示唆するものと考える.
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126) 皮腐血流の研究

冷却1持使用薬剤の影撃事一

東北大歩医学部総燦鋳~

O'8ii'事弥生

千葉大学書守護さ宇部翁議実践研究指導センター

内海 渓

冷号室主主 i土日常的にmいられる保存的治療法であ
る.冷号室挨の{使剤 薬 ~J の効率を比鮫するために‘

JIi(持者海流の実験を行った.使用薬剤としては、 0%

司 5%-10%-20%の滋水をmいた.
[研究方法]安治~床させた被験者の右手関節ま

でを冷却し、手話の付近に皮!蓄蓄量の務A'素子を裟

着、左前自完内僚にほ血淡計の霊長子を装着して変動

を観察した.使用薬剤の滋皮は 21・むに鋭ーした.

皮!寄血流の援をはっきりさせるため.冷却詩昔、冷

却中、冷却終了後に前後挙上負荷をかけて喜望書聖し

た.また‘被験者には、冷却酸後、冷却中、冷却

絞了後に冷却i実践の滋皮算書党について 4段織で務

儲させた.

i結来 i

i滋度変化 lま場氷の濃度 20%時 10%-は旬刊の毅で大

であ勺た.

2.皮 1舟ilIIV誌の変動 iま塩水の濃君主 10%-5%-20%-0%の

闘に小さい.

3.冷却終了後の皮百露政書記の変動 i主主題水の濃度 10%

-5%-0%-20%の燃に小さい.

4. 10%塩水において、冷却中の皮露雪崩書記の変動と

蓄基度変化とに相関がみられた.また、 0%-5%-20%

の土器水ではも冷却中の皮腐血液の変動と冷却終 7

後のそれとにお泌がみられた.

5ーと〈に冷却終了後、塩水t主水に比して.冷た〈

感乙られないという務総が多かった.

{結論}

今@I.皮暗号血液におよ lます影空軍をもとに、塩水

の量豊臣Eによる冷機主主の効主棋を比較検討した.冷却

中の皮鶏血液の変動と幸重度変化との相僚を特定の

上告水において確認した.また、冷却終了後の務総

i土、 i量水が水に比して、冷た〈感じられないとい

う事実を提供した.冷却特使用薬剤の検討 i主、冷

車霊法の効果と人体に与える影響とを喜著書きし選議の

質を向上させるためさ意書警な議題と設えよう.



127) 皮療臨絞め研究

章主号室による護喜怒主主効笑の i嚢い一

三号室大学援学童書雲寺長室喜寿喜主

O坂本復愛子

千祭大学務2撃さ字書喜怒言撃さ毛主主喜苦笑守護護憲センター

内詰喜 苦宅

護霊草建設は日号Hl‘たちがよ〈行なう;;雲行為であ

る。 この護室主主 tま怒に{呆蓄基するだけでな〈‘ 皇室主義、

器禁奪還務便運室、 長社行改善警など、軽々の 8的で行われ

ている. しかし、言墨絵保護基と章主総係議とのぞ主体に

及 lます撃手警警の還を検討した長野党tま少ない.今関電

話重役 i畏警護および章主役 E主義まを、 E交際蓄量および皮詩書密

書記の変化によ号室葉襲警して捻鮫した.

{芸書交方 2主} 対象 i土26-35畿、長室E誌な女役.

g か〈し、 E手段をし、変喜多罪~ fまさせた談後翁のお

前後を{保護基し‘ gU喜僚の付近に夜露警護主の事襲安泰子

を、 1:警警に i土i註f王討のザ y シェットを委主務、左前

霊室内容警にはぎ証書主計の泰子を芝生議して変動を重要ー重要し

た.校、意義 tま. 熱器喜に言受してかたく害事った 11オんを

佼1持し‘波紋の滋躍をが 45'0であるようにした.

ま塁f母{畏護主 iま露きにタオんを夜援あて、 李主性i是認では

仲エユ'/弓 ω イ m t-..;，..品タウヤ 2レ浄急'-r' 院にアk拾が

き当たらないようにした.保護主終織はいずれも 2分

言語で‘ 前後 s分言語の皮幾重証書記および皮居室認などの
終惑を観察し、なおE支持寄綴絞め室長をはっき与させ

るため、 係書量産言、 保護議 ttに泌総挙上J'I手専をかけて

計事毒した. r百j苦寺に設機言語畷・護霊労感・校}耳禁罪主李の

歴書立買を行ゥた. この保護主2霊験l土問一終郊にま老けて

2夜行うことを量設けた@

{重幸男~ J 

L保護霊による皮言警護遣の変化に援はない.

2， i保護基滋僚が下がらない場合、章主f生保護主よりも、

音量殺保護基の方が、 保護霊中の話証言電 i土上昇する.

3挙上負手寄による夜詩書盛絞め変化に皇室 iまないが、

保護主iIIjO)盗事をのよい人ほど変化が大であった.

L~ 議後の t証言竜 I土、 複数保護までは上昇するが、章主

役保護霊ではあま守変化しない.

5，皮随筆主の変化 i士、 空宣言望書事の方が総量襲鰐よ号も上

~. t-‘ 章受労感で法、 霊童労慾{ー)若手のユちにおいて上

昇が綴懇であった.

6， t生R雪量耳に1llIt-て i土、 室電体長持で皮語審蓄量の変化tま蒸

し〈上昇し、次いで‘普賢総禁罪、 H絞燃の霧1であっ

た.

128) 皮i議d読書記の研究{第 3報)

一一段華ljj数による局所飴1i定・ E主!議1滋の変動

千3さf美女三5:業;fH重正器等学校
ot;7k 俊二子

千葉大学:1H護学書名選議案主主研究指議事センター
内海 i奨

[録的Jlll.はさま?議、 滋段、終;こ{本棄さの放散と-~を

の関係があり、また、体熱の得絞とIfiI液の苦言環と

はきわめて筏後な関係があると言われている。今

日]、思議を被覆している隠緩と、忍者が体を夙に

録している時間とその~寺の燃の号室さから、循環爵1

淡怒と皮j議意義との傾向を議ぺた。

[対象]慾僚でかつiE1なな成人大学伎 4名(王手均

年令21歳、女役 3;g‘努後 i名}

{方法] 被害実ミ警は下着のみの索JUUこ授宅きをま雪せ、

ベッド j二iこil¥l隠u立とし、 E主語韓首i総務2をの要義援対お
よび皮 j爽滋度計の ~4 意義子をtr.ポi院内容警に裟簿、 E誘

風機iま綴2宣告話役より 1mの場所4こ緩き遂罪主した@

なま宮、 持}布でさを身を擦った時もさai奇障を内容警の部分

iま銭 ìb し、隊員~j苦撃の警暴露には支隊のないよう工夫

した@風iま強風と数段、 60秒と 120秒、全身を護

った場合、下半身を議った場合、余〈察わなかっ

た場合、タオルケットと延命の場合、計24巡りの

条件で変化畿を認定し、手事意義の主義Aを行った@
〔終笑及び考言葉] lll.JIi!Jl毅による皮i議長証淡iまー滋殺

に"f絡し、 ~Æの降間後4こ然大の{績になる@その

後、送燃をや止することによって、 1写びヨ己の{読に

mJt変する傾向がみられたe
今@llま皮長奪取流の初期変動ilIIaと皮主義・滋去をGの

4).条件における分数分析比について諮ぺた@

すなわち、さを例においては、決燦滋養G!l)タオ

ルケット塁手と毛布署干の若手間分散に、 また、皮縁取

流変動{滋aの被稜部分)jIJにみた書写潤分散に、者支ま

な F1.療を認めた。

とくに微風タj滋においては、 E主持警護議室室Gのタオ

Jレケット喜幸と毛布若手の翼手間分教に、 また、 120秒

刺激においては、 E支持寄廊淡変動{復aの主主覆書官分}jIJ

iこみた喜手間分数に有意、な F綴を見tI.lした@

〔結論}このことから、タオルケットと毛布とが

人体に及ぼす影響についてそれぞれ設のあること

が機察された。
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129) 皮障害血流の研究

色環境の主著書記への影襲撃一

札幌阪科大学 fH毒素草炭

O 浅沼 AiS 

千祭大学君:i~葉学部議議実験研究指導セ Y ター

内浅 草宅

入はさま~まな色の環援の中で生読書している.

i:.I環境 i主人!習の心身に影響を与えると会われてい

る.務議の環境としての色の影響が終潟東11盤の知

覚にどのような綾1+を構成しているのかを調夜す

るため下認の受験を行った.

[方法]対象 26殺から 35般の健療な女性 B名

総受験数 72例(1名につき 4色を各 3@1)

被験者を安喜多鼠床とし‘間療をなるべ〈燃かせ、

約 10)レックスの色光線を照射し、手客務指'U震を 60秒

加え、皮廃虚流の変動を総定した.

色光線には、号号・赤・脊の 3穫を F耳い、また，1{

綴 t士、右上競外綴訟を君主主震パサミにて!i'lJ殺する方

式とし、喜善点在チェックして‘可及的{晋1ー負荷と

なるように心がけた.また、終綴!i'lJ激の慣れを紡

ぐため、実験 lま 18 1聞とした.

院総窃11漁 r共に、 p.in Sc.1符ミ害者記入させ。

色のイメータを聴取した.また、童書在性不安テス

ト商品S ならびにそーズレイ性格検ま堅持Pl・色の好

み・綬労感・窪綴感・性周期などを記録した.

[幸吉奥 1

1. HA告と割引・忽の好み・疲労感・窓際慾・枝問

燃などを喜平別に比較して、1{葬者!i'lJ激による皮膚ffiI

淡の変動僚に、いささかの関連を認めた.

2，すなわち、各i:.I光線照射群 jjlfにおいては、 i終n

に、最大の血液変動f高 11，66μY を緩めた.

3，好みの色の害事では、好まごfる色の群よりも、手客

室奇声IJl懇の時間的機交には綬絡が認められた.

4色のイメージ(アンケート 20.<目白) 1士、各色若手

別のパザマックス問転後の隠子負符是正より、恐怖

緊号室留子 (F1)、活動因子 (F2)、不快調子 (Fめとし

て納t甘された.

5， f客綴指~ i懇望さ室主待問が長いほど恐総緊張関子 (Fl)

i主語審僚を示した.

[結論]

色の環境下での終芸者約機著書交 l士、心身相僚の後

序を察づけるものがある.議護者 t土，慾者の色環境

の繋織に関心を持つべきである.
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130) 喫煙の研究

一紫綬による皮長聖路液と STAIなどへの影響-

1奇二正医科大学隊長室病院

O飯島紹子

千葉大学理雪量産学部議議実践研究指導センター

内海 潔

号電占望者の告書媛によるストレス l士、生体に大きな

堅手意撃を与えていると恩われる.禁煙が及ぼす心身

への護害事撃を皮燃頭流・血圧・露主総‘および不安の

指標を STAIの sおよび?の務長で銭繁した.

{対象と方主主}

対象 26-36般の健康な女役 20名

方主主:被験者に対¥...， 24時憾の紫綬をはさんで.

3隠の喫幾実験を行った.皮淡路書記・血IE.際拾

および STAI の滅定を行い‘ E高2回径と第 3図自

とに i主、妻宅熔状況認査項目を書記入させた.

{結楽ならびに考重要]

1.渋滞血液の変動 iま喫燦の負荷によ哲、増大する

傾向がみられたが、紫綬詰告に比べて、禁煙時ある

いは紫綬後の援は小さい.喫幾による緊張解除が

i怠寺舎の伶E要性を促進させたものと怒、われる.

ラ町 STA1 t1) SII蒔lま 事事持憾にト草HぞP.I，め 隷健全をに

えに E売った憾で i士、義理主霊前後を殺してあまり

変化はみられなかった.略産慢による状慾不安と特

性不安との影撃事と.~われる.

3. STA 1の得点別にみた血統の変動で i士、然媛草寺で

は不安の 'J、さい場合には大き〈、不安の大きい場

合には小さかった.しかしながら紫綬実験時には

この関係が消失していた.害警媛による喫燦負荷の

彩撃事の大きさを示すものである.

4.と〈に STAIのTiI農において‘不安の大きい場合

には血淡の変動が小さ〈‘喫煙の負荷により、血

液変動の線大する鰻向がみられなかった.

5.然燈状況調まま項目はパリマックス回転でfi.l子分

続を行い、 累積号寄与喜善 66.34 X で 3~喜子 F1 r身

体的不安鶴子 JF2 r t脅緒的不安fi.lニ子 JF3 r総衿的

不安E君子 J を始的した. F3依然懲時のJ1n淡および

STAlの TF 11ま禁煙前の盗事室および禁煙後のSTA1の

sに綴関がみられた.
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131) II立後幸子三塁の身体約・心I'p.rt1影警警

告義浜市立大学医学部付塁審潟等寝室護学校

。野村 騎手ミ

東京大学大学銭5震学系統究科E窓際係長UI関i学

Eヨ復 R. 

EI約

1985年より毅髪室護淡の中の誇のおi霊童について災

受し報告した。これまで f騒音j と誘う資の不快

な街について研究を遂めてきたが、今初夜点を変

えて狭量警な霊童iこgを{勾け、護霊縫管室主の身体的・心

安霊的影警警について実毒素し分析した。

宮方法

対象 20主義の長室E誌な答護学生 7名(女子〉

鈎間:1992$ 3fl30B - 4fl 普段

1992年 6fl16B- 6fl22B 

滋所 y密室護学校言葉空手家

使苅襲撃務転車詩滋務主主チ )vモファイナー(テル

モT草加告書) 2会・自動血圧計〈コ 1)ンf喜子隊式

会社Sト 103i 詩0.003237.002620)2会・誇遜喜重資

計 〈ワオe ンNA-12)、水量主体言遺言十

実験方法:数量議選ぎに対し、 2提言争E寺と{本ぞれ Iむに

動かせない若者童書状慾E寺iこ淡の15と、 E禁滋EF菜H:き

かせその彩警警について体滋、阪夜、燦l!'J、喜子ゐ駁童文

の変化と、::t綴的言手右翼として霊童筒形式の議君主主をii

い検討した。

盛 紋5装および考察

安害予防求書守護蓄はほとんど変化せず、 B室主議長護主総立望

書寺lま50分以降上昇し、主主のぎは徐々に上昇し、事P

脅迫しE塁機蜜議室憲章立宣告寺 iま60分以降に上努がJi!.られた。

喜子震設に潟しては、事者総 E寺、'!.<際音寺~~に変化が見

られなかった o I盆伎は、害事務iし漆綴王者繁華霊童宣言寺は

徐々に下燃し80分以降上昇した。

アンケート議運至宝では、事事務111寺lこ約、襲撃、 後主主総、

媛擦が f非常iこ務いj という訴えが多く、 「イラ

イラする j も多かった。喜善命1Lll霊綴音楽憲章立宣告寺、

f非常に綴いjが線総のみに比べ少なく、 f気持

ちがやわらいだJ D誌である jが多く飽かれ、

r i可とも怨わないJ rイライラする j という訴え
はなかった。玄室量的若手緩では、資還さの究~I耳がHJlら

かになった。客室量的 iこは塁導入廷が大きくぎ手綴が約

霊童であったが、主主義守若草ではその効果がま君、められた。

132) 去の長率じ方 iこ震2警察を及 iます因子について

{言IH大学復綴校総綬怒!大学きs看護学科

O.lJ1t塁線子、こu霊鶴子、総本滋炎、 E主党議紀子、
?義孝H菱総

然続内の怒号苦 lこ隠する研究lま数多く行われてい

るが、従来の研究は::tlこ建築工学iliiからの雲君愛や

慾者の綴lJlJなをSli"害事の爽慾議王室が多く、塁塁送と怒

じられる妥のj湾波数など災体的な絞認がどの寝室芝

努の!慾じプ'ilこ影響を及iぎしているのかについての

実認的な研究は数少ない。そこで私壌は 2、 3の

塁塁Eぎについて、ままのj寺ついくつかの性気がその畿

の感じ/51こ影襲撃を及ぼしているかどうかを、 E苦言霊

数分析法害事:こよりそれぞれ検討した。

喜書室霊 iま大学雲寺長完の内科書寺後において行った。務

j設塁塁王苦言十(NA-20事 RIO詰〉をデータレコーダ(RTR 

時 50A. KYO菅A)，こ擦を棄して大銭授の2室内iこミ愛護霊し、

案内外で祭主主する習をi肇後約iこ誤o芝・記録した。
法'ltE防衛]{警は走塁F較的後、後怒から務会草寺閥、夕食

前、 j認1J後の 4っとし、 3苦言後においてそれぞれ

80分ずつiiI'l~芝した。設j援した資は多 m途5主体後警霊

長率析プ口グラム (BI詩UTAS.KISSEI CO詰TEC)1こて

長率析終段し、 ワゴン・ li5予言・定資の 3f警護支の畿の

大きさおよびゆ心潟主主童文を主主め、 さらにE喜塁塁審に

ついても検討した。またそれらむ衰の発設委長皮に

ついては、 30f舎を l懲役とし、その閣に替が妻宅金

している f員会を I@]として80分織の発生問委主を求

きうた。悪霊務総 Ætを各雲寺協議長~ 1こ各務授の入後感翁

iこ土、jするアンケート毅号室を行い、 J二l!e3 f護実費の衰

のj慾じ:Jj受検討した。怒擦には VisualAnalog 

Scaleを改変してf語い、 r ~誌になり皮 j としてま受

渓して先主主した畿の後震との綴関関係を求めた。

その総長ミ、会での習について走塁隊約後の r~誌に

なや f交j が章受も大きいことがわかった。また n誌
になり皮j と足音・議声のを震度および絡塁塁審との

隠]には中後夜以上の魚の総!議関係がみもれ、 r ~誌

になりtll:Jと中心j議後数との間 iこは、務干の廷の

搭関関係がみられたが、 f予誌になり夜j と衰の大

きさとの阪にはほとんど総隊がみられ忽かった。

以上の幸吉葬さかも、資自体の大きさよ容もその安基

金殺皮やその時の静かさの方が、ぎの怒じ方 iこま3

してよ 'H金い塁5警警を与えi写ること、また綴tll:が少

なく j渇騒が綴かであるほど芸誌になちやすいことが

示唆された。
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133) 皮膚血流の研究

一音刺激の待問的操作による影饗 第3報

三霊祭立看護短期大学

0河原笠子、怒本三智子

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター

内海 i晃

[目的]音楽は、医療や看護の場留で多く利用さ

れている。しかし、それが必ずしも生理的研究の

よ1<::行われているとは言い難L、。我々は前館、皮

膚血流変動の実験を行い、時間的操作によって音

刺激に対する生理的変化が影響されるという ζと

を報告した。今回は、音刺激の時間的操作を顕在

性不安検査と級会せ、その影響を観察した。

【方法]対象は際、カl乙異常のない女性4名 (1ド齢

31土3歳)である。防音実験室において、臥床安絡

にして、アイマスク装義、単音刺激 (YAMAHA

ELECTONE FS-30)をイヤホーンiζて両耳より聴

取させた。音iま間欧刺激とし、第 i笑殺として

2秒、第2実験として i秒、第3実験として 0.5

秒賂綴で与えた。皮!脅血流援をレーザー疏1流言¥.

(ADV必!CELAZ田 FLOWMETERModel:ALF21) 

により、右手第2指指尖昔話にて測定した。会実験

のベ48回を施行した。また、対象の各々に対して、

実験後iζ顕在性不安検主主(MAS)を施行した。

{結果]30秒間の音料激による血流の変化は、上

昇型・下降型・.1f-磁波の 3形態とした。同一人物

において、血流の変化が常lζ何一形態号告示すので

はなく、 3形態が混在して認められた。上昇する

ものの{夜、下降するものの値の最大飽をとってM

とした。第 i実験、第2実験、第3実験のた11ζつ

いて平均値の主主の検定を行ったと ζろ、 3者間iζ

有意な主主は認められなかった。次iζ、MASによる

不安得点は、高度の不安を示す者(判定1)が 1名、

かなり不安皮が高い者(判定日)が2名、不安皮

が低い考(判定N)が li;であった。、判定iでは、

1秒間隔の音料激による血流の変化が、 2秒、0.5秒、

街隔に比べ、有意iζ高かった(pく0.1)。判定日では、

3者濁IC有意な変化は認められなかった。判定

lVでは、0.5秒間隔の音刺激による血流の変化が、 2

秒、 1秒間隔に比べ、有窓iζ高かった(P<O.l)。

[考察】以上の給泉より、心理的な影響によって、

テンポlζ対する生淫的な反応が違ってくるのでは

ないかという示唆を得た。
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134) m I実血液の研究
一一一幼児の泣き向指j激と幾官事n設との

人体に与える影撃事一一

絞皐~書室技衛短J!Jl:大学

01罰禁早lIi

千葉大学務2護学部翁議実践研究指導セ Y ター

内?詰渓

子供の泣き声のW1J激 iま、それを総〈人の機動を

喚起し、心身に大なる影響を与える. W1Jl撃として

の幼児の泣き声が及ぼす影響を、今際、皮信書耳証書記

そのイ也の認定績により観察したので報告する.

[実験方法}

対象 iま 26~ 36裁のを塁後女性 18;s~童数総のベ数 35例

である草署員{ま屯 自か(L-をし‘防音窓に安古書臥

床させた被験者にイヤホー y から一定資援で泣き

声の脅W1H震を与え、対照W1Jl震としては白色雑音を

与えた.実験の全経過を返して、皮凝血液の溺A

を記録し、問時に、設者向・雑音のそれぞれに対

する感想、耳Pl テスト、実験憾の疲労感の程度を

記入させ、小児科経験年数や子供についての質問

を合めたフェイスシートを作成した.

{キ E宅金書嬰 1

1.音事IJI撃による鼠君主の変化 i士、滋少するもの、増

加した後毛善幸少するもの、増加のみのものの 3パ

ターンがある.

2.血流の変化は‘設き F包刻激の方が綾音刻器量より

も大き〈な守、対をなすト検定でほ 5%以下の有

窓設が認められた.

3.主主労感別で i士、 重量労聖さがある綬、録音刻苦置によ

る政流の変化 lま港加する.

4.子供が好きでない設、殺さ戸東Jl震による廊流の

変化 iま滋少する.

5.雑音量罪j苦震による鼠流の変化 t士、疲労感、 HPlテ

ストの再尺露をと線路する.

s.泣き伊東n設による血流の変化lま、小児科絞署員年
数や子供の好き緩いに関係 Lていた.

[，考察ならびに結論]

殺害声による約者数 l主、雑音量著者震にi主ベ、人体に

及ぼす影襲撃は大きい.しかも‘綾音刺激に比べ、

それを縫〈人の心理的機動を左右する.また逆に

自分の子供の殺さ搾がHaternal ldentityの確立

の慈善警として不可欠なものであり‘務設の蘭から

もゆるがせには出来ない.
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135) 審議教員養成講習会における授業研究

指導の一考察(第4毅) ー認知領域の評徳一

f]、念南看護専門学校

O関緒美智子
基1l"71)ア学院短期大学

小田正校

九州大学医療技術短期大学部

同本務子

I 臼的: おける f看護教

育方法jの過去3潤の研究結築をふまえ、今回iま

達成度の低かった授業計衝に焦点号をあてた。認知

領域の指導の強化をはかるため、指導if3筏の改妻子

を試みたc教育実習前後の罰i速度を客綴試験'?:m
いて分析し、指導者による飽JjIJ詳綴総菜と対照し

検討した。

E 対象と方法:王子成4年度「看護教育方法Jの

49人の事務、事後テスト結果と指導者7

人のfiJ逮度評儀袋を汚いた r指導法務jの各行
勤続擦を援に昭校択一・一部多絞選択式の幸子緩試験

問題25r湾作成し、教育実狩前後lと試験を実施し
た。成綴給身ミを難易度と識JjIJt旨数で項目分析を行

った。さらに、成綴給5裂をJJi立言?と下佼若手に分け

教育実現の有効性の手fjま殺与をみた。一方、指導者

による到透度評{泌総去さとの対照を行い、認知領域

の渓成度を検討した。

滋 結祭客叡試験25r努の項目分析を難易度

と識別指数から検討し、適当な問題 12r笥lζっき

平均値主撃をみた。教育実習と認知領域の到透度の

関係は、手ま窓(Pぐ0.05)fこ効5裂があった。成総総

菜のJ二位若手と下佼震予では下位若手のブ:nc有意 (P<
0.0]) Iこ効果がみられた。 ②指導者のfiJ透度許-

筒結5裂は、指導考開設が有;窓れ(7.68)>F(2.32) 

にあったが、3f品成3年度と 4年度の比較から認知

領域の部j漆皮は有慾(P<0.05)Iζ上昇している ζ

とが明らかとなった。

IV 考案等教育実習は認知領域の到達皮をおめる

要因にはなったが、客観試験問題が識別カを判断

できる問題でなかった為、充分とは言いきれないc

試験問題は、棄を易度、議JjIJ指数共i乙良い問題であ

れば、学力・才~J断力を宅主観的 iこ測定することが可

能になる。その為!こは、問題作成降、記憶力・解

釈カ・問題解決カが評価できるように問題内容を

吟味する ζ とで詳舗のエラーが予防できるだろう。

136) さを康問公私立大学病院警官重労王望者言翼

手手会受縁者のi塁塁専務資からその 1)主義ァド塁塁役

とライブイベントを中心に

千繋大学卒?喜望!'f:音ß~苦E義務言要笑芸養研究センター

01主iZ. みゆき

怒声草子

くはじめに〉喜善後続撃撃のrj1で綴授は務署警奪還E還を総

長号し雰竣ケアを縫依するうえでの撃さである。綴f建

がどのようなキャリアを務んで自己の人さ主を歩ん

できたかはスタッフ育成j二繁華警な窓燥を持つ。

~センターでは宮吉宗]57塁手のがIJft 当初よち文若手省

から3是認され国公私立大学絞殺害すま襲今季警護者綴努会

を犯と号室霊党し以来 11号，~こ及ぶ。今回は昭和 57塁手か

ら63年遂の受絞殺を対象に李主管・撃菱塁塁・察後援の

.::::.l限緩から受縁者のライフコースを務室悲しその察

隊といくつかの特徴が籾かとなったので警護脅する。

く研究方淡〉綴炎対き裂は奴京157~手 ~63J手 i茎の防護警

務会受縁者 513名のうちi塁警察・爽議会党不明を絵く

452名e 方法は?を若宮終f野綾主去による。 有効寝苦空宇

338 (71.8%) 

く終楽・ヨ?要望> (i) :t喜本緩役:忍1言受鈴49.4義援，総

長の各主f.鈴!習におめる総会をみると問主主では45-

55後燃に、公立・ね立では40-50議i習の占める務

会が害警い。 魚綴f墾4まljl.均 57.係、 笠主主)1I主雪夕現は

27.6語教で、 5翼後言語長案では 25-2容量設が滋綴!援をffi

し34詰読までに 93%の傘が銭安脅している命総書警考

の号0.8%がチを持ち、受悠聖堂は1.9入、愛子出

F翌年暮誇は28.4長義、 栄子出E豊作綴は31.3声援e 数3聖

夜景 3ま繁喜警 9霊祭主究所 3~手富豪穏卒3塁手守が 9 綴. 1日樹

皮 2%.宅まま重大学:・綬大2%、最終学賞室が一書霊祭

大ー大学卒繁者は務綾系を含めて 22名 (6.5重}で

ある。 1名を除く 21名3ま務霊童奪還をしながら二銭s• 

i霊長雪義主管を受け、 務波大学長老有罪ヰ?の者 23i1、i護学

予定券 25i1で、そのほとんどが{上容をしながらの

ま主学を考えていたe ③銭安警を中心としたま苦労パタ

ーン 9剥が一焚書記労援であり、 喜重奪還-j!}銃撃遺愛

(:;'主体の12.以)の9害すが綬疑者で、 i笠{'Cが下がる

ごとに緩奪著者が少なく撃霊場環境己主主警の影警警と考え

られる。③ライブイベント:専門学校本草遺症手際と

初夜年総は若年綬lまどわずかに潟く、 --15紛緩か

ら初絡までの真喜llIlは長くなり育児翼芸評Eは緩くなっ

ている。 この傾向は f女絞殺議長塁綬J1警交報告を警

と問機ではあるが、ゆるやかである。これは発生

匁織が3~4議芸者いことによるものと怒われるe
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137) 全国霞公訟立大学病院壊まま量管理望者毒素務会
受喜章者遺骨事務室空からその 2)

ライブコースとキャリア発途からみた綴授の符役

。禁メリF草子， 1霊友みゆき

ごf~雲大学務官護学部隊E毒殺緩爽践研究指獲をYト

{研究目的J (その 1)ですでにのべたように1M

tントにおける文書事省主催の本言語習会は、昭和57年

からすでに ll@lを数え、修了者は805人に及ぶ。

ここでは、護ま緩組織の中間管理若手としての綴授が、

どのようなライブコースを歩み、自らのキャリア

開発をしてきたか、その使途及び際空寄察官5を明ら

かにすることにより、これからの人事管環におけ

る務幾スタップの芳成への示唆とする。

{研究方法}要望関紙話題資t去による追跡蓄電交。

{対委員]今おは修了者の中、昭和63:!手までの受喜筆

者513名中、宛先の判明した452名を対象とした。

{総菜}回答者は338人(函1奴1f¥74.8%) 

J)役撃著書記任雲寺の平均年総:主任 32.5重量，鰯f主38

.5緩， fJ看護部授47.6裁， 官官愛5J.4歳。 設霊童i主体

別では主任・綴f査では余りま皇はないが、 若宮望書F長

では開立(新殺・ 18重量約は不明)が47.0重量と霊をも

ま雪く、 最年長は公立の57.0重量で10義援の喜男きがある。

2) :コーホートでみた役軍霊童主任時年齢の動向:出生

年F害援別に役軍護産主任均年続をみると、 近年になる

ほど若年イちしている傾向が認められる。

3)怒革審の有終と役軍護産主任均年齢との関係:際軍事経

験のある者は37人(10.9%)低率である。産量撃害時平

均年鯵は28.1歳， 後機器寺年綴は32.4綴， 警豊穣英語翻

は4.3年で子育て終了後に撃著者懇t室長著している。

4)界経費型塁手と期限:平均5.5年 (71誇がふ7年希笈)

関主主務塁手なら43.1%，かつての絞殺若手塁手28.4%，現

告事塁手23.9%，その抱3.7%となっている。

5)ライフコースと磯位との関係:結綴を中心とす

ると 7H1'に類裂化されたが、大半がー爽就労M

1で全体の88.9%(未婚は将軍)である。

6)キャリア発途上、事章容となったこと:隊怒あり

は30.8%で、 その98%が f家庭Jを隊客室雲間とし

てあげ、 113は f子育て中家をき主けられなかったj

とし、 『雲襲撃は31.:1こ凝らないj とする窓識と笑慾

との食い違いが籾かとなった。

7)役綴就任と受言語との関係:9鈎以上が言語授就任後

(3年来蓄電35耳、 5年来番号56%)で、 希望待Jl1!はま主任

総15.4%，室主経後82%毒事、 5建慾と望書留が'flJ吻した.
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138) ;fi議綴員研修の体系的整織の1ir吉1

千護大空詳意H葬祭器

JH奪三区践研究指導センター 011=.滋3王子

千葉大学医学部隊属病院 五十嵐奨知子

第18回総会において我々は F院内数奇にみる選

議機員研修の課題J として次の主張をした院

内数Tぎを効果あるものにするには、看護婦のそれ

ぞれの段階・時期に期待されるカ祭を明確にし、

モの尽標を逮成するに妥当な内容と方法の機器寄が

必要である。 J

昨年i土:tに旋内教育に関する綴告の内容を分類

繋1壊した。今回i土、 Z宅内教育実施上の問題点を1I1J

t討し‘これを解決するための体系的整織の方向を

採ることを図的とした。

方法

252霊協会の日本看護学会 F看護管均分科会J
1980年~ 1991年に報告された錠内教育に関する演

題 237題のうち、 「院内教資実践とその成果j の

綴告 186題に記毅された筏内教育実施j二の問題点

を抽出した。この問題点、を繋怒し、解決のための

方策を採った。

結果

問題点i土、指導内容、実施時間、指導者、傍若草

方法に大Jl'Jできるが、これらの問題の根怒は以下

の三点である。

1)表議慕礎教育との関連も考緩しての長期限j主要

裂をもたずに、短期逮E主的な詔i終に終始していゑ

2)教育が:til議録の勤務待問終了後の私的時間を

用いての、あるいは看護験員間の毅務の潟がわり

のなかで行われる@

のこれらの教育の成立を可能にし、支J要する
f研修篠j ともいうべき法的・i!jJ度的うらづけが

ない。

これらの隠皇室を解決するための方策を、下記の

作業をもとに提言する.

すなわち、看護謀者続教育及び看護霊室長生緩教育

に関する室主ぎ‘勧告、報告言号、法律と、教締の研

修擦を保憶する数芳公務員特例法との対比である
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139) 審議繁王室繁務における劉長議長への委{壬につい

札燦医科大学的意義務総

O大槻滋子

予言葉大学審議学部総康器守護実践研究指さ撃センター

費支ロ全員努

{はじめに]

l!il寝15If手"大学総E遺書有者完の餐獲渓1の5受鐙について"の文

部設局長i盈i翠により、協会議災のf空襲菱が初めて設けられた@

しかし、その役室IJとしてはf綴奈の薬務令襲警依し、必警警iこ

応、じて、その議室務を代行するjとされているのみで明獲で

はなく、縫って、 15王手以上綾i塾した今gでも、施設により

慾いが箆られる土議会も少なくない。

干し暴露箆科大学的E義務総においては、富~長議長の任務として

f争議長を撚{左し、分拐された僚懇の護襲撃遺燃の綴喜撃にあた

り、長選及。〉不{fのときは、その多量務を代行し、併せて教務

及び研究の協力をするjと示され、さらに護撃機捜索務を

や心に13耳mにわたり明記されてる。しかし、約機によ号
役l!IHごfきが気ち.h、いまだに不堅丹後さがj感じらる。
そこで、 今際、 生議長及び翠1I争議長の雲菱多義務主主(fに露首長議長

への唆安芸繁務の察後状況及び委{壬についての考え方令併せ

て喜善幸を検討した。

{対要員と方法1

~大学手H燦綴絞め長議長24名と露1I長選後39若~O)富十 63名を立す室長

iこ、 B 警~J号警の宅警多義務をタイムスタディー法をF詩いて滋室ま

し、それぞれの繁務内容令分綴して比章受検討した。なお、

繁務分類i土、緊捜索手語、怒、苦言君愛護、走塁終・事霊祭・議室室、 そ

のf惑の4分まとし、その内ミ警は 177f翼13からなる。また、

総長議長への管理委義務の委任状況と委任iこ対しての考え方に

ついては、 96J質問からなるアンケートを行ない、 I司擦に分

析を試みた窃

{絵祭}

l) r慾苦言務5警の号霊安室jの<tで審議m認の綴主撃、 宅雪5菱言十護霊の
言u撃の霊平{菌、 f薬品・物品のを雪渓jのホで喜芸誌の管怒の
言十3f真Eltま、すでに塁手i長議長へ委後されている状況にある

と怒、われる。

2) r ~塁、苦言審議の竜安芸霊j のやの繁務言十E裂の lL議室、怒2警の抱護霊

の2f翼13. r薬品・物品の管怒jの仁和の務誌の轡望室、医

療・餐議F目撃喜品の繁潔の2f費目。 rli蓄設・際機の繁華霊j

のゅの安全管潔のための点検と鯵還の l項図。 r教育f器

禁事jのやのさ学生の慾E夜祭事号の援鋭、意ta整助手の数努の2

摂Eヨ、これら計7f買悶については、まず， a君!長議長にでき

るだけその対応をffせ、その後、長霊祭への遂事喜・綴告を

行うという、霊童f霊的な管E霊雪量務として、塁手j皇霊祭がfTって

もE追いと考えられるe

140) 審議燦の就労潟i護姿協に関する研究

ナースパンクの求磯繁からみた12年閣の変化

東京大学医学部縫康科学・審議学科

。佐緩鈴子

千葉大学看護学部泰護実践研究fi'i謬センター

主主メIJ浮子、長友みゆき

{はじめに} ナースパンク王葬祭は近年の急激な

審議長講不足の中でその活動が見渡されてきている。

入禁ナースパンクに昭和54年求滋登録した雰議録

の笑態とその就労関漆察関については、すでに小

校・草刈らにより報告されている。ナースパンク

のある入浴は平成4年4月より政令指定都市とな

るなど、この間の潔境変化には妻子しいものがある。

そこで、 12年後の実態と就労関連要図の変化をHJl

らかにするため議変念行った。

{対殺と方法]H 3 年 4 月 ~4 空手 3 汚までにナー

スパンクに登録した審議燦 401名の3RJl議繁より以

下の項目を摘出しデータとした。鐙人的j議役{年

鈴、言反核構成など 6~湾民)、言íî議場iJ8駿建段、希

望勤務条件、j'!}紋織状況、その他3項Elである。

{結祭・考察]①3R緩苦言プロフィール:綴年少21

綬から緩否認68歳、平均年齢 35.8ゴヒ9.72歳、給総

務83.3%、千王子号室80.5%、手王子容のうち未就き別立

た有する者60，6%である。路孝054俸との比較では

王女綴苦言は1.61部こ増加し平均年寄告は4.6綾老若年化

した。婚鑓芸名、有子怒は低下し、未就学児令有す

るままが土議加した。③詰寄綴土惑との関i護:iJ8藤平均年

齢 32.5ゴ!:9.99歳、 20ftの退駿 56.1%、平均ブ

ランク 3.8ごと4.43母、::tな退綴理由は結婚・結婚

転居、出塁霊・育児、 3たの転勤・転E主である.J怠毅

王手鈴lま 3.2喜委主ま匁化し20代のi霊験が増叙した。退

総理Eおは吉ii沼童書変とよく類似している。③殺さ設勤

務条件:パート、夜勃吉子が滋1JrJj傾向にあり、毅住

接近志向カ>i!惑い。③袴紋滋状況:湾就綴号室は全体

で69.1%、未就学3立を挙事する替は就学;立を季ぎする
ぎより{尽く、透勤30分来i議を希望する替はパート

就業に多い。湾就駿議室は{低下傾向考古示し、未就学

児を軍事する苦言の湾就織率は前窃より有慾に低くな

っている。

[結論]この12年間に求綴蓄の若年{とと早期退職‘

早期綴場復'熔の就業パターンに変化してきた。そ

れに伴い未就学児を有する霊まの3R織が増加した反

E耳、得就毅E震は低下し、改めて保育が限答要因に

なっていることが確認された。
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141) ナースパンクの求尾霊祭からみた J住宅~di 

綴の就業関連要因

愛知医科大学燃焼続続

O三輪笑子

子楽大学肴議学童話看護実践研究指導センター

主主刈淳子・長友みゆき

{はじめに]

総床1見場における看護磁の定着率の低さや看護

綴の各年化i主人続怒者に援供する審議の銭の低下

につながるだけでなく、務議録一人あたりの労働

i:H宣をi曽加させ、更に看護線不足に拍車をかける

結罫!となっている。審議織の就業側主主要阪につい

ての研究は、これまで迫撃義者の窃から多く論じら

れていたが、今回は就業を希E遣する家験者に焦点

をあて、 1ヰ就擦に影響する望号ffiIについてまBるため

総資し昭和 54年の先行研究と比較・検討した。

[潟資方法]

千葉LQナースパンク iこ笠録した滋宅守護綴 17 0 

f名の求際緊より次の 8J君gのf奇幸習を!f>(援した。①

主主銭El(珍年齢③さi"1lま④数百E③家族状況@li有数のill

悪霊殿一色⑦車，t撃をについての希忽1奇El⑧就駿の状況

[結!.l!と考察]

1 ) Ift:fj護鰯の求毒筆者の平均年隊iま、 3 6. 6 

+ 9. 5 8級、 at綴率 8O. 5 %、 手王子~ 8 g. 

7% 、手王子者一の内訳{ま就学首~の子を待つ者 3 8 

5%、 7歳以上告 し 5%で、 4 6の部会で

、昭和 54年の 6 の機成から逆転している。

2 )絞殺希妥条件では rr器禁時期Jと f末子年

言論j 、 rii!i勤時矧 j と f米子年産品j 、 f夜勤条件

j と f勤務形態j 、 f綴綴j と f勤務形態J との

簡に強い関連が認められた。

3 )湾就喜義E容は 78. 4 %から 62. 7 %へと

大きく減少しており、 f王手続米子年齢ブ

ランク r1告祭E寺期JIこ強い関i車が、 f 開始待問j

にやや関連が認められた。

4 )耳就悪霊できた主警のうち f通勤時間 30分以

上可能j の容は年齢に関係なく共lこ7lfiJと高い。

{まとめ]

f 年齢 35歳以上、末子年齢?歳以上、ブラン

ク l年来潟、就業持英語 iヵ月以内、 9B寺始業j の

t告に湾就数2容が脊慾に高い事が判明した。つまり、

求縁者は家庭との雨立を考浴して勤務条件を吟味

し主体的lこ磁場選択をしている事が糸唆された。
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142) 審議苦手のエネルギー消費還に関する研究

ーシフト事1)および病練習IJの比絞ー

滋E霊祭Jr.短期大学審議ils

O玄関公子~寄本 明

彦綾子宮立病E完

主持 宝章慈

一級:こ看護燃は愛労!勃ととらえられているが.

実際に身体活動を援労働として示している資料は

少ない。 l実者らはこれまでに.看護学生ぞ対象:こ

窓床実習日毒手菱包および!本 B のヱ手)~ギー消費

量まについて認べているが. 実習日:こ生活i言動強度

の愛いことが示唆された。そこで今回:立.審議者

援対象としてシフト別 (B勤埜夜勤およびi奈夜

勤〉および病篠別〈外科系および内科系〉のエ芋

)~ギー消費量を V 00/ H R 方式:こより求め. そ

れぞれにおける身体活動遼を調べた。

[方法}

被検者は. 23緩-28殺の総合病践に勤務してい

る看護者 8 名である。 24B寺関心 J自治 Ú)~ 査は.各

シフト銭 tこ 3 日づっ行った。エネ)~ギー消費援は.

心f自数と霊童素摂取震との線開関係者示す間然直接

から後定ずるもので.それぞれの被験者について.

安静時および運動時代裁を約定して留保箆綴を求

め. 24時間心Is数より築出した。心治数:ま. 1実存干

用心1st士記録装苦置を用いて 1分単位で記憶させた。

実草案は. 平成4年2月~主月:こffわれた@

[結果]

内科;宗務機および外科系病僚の各シフトのエネ

)~ギー滋霊堂箆〈丹ean 土 SD) は. 日勤が長も多く 2247

土463および2240土231kcal/day. 次:こi程夜空hが多

く 2140 土 473および 2161 土 211~cal/da，・少ないの

は深夜勤で 1980土380および2125土373hcal/da，で.

いづれの績の簡にも有為な王室は認められなかった。

ところで.日本人の栄養所重要援 (1979年 改正

摩生省ふ看護告書の労働を菅i置の生活活動強度

lこ分類し 1Bのエネルギー消費f量を約 1800-2000 

kcalとittJtしているが. これには三交怒勤務の2差

異は示していない。一方.沼尻(1975-'手〉は.安

護嫁のエネ)L.ギ}消費f置を 1!l13hcal/da)とvB告し
ており.今回の実験結果ではこれらよりや、高い

緩が示されている。その理由 lこは.看護者がjJう

作業内容の変化などが考えられるが.今回.同時

iこ溺交した生活時間音寺交と合わせて絡をきする。



143) 日動・慾夜勤・夜劾が看護綴の主主ゆ滋

繋アミノ設の薮類及び援に与える影響について

土fl雲大学務護学部機能・代書語学務感

。手島芳江、岩元節子、小池綾子、山内一史、

須永浴、石JII稔生

入務総設のある綴践の鋳綴iこ勤務する表護婦は

入院絞殺の 24B寺間ケアを行わなければならない

ため、終擦ではi選手言夜毅1・f襲夜勤を総込んだ三交

代前j菱I}務が行われている。そこで、この 3勤務形

態のどのような緩み会わせが者議録にとって綾も

ストレスの少ない緩み合わせかを知ることは看護

管線上議姿な潔題である。そこで私達はこのスト

レス皮を13然iこ排泌される尿中の遂緩アミノ駿の

務類及び後の変化から判定が可能ではないかと考

え、その可能性を検討した。

対象はT大学付録絞践に勤務する独身20代の

:fif護綴で、 E立は自然排尿とした。採取した尿の

200 pHこ20plの30%スルホサリチル殺を加え徐

タンパク後、怒遠心機で35.000 X g. 20盈inのよ誌を

を分議妻、この上滋をplI2Iこ議獲し、アミノ機分析

装滋(ベックマン社製、 System6300E)によって

分析した。

まず、タンパク笈を構成する 20穏のアミノ畿

の総濃度をマーカーとして、喜志媛、勤務、勤務後

の三三つの雲寺潟擦に話IJけて検討したところ、自動の

縫合は就磁器寺の尿が援も溺く 〈吉 -5p露。1/器I)、

Bttの勤務終間格の尿が室主も低い綴 (3-2 P題。1

/盟!)を示した。そこで、これを冬草寺ra'祭の単位待
問lliりのアミノ稜排出総畿各検討したところ、 lま

ぼi可じ(4-2問。11盟in)か、むしろ勤務待問絡が

最もおい絡を示したのに立すして、尿主主成主義lJ'rは就

滋草寺が章受もi尽く (0.8-0.4mll盟in)、勤務時間搭が

査をも高い綴(3-2m1/min)を示した。

一方、夜勤の場合、日数草寺の室主自民終矧が勤務審寺

r.n殺になるが、単位時間当りのアミノ畿排出総数
はあまり変化号告示さず、尿主主主主主主疫が就磁時より

おく、自動終より低い(1-0.7盟11盟in)ため、総裁

lJ'rは日銀j草寺の銃自民持より低く、勤務時よりおい綴

(5-3 Jl露。1/盟I)を示した。これに対して号室夜勤の

場合、単位E寺淘当りのアミノ酸排綴総畿はわずか

ながら渇くなる綴向を示し、尿生成速度は日銀jの

滋合の就IIfilIt寺と同じかむしろ低い緩(0.5-0.3臨11

盟i担)を示し、最も高いアミノ毅総滋度安示した。

144) シフト勤務蓄の騒騒{こ関する跨慰生物

学的研究(1 ) 

E認E笑怒窓会祭料大学l2!i学部看護学務

0荒川鏡子、楼芥美代子、佼々木三男

1. El釣

シフト勤務省の鐙怒!こ関1ずる務持生理的研究Ie!:

多いが騒鐙リズムをE号館的な経過でみた符総生物

学的な研究は少ない。本研究は路間~物学的立主警

がら3交替勤務の餐議録の鐙擦の実態をま縫詩的な

震霊感包誌により11:;縫し、緩自毘充足と勤務体制およ

び各人のリズムとの関係そ明らかにし、シフト勤

務中の休怠のあり方宏容えることを包的とする。

今窃は2週間以上の塁塁線臼誌そもとにシフト勤

務中の霊塁線の変動をや心に述べ、若手の深部{本;怠

リズムとの関遂について報告"9る。

2.対象と方法

対象は3交替勤務についている健康な審議総23

名(平均年寄~24. 1銭)である。緩駿f手数は2f手ア

カ月であった。者受験者の誇察~Tについては、活

動型宅E詰orningness“Eve訂lngn告ssScale (章詩型…

夜主主スコア)clJr {援康議室豊三菱、性絡調主筆を実施し
た。絞銭号室 i該 2 週間にわたる霊童怒8~患で騒縫持続

跨織を記録するとともに、磁縫蕊後のelj芝約言李総

にはアナGグスケール{ぜAS)を使用しだ。記録E芸

能だった被談窓のリズムj~IJ定 iこはOxford lJedilo9 

号2∞、三三栄メディス怒Jj¥裂温度測定装援 (1本;鼠ロ

万一)任問いて透綾jflU)'設した。{本j鐙は5分ごとに

サンプリンクした。

3.結5翼

後章受蓄の活動裂は夜皇室4名 (17.4%)、どちら

ともいえない汚名 (82.6%)であり翻裂はいなか

った。 2週間の媛緩パターンi法会鮫約に不規則で

あったが、その憶に、深夜、 g致、という勤務(

N-D type)をしていたものがお人中14入 (61%)

おり、日~よからも壁塁線不定の護蓄積がみられた。

深夜滋窃iすの日中の懸E震は短縮、分断されやすく

、霊童緩ボソグラフ上でも入銀;替跨は短いが媛怒短

縮、 ct途党穫がみられ、脈拍の不規lliJ化がみられ

た。深部{本滋リズムはエド規員せとなり:sp:j引とした。

また深夜勤務後にき喜夜、または休8という勤務代

、々時引 ty問)のもの号名(お.1%)は、跨額約な

余f1:lのなかで緩髭跨濁も充足されていた。
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145) 餐誕生蓄の深夜勤務の疲労について

東北大学医学部約属病段

O下森敦子
千3語大学看護学部審議爽践研究段君事センヲー
阪口被5号

はじめに:

最近の看護繁務lま、夜祭の高度化、尋問の線分

化lこともない、その量的なI曹Jmと質的な変化が主主
じている。当然のことながら、看護嫁の疲労lこも

変化がみられていると考えられる。労働衛生約に

みて、草号 5要作業 l立、 '1' 等~の録作業 iこ}寓するとい

われている。しかし、日常の審議主義務を維持する

ための務神約緊張を考えると、算出される消費カ

ロリーのみでは計りえない疲労が存在しうると思

われる。とくに、深夜勤務においては、主主体リズ

ムの言しれ・生活リズムのaれ・主義務や愛任の増大な
ど、多機な肉二子が筏聖堂lこ絡み合って疲労を発生さ

tl:ていると考えられる。当病棟の当主夜勤・深夜勤

の勤務バヲーンlま、それぞれ 2B関連続して絡ま

れており、特に、深夜勤2日目 lこ疲労の訴えが多

く紛がれ、存主労・の3蓄積が起こっていると幾重害され
る。

そこで、今也、疲労感の訴え透、生理心理事芸能

の夜労il'j定Itrit，:;J<:めて、深夜勤 2Bf習の変化と包
釣とをtt絞し、さらに、業務内容との関遂につい
ても検討した。

対象と方法:

T大学医学部約属病院R当初外利小児外科共同病
綴で三交代勤務している審議溺 22名のうち 16 

'I'，で、 3j'が成4年 7月 16日~問王手 flFl19B迄の
約 1守月間lこ勤務した回数者延べ 53人、深夜勤

者延べ 50人を対象とした。

方法は日本号室主義衛生学会の疲労自党主主状務王霊祭

による夜労度、ブリ、ソカーテスト、絞 2点空F耳'11怒
{政il'jJtをおこめかみと右下総後夜中央で行ない、
徳を求めた。さらに、照線での片足立ち待問も ìl~

Jtした。なお、疲労鑓の測定lま喜義務の開始前およ

び終了滋後lこjjなった。一方、 B動、深夜勤それ

ぞれの業務時間と、前後 81f寺!努の自己の生活時隠

とをあわせた 24H寺間について、行動を g己記殺
させ、分言葉した。また、受け持ち怒者の務譲渡、

震1定，患者数についても努王室し、疲労11警と比較検討

した。

結果:

1 .深夜勤務は臼勃よりも疲労度が斎く、その

間lこ差がみられた。

2.深夜勤 2B問で疲労度l主連続的に上昇し、

フリッカー{護・絞2点弁百'J隠鐙はi氏下がみられた。
3.受持ちゑf定怒者数が多い場合、疲労度は 8

鋭、深夜勤とも大きく t曽加したが、フリ、yカー綴
.ちこめかみでの鮫 2点弁iJlJ関{霞は低下がみられ

なかった。

4.深夜勤務前日が半日勤、{本gかで勤務音寺の
綬労度lこ主査がみられた。
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146) 生活ワズムと循潔変動

g室主と夜塁走の比較から

費支泉大学医学部隊属病患t OiE'f' il京子
千華芸大学看護学部審議実践研究指導センター

土屋 尚喜霊・金手宇 和子

〔はじめに〕

夜勤iま8室主に土ちし疲労を伴い、査室長義広章容の原si

となり易いとされている。審議婦の夜効の生体lこ

及iます彩警警についてはすでに多くの検討がある。

今回、 2. 3の筏潔si子の日 j勾変動をf言語襲とし、

日勤との比較により、深夜劾の自の特徴を明らか

にするEl的で、検討を試みた。

(対象及び方訟〕

王手足立 4年 8Jヨ 5 臼 ~8 Fl 15B に、大学病続脳

神経外科で日勤及び深夜勤を行った審議総 5名を

対象とした。

各人の自動・深夜望書の告に、 24&寺i習にわたり、

上競動脈血fE及び際f自数を20分毎lこ遂絞して総定

した。測定 B!;!:、包裁は遂後日望書の濁の一日、深

夜勤lま休沼後の深夜勤で翌日日数または慾夜勤の

日とし、約定時間l主、それぞれ午前 811寺~翌沼午

前 8時、午前o&寺~翌日午前o&寺とした。担IJ定は
f控 f持者~ ，合1 皮主主後援~定主主蜜(臼本コ- ')ン、 ABP器-6

30裂)を使用、オッシロメトリック法を用い、解

析は{司社製解析装蜜 (AA-200裂)を俊泊した。

また、測定中の行動記録をもとに、日?書生活行

動との関漆も分析した。

(総菜〕

(1)脈拍数.P R P ( Pressure Rale Producl ) 

の白内変動では、日室主，夜勤とも勤務中}こ査をも潟

f遣を示し、その{哉の行動中，喜重H!i!'f'のj騎lこ低下す

る。鼠庄の羽内変動では、勤務'f'.その{自の行動

中共に斎く、 E重量E中に低下する。

(2)立票総数.1fil圧， P R Pの勤務中の上昇の程度

は、自室h.夜勤でほぼ間後であったが、夜勤の S

の昼間産量慾中iま夜勤の日の夜溜ま霊長昆中の{直に工己し

なお芸室長室にとどまり、変動も大きかった。また夜

勤の 8の際限時間はa劾の臼に土ちし綬かかった。
(3) その他の行動中では、夜勤の日 lま日効の自に

比し線拍数. P R Pが潟f蔭を示した。

(4)これらをまとめて、 PRPをf旨潔とした苦言潔

変動を24時間の経過として淀えると B劾の臼と夜

釣の臼では、日内変動にやや異なった綴向がみら

れた。
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D u s a yが終怨したエゴグラムi立、 5つのg主主状控室、
批判的な綴 Cr ca I Pa ren t (CP)、
幾7守的な貌 Nurturin耳 Parent (NP) 
、大人 :Adult(A)、自由な二子供 Fr e e C 
hild(FC)、綴応的な子供:A d a p t e d C 
hild(AC)、を主主観的にとらえ、綴人のプロフィ
ールをま受E廷したものである。
今回、ストレス愛関を考えるための務礎資終として、
エゴグラムの数幾約な終主主分析を主主みた。その-1諮を警護
fきする。
く研究方後〉
H芸科大学喜寿喜主iこS6 1fドからH3fドまでに続奪還した
ま?愛護露 545名iこ施行したエゴグラム(茨京大学・ 11然
大学心談内終共同協安きによる)の絵幾そ f綴人議書受漆j
より i渓祭した。そのやの、統率義雲寺と事u震後1>手のエゴグ
ラムで、土色絞検討湾総であった95名の、喜導入ー絞長毒殺、
奪還t禁状況等23務尽について語審まをした。
く幸吉3長・考察〉
1. ;Lゴグラムパターンの各絞年援を平均寝室で比較する
と、総数符iこ比べ1年後は、 CP'NP'Aがn季、 F
C' A CI主上努、各々に有書室なきをを認めた。 (P< O. 
0 1) o NP 後役、 A 低{後の N裂で宅f~霊養護として長室慾的
なパターンをえ戸したが、 uド!3では、まだ自分の軒i新で
行動できず、余総のないストレス状擦であることが=考え
られた。
2. 1入選率し、友人向E若君干の年経では、 l人穫しで、 A
のみ下予撃を認めた (Pくむ. 01)。友人間際では、 C
P'NP'Aが下際、 FC.ACはよ努を認めた。 CP
くO. 0 1)。溺若手の王手まをの比絞に於ては、 CP (P < 
O. 05) A (Pく 0.01) FC (Pく O. 05) 1こ
有佼室長を認めた。友人間緩では、おE互いの関係から、 A
の成熟稔がおまり良好な入rn1関係の状況にあるものと考
えられた。
3. 書宮内tf役者、銭外主主役者務の年まをでは、 CP'NP 
• Aが下降 (Pく0.01) FC'ACI立上昇 (P< 0 
・01)を認めた。霊芸外Z主役者群では、 CP'NP'A
が下降 (PくO. 01)を認めた。隠雲干の年2去の比絞iこ
於では、 A'ACIこ有蕊祭を忽めた。 (PくO. 01)。
主主1.iW身芸?の場合、意君主急変化によるストレスの影警警を受
けやすいことが考えられた。
4.外終系、内科系勤務の年援では、外手守系でCP'N
P • Aで下終 (P<O.Ol)を絞め、 FC'ACでは、
上昇 (PくO. 0 1)を認めた。内科系では、 Cp. N 
P • Aで下降 (Pく0.05)FC はよ塁手 (PくO. 0 
5)をま害、めた。阪若手の年径の土色絞では、 1¥1こ手n霊な2を
(P<O.Ol)を絞めた。外終系は、李総君事待問lこi邑
われる{土壌が多い潟、 g分で革まえ、行数する余絡のない
ストレス状態であると湾えられた。
5.者?5義務所への配授か君子かの畿の年表では、季語祭滋り
配叙された若手でCP'NP'A下降 (PくO. 01) F 
C' A CIまj二努 (P<0.05)を認めた。誘忽務所外
への夜遅壁際で、 Aのみが下降 (P< 0 ‘ 05)した。爾
llfの年2をの上主絞では、 CP • N P 1こ符霊設な遂を認めた
(P<O.Ol)添5喜怒り皮綴された苦手では、室主務の滋
;設が向上したものと考えられた。

朝
坤
鵠
礎
単
相

化

競

品

中

武

朝

即

時

抗

予

変
時
間
愛
学
時
柄
拘
印

の
学
八
婚
時
、
災
学
科

後

大

務

大

年
制
竹
開
巧
掛
干
潟
終
木

市
冗

1
夜
中
大
内
聞
広
期
内

務
職
議
家

O
都
議
京

の

劫

枇

甫

思

手

中

泉

ム
悶
鮒

-
7雑
税

グ
務
ゴヱ148) 

〈絵繋>20後代は5翼手察署子主手芸堅持.9%で8R喜子、 30 

才以上は察手翼言寄与謬47.2%で 6~類二子を総出した。

各E恵子i立中留のi弓 f空機伎に姦いた命名がほぼ可

後であった。 20議室代では、言書 1悶子が!鐙{愛のそう

トリアム‘務 2[t9子が銭緩ー襲警多量のそうト 1)アム

トリアムであり、滋繁のi湾一性i塞成は繁 5殴二子で

ある。l¥左差霊長選iま努 1[t9'fが撃菱重量の{号-1主i童成、 第

2 ~恵子は鏑!護の E再紛完了であり儀後・襲警察のそラ

トワアムは努 4[t9子である。とのことから、表謬

綴とめ産室長選とでは君主子が全く i笠であ号、湾替の慾

該宗費途のi章いが認められた。

第 4 [t9子、震~ 5間二子、繁 6[t9二子において年令のまを

と毒事綴の事著書菱に事事怒援を認めた。

警務長選とめ霊室長選との怒重義務迭を比絞すると、審議

長警は察機苦手与E事48.8%で 8E喜子、 EおE室長率iま繁務室寄

与さ事 48.4%で4扇子を徹也した。愛護金警は書写 1[t9

子が{萄{遂のそラトリアム、第 2[t9二子が塁菱重量のそう

〈はじめに> El我同一位についての被災は議室まに

より報告されている@審議の分野でも妻子議学生の

間一 lf~Jj立を知るための研究が行われている@しか

し、老fs襲撃筆者に立すする報2告は少ない@

そこで今窃、審議警察署まのf議後綴・奪還繁華更の懇議機

迭の特徴を知るために務遂を行った。

〈研究方法}当大学務擦に劾務する審議章義務451

名を対象に、松下の雲35護学生ffllこ作成した rEl我

!弓-1主総{立テスト j を審議警護審問 4こ一吉器移廷した

質問絞にで言韓交を行った。手寺効回答lま419名であ

った。対象苦言の邸宅芸を全体及び年代男IJ (20綴代、

30緩以上}、憲議種別(務5警察、 E主E霊長講) 1こ分けた

ものをパリマックス@.I紙による[t9二子分析にかけ、

それぞれの怒怒構造そ綬訴した。

である。 30緩以上では努 l因子が綴綴のそうトリ

アム、務 2[t9二子がE昇級完了である。

二元援護愛}去による分散分析においては、 20歳代で

は繁 5[t9子、第 81i喜子、 30後以上では繁 1扇子、

147) 自殺同一俊慾伎の研究

審議毒菱重言 における翁鐙・警菱重量緩授のさ霊畿の変容

名古走塁大学後学部付E室長寿錠

O山内喜喜子

名浅草霊大学霊童書察技続短堂書大学

安藤喜孝子

手妻芝大学務護学部審議菜室長研究f量移センター

内海渓

第33群第530日



149) 看護録の仕事や健康に彩饗を与える臼常

生活殺査

熊本芳和会くわみず病院

前熊本大学教育学部

。岸JII 慾子

木場管婆

急速な社会的変化に伴い医療技術も高度化，複雑

化を余儀なくされている。中でも看護に対する質的・

霊的要求は重要な社会的問題である。看護婦不足も

緩々に議論され，肉体的にも務神的にも苛酷でスト

レスの多い仕事であることが知られている。そのた

め仕事や健康生活に影響すると窓われるg常生活の

あり方は，仕事を続けるか~かを考える婆国として

見逃せないので調査を実施した。

方法はゆ92王手7月看護協会研修会の参加者333名に

調資表を配布し，その回答を分析した。

結祭について，先ず健康・疲労の状況をみると，

健康と答えた人は30%で，なんらかの僚警を訴えた

人は44%であった。年総別にみると， 20-40歳代は

約45%が障害を訴えたのに比べ50歳以上は20%と低

く逆に健康と~えた人が55% と潟い傾向が認められ

た。更に勤務場所目立にみると，内科病棟lこ際答を訴

えた人が57.6%と潟い結果を示した。次に夜勤回数

をみるとヶFlの平均回数iま9.2回で年齢的には20

後代はlO@]， 30歳代は8.8問， 40歳代は8.7協と若者次少

会くなり，夜望書留数12回以上の人に隊害を訴える人

が62.1%と潟かった。また，体識が惑いときの勤務

は，無理してお勤すると答えた入が79.3%と多く，

体識が悪くても綴単に休めない現状を示している。

次にストレスとその対処法についてみると，仕事

上は f人間関係Jが費量も多く，ついで f仕事の多忙ー
繁雑Jr験場移動Jr夜勤jであった。対処の仕方
は， r同僚-友人・家族などに相談するjが33.9%
と最も多く，次いで f趣味・スポーツ等の気分転換j

r l'可もしないJr食べる・限るj等がみられた。
仕事を苦手めたいと患ったことがあるかについてみ

ると， rいつもJra寺4Jを力Dえて71.5%と多く，
特に20歳代が80%を占めていた。それに比べて50歳

代では， 18%と少ない。理治をみると f仕事がハー

ドまたはトラブルjが最も多く， r人間関係Jr仕
事への不安jと続き，ストレスと一致するものが少

なくなかった。
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150) 病院看護における化粧に関寸るさま礎調

査一第2報

埼玉際立衛生短務大学

0大向j奈千鶴子

千葉大学看護さ宇部看護実践研究指導センター

金井初予

iflit口市立高等看護学校

十公問明子

我キは.看護織が魅力ある機業イメージへの脱

皮・帝王倹iこ必要な要因のひとつとして. r看護婦
の化椛iをとりあげた。羽田は.浦和市内の2病

践の看護織を対象として，実態調3ぎを行い化粧に

関して年齢的雲間が高い傾向の示唆を得た。今出

向じ沼的で鳩域・施設を拡げ.地域の違う 2病院

の調査を行い比較検討を試みた。

{対象および方法]

対象 横須賀市の共済病院(以下Aとする)お

よび習志野市の医療法人病競(以下Bとする)の

看護綴A 108名. B 126名。年齢は20-50歳代で

平均年齢A33.9士11.2銭. B31. 1土 8.4歳。般佼

)]IJではスタッフナ…スが八75.0%. B 63.5%で最

も多い。

}j法 :'jlux 5 '手2Fl郵送による質問紙調資。調
査内容は勤務時の化粧の有無理由と配r~. 気持

ちの変化. fヒ綻品の種額等。[~収* 100%。

[成績ならびに結論】

1.勤務11寺に fft綻をするjむのは， したりしな
かったりを含めA67.6%. B64.3%であり. rし
なLづものはA29.6%. B33.3%であった。

2. f化粧するjものは20歳代A37.5%. B42.5 

%であり.30歳代A81. 8%. B 42.9%. 40歳代A

8U%. B45.5%. 50歳代にむると向者共85.7%

であった。 3D.40歳代の8はAIこ比べ少ない。

3.化粧品の穏類はファンデーションと口紅に紛

途がみられ.3D. 40綴代のB(;J:Aに比べ少ない。

4. r化粧するj理由は身だしなみ，清潔j感美
しくなりたい等いづれもAに比べBが溺く.年代

別でも向嫌である。

5 化粧による気持ちの変化は f非常に変わるj

がA10.2%. B 40.5%であり. r少し変わるJが
A54.6%. B23.0%であり. AとBの傾向に飽i撃

がみられた。
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151) 看護技術における日常生活行為の必要性
に隠する検討

京都大学復学館ffl属病院

O赤様子薮

千葉大学養護学部看護実践研究rn滋センタ
土産主童向、 金弁和子

社会の変化は日常の生活状況にも彩襲撃を与える。

このことは看護技術でも例外ではない。著f~要の主

要な部分は患者の日常生活を重さえることがおめて

いる。新人審議総の日常生活行為の近年ーの変化は，

当然審議技術に何らかの彩警撃を及lまい 今後の学

生教育のあり方にも晃容透すると恩われる。 そこで

今関， 看護技術に比較的関連を有すると怒われる

各後日常生活行為lこ磁し， 新人・学生と指禁事的立

場の看護綴の荷者の認識の災関を比較・検討した。

[対象および方法}

E芸大学病院に今年度採閉された新人看護綴48ti

・医療技術短期大学の-@]~主 75名と， 各入院主号機

のf器禁事的立場の表5室長選別名(鰯長 17名・総生議長20

名・ 1)…ダー 18名・プリセプター26名・看議綴 7

名)を対象に. B 常生活行為に!濁する習熟度およ

び必要性に関するアンケート潟笈を行った。 苦号然

f1f.に関して新人・学生にはi3己評f認を. t旨理事者iこ

は新人へのま手筋を依頼した。

[成綴ならびに結論]

必要性では，新人と学生では笈はなく，新人と

綴務者では， 全体についてはf器移者の方が潟かっ

た。 指導者間では， 副長講長は他のf宣言予!と比し食事

若手で低く. 章者入問では内科が外科と比し清潔際で

E蓄し 草野人・学生とも現在の日常生活で実際に実

施している者はいない者に沈し， 炊事で溺かった

が， 綴徐と淡漆では低かった。

望号熟度の誇{還に関しては， 章者人と学生ともに自

己評儀は潟かったが. 章者人とf旨主撃者では. 全体に

ついては指主事者のガが低かった。指導者間では，

45歳以上は清潔群・食察群で44歳以下に比し，役

務省では主議長が他の役割と比し務潔書下・食事若手で

低く，病綴7llJでみると内科が外科・混合科に沈し

低かった。 筆者人間では内科が外科に比し礼儀鮮で

滋く. 新人・学生とも日常生活で笑絡している者

はいない者に比し、締除・ ilt液に関して潟く，濁

熟度の評{濁で出来ると答えた者は出来ないと答え

た設に比し， 多く必要であると答えていた。
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言千

152) 新人看護綴の看護技術修得に関する検

日本医科大学付E喜多長室永山病銭

。久保田慈子

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター

土慶尚喜霊 会弁和子

本言請受l立、さ当院に就殺したま庁人看護紛がま主機 3

ヶ月後に養護技術をどの程度修得しているか、さ

らに、 6カ月後にそれらの技術の修得状況がどの

ように変化したかを知ることを母的とした。また

看護技詩j修得度と{土等李総足度との関連についても

検討を加えた。

研究方法

対象:平成 4年度就駁したま奇人養護婦53名

方法:(1)当綴で作成した看護技術チェックリス

ト(74項目)により、王子成 4f手6Flおよび10月に

看護技術の自己評価(いずれもブザセプターが点

検)。評価方法は一人でできる(3点〉、十分で

はないができる(2点)、 f講効があればできる(

l点)、できない〈合未経験) (0点〉とした。

(2)仕事溺足度の調査〈都考人研の部下自らにより開

発されたJoむDescriptionIndex ，こ i項 gを加え

た〕。内容は rf士事内容J12 r上吉lJII r防僚 j

9 r給料 J 4 r勤務時間・体制IJJ 4の 5次元40項

g 。期間は平成 4f手IIFlIOB-11月17段。

結果

J) 6 Flの看護技術評価得点の平均は136.40:t 24 

5](総点222点)で、 10月では 168.11:t16. 62で

それらの相関は R= 0.6 げである。

2) 6 Flの時点で看護技術評価得点が潟く、かっ

分散が小さいものは fベットメーキングアン

プル (20m/!)から注射器に吸い上げる点滴中

の管注、三方活後を用いて薬液注入 j 等である。

逆に得点が低くかっ分散が大きいものは rlPPBの

号室綴と指導・実施務係切開の準備と介効

絞燈穿剰の数億と介助 j 等である。

3) 然様別の看護技術評価得点は、 8月の持点で

iまばらつきがみられたが10Flでは全体的に得点は

上昇し、かっ平均化している。

4) 仕事務足度は f伺僚上司 J rf士家内容j

の瀬に渇く、逆に f勤務時間・体制給料j は

低い。任務溺足度と 10Flの愛護技術評f高得点には

館関はみられなかった。



153) 手術愛護詩人教育ブログラム試薬の伶成

寺三務室霊祭介劾緩敬老E<=T心iこー

大媛大学答者主額約長室害者銭

O~警水紀美子

千葉大学審議!'f!総餐E霊祭塁塁研究?言語草センヲ

豊富沢磯子

はじめに

ま王手善寺苦容では直後介塁打争奪f専のためのスケジュ

んとして、 議詩人毒~室長翠震と緩から心塁塁手緩の蜜後介

量ちを怒草案するまでの約 1年3ヶ月間の童詩人数替ス

ケジューんはあるが、ぞれは伝統的緊後にさ毒づい

たもので、明文化したものがないのが環状である

そこで、遜去に妻詩人審議事蓄が夜空菱fi立ちを修得して

いった遜鐙を分析し、手術愛護詩人教育プログラム

の試薬を作成した。

~努笈方法

1 987王手から 1989主主に手続き事変緩とえよっ

た華詩人警護綴のうち、 3年以上手続務勤務をした

者 8名竜王対象とした。 蓄電笈翼諸問は、 各業詩人が震と怒

されてからの 3主記長号としで，警警護主内容は、 警告入力f

還ま空襲ず効した手潟、およヴその数と その草寺綴て'

ある。そして、対象者8名のうち萄媛湾奇をな 4名

に、 E若援による評言語喪主った e

11 総菜および考察

1、今包手続分言葉攻裂を伶詩文し、蕊後による努昔話

とあわせて豪華験的な従来の童詩人数努スケジュ

ーjむの妥当性を終鐙分析した。その豪きE察、経

警護約な従3裂の奪詩人教育スケジューんは、 iまiま

妥当なものであったが、一言程修正湾総と判断

した。

2、警詩人教育ブログラム試薬では、 ヰつの大ぎな

ー綴教育自擦をあげ、童詩人教養子繍郊である 3

年間を 9ヶ月にわけた。そして、還iil'菱による

誇昔話より、 代号室鐙襲撃手続忽殺の草寺織を事事絵手

続緩章受では§ヶ月筒、 人工高毒霊若手術豪華写実では

1 2ヶ，EjElと従来のスケジューんより泉くし

た。次に、代ミ整掻襲撃手術事霊験までに必警警な先

行条件手続経験教をき塁示し、 この草寺挙手捻王手続

人工詩書館王手続の先行条件手続緩務委主iま、対象

とした事詩人が害事廷したE寺織までに怒号案した先

行条件手替号車芝幾重量の平均f還をもってその君主{震

とした。

154的) 段内瀞紛i 人 r行I'~殺E以具対5 数 f育f の主検完 J

一レFポ?仔f一トの分折を;巡説して一

j兆ti潔拝i滋立火r学予i侠宍，予有7:在泌F許総'H紙i足l主務耳喜段2 

O 佐滋ひとみ

τj応大ヴ:手i-Jfi"i:古11.行然災E史研究fj1j浮センター

初沢pJ，l子

空j院では、まえ号変後 6~7 ヵ n の役続で f 一年[J

研修j を災主主し新人.fi謀総のfHJ怒語字決iこ役点てて

いる。今i“!この/IJf告さに符塁手すみレポート f弘の心

に殺っている;0室、気になっている行2霊場前1Jの

分析からその'):1訟を明らかにしたので然災ずる e

[ !nJ(j 

;f!I1 1~ 5 il; r:Uのレポート I6 1岩手を次のおiぷで分析

検討した。

I )レポートを会くにあたっての動機(できごと、

E霊的}

2 ) 先42rの}1j学警のぎi1!笠

3 )務長撃となったT.t<:mとできごととの関係、なら
びに践校jと究会主の彩警警の:fT会きとの関係

さらに1:i1l!1 )、 2)をめ行然体続別t治会(i11殺で

の敦子fプログラムのお然WI!こ分析した合

[ゑ13長}

1) レポート iこ取る)J二げたできごとは多いj筑iこ f

!.L¥ 4i'の変化J fr.必4iに航行されたさまがJ7Jを

できた字 11111111こ分燃できた終'r， :(j三重

できたJI主教育プログラムなし llf!こ多く、 f)記

号2の獲をJLてJ，ie絞したものは数行プログラム

3ヵ月以降の鮮で多かった e 動機となった悠紛

では f災}校長迄J7)'53.4%を占めた。 f銭安主

J Iま部隊llll受It)年ち約iこ多く f;主成感JI主主Eけ
t!i'ち:主体のチームナーシングiこ多かった。 r達

成悠JI主教rfプログラムなし鮮に多く fうれし
いJI主教育プログラム 3ヵJJ米総で多かった。

2 ) 先建立の m警警の必然では r~若手警なし j が56.

6% と滋半数を ~i めた@EZ警警のあった4i'のうち

f 筑後最3綴努j を受けたfd土チームナーシング

と総長i)llj:受け持ち約lこはいなかった。

:i) r逮成ft?:J 芋のllr.では flt?:議{されたJ f 会議官I~

j守護できたJ f 凶暴号室2を見てj が多く、 f失敗

感j を持った若手では f犯行されたミスj が

多かった迷成感Jk事の鮮では公務の f言語j実

的E若手李j を受けた7.-が多く、 f失敗ft?:J若手では

f IN. t妾約m終i と r~j 努なし j が多かった@
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155) 雰譲務の黙遂察砲の検討
千葉際立衛生短期大学

O茂妻子香おる、主主務和子

千繁大学審議学部審議実践研究指導センター

ニt庭尚幸霊

1、はじめに

我々 は雲量殺婚の奪還ま聖書霊力の数i童状況について検

討し，熱遂に影響する因子として年齢，経験全手数，

学笠f盲導経験の有無 1カ月以上の務窓会参加の

有祭， f士家lこ対する{滞緩観，将来への希望である

ことを議書記し，報告してきた。今回は熟逮状況の

終点化を行い検討した。また，熱主主!こ関連する婆

淘をより目Rらかにするため， I奇一地区の位f告を奥

にサる 2施設について務総な比較検討を行ったの

で報告する。

2、対象及び方法

対象公的病院4総殺の看護綴，計 1136名。その

うち3李総な分析には間一地E互にある創立約 10年の

際立医科大学病妓{以下 K病段)229名と創設約8

0王手の赤十字病院{以下 T病段)240名を用いた。

毅霊堂は費関紙による弱震法で行った。然透状況を

知るための，知言霊，技術，人間関係・チームワー

ウ，湾、欲 '13己実現の4つの領滅にわたる 50の

祭倒壊自をそれぞれ「はい Jを+1点いいえ J

を 1点わからない JをO点として評点化し，

潟得点者をより熟透している者として検討した。

3、結祭

年寄舎の平均lま4施設29.5土7.9才(30才以上35.

8%) ， K務税26.6土4.4才(f弓21.1%)，T病険

31.2士8.9才(問45.6%)と年令 4脅威で~がみられ

た。総得点は綴滋+46点， 1ft!低-~O点で平均はそ

れぞれ8.1土13.5点(10点以上45.5%)， 8.9士12

7点(問48.9%)， 5.4点士 12.9(悶35.5%)，で

全体として低儀であったが，特lこT病院で低幸男を

示した。鎖域別では知識領主義が特lこ低僚で， どの

飽き霊ともマイナス得点であった。年齢と総得点の

関係を見ると 4絡設では年鈴の上昇と共!こ総得点、

が徐守に増加し、 55才以上で28.0土8.0となる。 k

務続では上昇のカーブが30噌 35才でみられ， 40-44 

才で36.8土4.9点と潟健になる。 T病院では30-34

才まで徐守 lこ下降し， 35-39才で上昇lこ転じ，以降

上昇を示す。 T病磁のこの傾向は窓欲領主主の得点

において更に強く現れている。学生指導，議官3の

経験者は全体として年齢上昇と共に1官加するが，

35才来瀦においても経験者と非経験者者のr.，(こ総
得点、の差を篠認し，これまでの報告を湾篠認した。

なお，得点上佼(30点以上)および下位{問点以下)

の者について{隠別にその要因を検討した。
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156) む護婦の卒後3年rmの成長治際
一一一ケ}スレポートの分11rから

千葉大学医学:郊附属病続

uiJlIs'!.淳子

千葉大'学者護学期1者援実践研究指導センター

f高沢路子

はじめに

筑波における院内教育計阪は、 r~司君IJ の:rr謎ケ

アが主体的にできる jという扱終圭1];主目標を卒後

3 iド釘において、騒々の方法で~絡されている。

その中でも(防lJlJ宥護のj浸潤は分散教育lこ{壬され、

毎年その成果はケースレポートにまとめられてい

る。今問、このレポートの分析から 31f二協の成長

過f!jHを知ると問時に、今後のお導の方向性を見い

Hiしたいと考えた。

方法

平成元年度新就験者のうち、院内教育を継続し

て受けた30:忽のケースレポート昔日編を縦断的{こ調

資した。i1，~f霊境問は、M1段使mの臨床務護能力評

価の項尽を参考に、目的、情報の収集、路題の明

l1ItUヒミ事に区分、さらに純項目に分割し、 20項目と

したの各項図lま5段階尺度でii'l'{，Jfiし、その平均筒、

殺び{こ与H3郎の相関関係をみた。
結果

i 平均{i'i.でみると、新入者護婦では意図的な術

事長収祭、おi怒の後)tl.支の判断は低俗だった。 2iド

自では全体の平均が低下しているゆで、看護路題

場 i自i はお fぬとなった。 3~ド EI ではさらに全体の平

均の低下がみられるが、情報の収集、考察のtfJで

2 "ド毘よりもお{i'lとなる項目がみられた。 3fド間

を渡して結果や~~者の状態、反応の記述 i立高値を

;1'した。ぎi回目1]の関係をみると、新人では情報の

収集から実践までの項日間で有意な関係にあった。

21ド日ではこの項目協の関連は少なくなり、実践

から考察までの郎分iこ有意な関係があった。 31手

段ではさらにこれらの項目憾の関迷は少なくなり、

有窓な関係のみられない部分が機加した。

2. 21ド又は 3"s簡とも向ーテーマを選択した者

は問題の綴拠の記述は明確にされているが、結果

や考察においては有意に平均が低かった。また、

成功例をとりあげた者は失敗やどちらでもない例

をとりあげた者よりも符設定、i!}計騒がされてい

た。院内五E伊j発表の絞験者は実践終過や考察の5己

主sが明確かっ適切であった。



157) 渓砲の審議長議事後数育機関における修

了生の動向から一審議長選卒後教事ぎのあり 1Jを絞る

長室絡会室護保審議学級究所

。司王松 告すこ子

大省三千代

111滋みどり

お5斉究所l土、民間の審議学研究所として、書建設

以来 10王手を経巡した g 号事委譲の-f翠としての 6か丹

卒後続害警は、終年度で繁 8@]を終了した e 法人の

毒事議として正式に認可されているものの、照宮警終

了Lご隠して符の資協も{県経されていない。また、

6か汚級事事とはいえ、 3bl!害¥':JiJiの餅害警は、麹 1~去

のみのぞミ形式であり、多h筏と銀行して行うため

に、かなりハードである。だが、公害警によって怨

年全E惑の多後な総設務援な持った翁議長講たちが応

募する窃線王手段で終了生が 100名安委支えたのをf還

に、争奪n主の害警7i麦の動向について喜怒望ました。

く議室'ts約>
今〉勤務と並立の校舎警1H去のき'1点、と的塁塁点を:紛ら

かにし、③紛争撃が、震義務に渓ってから{専らかの形

で設かされ、震義多量A経への動機づけ!こ翁主力である

かとうか会2月らかにする。

く潔1芝方法>

3克時点で所主更が自月らかな春季了ゑ;こ立すし、勤務うを

またはEl宅に号室f習室長毛主新:送 (…きsミ子被し} し、 ~2 

:g@]答 iこで関~立する。 喜善室塁王翼Eヨ;立、 i翠絞殺汗5王えと

El a g2 i主を綴あわせた。
く議室愛車き寒さと音響警察>

春季了生100:gの応撃事時の状況は、現役の審議毅

として、勤務中の援は97名、校舎警察喜始後後iこl主的

名が塁iJJ務と主主行してbJf喜撃を行った。年燃は23才~

53才である e もっと自分を広げたいとか、学びた

いという受綴ぬ奪還が、級事事終了後も引き続き{何ら

かの学童まや研究につながっていた。警議長選繁(il:Jは

ftl!警議後lこ上七絞し、 かなり高率い学習宝章主主を持ってい

るといわれているが、必ずしも途切な綴議・助言

容に慈まれているとはいい襲撃い。その;窓隊から3

5持究所での絞鯵l立、援護士勢での間星雲終決やまま譲研究

宏、向への契機になったとも震えよう。また、務撃を

の異なる友人と2苦労を分かち合う遜穫でのかなり

深い交淡が、干自互の成長にとっても有効である。

復縁した綴綴での認綴については、鯵了後の努fll

毒事を返してのみの判断に絞った。

31 B 第2会場第35群

158) 分幾主主役iζ 関する文喜文学的石苦言宅待2毒)

訟2喜市民索後

OJJ'~員蓬蒸

気弁E撃さ主主寄続

{歩譲 dよ

一一「仰室入役j 分終について一一

京善悪市立務総

新名泌;霊子

三重霊祭立看護短期大学

7I< J!， 綾子、北村ヰ 3 ミ

g約 ri滞在入役 j 分立免の長所・綬滋を sJllj撃にし、

E室長季及び介童書するE霊霧器にとってより aい体伎で

あるかを考察する，

方法:文産主主幹約に「停車AUL J分立完の長所・短所

を考祭し E君主主化、 その重苦5震を検討する。

幸吉祭停車入{位 j 分ま免は、桑原としてラマーズ

苦手殺 i去を洛 F容し~ぃ、 交の下後が緩やか、会員皇室容

がJ!.~い功会絡事装警蓄を紡ぎ塁悪い@また、会滋保護

等の介露告が察署号、会総切喜善・総子分室免・電話号i分後・

露事録分娩が宅警察、 モニ 9')ング容易、銭安警郊の{吏

湾ミ霊祭、 警警染読書i主力イミ幸喜t=争宅雪渓の後利性害事であるe

綬孫としては下大鯵綴昔 E菱総大話量管の庄i底二争仰をA

f立f丘JiJlfEll宣告霊祭の発生・子3言体宮容のi議環不全斗ア

ブブゴ-~蓋・警警手葬 mPO γ;:> H ~遼 !T;{)5; ずコ念総党 4反 JF

の士蓄主主. ~霊fE.努焚を全書け襲撃い (そF-'g'q文書官主主主撃の

低下}、 重量カと努塁塁誘導事事のコド一致. '1著塁塁の百7霊急

性のさ霊炎功援護まの狭小化功徳綴."'苦皇室{念宮警塁審)

のt警務. また、 !患の下線が長還後、 主主労の土議後二字分

室免き寺燭の延長功会縁切喜号、童話予・吸引分量免のt議総a

一方、 2晃霊予の狭小、 E若手間のeyeto eye contact 

が重量い坊主体{空襲}牲が乏しい e ストレスに関す

るホルモン長室の上昇=カストレス 不安の議後コ争終

翁・禁事警の議後、霊童労の土議後毒事である e

考察僚主u立J分後での長所は、管王室の告費約
型主害事介iiIJする5主要裏表にとっては妻子毒事会であるが、

母子にとっては撃が少ない@一方短所では、そ子玄

C意書st警察“総皇室遂i笈の滋少をきたし、アブガー後

7 i点、以下は rE室f立j 分立免の 2fきである。また、子

宮lj.l(務効率・母子関の絡li.作湾において、 i率IiAl位

は最も塁塁く、 「土手軍人E寄言語俊 j 分後害事草菱重誌の体伎の

方が号室れている e

幸吉議 r1JlJ主人程2J分主主は霊童書翼連雪中心で母子にと

っての設が少なく、 E霊安季及び介iiIJする箆霧器の双

方にとって、ょっ aい徐位とは誉い襲撃い。
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159) 分娩後の悠起による出産体験の分君子

大級府立務護短務大学

OJII誇千E章子.森妻子

東大夜中央市民病続

資石E豊美子

{目的】産絡が f出産j を脅定的体験として経験

化できた時，その後の母綴としての役密jをスムー

ズに受け入れ，育児にm聖堂を来たさないといわれ
ている.しかし実際には分娩体験 Jは産熔{麗

{閣の主観tこ支配される体験であるため.産綴のニ

ーズに対応したケアが援侠されたか否かによって

友おされる.そこで，分後後の f想起 Jにより表

泌された愛媛の体験を曾定的体験と否定的体験に

分類し，それに影響因子を明らかにするために研

究を行った.

【研究方法}対象 1991年 9Jlから1992年3月ま

でに国立茶大学医学部隊怒病院にて縫際分娩した

11名のE菱総.

i潟裂を方渋:分後後481寺院以内に半統領!裂のE討委注

を行い.AH蓄の了解のもとでテープレコーダに銭
安した.濁援は. E霊綴のお震に関する自由な発言

をaすとともに，文書fとプレテストによ号作成し
た141安自のチェッタザストに基づいて行った.た

だし，分娩第 l刻あるいは第ITl!月にIIJJjl室長選として

iI接援助を行い，ラポーJレ形成ができていること

を条件とした.

分野方法:ilii t華内容の遂誇鋒をと1). 3名の分析

苦手によち f感f脅j の表現を拾おし.質的及び絞計

約分析を行った.

【総菜]宵定的 努定的!怒僚が表現された出産体

験の内容を分訴したところ. J.分後符の対処行動，

2.生理的ニード及び生活環筏. 3.分t提言寺の処塁塁.

4.分娩に{半う体験. 5.家主主の関わりや態度. 6.医

療スタッフのケアや態度. 7. ~~への感情. 8.今後

の育児. 9.妊綴ゅの体草案. 10.前回の分娩体験，

11.分換に対する予告審. 12.その他(主主苦手段など}

の12のカテゴリーに分類できた.特に，脅定約表

現が多かったのは. 2.生理的ニード及び生活環境，

6.医療スタッフのケアや態度に燃してであり，否

定的表現が多かったのは. 3.分娩時の処霊f. 4.分

娩に{辛う体験. 9.妊娠中の体験. 1 J.分娩に対す

る予穏であった.
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160) イメジエリーを用いたイメージトレーニ

ングが及ぼす出産中の主主綴の認識と tHiJについて

和護士山赤十字病続 度科病棟

0吉図ヂ有紀

~践ではラマーズ法の笑絡に伴い、呼吸の裂に

意識を築中出来ない事が度綴の分娩への緊張を読

め、逮成E撃を低くする問題があった.そこで、呼

吸パターンの指導を行わず、イメジエリー(分娩

への脊定的イメージを心の絵に援き換える方法)

を用いたりラクゼーション、イメージトレーニン

グを行った。その結果、緩綴の持つ分娩に対する

認識が変化し分娩の短綴につながったため、ここ

に報告する@

対象及び方法

当践において正常分娩された 108名、肉、イ

メージトレーニングを希望した初重量綴{以下 All手

と示す) 4 2名と希望しなかった初産綴{以下8

苦手と示す) 3 4名、経産量綴(以下C群と示す) 3 

2名を比較した。方法は、分娩後、 1滋間以内に

然記名i3ae式の2調査を行った。夜間項 gは、出産

中の認書室、堅苦燃を乗り産量えるのに役だった行動、

出獲のイメーシ、陣織的;さじブマウヰ JbiL緩み

尺獲を参考)とした。解釈は、それぞれの数のi去

を見た。分後時間については、各対象 jjljに主f1-le)を

求め t検定を行った。

結果及び考察

1)出産中の認識として、 f議みを言語り越えると考え

た者が、 All宇に 39名と産量も多く、痛みから逃れ

たいと答えた考が B群に 28名と緩も多かった。

2)分娩の遂行を懇像する、子窓口の関大を花で想

像する(オープニンゲフラワー)、りラウゼーシ

ヨンが役立ったと答えた者がA群に於いて 39名

B群に於いて 8名と差があった. (P<O、01)

a)出産のイメージとして感動、 3喜びなどのプラス

イメージを持つ者がA群に多かった。(P<仏01)

4)隊務の感じ方を、務めつけるなど惨動簡で織え

たものがB、C群に多かった. (P<O、01)

5)分娩活動員耳{子窓口 3cmから全持母大まで)の待

問がA苦手が 8群に比べ短絡した. (PくO、01)

以上より、妊娠織に分娩4こ対する背定的イメージ

が持て自分にあった呼吸を選択することが分続へ

の恐怖を経滅する。そして、分娩活動期に、イメ

ジエリーが効果を発表霊することが示唆された。



161) 事終による後みのます然行動について

ヱf-~露大学毒まま護学部

OtL守陽子 石井トク 線療君主子

[はじめに] 緩みの知党やそれに対する行動

は、後主主や入手重といった主主号哲学的爆投だけでなく、

過去の経験や鑓綴募数、潟産霊の緩Jl}Jによってま査が

認められる@

F事務は、分後に必然的3こ付霊童するものではなく、

分後iこ対する慾械が蒸療の増強を浅くと考えられ

ている e しかし、一方で分後持の務理学的状慾に

よる後みの存窃を否定することはできないし、多

くのE菱綴がF裏千蓄を総えがたい痛みとま提現している

のも周知のとおちである@

今問、私主撃はF議後による緩みを軽滅寸る援塁主主去

を書室立するための資料として、議みのまま長雲行動を

ま薄宝まし検討した e

[研究方法] 妊綴r.tの経滋に奇警に爽慾が認め

られず、 終霊童分立免王苦言撃と予おされるまま幾142名}こ

対し、アラパマ大学タスカルーサ絞務費望号宇都のC.

クルー総3名により喜男発された手事務主主量生インベン

トリーを参考に、裁がE惑のE筆書撃が隊機による対絡

行動としては弓~ê!然と怒われるぞ翼 g を級幸、遂に、

一般によく行なわれているものを付加した上で 5

段滋然主主の焚階級を作成し、滋去の手事後最重草案との

喜毒事告についてま署交した.

分析対象綬葬警の平均年織は28.8言語、平均妊薬言語童

数30.S>!童、 初滋綴70.7%、車霊E童書事27.3%の綴足立で

あった@

[総主義およびまとめ(1)対象まま綴の鶏み

にますする経験のr.tで重量も号室いと感じられたものは

際議であった@次いで、手争語、援策、皇室潟、の燃

であった(2) ~審議草寺の対絡行動では、さす

る、事告められたとおちにする、緩いところの近く

をきする、痛くなるようなことを透ける、などの

行動が多く行なわれることが示された@

このことは、滞緩が畿なの終擦の中でも最も強

く綴じられる痛みであり、これに立すする対生益法と

しては鶏み令怒滋させるための3主体約な行動が試

みられる一方、多くの妊濁が緩みにまきする殺事事的

支主震を望んでいるといえた@

しかし、一方では質問渓笥の内容の妥当性など

繁関紙そのものの検討喜暴露蓄が残された@

31日第2会場第36群

162) 廷綴後期愛JUlに対する量生淘jの有効性!こ

関する研究

富山庭科薬科大学付!議病段

。綴弁溺慈

加工食品、インスタント食品、ファースト・フ

ードが手軽で便利、議類も重量笈ということから市

民の食生活に大きな位穫を占め、最近iまf食jが

E蓄好fとし、儀食の紘泉、大人にも子供にも慾E華街

にその弊容が認められ、なかでも若い女設が夜々

を妥み、儀った食{渓i勾から栄養バランスをくずし

笈血者も多いとマスコミも取りあげている勺

妊娠すると給見の発育や迭取に多大の鉄分を必

喜きとし、撃を鼠があると5会見の発育不良ゃう子娩草寺の

異常出互設など、録、;もの湾審への懇彩襲撃が当然考

えられる。手ド妊E寺から定期的;こチェックでき、栄

笈管理指導がシステムとして可能ならば絞綴して

から様てなくてすむが現状iまそうではないの

この度、 T防護綴学校の協力安得て Ki潟践に受

診した52名の短絡に記名式アンケート蓄電笈を行

い、食望号機、食務内容について得点詳儀委する一

方、それぞれについて、カルテより絞緩6ヵ問、

8ヵ丹、 1 0ヵ月期受診雲寺のHb.Ht. RおC

僚と鉄剤服用の有無を識変比較したり

その結泉、

1.章受も多く出現する綬綴6先月期から 8ヵ月期

へかけての気血者 (Hb f，蕊11. Og/di!以下)

iま60-7096にみられ、森山らの報告による

7ヵ月草寺のそれと一致したの

2.妊嫁してから食喜多指導を行っても、その人の

食器滋や食傾向iまそう変わらず、また、逆iこそ

うf務上撃に変えられない η

3. 8ヵ汚綴から 10ヵFH努lこ入ると践をついた

H b i複も上向き{傾向を示すことも先の森UJらの

報告と一致していた。

4.鉄斉開設熔(投与)有君事と主著書学で比較してみた

ところ、服用銀君事では、 6ヵ月 -8ヵ月期のH

b f夜の怒fと著r;~が 2.4796. また 8 ヵ月 -1

Oヵ月期の回復E容が0.0296であったのに比

し、服用有苦手の方はそれぞれ懇化者芸名1. 95 

%、I!!l復怒4. 996で有意還を認め、 Ht fl夜、

R B Cf盗においても同様の傾向がみられ、妊緩

後郊の室主爵11こ鉄剤の服用は有効性が高いことが

認められた。

147 



163) 月経周期に伴う血小板凝集能と凝留線溶

活性の変動

一健常女子学生での検討一

三委県立看護短lYl大学

0橋爪永子、田中一美、樫本ミ三智子、河原笈子

永見桂子、村嶋lE幸

目的:正予言{金属期をもっ婦人の場合、月経尽JtI]

iζ伴うlfn.液性状の変化は顕著ではないが、月経j切

には血液i疑問能・線溶能の充進がみられる ζとが

指摘されている。一方、月経過多伊iでは、凝悶第

溜因子の異常を示唆する報告がみられる。今回、

健常女子学生を対象iζ各種i疑問線i容系検交を行い、

月経JYJを中心としたi疑問線溶能の変動lζついて検

討した。対象重篤な月経異常の認められなかっ

た健常女子学生15名(年齢19-20歳)。方法:月経

前、 J~経第 i 臼、第 3 B、第7日の4邸にわたり、

lH静脈より採血して得られたクエン酸加1IIl!l置を用

い、泊l小板凝集能及びi疑問線溶活性を演目iEした。

l(ll小板凝集能検査は多血小板血祭(PRP、30x104 

μ11ζ誠諮)を用い比j箆法lζて行った。 i凝集惹起物

'l'1としてワストセチン、アラキドン敢などをJIlい

た。また、 I仮液凝潤活性としてプロトロンピン時

間(P町、活性化部分ト口ンポプラスチン時間(APTT)

及び凝盟国子活性を求めた。線溶活性.としてアイ

プザン:;y.絞溶解泌積をil!IJ定した。結梁 :1鼠小板リ

ストセチン凝集能は月経前iζ比し月経第 1日(P<

0.05)及び第3日(P<O.l)lζ低下し、アラキドン酸

凝集能は月経初iζ比し第 i日lζ充逃した(Pく0.1)0

PTは月経前より第l日(Pく0.1)及び第7日(Pく0.05)

iζ、APTT!ま第3B(P<O.l)及び第7B (P<0.02) Iζ 

短縮した。 i疑思第¥111因子活性lま月経前より第3B

(P<O.l)及び第7臼(P<0.05)]ζ高値を示した。第

W因子関連抗原(F¥@R:AG)は月緩前より第 1B 

(P<O.l)及び第7日(Pく0.05)]ζf尽く、第W図子リ

ストセチンコファクター活性(F¥@R:RCo)は第1

B (P<0.02)、第3B(P<O.l)及び第7日(P<O.l)

lζ低伎を示した。 i疑問第X因子活性は月経前より

第 1B (Pく0.1)1ζ低伎を示した。結語:111江小板ワ

ストセチン凝集能、 FvlllR:AG、F¥@R:RCoは月

経前iζ比し月経郊に低値であり、 i疑鼠図子の中で

も特iζ第¥1Il図子関i妥図子の消費が促進されるもの

と忠われる。
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164) 産後の母毅の不安に関する研究(1)

ー特{こ出産経験との燭透ー

熊本大学教育学部

0潟場直美 水上司月子

gg後の母親の不安に関しては多方面からの報告

がある η その中で、 tl:1~室経験が不安にあたえる影

響が大きいこと、また、不安視I}定の方法として、

ある人の不安になりやすさを示す特性不安と、そ

の人がある時点でどの程度不安であるかを示す状

態不安を区別すべきであるという指織があるつそ

こで、我々は、瑳後の母親の不安に対する援助を

検討するため、今符11立、 F王者幸初級とgg後1か月後

の母親の不安を「状態・特性不安尺皮(STAI)J

を用いて郷定し、その不安得点と出産経験との関

連を検討した。

;方法

熊本市の徳間病院において、主p.成4iド10flの1

か月間に、定期産をした母親のうち、干管支切存号、

新生児異常、そのf訟を除いた 187名を対象に、退

院時と 1か月健診時に際leJ:阪STAIを併用した

惚め向き質問紙調終を実施した η 有効問符数l立、

初耳主婦60名、経産総90i!，、計 1501';(80.2引で

あった。

結巣

1)退院後の落ち務き先i立、初湾総は、大部分

が実家であったが、終産婦は、自主主の方が実家よ

りもやや多く、また、初、絞殺線共iこ、ほとんど

が近親者による援助を有していたの

2 )特性不安得点は、初、経産総fl号に有意義iま

なかった。

3 )状態不安得点は、退院時、 1かfl健診!時と

もに、初夜婦の方が終姥綴よりも千'L窓にi弱かった。

しかし、その変化をみると、初産総i立、 1か月健

診時にはやや低下していたが、経互主総i立、ほとん

ど変化していなかった η

4 )特性不安得点と状態不安得点との関連をみ

ると、初産婦は、退院時のみ有意の相関がみられ

たが、終夜綴は、退院持、 1かFJt建診i待ともに有

意の栂関がみられた η



165) 看護とセヲシユアリティ(第2綴〉

ーケアの現状からみた今後の潔是章一

自治医科大学務3護短期大学

。松本鈴子、潟村泰子、松在3たみ二子

手事山泰枝、 E宝7i:彩子

自治君主科大学的潔病院

綬野綾子、浮真知子、ヱE寒波予

1.はじめに

人間らしく縫殺に生きていくこと接援助する務

ま警には、人間の役:セヲシュアリティ lこ対しでも

渓い王室長幸と受容が必婆である@しかし、実際の怒

E主審殺の主義では充分な検討がなされていない状況

である。

者学年、入後f号、著まのセクシュアリティ lこ関する認

識と援助の笑室長lこ言語ずる雲寺変そ実主題した。その紋

菜の一部を若干年の本学会において、務護者の主手数

からみた長遺言語と実際のケアの緩婆として綴fきした@

引き絞き、本綾ではケアの現状lこ焦点そあて、今

後の祭綴を検討したので綴をきする。

ll.務室主方法および雲寺笈対象

号事 18図本学会まま滋雲寺t翼手J(V 0し.15)P88

のとおりである。

lll. *吉累

(1)役iこ関する濁星雲をカンファレンスや務議n
療に絞り上げた者i式会{本の28.3%、このうち伎に

関する援助をした者 31.2%、問題を絞り上げたに

もかかわらず後激しなかった脅 63.6%であった。

( 2 )怒脅から散に関する媛助の依絡を受けた者

は28.2%で、このうちカンファレンスや務設計額

lこ絞り上げた幸まは48.1%であった。

( 3 )性iこ関する後数々した者の役員':J1言動を受け

たE寺の印象は賞主主的であり、?塁主主をしていない者

は否定的な印象であった。

( 4，) t宝・主主絡に関するf脅綴紋き義援した著まは4.1

%であった。このうち性的脅効後脅定約lζ受けと

めようとした者の11が、 f生・ 5己主室lこ詩書する綴綴絞

主義をしていた e など警護理まある知見方q専られた

これらのこどからセクシzアリティをき事援した

ケアの実践は、まず、毒事後教習において伎に隠す

る学習をi滋淡させて、査室Eま緩殺を穣み議ねること

が必須である。さらに、セクシュアリティに関す

る審議の有効性ぞ検討するために卒後数賓の必要妻

役が浮上した。

31日第2会場第37群

166) 終硲病室で治療を受けるE号、犯の生活体験

札療医科大学医学部付!翠病波小児科誉議室

。繋)11雅子、小笠!奈まゆみ、大友窓子、

加緩滋絵

干しq察医科大学{泉告主主主夜空宇都看護学科

木原キヨ二子

f雪量5移績は、怒a注目霊f惑に対する今日的治療とし
て行われており、感染予防対策として祭磁病室治

療(無菌室}が不可欠である。この特殊状況を慾

児たちはどう受け入れ生活を体験しているのだろ

うか。

私透はさき科で治療を受けた12綾からは議までの

3人のj慾児及び母親に治療終了後衛援を行い蒸留

吉室内でめ生活体数を諮ってもらった。治療中の在支

援銭察から傍られたデ…タを含めて Grounded

Theoryの手f去を煎い分析した。

総菜①ニ子供はf潟議形成に必号室なi部長は毅の持つ

情報から選択されて与えられているため、 f雪滋移

絡はこれまでの治療の一環として受けとめており

翠慾の切迫間がない。②二子後iこ関する不安は少な

く然菌室治綴での身体的なさまf斜土、その時は霊皇室ま

な反応であったが、在約童話寺ではま受授は少なく、物

議や'?il:想的な実務護えに恐怖を覚えたことが誇られ

た。③商会や社会的活動の制限は強いストレスと

して認識されないと授、われた。二子供の場合、限ら

れたささ閣での深い交流体験の詑擦のほうが綴るよ

うであった。③身体的、務f事的苦痛の強い場合

「眠りの体勢jをとることが観察され対処行動の

ーっと怒われた。⑤然菌室での生活や清潔綾符の

ために31<:められる方法などは、事務詰Ijのそデリング

により多少繁雑な方法であってもスム…ズに受け

入れられ適応していた。⑤苦手緩の終{致としては、

治療は医療君主に fおまかせjの対処行動により気

持の安定を計り、二子供iこ塁手Jt議する気持ちを見せな

い様に専念する傾向があった。⑦隔離中、窓、3乏が

医療警に対して f怒り jの反応など-.ll不適応行

動を示している殻仁やでも、キーパーソンである殺

との心主主的な位護関係は綾持されていることが多

く、この場合、子供の行動は不適応状態にあるの

ではなく、適応のためのプロセスにあると考えて

よいと怒われた。

以上、子供の反応の特徴を中心に、ミ5守二の考察

合会め倹討した結果について報告する。
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167) 小児懇性惣綴患者の草案笈予担IJに関する検
討 白血病患兇をゆ心に ω

東京援科控訴ヰ大学医学審ß~付随病院

O吉森一枝
千葉大学審議学部署雪議センター

土慶尚喜章. 金井手君子

白血病をはじめ小児慈性E霊感の治療は過去数年間
で一段と進歩し延命から治癒の望める定例も飛E霊
的に増加しつつある。しかしいずれにせよ長期の闘

病を余儀なくされ，また不幸にも死の転機をとる伊j

もなお少なくない。議近では.小児科銭綾にもイン

ブオ』ムトコンセントの考え方が波及し.家族を含

めた怠!尽への医療者側の対応が隠題となっている。

今後の対応の一助として，今邸.当施設における過去

10年間の治療経過および現状を潟王室し療室塁予測の

ための指擦を得ることを呂約として，以下の検討を

fi'った。

対象および方法 一

T大学病院に.1983~1992王手の 10年憶に初発入役(一

昔話他施設入段治療を含む)した悪役E重機感児88名に
ついて.入院カルテより病室i;!.者喜寿号室書問，入退続状況.

予後を草署交しさらに担当援へ現状に関するアンケ

ート潟獲を行った。

成綴ならびに結論ー一一一

①発f定後の生存率は.1年では.1983$からの初期

の5年間の52鬼に対し.1988王手からの徒主耳の5年間では

18完，発{定後2年ではそれぞれ21劫、ら64弘5生存では12完

から45完と，予後の紛らかな改号警がみられていた。

②生存伊lの，入段回数百IJの入院第H習は，ほぼ一定
の傾向を脊し初邸入段E寺は平均1328とかなり長期

であるのに反し2回目は35日.3回目以降は27日前後

と短期限であった。外来期照は.各@]をi援じて40~初

日前後が多数を占めていた。

③生存伊jの約20苦の伊iで.入役期間が1週間以内と
緩めて短期の入院伊jがあったが.これらは初怒の5年

間に多く，病態や治療のプロトコールとの照巡が認

められた。

③死亡伊!の213は発症後l年以内lこ，また半数は初

@]入院時に死亡していた。

③生存伊jと比較すると，死亡例では.人税期賂は

初防はほぼ向じであったが.2関El以降は生存伊jに比

しやや短期であった。死亡時の人税期間は平均339

臼と長期であった。外来期間も.初回は生存伊jと同

線であったが2回目以降は短英語であった。死亡吉Ijの

外来期間は比較的長紛であった。

これらの傾向は，小児葱性経綴患者の控室幾予測.長

期的な看護計立置の立案に脊fflと思われ報告する。
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168) 小児の採臨時における言語活動

一特に向調傾向.難易度，部署等の関連について

高知医科大学医学部F付属病院
。富井二H害、

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター

内海渓

看護鋳は言葉により患者の恐怖j惑を和らげたり

不安を軽くする努力をしている。特に小児におい

ては苦痛をともなう検査や処霞が多く、言語的コ

ミュニケーションによってその成否が左右される

今回、小児の採血B寺の会話において、その実態

を外来と病棟、看護婦の経験、採血の難易度など

により比較した。

[研究方法]

対象の患者は、 K屋立大学病院小児科病僚に入

院中の7名(6-10歳)と、同病続小児科外来に

i邸完仁和の34名(6-16歳)である。看護婦は、病

擦の看護婦7名{経験5年-12年)と、外来の看

護協 2名.(経験8年と 15年)である。

データは、採血を行う看護婦がカセットレコー

ダーにより、採血の開始から終アまでの会誌を録

音した。

分析方法は、録音したさを会話をプロセスレコー

ドに起ζ し、審議婦と患者の会話数および所要時

間を計調IJした。

[結果及び考察]

1 .病様では、患者と審議場との関わりが深いと

考えられ、向者の関係はリラックスしており会話

数が治加する。

2.外来では、患者と看護婦の関わりが浅いと考

えられ両者の関係は緊張が高く会話数は少ない。

3.採淘が図難な患者と、年令が低い患者には、

会話数が増加し、お互いに関係を深めようとする

姿勢が認められた。看護婦と患者との会話数の相

関係数は高い。

4.採血においては看護婦は経験を積むにつれて

個別姓のある関わりからパターン化した関わりに

変化する。すなわち、 j患者との向調傾向は、経験

年数が長い看護緑よりも、むしろ経験年数が短い

蓄により強く認められた。

5.患者には、年齢、難易度を照わず向調傾向が

認められた。



169) 小児の入院!こ付き添う母授の疲労と生

活状況

仙台市立病銭

。寝顔美紀子

弘前大学教湾学部署護学科教室

鈴木光子、葛西敦子、木村宏子

図的:小児の人格形成?とは、母子の傍頼関係が

大切である。この関係そ小児の入院時も継続会せ

るためには、小児審議への母親参加が必婆である。

またこの母親参加は、きらに進んで母子の満足、

母親教育の機会とならなければならない。しかし

母線付き添いの実態は、束縛された余裕のない生

活を送与、心身共iζ疲労しているのが現状である。

そこで今回、よちよい母親付き添いぞ考えるため

に、母殺の疲労ぞ他方ffiiから検討した。

研究対象およひ方法:対象は、常森県内3病践

に入院ゅの、。 ~15銭の小児iζ2411寺路付き添う母

親または母親に代わる者(以下母親とする)32名

とした。

研究方法としては、疲労総定の方法として 5項

筏選定した。そのうち客観的データの収集として

フリッカー検変・徹二点弁別いき綴測定・ブ口フ

キング検査を行い、主観的データとして

認査・身体疲労部佼議室主令行った。測定は午前10

1待と午後5時の 182問とし、 1人の母親iζ対し

2日間の資料収幾期践を設けた。また、母親の病

棟での行動観察、カルテ・看護記録からの情報収

集・母麗への荷接謁査委行った。

結果および考察:

1. 付き添い日数iま7臼佼が多く、このやで7治

米澱の母規の疲労度が大きかった。この時期は、

母親の緊張がゆるむため、疲労を強く感じるもの

と考えられた。

2. fせき添い交代時、母親は短時間に子供達の役

話や家事におわれるため、疲労が増す状態にある

と考えられた。

3 母緩の88%が自党症状4告訴えておち、母親は

多かれ少なかれ疲労した状態iとあると考えられた0

4. 5 ~10分の食欝待問の者が大半であり、食事

内容も綴っていた。

5. 母親の媛滋は断続的で熟陸務がえfしなかで

も小児と一綴iζベッドで怒っている母親の疲労疫

が大きかった。

170) 児の気震と母子格互作汚及母子位澄関

係、について~出生後4ヶ月自の家縫場磁から~

宇L続長科大学保健保療学都看護学科

0:0塚否合子

本報告は、 第 17留学会発表に数議して母子愛

え奇形成過稜を出生後4ヶ月自の家庭の自然場磁の

母子板1i交渉の観察データから検討している。母

子椴五交渉に3ずいて、乳児の気費的特徴が還要~

役割を演とていると考えられるが、そのようを気

質的特徴を乳克の機嫌の良さ・惑さといった感情

表出からみているのが本報告の目的である。

対象は妊娠中から縦断的に追跡しているSm内
総合病践でお生した第一子とその母親 20叙(男

克 8，女児 12)。 経緩やの合併症や分娩経滋や

兇のお生時にj，.けるザスク;設をしいずれも正常

範関の母子と考える。手続きは出生後4ヶ月自の

家庭での自然場面(平均60分〉を観察(ビデオに

も収録).de議し、 j足の感情表混と母親の応空孫子動、

克とE毒殺の佼置関係を 15秒、を 1単位として分析、

綴察者間の一致率は 82.0号らである。 また熱轄を

除く有効時間に占める泣きの総時間の苦手i合を機織

の怒さ(N )の表出の討会、常定的~表情、微笑

んでいる表情の総時間の割合を機嫌の良さ(p ) 

の表出の説会とし、 3群に分類した。郎ち I若手は

NもPもはっきり表出し念い裂、 II群は Nの表出

が多い務、 I狂群はPの表出が多1ρ嬰である。

結菜、 CDIII苦手に段、母親のほほえみかけ表情や
リズミカノレを声であやすFおかけや箆接ふれる動作

がI群よち統計会加こ有窓業(P <. 05 )をもって
多い。②II若手には、母親のゆらした号、ダカイダ

カイをする行動が1詳よ 9統計的に，存葱:蒸(P <. 

05 )をもって多い。 待 I群iこは、母親の他人と

話すという養育行動以外の行動が限苦手よち統計的

に有意義(Pど.05 )をもって多い。勾II群i立母

綬に抱かれている佼授が I群よち統計e的に符窓差

( P乙 05)をもって多い。

以上のことから、出生後4ヶ丹羽の家庭でのお

然場面では克の機嫌の良さ・怒さといった感情表

出の違いから分けた 3群への母綬のかかわり方が

大きく溌いが出ていることが分る。感情表出がは

っきりしている乳児は、はっきちと表出しさEい乳

児よりも、母親との相互作用が多しそれだけ人

とのかかわりの多い環境を乳児が作っている。
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171) 患者の入院生活遜応に関する研究

絡に入院前後の病篠・病室環境について

虎の門病院 O土橋みゆき

熊本芳和会くわみず病続

前熊本大学教育学部

中聖子 民子

木場霊n喜

日本の病院は f医師の家jから発展したと言われ，

療婆生活を送る場という考えは育ちにくい状況にあ

った。患者にとって入援は，病気とか治療の不安に

加えこれまでの生活環境や習慣等とは関係なく決め

られた特殊な生活を強いられる。 F.Nighngaleも f最

もよい状態に患者をおくことjを強調しているが，

患者が入続生活に適応し，それなりの安定が得られ

る過程を援助することはQOL向上のためにも重要な

看護である。そのため慾者が入院前後特に病室とか

病棟環境に対して何を意識し，変化させているかに

ついて検討した。

対象と方法:熊本市T病後の外科混合病棟で，面

接可能と判断された入続患者50名に対し，入院前後

の生活習憐-生活環境毒事を筒き耳'x.~，一部SDi去を用

い得点fとした。時期は，入院前，入段夜後，人税後

10Bの3英語に分けて分析した。

結果:病室・病棟環境に立すする窓、者の意滋得点は，

入続前，入院複後，入続IOBとPositiveな方向に上昇

し，漠然とした不安が，良い環境として認識されて

いく過程を示している。しかし20代ではNegativeにと

らえており，年議官問に有意差 (P<O.OI)が認めたれ

た。また性別にみると女性はNegativeであったが男女

間に有意差は認められなかった。起床と就寝の時間

をみると，入院により約80%の人が変化し特に起床

時間が早くなっている。しかし入院10臼には21%の

人が元に戻り適応、を示した。また年齢が上がるに従

い就寝時間の変化が大きく，入残期間との問に正の

相関が認められた。つまり高齢者は環境に対する意

識はPos泌veであるが，変化に対する適応、上の問題を

持っていることがわかる。また女性iま騒阪に関する

変化が大で男女間に有意主査が認められた (P<O.O針。

熟緩度は男性が低く有意差が認められた (P<0.05)。

また自然党盤の人は豊島限度が高く，塾限度・覚躍の

きっかけ共に病状の影響を受けていた。またベッド

の佼援は，懸E民や患者間の人間関係を左右する傾向

が認められた。
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172) 入続による生活様式の変化に関する検

討(第 4報)ー浴潔行動の1活からー

埼玉探立衛生短期大学 O 小絞橋3喜久代

大河原子鶴子

アメリカカソリック大学 荒川鳴子

千葉大学看護学部 jニ慶尚三室、金弁和子

入院患者ーのさ主浴後式の変化と「綴れ Jについて

住環境、路線、食生活の爾から報告してきたが、

今関は浴潔行動のfliiから検討を行った。

対象および方法:

絞持者続 2施設の外科および墾形外科病綴入院

中の忍者 152名に対し、自宅および入院中の液

潔様式についてアンケート鈎ままを行い、入院自iH去

の変化とそれへの対応について比較検討した。

成綴および結論:

1. 入験後はベット上でt先立百する者が30%強であ

るが、入院前後の歯磨き1m数に変化はなく、平均

2殴/臼であった。

2. 自宅洗髪室苦数は、 平均 11m/2.3:t 1.3Bで、

湾年j習が1上・実年j習に比べ洗髪頻度が潟かったが、

入段f査は年代差はなく 11m/3.8土1.4 B に減少し

た。洗髪所婆持関は自宅では平均 19.6土9.6分で

~t.主より女性に長い傾向が党られたが、入続{去は

15.9 :t 9.8分へと全体にやや短縮された。 EP包洗

髪回数および洗髪動作のEl.lJ:君主と F絞れ Jとの関

i塞が認められた。

3. 自宅入浴1m数は、平均 1回/1.4:t0.3認であ

った。入院後は40%の者が入浴しており、その殴

数は 11m/4.4:t 1.2Bに減少した。入浴所要時隠

は自宅の26.2土11.1分から 23.9土12.3分に綬綴さ

れたが、入続前後とも女性が3-6分長い。入浴時

刻は、 自宅では90%の者が 18ff寺以鍔だが、入院f査

は 98寺-18s寺の隙が85%となり逆転した。病設の

浴室の使い霊堂さおよび入浴室詰作の自立度と rt員れJ

との!芸Ji車が示唆された。

4，青拭を受げている者が90%おり、その内の90

%までが 1悶/1-2臼援助を受げていた。 1留の

?育 t式汚í~ 時間 lま 1 1. 3土5.8分であった。

5， 清潔方法で「不絞れ Jの311合が潟い員長に、洗

髪、入浴、滋t式、洗顔t歯磨きであり、 これは部分
介助も含めて望書介助者の多い綴と一主主していた。

潟、清潔動作の自立皮と清潔方法への r希認の手著

書草 j とにち号迷が認められ、 婆介助者は各々の清潔

Ji?去に対し{何等かの r希禁 Jを有していた。

機れに婆する期間はt先頭が 1-2Bで45%、 l週

以内で90%と潟いが、入浴あるいは浴拭・洗愛は

遊間以内に80%が rt畏れた J に留まっていた。



/づ
173)一入残忍者のストレス lこ隠する検討

ーその 3.病床数よ号

千葉大学薮護学総務護実技研究捻滋セン J-

O奴ロ筏5号、長友みゆき

兵1家i築立審議大学

JII口若手務

はじめに:

病践で入校生活を送っている慾者のストレスは、

鈴年本学会でその 8喜霊協を検出して、 n幾百IJ;さら
にくあきらめ>.くi嚢i毅〉など入段怒警のストレ

スiこますするCopingについても緩?をした。近年、祭、

者のニードは多様伎を彩び、持iこ、忍者0)病気自

身ならびに治療に対するf蓄を語、すなわち Informed

Consentが警還後されるとともに、金銭主主化の病践

の上旬fJUこみられるように、入波音寺の総人のプライ

バシー欲求は今後、主主々~くなることは必奈どな

ろう@しかし、双在の医療情勢では、どこかで妥

言語ずる必要雲があろう。そこで、今僚は鈴年のデ-

:)'-~正装 tこ、多 E草案におけるベット位髭によるス

トレスの度合いを中心lこ検討した。

警警Eを対象と方法:

E震立τ大学2雲寺立銀総!議f高段、 C大学E震学書sI付筏

続続及び私立 O医科大学約草案病院の内科・外科系

f湾機lこ入践する怒華!"328名を対象とした。

ガ訟は入校生活で起こると器まえられるストレス iこ

衡する設問38項目と yGt主総減交のf毒事者不安定It，:!子

のうちの神経銭tこ雲寺するもの40工護尽について、 EI

己記殺によるアンケートと窃絞自寺の隠さ絞り音寺交

努ffない、病絞数刻、すなわち繍袋、 2人部際、

4人総授、 6人総軽量、またベット{立後約一主主警官i、

緊ん中、医草下僚についてストレスの受け絞りガ毎

分析検討した。

総菜:

1 .綴君主iま怒号まのストレスが務総iこi氏い絡を示す

のに対して、多王草案ではストレスが緩い。 4入、

6人総夜間lこは姦が殆ど認められないが、 2人郊

穫は 4人、 8入部}警に比べて、やや強いストレス

がみられた。

2.ベヴト伎鐙でみると、 4人毒事獲で窓側、軍nマ
望号共iこ、殆んど還がないのに比し、 6人若君怒では

廊下節、爽んゆが窓側iこ比し iiiiく、終lこ、緊んzわ

が高い。

174) 入院怒号まのストレスの変容

千葉大学養液学務審後3建設絞究;詰毒事センヲー

05買口被!f!，、長友みゆき

兵}夜祭立審議大学

JIID苦手塁審

はじめに:

病践に入践している5号、老は病気の治療のために、

入院総までの生活とは異なった紛限された潔後で

過ごすことを余普をなくされている@窓、警によって

はこのような環浅の中でストレス状皇室を生じ、長室

滋1回復の隊警になる場合もあると考えられる. 11学

年の本学会ならびに続発渓でも綴をきしたように、

入段慾考のストレスについて季語;念的検討を行なっ

た上で、入院慾者がどのようなストレスへの幸子殺

に嫁されているかについて留守交、検討者Hrなった
が、今僚はそれらの綬念終にどのような変窓がみ

られるか、入馬主E寺と i援隊5寺の 2[ii]tこ:r;rり級王室し、

後討したので幸量生告する。

入段慾殺の緩念伶絡み:

官下査手の雲寺三菱の富吉5裂から、大きく分瀕してし非

日常生活 2.プライパシー 3.コミュニケーシ宝ン

4. t斉絡の欠妨・送車~ 5.家高まの心誇l6. *~済的不安

7. f翠後への不i銭号.その他の 81t，:!二子を主義[g]fヒした e

対象とガi去:

雲寺交対委主iま限立大学'!H翼Tj寓段、公立大学関緩
SI湾段、 NI湾践の内科・外事ヰ系f誇襲警に入設した慾

各知名である。雲寺霊芝方法iま雪下ま手の成主震を多量雪lこ38

攻EIから 13T霊a緩やして5IJ.長g、さらにSTAI検交
努併せて入E定数 81査とi翠絞渡部の2問、El2.総務

によるアンケートおよび、その後の務き絞り議長室

念行ない人税E号、警のストレス鶴子の変容について

検討した。

総祭:

1 .STA Iの後慾不安ではi翠銭E霊前iこ低下がみられ

たが、その祭器{(ま内科系lこ比し外科系に事ましい。

ーガ、将校不安iま内科系の緩が商い e

2.81t，:!予の変容をみると、 g常生活、プライバ

シ一、コミュニケーション、経済的不安に対する

ストレスのポイントは低下するが、治安泰jュのf喜幸喜

lこ関しでは緩和される傾向がみられた。これに対

して、家庭の不安、環境の不i袴のt雲大がみられた。

さらに、外科系・内科系別、 f主別でも後討を加え

た@
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175) C A P D総行者における
CAPDストレッサーの分析

綴天窓医療短期大学

0努木きよそF、村岡宣言子

〔研究箆約]

在宅CAPD施行者のCAPDストレッサーを

明らかにして、生活適応に必要きな援助を検討する@

[調査対象および研究方法]

対象はJ大学病院に遜院している在宅CAPD

施行者 56名で、 rCAPD施行者背景用紙j と

rCA PDストレッサ一議室主汚紙j を用いて、ァ

ンケ ト議査をした.CAPDストレッサーは、

Baldreeの政液透析スケールをさ喜に、 CA

PD続行者にあてはまる 23項目は使用し、特有

な項目を追加して42項毘で機成した。 4件法で

回答そもとめ、 O点から 3点を与え点数{とした。

CAPDストレッサーの平均僚を路い療にランキ

ングし、各変数ごとに t検定した。

{結果および考察]

①バッグ交換留数、身体的症状、将来への不安を

緩もストレスフルな項日としてまま知し、 HDス

トレッサーに認知の感かった食察の紛際、役務

への支隊などは務綴伎のストレッサーになって

いなかったe

②60長老来織の革まは、将来への不安、従事への支

襲撃を、努伎は通院、バッゲ交換の場所の事護保、

女伎では外観の変化や自由な綴裟ができないこ

とがストレスフルであった。

③有機器は、仕禦に関速する1箆筒、気験者は食事

に織する項目をはじめとし、多くのストレッサ

を認知していた。撃霊祭に変更のあった者の方

が身体活動の鰯夜、身体能力の授失、仕事への

支隊を務く認知していた。

③体主室崎加者は、バッグ交換や疲労、水分・ 2量分

の苦手IJ~震を、 3 カ月未満者はCAPDの操作や生

王室的変化をストレスと認知した。

⑤バッゲ交換を家族に手伝ってもらっている者は、

適時主や一人ですることの不安をもっていた。

③燦燦炎を3回以上併発した者は、感染に関する

ストレス認知が低くなった。原E器疾怒男IJでは、

糖尿病性襲警主主の容が身体症状におけるストレス

を強く認知していた。

⑦各変数との関係で有窓、差の生じた境問は、{弱人

の状況により、ストレス認知が高くなることが

わかった。 指導を行なう上でこれらのJj'j自は傍

人差を考滋に入れる必要書があると考える。

154 

31臼第3会場第39群

176) 餐護数百による看護学生の窓溌機i置の変容
〈第5綴)

長崎大学医療技術短線大学部 O:!喜野菜綾子

産業医科大学医療技術短際大学 中 詰君子

千葉大学看護学部 内海発

く閥的・方法〉審護教脊において臨床実習の果た

す役割・影響は大きいと考え、本学会にて報告'<:

E霊ねてきた。

今回は、夜療短大tこ主主学する学生180名を対象と

し、臨床実湾総と終γf去に同綴のJ欠のようなg由

感怨文によるアンケ}トを求めた。

1 )媛しかったこと，楽しかったこと， i合f売だっ

たこと，

2)ほめられたこと，役立ったこと，

3)習ったこと，戸惑ったこと，不安だったこと，

4)悲しかったこと，辛かったこと，イヤだった

こと，

5)奥様のあること，これから勉強したいこと，

これら 5項目の質問憾に 85の用紙を用いて自由

に記薮させた。

これらの箆問者署の記殺事項を内容、 5喜怒数、文

字数などそ数え、関係した人僚や対象となった事

演などそ分析し、これらをバリマックス回転によ

る国子分析を行なった。

く結果〉扇子分析により 61tSl予を池山した。すな

わち、第 I因子〈諮数因子〉、貫主日ltSl子〈項目数

因子〉、第磁因子〈有終ltSl子)、第IV関子(楽し

い因子〉、第 V尽予〈苦1議菌子〉、告書VI因子〈向

学ltSl子) ~ごした。

第 IItSl子から第狙因子l立、議数、環EI数、脊棄ま

に関する対応などで、本質的な学生の傾向が把握

しがたいために翁絡し、第W悶子から第VIItSl予を

検定の対象とした。

各学生のltSl子スコアを入学時の王寺上音寺交脅によ

り若手7J1j(こ比較した。また、実習開始前後の平均{疫

をt検定した結果、実習開始前後の学生の:窓裁縫

迭に興味ある富吉5裂が認められた。

更に、これらの悶子を 3次元のltSl子空間にプロ

ットし、臨床実習隊と終了後のtt絞を行った。

審議学生の窓ま義援迭の変容を明らかにすること

により、よ号効果的硲!正実留のありガを示唆する

ことができると考える。



177) 慾隊突習における学生のやる気について

の一考察

やる気度とそれを左おする姿ltiIの分析

(第二銭}

愛媛民主立~燦技鋳?主査員耳大学

01雪啓子、三愛野菜子、河野俊子

臨床笑習は、学生の主体的な行動を選塁本におく

ため、学生が菜室まに対するやる5誌を持つことはさ詳

潔効泉を溺めるうえで事塁本的な婆繁となる。我々

は、繁華まに対するやる気と5葬祭及び笑習祭儀との

!努i室性を第一毅として毅告した。

学生は、然主義で毛筆々な体験をi重し還を5撃の学留を

芸きめているが、これらの体験の毒事5警の中に5翼賛へ

のやるま誌が燦々に存ttしていると考える。今主主は

実習における学生の認毅がやる気とどのような関

主義伎を持つのかを紛らかにしたいと考える@

く研究対象・方法〉本学繁一務遂学科(3 i手察後

:以下…務) 49名とき喜二務5撃さ学科(2王手緩緩:以

下二審) 26名に対し、平成4i手J3(@I!星鍛察官H寺に

fベクト Jレ王えやる祭器書室主j をffiい、 3建潔終了喜寺に

やる祭器芝を蓄書室ました。また、その終点でのやる気

度の孝著書震の怒窃についてi3alこ警かせた。やる気
の望書留の分析は託 J法により慾怒、分綴した e

く総菜及び考察>震基Eまさ建意まに対するやるき誌の議案い

筆まはー務で 39名79.6%、二豪雪22名84.6%で、第一

線で紹介した続年長芝生に比べE毒者共にやるき託授の

滋い言葉窃であったが、終にこ豪雪ではそれが滋妻子で

あった e

学生の爽意までのやるき誌を向上させる姿留は、一

審共に 1{立 f慾警の変化一審40.4%>二塁雪

35.7%で 2伎は fケアのき窪銭安芸カ一審21.6%

>二悉20.2%、 3 {立は f慾霊まとの関係一審 13

.3%く二塁雪 19.4%であった。やるき託を{低下させる

姿ltiIは、一壊をは 1佼 fケアの爽銭告をカJ27. 5%、

2 l俊 f身体状態J21.6%、 3 {立 f繁華まに対する心

機え J13.7%であ号、二塁までは f慾苦言の変化J r 

ケアの笑Z主総力 j が賞受も箆く共に 20.0%で、次い

で f 慾~'1雪との関係J16.0%であった。

以上のことより、一審笈と二祭主主のやる5誌を向

上させる婆僚には若干の綴i塞があると共に、学伎

の霊童欲の事著書手、iこは後々の姿E患が関i翠していた。

178) 務衿終実務における答護学伎の怒喜義務

長室への影稼妥協の検討

芝努終談、 5苦手寺怒11)の淡怒による検討-

UJD大学医療談後綬長語大学級

O金山iE二子、問中マキ子

E霊祭庭科大学医綴技終短綴大学

)11本草IJ滋子

守二議大学率f護学総務祭実妓研究十器移センター

内定基 言語

[研究8約]これまでに、我々は務持率寺実綾部後

の餐護学生の怒議長議長きが変化することを見出して

いる。今 fill!ま、~護学生の凶怒議議燃えを iこ禁5 警警を及 iま

す喜善問について検討した。

[務予定方法]対象l土、本学務ミ護学終 3年次学生76

名である。 f斉神科2堅苦言言Ij後 lこf務幹事総iこ会Iする

震設j の霊室長男義主総交をITい、回答を童文幾fとし、 阪ご子

分析(パザマックスfill転)を行った。災幸子葉号機jJlJ、

受f寺怒容のE定意15]IJ1こ、~警守}涜後の宅高 13 得点および

協子得点の平均長選の釜の検定を行った。

〔総菜および考察]災轡書号機による土色絞では、隣

室翼線授と線放綴綴iま共iこ、 「近づきにくい、終味

が怒い、機い、終争李総事主i主総い、身近な喜毒気J，撃

の凝 131こ手n霊2去を認めた。間童話芸者援ではさらに、
f主主義案、人間関係が僚懇、{可をするかわからない、

純粋jミ撃の務 131こも有滋2去を認めた。 6IIヨ子のゅ

では、 E持病綴共 iこ恐怖・喜重星雲閣子lこ有怒三査をままめ、

た。銭安註草寺綴ではさらに、符定的E母子と問委員約関

子に千f1霊祭を認め、務築学生の主立議義務長室の変化に

よ撃いがJil，られた。また、受持慾委ぎの疾滋による土色

校では、綾子卒分裂喜寿の土議会とそれ以外の場合 iま共

iこ、 f近づきにくい、父線が怒い、協い、務持病

銭i主総い、身近な喜寿然、仰をするかわからないj

等の渓 131こ有慾援を認めた。 f喜子卒分裂喜寿ではさら

に、 「危険、入部関係が綴霊堂、怒者を支えること

が必髪、終終事の夜間 lこも有縁2去を認めた。 6

E怒子のヰ3では、共 lこ室主総・ま愛護霊おぞflこ有縁援を認

め、精神分裂病ではさらに鈴定的照子iこもffl霊祭

を認め、怒喜議終主主の変化に遠いがJil，られた。笑望号

鋳綴と受持慾言者の疾怒とで X 2検定を行った幸吉5菜、

関逮が見られなかった。以上のことより、実習望書寄

綴と受持E義者の渓慾iま君子護学生の霊霊長議事警主主のきを{と

に影警撃することが7Rされた。
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179) 手術11¥者を受け持つ学生の不安の縫移

大級成立看綾短M大学

O足立{主役、 中元久美子、 rtt毒フサ子

(閥的)手術占患者を受け持つ学生自身の不安や緊

張は学生の実智内容に影響する。今回、我身は急

性期実習指導を11う際の学生の不安の怒夜を聖uる

閥的で、 実習m問中の学生の不きたのf陸移を総べた。
{方法) 1992年4f1から 1992年12月の関に、 Y病院

一段外科、および婦人科で術書官・術後の経過をた

どる怒者を受け持つ本学第一審綾科 3年生67名を

対象とした。1.提習的 2. 手続当日の籾 3. 

1持後初めてE患者に会う約 4. 問題点・It濁を立

察し5需給する的 5. 実習終了時の5状況につい

て、 S'fA 1 (The State-Trait Anliety Invent 

ory) を渇いて不安皮を測定した.

(然来)各状況に於ける状惣不安符点 (A-S tat 

e) は、 1: 54.7土10.6(平均会穣慾綴皇室)、 2 : 

61.1土 12.3、 3: 55.1土 11.3、 4:51.9:!: 10.2、

5: 36.4:!:9.48であった。各状況関では、 5寝室UfJ
から爽習巾をi還してに比べて、実習終了時では有

怠の低下が兄られた (p<0.05)。手術当日の朝

は各状況に比べて有怠に高かった (p<0.05) • 

実習11lfJから実苦手中を;mして手術当日の票日が有窓に

ずEかった他は、残雪の 3状況間 1こ有意主主をsめな

かった。特性不安m点 (A-T rai t)は、 1 : 49. 
2:!: 11.0、 2:51.8:!: 11.7、 3:51.0士11.3， 4: 

51.2:!: 11.8、 5: 46.4:!: 10.6であり、実現終了時

は、 5起努rl1の3関にi七ベて有怠に低下した (p< 
0.05) • 

(考察)手術11\~まを受け持つ学生は、笑習総より

統lこ不安が高まっており、実習中は手術当日を頂

点1こ、1it111}不安が解消されることはない。先行研

究との比較に於いても、今回の給5裂は線対的に滋

く、そf' *Hお~を)l:け t!; つ学生の不安の潟ざを示す.

これは吊}~の手術に対する不安を理解し、 t重助を

実施するに際して、また、念役1窃実習ゆえの多岐

に君主る肴綾技術の実施に際して、一速の澄幾農協

lこ及lます彫饗の大きさを;陸部させる.また、学生

が実習の到遠目擦を遼成するために、教員が指噂

方法、指導体制の誇検討をし、学生の実習中の不

安が終滅されるよう勧告かける必重要性を示唆する

ものである。
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180) 精神科実習における務t護学伎の気づき

の変化 一自己の態度への気づきの検討ー

山口大学援学費sIltH語病院

O坂之上智子、山本妙子

UJ口大学際線技術短期大学部

金山iEこ子、田中?キ子

i!U量医科大学医療技術短期大学

)11本科窓子

千葉大学者獲学苦ß~[童実銭研究指滋センター

内海 君主

[研究El約}看護教育では、臨床実苦手が学生の知

識、技衡、態度を統合させるという点で積雪を視さ

れている。本学の務神科実習は 2 週間の綬刻の~

習ではあるが、これまでの研究で、実潔により務

護学生の窓議機造が変化することを兇iむしている。

また、学生の実習記録から、 5超音空白数によって自

分の態度への気づきが変化していることが窺われ

る。そこで、総神科~翌十自主撃の参考とするため、

看護学1':が「自分の絞りやすい態度Jについてど

のように滋識しているかを犯擬する臼的で、本研

究を行った。

〔研究方法]対象は、 1991年度111日大学医療設術

短摺]大学部看護学科 3年生73名である。精神科実

習第一選終了時(以下第一週と絡)と第二週終了

時(以下第二i震と絡) Iこ、 「議者との関わりの rt

でg分の取りやすい態度・くせ(特性)J につい

てElEll iie毅を求めた。記毅内容を繁潔し、 flil子分

析(パリマックス飯事正)を行い、!li-j認と第二i.¥!

の因子スコアの平均般の援の検iE'f行った。

{結果および考察]記毅内3去により、 28攻臼 iこ繁

潔し、 5震綴2寄与率46.5%で 8~母子を嫡出した。実5

週と第二i騒の堅苦子スコア平均僚の廷の検定を行

った害者紫、第四因子、第六関子に 1%の危険率で

手Ll霊笈が見られた。 E再開殴予は、 「然Ell~主いしな

いJr lli 'd'されてもアプローチする Jr手を凝る j
などの項陸であり、第一i.¥!では表現されなかった

が、第二週では表現されていた。また、第六民子

は、 「筏線を合わせて認すJr気事室iこ認すJrさき
たり隊りのない態度を絞らないj などの怠味の項

目であり、第一巡では表現されなかったが、第一

i.¥!では表君主されていた。第一週よりも第二滋の方

が、~~童学生は王宮、者 iこ気綴 lこ援する態度を耳買って

いることに気づき、表現していると考えられる。



181) 震基球爽習を効系的4こすすめるためのグル

ープ活動に喜還する一考察署(繁3線)

意義杏学関短長語大学雲まま警科

O言語a慈子， 国11If'申子， ま苦護費宇喜子

{はじめに}

震基床実習を効系的lこすすめるためには、 グルー

プのまとまちが必要塁であると忍われる。今までグ

ループをどう綴王立した草寺に、 グループがまとまる

かを研究してきたe 今回は、学生が宝章むグループ

のあり方を明書室lこし、 まとま号にgを向けること

の窓線を考えた。

{研究方法}

対5裂は、 本塁手苦言 8E喜入学さ主(1990年4Fl入

学，以下 8Eヨ生という) 4 8名と繁 9間入学さ主{

199 1年4Fl入学，以下 9Eヨ伎という)45名

であるe 察官ま終了後、 アンケート鶏交を行った。

考察した内容は、以下の4点であるe

iむあなたの所感していたグループの良かった点は、

どういう所でしたか。

今あなたの所慰していたグループの怒かった点は、

どういう続でしたか。

r歩5建努を行う j二で、 どの擦な人の存tEがグループ

活動を妨げると考えますか。

管35定裂を行うよで、 グループ活動をうまくやって

いくには、 どのき譲な人の孝子主主が必姿と考えますかe

g 8旨総量支の内容を1叉臨若手3こ分け合計数をあしたe

{孝喜男ミ}

攻Elを多いj領}こ立主べると、 グループの良かった

点としては、 1， グループの繁華霊気、 2， メンパ

ーの綴1i.1'塁劾関係、 3，グループのまとまり、 4，

意見交草案、 5，実習に取ち絡む姿勢、 6，その後

であったe 緩かった点としては、 1，グループの

まとまり、 2， グループの苦手芸霊長t，建習に絞り絞

む姿勢、 4，窓Jt交換、 5，メンバ}の穏1i.t霊劾

関係、 6，その後であった。また、学生が考える

グループ活動を妨げる存在は、 1，協言悪性、 2， 

3奇怪E妻、 3，役格、 4，窓欲、 5，その後であっ

たe グループ活動に必褒な存tEは、 1， リーダー

校、 2，協務位、 3，後絡、 4，慈欲、 5，その

{在、 6，受任感であった。
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182) 審議学生にみる審護診断絶カの成長過稜

について

E在京都立松沢務護率門学校

O林笑芸奈子・松尾ひとみ

1.はじめに

当校では、新カワキュラム施行iこ伴い看護過程

iこ審議診断を導入し、カルペニートのハンドブッ

クをサブテネストに用い 3年緩透した。そこで、

学生の務護診断の成長を、情報の震とパターン数

が軽量える，愛護診衝のiE答率が言語くなる， と仮説

を立て、愛読室長警護〈審議診断〉の分析を行ったo

II.方注

文す象 :M審護毒事門学校 2年生20名 3年生16名

綴間・各議念、後期実潔 1992.1… 1993. 1.Fl 

方法:実習記録(愛護記録〉のやの情報、宅号室震

診断について検討した。

班.総菜

仮説について、 2年生と 3年生を比絞してみた。

情幸霊長審釜iま、 3年生が多かったが、迫力u1資毅のパ

ターン内に 2年伎の方が多いもの・ 2去のないもの

が2つづつあった。パターンについては、初期，

i産加f毒殺共iこ、学年まをはなかった。宅rf.霊診控訴のiE
2喜怒について、 3年主主に平nま2査があったのは、 2 
つのパターンであった。又、 3年生のiE答惑が、

100完になるものは、 2つのパターンであった。

iE1喜怒l二学年授の緩いものは、 3つのパターンで

あった。

N.考察

今回の検討結塁さを以下iこ喜要約する。

1. 2年生iま、惨事費の窓きまを解釈するカが弱く、

念、後期務護の知識を汚F脅することがE題懇であるこ

とがわかった。

2. 3 年伎は、警護診続の正~~容が潟いという家

から、急性綴lこ必妥な務室菱が11".長室Ifl楽ていると蓄

える。

これらの壌から、審議診断を活濁しての審査室教

事干の議題が明擦になったので、学生指導の方法・

内容の検討を遂めて行きたい。
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183) 者議教育における者議過程への慾者参加

の試み

f話井県立大学短期大空宇都

O援者山成予

近年、医療従ミ葬者と窓、苦言・家族との rt毒殺の共

有Jの必聖書性が論議されている。怒.2雪と rt斉幸草寺主

共袴する j とは怒苦言と問星重点やEH票、看護計言語を
認し会うことで、つまりは看護過程への態省参加

の援助の必要性を示している。アメリカでは主主に

1952年以降殆どの文献に怒者参加が示されている

が8本ではまだその環念及び笑銭が定務するに至

っていない。そこで今回、臨床実留において学生

の渓隠する看護遜怨に怠蓄を参加させることを計

薗し、実施iIIJ[争後の慾苦言の反応及び実施前後の学

生の慾見からその効果、主霊祭を検討した。

~総務所は優位郊・回復期実習で第 2 審議学科

2年生 20名{結祭的lこ実絡できた学生は 14名}を

対象とした。

慾者{延人数 14名}の反応の評価は一定の努億

五喜怒 iこ主主づいて数奥及び学生が 4段階で評価した

。慾容は~施前には i名が f 非常に脅定約 j 反応

や糸 3 たものの 13名 i土戸慾いを授せなく fどちら

とも gえない j 的反応だった。しかし潔施中・後

iこは f非常に肯定的J11名 f常定的 J2名と大き

く変化し慾者の関心度の言語さを何わせ慾者参加が

怒容にとってプラスだったことをさ寄託した。

学生はき走路iIIJには怒苦言参加の試みに対して 20名

中18名が f実施してみたいJ r綴とも怒うが反ilii

実施してみたい j と意欲を見せながら、s1:iliirEj

f善がない Jr不安Jr気が震い j と否定的感情を示し

た。しかし実施後は実施学生 14名のうち 13名と殆

どの学生が f話し合って良かった j と宥定的評価

をした。

きを総f去の学生の慈見から ζの試みの教育的主主義

を慾恕すると①審議i謹稜の塁塁線が深まる -r審議

i塁援は慾者に実践するためのプロセスであること

が笑慾出来たJ-②慾者参加により章受もi鐙切な緩

めにつながることが解る-r自分i塞がしようとし

ていることが島幸って箆え安心して援助をi草められ

たj ー③怠者・看護者関係が浅くなる-r慾容を

非幾するようで言いにくかったことが話し合いの

潟が持てたことで蓄え、その後怒者と話しやすく

なった j ーであった。
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184) 実習の評音量に関する分析ー看護遜穫と

コミュニケーション技術を中心に

名古慶大学医療技続短期大学部

O岩絡弥生、小笠原知枝、滋獲量草子、安E草書孝子

慾Z語大学医療技術短葉語大学費者 返緩総子

筑波大学医療技術短期大学官官 阪本慈子

くg的〉

新カリキュラムにおいては問題解決能力を盤視

した実習指導が試みられている。新カリ下の課程

終了にあたり、学生の考委譲遜程の展開に対する自

己評舗をとおして新!日カリ下での看護過程に関す

る実習日擦の逮成皮を比章受したうえで、著書例の看

護診断と審議計図、および審議場留での対応方法

の分析をとおして新カリ下の学生の関皇室解決縫カ

とコミュニケーション投手持の実態を知り、実習指

導の改警について検討することを目的とした。

く方法〉

対象は1992年度の本学と T大学医療技術媛期大

学部看護学科3年生126名および1991年度の本学卒

業生78名の計203名である。実習の自己評官軍事量は成

人事量護学実習終了後に各学生が記入したものを 19

91年と92年12F3に回収した〈回収率75%)。文重量記

入王えの質問緩による務変は本学と T大学において

1992年11月と 12月に行い、問収E撃は98%であった。

く総菜〉

①自己努領からみた実習の途成度

実習自己苦手宣語表のf雲察牲については、折半法で

α係数0.83であった。審議遜穫の5綴媛については、

情報収築〉問題の嫡出〉審議計蜜〉務鰯〉笑践の

燃で主主成度が低〈なっていた。新!日カりてFの学生

問の笑習の逮成度の比較では脊惑な羨はなかった。

②新カリ下の学生の問題解決定Eカの傾向

看護診断に関する学生の昔話カは低く、線然、隣

遂因子、審議診断ともに内容的に不渡切なものが

多かった。また審議計滋も不十分で、ごとにTとE

計霊童は内容も愛も不十分であった。

③新カリ下の学生のコミュニケ…シ 2 ン技術

コミュニケーションを妨げる技法が全体の61%を

占め、コミュニケーシ茸ンを{足すものとしては明

書室化の20%を会ぬ25%であった。コミュニケーショ

ンを妨げる技法の中でも使用毅皮が高かったのは

跨鎖的資燃と税務の要求で、次いで励ましと忠告

が多かった。



185) 餐護学生の霊童警察総力の発遂に関する研

究{第 2殺}

東京女子宮室科大学審議実霊堂語大学

O 湾岸慈--子、河合子慈T

守二3護大学務3菱笑銭安売究f苦言事センヲー

土慶尚章受、 金チ宇和子

童話室警は餐慈5軽量霊の基本となる議警警な?支持5のーっ

と言える。私たちは、審議学蓬礎教育において、

薮護学生の緩襲警告主力がどのように発途するかをaJj

らかにすることは完霊祭あることと考える。気 18 

初日本塁変後五耳究学会において絡をきした 1年次の看

護学生の緩翼著書主力の発遂に号i後き、 2年次におい

ても経年約に後討を加え若乎の示主棄を得たので幸喜

錯する@

対委重量nまT審議綴潟大学の学生 67名である。
方法は、 1年次と i湾じ VTRをF百い 2年終了雲寺に

襲警察 ~ai重し、その内容を窓設の状態、に関すること

として葉署名・綴怒・発途段滋.~喜本的ニード、務

畿のケアに関することとしては怒容との対応・号事

おのt互い・手投・ケアのF遺棄互に分類し 1i手主主の総

菜と比較検11した。

総5長は、 霊童警察のま急記憲主件数は 1f'手次と問機3こ2

年次においてもf勢約しており、入学善寺から経年自き

に多くなっていることが壌かめられた@また、夜

雲寺内容においては怒慈の状慾に比章受し、塁塁議長警の

ケアに廃する翁EHご綴襲警が多〈みられた。 2童手Eた

では、怒、畿のまえ慾では守警に書署長室が多〈、 愛護金警の

ケアでは物品の扱い・手投・ケアの務主義iこ手まさ妻、な

3歯方自がみられた。しかし、…方では3基本約ニード

.対応力i¥2年次において滋少綴i勾がみられた。

学生の{議々の綴i匂として、 2年次終了善寺と 1年

次終了E寺のま雲記童話{半数の蓬が多い学生は、後警察宅資

自において葵本約ニードー対応の壌gが骨密の学さ主

l二上七章受し土議加している。これは会終の鎖向とも爽

なり、霊草襲警告言力の発途を考える上で要望球芸震い絡累

と怒われる。
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186) 卒業総にある養護学生の全身清拭場笛

における患者への援助の実態

。菅沼没江

国立療養所東京病院F付属看護学校

関根総子

くはじめに〉 全身清拭は萎話芸春護技術のやでも

日常生活をや心とした援助技街であり、

では必ず経験する審議技術である。 iつの看護技

術では認知綴域、精神逐毅j領域、情;窓綴域が統合

して、はじめて患者に良好な看護実践が提供でき

る。今額、情意領域(詑議)を考慮して、学生は

卒業期に議拭の援助技術が身についているかを患

者の湾警別、治療別に検討した。

〈対象ー方法〉

校、 3年課程、 3年生、 29名、方法は観察法。援

効の要素を安全、安楽、自立、倒人の尊重、コミ

ュニケーシ吉ンiζ分け、各々の要素を10の小カテ

ゴJ)-i-設定し、各壌臼を細分化し、 45項筏を設

定した。患者の湾審7.)1](呼吸器、消化器、脳神経〉

と治療7.)IJ(内科系、外科系)Iζ分析した。

〈結菜〉

i 全身議拭の学生の到遼考さでは陣容別の到達Z容

は消化器障害の患者では平均60.99ちで、次いで呼

吸器障害の怠者は平均60.5銭、

60.3;:ちであった。カテブザー別では[コミュニケ

ーション〕は消化器滋警が83.9 、呼吸器際:容が

79.2第、総神経擦答77.8忽である。[

と自立]では消化器懸答が69忽、次いで呼吸器際

196、脳神経隊等61.8劣である。[安楽]で

は滋衿経跨答66.79彦、液化器隊等62.3 、呼吸器

69与である。 E安全]では消化器鋒答51.6
96、呼吸器湾審47.096、脳神緩際警招75ぎであった。

2. 治療別到達率では内科的治療を受けている怠

者は王子均63.996であり、外科的治療を受けている

患者は平均57.196と内科的治療を受けてL

の方カ~6.896と高い。カテゴリー[コミュニケー

ション]においては外科的治療を受けている患者

は81.3受ぎであり 2.196と内科的治療を受けている

患者より高い。{綴人の尊重と自立〕では67.196、

E安楽L [安全3では65.596、50.39ちであり内
科的治療を受けている患者の1]が約 15~896代の

範閉で高い。
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187) 者遊技術の指導方法

主主犯と筋肉注射について

滋賀l巣立短鈎大学

Oi"都宮栄子、太白節子

{はじめに]

宅ま設技術の指導内容には、対象の安楽伎を潟め

るJfjElの{色、採血や筋肉放射のように安全性が緩

も妥求される技術項医もある。 4寺lこ鋭利な針を他

人に刺入するという燦異な体験を初心者である看

護学生に指導するには、できるだけ学生の心理的

負鐙を少なくした指導方後が忽まれる o 本学では、

これまで採闘の後筋肉注射の技術指謬モ実施して

きたが、それらの指謬額1芋や方法について今問、

不安尺皮 ST A 1 B本版(女性用〉を使って評価

したことを報告する。

{方法]

3年課程 2年次の審議学生42名iこ対し、採血の

学内実習の前後、及び筋肉波書Jの実絡詩Ij1こ、 C.D. 

Spielberger等が関発した不安尺皮 (ST A 1日本

版)で調査した。指導体制は、 42名の学生 iこ看護

数関 5名がつき、学生同士で患者看護締役割を

実施した。 f旨号事方法 iま、議義、 VT託、デモンス

トレーションで考え方を導入し、 1真綬血管{ゼザ

累ゴム等)で練習させた後採血の2走路を行い、

将綴の方法で筋肉注射も指導した。採血の実施と

筋肉主主射の実施の慨は、約 1カ月である。

[結果]

車古楽 lま、表 Iのi重りであった。特f生不安 iま採H足

前後・筋肉注射liiiと比較的安定している。(pく

O. 001)状態不安の採血前後を比較すると採血前は

52. 38、採血後は 42.31と、 10.01の2査がみられた。

不安の穫類

状態不安

特性不安
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1、1=42

SD 

9.18 

1.48 

188) 法礎寺守護技術におけるピデオ数字Jの手IJ

mとその効采についての一考察
一食ー

岐阜医療技術短期大学看護学科

O!.¥il文子加藤コナミ 内UI尚子近終鈴子

基礎清談J支符fの修得 iま、表校学1:.に於て 1立~な

f.!ll.llliであり、それを教える教員としてもその教育

方法には、さまさ'まな工夫がなされていると忠わ

れる。

今回 f食jのlii元に於て「経管栄養法jの修f与

は、技術として震安であると考えられるため学内

波沼を災施している。

そのため、講義内にビデオパック白木製作の看

護数脊シリーズ f経管栄養jの内、問管栄養法の

部分15分を貌隠させ、その後、チェックリスト作

製にあわせ手販の自己学習をさせている。

19i穏J1寺r:urrt初に学内の物z日zを使JfJし、ダミーに
て教員が行なったデモンストレーションと学生の

実習状況を禄彩し、 I写視聴することにより、今後

のお湯の方法について評1illi検討をすることを試み

結来

l、J主体的湯布lの提示のための扱聴覚教材の活用

によって、総殺やダミーによる学内淡習では、得

られない患者をJ主体的にイメージするのに役だっ
可.

~。
2、河綴に病院という施設の小での忠考について

JH本的になった。
3、 デモンストレーションについては、学生に

看護技術の方法・手足Iiの原J.1l!を学習させるために

は、教員の技術チェックの必要性を確認した。

4、学生のilii'tll~語頭では、デモンストレーシヨン

で強潟不足の項自については、正f，"(rlさを欠いてい

ることが分かった。

5、J最影時iま、窓識しなかったが、 J支持1的なチェ

ックだけでなく態度や姿勢についても評価できる

ことが分かった。

以上のようにどデオの利用によ 0得られる効果

や評価について教育効来にあわせた方法を検討し

ていきたい。



189) 康上務i位体験学習の評鐙

一学生の反応の分析ー

家京都立芸言語撃技綴短剣大学 O:iJZ林手法E塁

策家事君主Z医漆投手野短怨大学 芸晃 子童書

B~主赤十字義援大学 EE上策千主主

[13的} 基礎毒i~霊設事寄付非 i授の援劾 j において

床上務療の体害実学 ~Hま F忍者の気持ちを 3塁解し長室

切な緩効方i去をさ学ぶj ことを窓図して行われてい

る。しかし、この体験学窓が、 E譲 E京芸n~善寺の傍巡

の援効にどのように者織であるのかは明らかにな

っていない。そこで 3年次学生の隊派渓習に及iま

す影警警と反応を明らかにし、床上競5Rの体験学wi

の者m伎について検討する e
{方法年次iこ床上後援の体験学習を行なっ

た孝喜怒綬翼語大学 3年次塁手ゑ 76名を対象iこ床上総

E主体験の必姿性、 5譲夜祭習での者用校、体験につ

いての渓夜の奪えを資問銭授用いてE警交した彦事5裂

を分析した。

{総菜および考察] 有効回答塁手81.3%(65名). 

1)床上隊長支の体毒素は f有効であったJ55名 (84.

6%)、有効であった後窃は「慾畿の心霊童望室長率j が

霊童宅，g，く‘ f援助投書守の潔義孝iは少なかった，床上務

援の終草案は、 i葬滋の主菱効投手罰の習得というよりも

床上淡践の緩めをうける長意義の重量お心や不安を後

持率できた体験としてとらえている傾向があった。

2) ~まよ後5Rの体験塁手潔は、 41;名 (63.1%) tJI r必

警警である Jと考えており、その草霊感 iま rJ急務の必

至塁翠終j を庭的としているものがき喜かった。しか

しながら、体験学習の必婆伎について Fどちらと

もいえないJとした21名 (33.8主iは z体験しなくて

も忍者の心理は淫解でき、手本綾が後鈎iこさ主かせる

かどうか疑問であると考えている綴向があった e

m譲E京爽認でのf芽立立の媛島ちにおいて、 F本験生辞意ま
は「援助殺害守の穫量平および援効への洛湾 j よりも

r~塁者の心理理薬事 J Iこ主主かEされていた。床上競E裏

の体験学芸3の宥湾伎は、惨殺の援島ちをうける慾毒ま

の心室霊・社会的後H認での学習に3重点がおかれてい

る傾向があった。

4) 床上議採の体験について、 f体験E寺はま警な長葬

儀をもったがE患者も伺じ思いであり、 E筆者の気持

ちを遂罪事しやすくなったとした者j が21名 (32.3事}

であった。床上伐採の主客数学習は‘爽習吉Ijの十分

なオリエンテーシヨン、プライパシーを考滋した

潔主義での実務などの夜長室と工夫が必褒である。
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190) 審議系短禁罪大学の卒愛生iこ、 数気および

喜善康幸ま議努力f禁罪符する脅さカ

撃幸喜総務畿大学 O 小 ÚJ~要望星子

札章受医科大学係長室E室害警さ宇都 近藤 務子

<13的>

本研究の 13的{ま、 審議系綬異芸大学の学生lま卒築

費寺{こはどのような後カを鯵得していることを綴符

されているかについて、 号室干警察と滋庶務議害警の湾

議の立土建からの~擦を日丹らかにすることである。

く方法〉

1)対象 19号2年に存主Eしたさを留の 3i手緩干警の雲I'護

系短阪大学5号授で雲f護学教育lこ従察している教授

または立さ教授のうち研究!こi得意塁の傍られた 104名、

および500床以上の務長完に勤務している審議事選のう

ちE耳炎!こi湾慾の傍られた 107名。

2 )蓄電資717.去Ela i!e議室j去による緊i間総を重葬送r去に
よって箆布し、 I!H立した。 言雪罪昇級ot議長lt!立、 愛護

を3建星空ずるうえで短大のネ3撃さ主にとってき義姿と怨

われる後カのうち優先綴絞のおい 5つを記述し、

次iこ各守の童話カについて Z葬祭憾の努tJi室長芝を然体約

lこ記述するものである。

3 ) 議室主綴喜男 1992i手7FlI4B~9月 7B

4 )データ分析方法 ・ ElE住総意設された来事繁華寺の

後カについての内容を分析しながら、類似するカ

テゴリーを~ !こ分類した。

く富喜5震・考察>

教潔からの@]1警は71(@] ~文率 68 ‘ 23% )であり、

平均教務経重量淳委主は 11.17王手であった。 警鐘争議から

の回答は72(麗4文書き67.29%)であり、 主義康幸至数年

童文{ま平均17.百3王手であった。 総力の ~è 憲主{ま妻空気 (T)
77? 3r6 ;:，.号耕、 審議事選 (N5内借竿あった。 そのflHRI主、取

章子5警災霊長iこ必室主な基礎的知遂げ=70，首5=83，ぎ十153

{引が緩も多く、次いで3資判断力や問慾解決カな
どの災皇室での緩怠淡定!こ必室主な終カ (1=77，IIs=66 

計 1431'初、 ③対人関係の形成や内す警な慶喜喜!こ必室主

な約げコ71，N吋什1251利融審議亥怒川愛

な設相1=63，115=55，計1181牛}命繁務議邸主の燦関

{ド67，N5=47計 1141'午}物研究開度や研究方法

の王室議事(T=37，IIs=30，言十671牛}などが喜美笈の潟いカ

テゴリーであった。 護主E署と審議表選の求める告をカカ

テゴリーの綴笈はほぼ問書主を示していたが、 主主体

的な室主力では障害学の綴待レベ)1;(こ渓があるものも

あった。
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191) 審議技手告に対する主意書室務笈一委設学

校専任教員と公立大学病院務殺綴との上主毅一

大阪市立大学医学節減E護者殺専門学校

O 葛西洋子

二f~護大学審議学務看護実践研究指導センター

主主メリ淳子、長友みゆき

図的:肴2震基産主教育における技術の到透度につ

いては、事ま綾教員と震基沫宅まま菱綴とのIlllで考え方4こ

務li童のあることが以前より知られているーしかし、

専門毅である看護織が主体的にfjうべき技術は何

であるかという本焚約な問題についてはあまり総

べられていない.

そこで今図、侵害主務綾織によって行われること

の多い技術に対して当事者がどの様に考えている

のか、妻子2童数民と臨床雲まま要録との!習ではどの様な

i塞いがあるのか、考え方の遠いに関透する愛国は

f可かを知る g的で語調査を行なった.

方法:脅綾学校 (3年務稜)の専任教員226名

と公立大学病践の務緩緑200:t，を対象に質問総会

fflいて、日常生活援助技術24項目、診療の檎劾技

術43羽目、教育.1言議技術 7項gのft74項尽に対

してどの微に考えているのか、 A.事まま襲綴が主体

的にrrうべきf主総である、 B.者言霊長喜が主体的}こ
行うべき技術ではない、 C. どちらともいえない

のゆから三者択ーで回答を得て、回答と対委員の燦

伎との関遂について検討した.

総泉@J収不は専任教員74%、事?ま霊綴99%であ

った. 8割以上の人がAと回答した技術は等任教

員iこ21攻f3 (28%) 、章子殺綴}こ1lJJl沼 (15%) と

教員の151こ有意に (p<0.05)多い事が切らかに

なった.そのうち共に 8割以上がAと問答した主主

総は11項目であり、これらはZ重要な審議技術であ

ると考えられる.専任教員と答緩綴とで考え方4こ

i嚢いの認められた技術は 32~買毘 (43% )であ号、

考え方の一致した技術は57%であった.考え方の

遠いには、専任教員の方にAと問答した割合is多

く、 Bと回答した都合が少ないという傾向が認め

られた.診療の檎助技術につての考え15に最も遠

いが多くみられた.考え方のよ重いに関遼ずる童書尽

には、専任教箆の長毒性では年鈴・数箆経験王手数な

どがあり、看護婦の長毒性では年齢・緩事実年数・革審

{立・都議があることが紛らかとなった，

e
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192) 学生・看護紛の子ども綴の比鮫 一文続

完成法より

昭和大f:ff綴病院

り滋 III千鶴子

千葉大学:餐奨学総看護実践研究翁毛筆セン亨

暴露t尺陽子

f子ともをどのようにとらえているか j という

子ども観は、餐遂行為を綴Aする嬰悶の一つであ

ると考えられる η 今問、小児愛護学の授業計額の

参考にするために学生の子ども観を知ることを民

的に、援護紛の子ども畿との比較で検討した。

【万f去1

;3大学付属看護専門学校 2空宇佐87名、 3年生83

名、当大学付箆病院小児病後勤務の援護綴67名の

言十 237名に対し、患の作成した文家完成f去を1号い

た"表現の傾向を分析するために 30項目を 1)子

とも全般、 2)子どもの綴動や行動、 3)綴児、

4 )子どものj溺閉の人や環境、 5)子どもの i宣言語

の5つのカテゴリ に大別し、更に1議締約な表攻

と行動・態度を表現したものに分類、検討した η

{事古来]

1 )子ども全般について

学役・手ま3壁綴共}こ表現は肯定的であ勺た刊しか

し、 2 年生こは ~7主的な表現も多くみられた。

2 )子どもの情動や行動について

学伎はプラスのイメージのm!ヨには符定的に、
マイナスのイメ ジには~'.i主的な表現であった"

6護世帯はプラスのイメ ジのmElにi主主fiAo'1に、
マイナスのイメージ iこは符安定的な表現が学生に比

べると多くみられたものもあった今>'f:H主総のこの

傾向は、絞号案3年以上の援護総に強くみられたり

3 )病児について

学生・看護総共に感情では否定的に、行動・態

度lま待主主的な表浅であったむ

4 )子ども}議問の人や環境について

学生・ 3雪3霊綴共に肯定的に表現されていたの

5 )学生・ 2長Z基金遺共に符定的な姿攻が多かったの

毛i~:室長選では項f3 1こよって否定的な表現も多くみら

れた n 特』こ、経験3年以上の香言菱総にこの傾向が

号室くみられた。
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193) ナースキャップの役言語lこ関する一考察

弘前大学教育学部

0佼々木総花田久美子大卒採子

看護婦の制緩は滋撲のStates Sy始。iとされ、

ナースキャップにも象徴としての役割が窓味づけ

られている。しかし、その意味づけは媛妹である。

本研究ではナースキャップ器用時の窓識という視

点から、ナースギャップのもつ象徴の怒号告を採る

ことをg的として、議査を行った。 対象i立、資

森県内4カ所の総合病践のナースキャップ(以下

キャップと略す)を務Fおしている看護綴1019名と

し、回収数は938名、有効箆答数iま857名であっ

た。喜善笈方法i立、銭関紙配布留言霊法で、設問i立、

キャップの役割6環El、務局雲寺の印象について20

1長呂とし、尺度で回答を求め、点数イとした。これ

を年代、勤務年数、勤務場所等背景(2;l子毎に分析

した。その絃薬及び考察を以下に示す。

1.キャップの役苦手jでは fユニフォームの一吉jlJ

という慈識がま設も強く、次いで「審議綴の象徴j

「他の激怒と区JJIJJのi績であり、審議総の象徴た

しての役割があるという窓識は溺かった。このこ

とから、ユニフォームには毅撲の特徴を示そうと

する点に象徴としての窓球がある。したがって、

滋にユニフォームの…部としてキャップを違憲濁し

ているのであっても、潜在的に自己の綴紫の象徴

桧を意識しているのではなL、かと考えられた。

2.キャップを達費用することにより最も窓識され

るのは f役割認識jであり、次いで「役割行動j

fイメージJf泰議務効Jのj綴であった。

3.役割認識のやでも自党や資任感などが高まる

とする:意識が強かった。

4. -'1ネヤップを f看護綴の象徴jと窓織する毛まほ

ど「役苦手j認識jを強く:窓殺する傾向があった。

5.キャップの役鋭、愛用時の印象iこ対する窓識

は、年代別では f20tUが潟く f30代Jが低いと

いう特徴があった。

6.キャップの役割、去費用時の印象に対する意識

は fi!塁線人科jと「手術場・ 1C U J Iこ勤務する

若手が低い傾向であった。

以上のことからキャップには審議綴の綴業の象

徴としての役苦手iがあり、その意味i立役割認識であ

るということが最もおてはまると考えられた。

アアジ?活~ト~

Fもすすづら叶 j 玄岳 4 

Aブパ門下~'V父いわ中乱。{
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194) 看護婚の滋務潜足と定三菱iこ関する一考察

一一T大学病践の実態議室まから一一一

平成4年度看護綴古学校看護教員議習会受議生

。畑中晃子

千葉大学看護学部的展審議実践研究指導センター

草刈淳子，長友みゆき

[li牙究El的]当践は第三次救急医療機関として地

綾のニーズが滋く、言語援な熱綴した務議が必婆と

されている。しかし現実には約半数が25緩以下の

者議終で機成され、一綴看護燦の平均tE護室長持続は

3.6年(1991f手} と短い。 1さらに援近の審議長選不

足から返震筆者の綴充が国菱重となり、一部病床の綴

小においこまれており、夜襲遣している審議録のA

遂なばかることが緊急蚤婆議題となっている e

そこで綴務滋足と綴絞懇志の実態を知り、 A遂

を組む婆E習を籾らかにするため害警交を行った。

{議室芝方法JT大学病践の議議綴403名合対象に

質問絞留鐙法により、 Stampsが誇喜多をした磁務満

足測定(1構成繁図総額El令一部修正して使用}

で誤差まし、{滋人の渡性・慈識との関係について分

析検討した。

{総菜}

1 .震義務溺]E.1喜雲閣の得点の第一位はf看護滋総

支の影響j、賞受下伎は「絵料jであり、先行研

究の公立大学続税{際佼穏関0.964)と警告似した

2.王手続と滋務滋足との関係では、 22-24露撃を底

にしたW-N裂{逆?官製}を7f，:し、 40毅以上の

や間管理露遺書まに綴務溺足が有窓iこ{尽かった。

3. r看護綴怒綴議定、のある苦言J87.3%、 r~段

継続慈志のある者J41. 2%で後容が有議iこ低か

った。 r審議毅縫絞意志jではま手鈴懸別に芝さは
なく r~当続縫談窓宏、j は 25-21毅が24.4% と緩

{ま媛を示した。従って条件さえ整えば当践に留

まる可能性があることが紛らかになり、年滋iこ

応じた対策の必警警性が示唆された。

4.審議議継続慾ミ去の fあるj苦言の磁務瀦足が有

議iこ;gく、餐議綴滋続iこ関わる婆E震は f震遺言葉的

地位J(.001) r餐譲管理J(.051の2婆(2;lである。

5. 当続継続意志の fあるj容の震義務溺足が有意

に議く、当院滋続に関わる警H習は f看護主義紹1i
の影饗Jr慈雲霊的j樹立Jr専問機としての自穐
(.001) r看護管理Jr援締・看護縁関の関係j
(.01)である。

，1浮:{'わ移々 た雪τ〆伊ぷ
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195) 勤務総統の環境惨造
-jg験者実態調変及び在警護者のアンケート調査を

i遺して

山梨医科大学医学部隙滋翁説

O大村久米子

千葉大学看護学部

内海渓

審議婦が成長し、満足して勤務を継続する為に

は、環境機i査の笈翁が必要である.渇去 9年間の

退験者及びff幸義者の実態と、その磁場に隠するア

ンケート羽交を行った結果、若干の示唆を得たの

で報告する.

〔研究方法〕

1. 昭和58年 4Jlから平成 4年 3月迄の Y国立大

学病院の看護綴退滋者360名、夜毅者240名の

{閑人調変カードにより認変。

2. 堅議場の活性化をはかるためのアンケート 50項

の調査回答にE喜子分割i'( J\'n~n毘転法)を行い

6~ 子を総出。

3. 1潟人調変トF による上述 6~子の平均径の比

章立 1金 ~t

{結果及び考察〕

1. 新たに結婚するものは9.4%から3.3%と減少

傾向にある.未婚者の結熔i墨絵の総力Eはなく、

沼和63年以降退綴理由が進学、{塩分野への興味と

変化. /IU置者の退隠年令は2.3議夜職扱問1.1年

と潟齢化の傾向があ号既婚警のi産総i露加は少ない

2. 1歳未満有子者は、退験者7.5%であるが未就

学児に関しては雨者にまをはない.夜陰者にはま売と

の同震が多く (58.5%)退E筆者には少ない (35.4%)

P<O.OI • 

3. 7ントトの5殴子は、自己邸内関係満足・百約

達成務廷・自己関与滋足・{出動的不滋・{車部門関

係不瀦ー受動的不満・の諸~子と考えられた.

4 . 自己邸内関係機足においては、 ff~護者平均年

令、在章義者平均夜磁年数、 jg警護係数、路長経験主手

数に隠してのiEの犯関係数が得られた@本因子は

各験場における専門性の充実感とみられる.

5. 受動的不滋においては、在毅平均年令及び退

験者平均疫機年令に関し廷の穏関を有し、媛長経

駿生手数では、負の栂関となち前述 2棺関係数との

間に有窓差がみられた.本因子は管理体ftlJへの

会感が現れたものと考える.
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196) 総支の継続窓恩と語審足度

一卒後 10 年目までの調登

京都大学医学部付属病院

O大限節子

二子裏芸大学看護学部看護実銭研究指議センター

内海 j晃

近年、 費量綴対策や現任教育の方向づけの図的で、

審議綴の{土壌の溺Jli.J3[に関する研究が銭んになっ

ている。告書足や不滅足と答える反応、iこは、 各人の

{価鐙緩やパーソナリテイに起因するものも作用する

と思われる。卒業後の 10年間は女性としても綴

幾人としても変化の多い待矧である。 この時期の

総務溺足疫を約定して襲遺書室に対する継続窓怒との

関逮について検討した。

く対象と方法> 対象:託大学病院、 卒後 10 

年目までの看護鏑307:g、 窃収数295、図収率96克

方法.質問紙;去、 Stampsらにより路発された f審

議主還を対象にした喜義務滋足質問紙j を一部修正

く結 果>、 滋足疫機成望書繁の得点比率頗

佼審議長講抱E.の影響J r産量翼霊的治f立J r専門

織としての自律J r看護管理J r医師・宥言霊長講f訟
の関係J r看護業務J r総事IJ

2、 全伊iでは、 継続の慾怒のある苦言の溺足度は有

惑に惑い(p く日.01)。

3、 年齢、経験年数によって継続の慾怒と告書足度

との関遂にはi童いがある。

4、 書室絞慾恵、が強くて語審足疫の言語い郊著書と継続怒

怒が弱くて滋足度の低い部署、 寝室絞慾窓、が強く

て告書足度の{低い部署号、 継続慾怒が弱くて溺足度

の商い部署がある。

5、 車菱重量の決慈E寺英語や志禁動機によって、 継続慈

怒と語審足度に幸喜怒な援がある(pく8・05)。

6、 ロールモデルを持つ替は、 継続の慈怒と託費足

度が有意に言語い(p く0.05)。

く結 論〉 経験E止年齢別、部署警5J1/などにお

いて共透してみられることは、 溺足度が書室ければ、

継続の窓患が強いとはかぎらないということであ

る。滋f毛皮が{まくても、 継続の慾忽が強いことが

あり、 また、 継続の慈窓の軍事い場合でも言者足度の

商いグループがある。従って、本研究はさらに自

我周一位{問符調査)の検討によって、 内的動機

づけや鏑鐙鋭、 号議室長綴の形成についての綬察が必

婆である。 〆

t1，な付込10¥与もJケは村ハづ九守、
号 e
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197) 1 C U看護婦の Burnoutと関連姿国の
検討

IifiILLJ大学医学部附尿病段

。小野佳子

ごf-!芸大常務護学音ll~付属看護実践研究指導センタ

阪口被努

ICUIまストレスのおい毅場であり、しかもスト

レスが持続すると Bur百O坦iの状態iこ総りやすいと

いわれている。当 ICUでも記成後、絵場の環境へ

の適応 iこ災い妨 IIflを~し、次第に意欲をも失って

記震後えを希認する君主が多々みられている。そこ

で、今回当 ICU勤務の毅護婦たちの実態を知るべ

く、 BurnoutスケーJむを滋いて裁まますると尖iこア

ンケート潟交を行ってその関連主雲閣を見いだすべ

く検討を試みた。

形成 4i手l1fi-'JZJi)Z 5~手 lfì までの 3 カ月間、

i翠立0大宇章者i箆 lCU.ccuif護婦23人と私j'[K大学

病後救命救急、センター看護綴23人を対象とした。

方法i土、 Burnoul測定スケールを用いて議ままする

とit!こ、知識・技術、対人関係などについての33

項悶からなるアンケート議査を行った。このアン

ケート認王室項EIを関子分析をmいて ①知識・技
術 ③対人関係 ③カンファレンス ④滋者ケア

⑤{間入適性の5関子iこ分類、 Burnoulスコアとの

際主主について分若干した。なお、今回 Burno註iスコ

アを 2.9 ~までそ A 群、 3. O~3. 9をB然、 4.0以上

を、4.5までと 4.6以上iこ分けてそれぞれC務、。

群とし検討した。

。大学の方が平均年令、宅f議総経験年数とも高

かったが、 Burnout平均スコアは、 O大学3.55、

K大学3.99で、後遺の平均スコアがややおかった。

そして、 A、ち、 C、ひそれぞれの群について否

定又は逃滋約回答が多かった因子をみると Burn-

outスコアが増加するにつれてその数が増加した。

大祭別でみると、 K大では比較的ベテランの多い

Cr.fを徐き、匁1滋・技術について出来ないと回答
したtiが多かった。一方、 O大では、 A若手からD

若手にかけて、知識・技術について笈はみられなか

ったが、対人関係を問題とするものが、 C、 Dlt干

に多い傾向がみられた。しかもその内容をみると

スタップ間の対人関係ではなくて、むしろ上司と

の女子人関係を問題としている。

198) 察なる 2議案翼のツーんによる Burnout 設i

主主 iこ濁するさ審礎的後約

一一PinesBurnout話easure と詰aslachBurnout In 

-ventoryを縫いて一一

JII終草霊祭短綴大学 O太言語好子.遜井俊笑

杉悶務f-. I宮j戸啓二子

( 13約J1980年代 iこなり，対人響的奪還幾人.特に

審議奪還にある人のねrno習tllE綾苦手に愛犬な関心が

緩まった。そして，燃えつきに総号やすい綴向の

ある人や.燃えつきに関巡する警護滋ストレスなど

が少しずつ続もかにされてきた e しかし.燃えつ

きに Rもったかどうかの綴定.喜子宮還に関する筏究は

まだ少ない。そこで.我がE認でのこの綴i認のe，!f交

としてJt.く知られている PinesBurnout鵠easむre

(PB時)と躍aslachBurnout Inventory(詩BI )の 2つ

のツーんの穏B.の共遂設や漆いを紛らかにし.燃

えっき E草委震のき誇，g膨察官還に役立てたいと考えた。

〔方法JK 医大潟 E警察主主 iこ勤務する 227名のナー

スを対署員に内説と鵠引を用いて繁愛し. 2つのツ

ーんによる1EI1蓄のE塁手分析の総惑をもとに，キ自主主

の総量霊を毒事若干した。

〔幸吉累〕①PB輔の質問にま守する!ZSI子分訴の絵累で

は， 鈎1うつ塁悪， 語審足感， 霊童弊霊祭の 312塁手が捻出さ

れた。 Pinesによる A苦手に綴す質問が!1l1うつ慾

霊室弊!怒 iこZ重さきし. 日童手 iこ爆す霊室長男が f藷足感と

致した。②揺れの笈問 iこ対する因子分析の縫製

から. EE ( !脅幸者約疲弊).PA (成功体験).D P (非人

格化)の 3!ZSI子が捻おされたが. Maslach告とで

は3攻闘の宝霊長男 iこ対するお子負務室量 iこi重いがみら

れた。③揺れと PB躍の各5喜子溺には努慾などド害事授

の招!謁がみられ.言電フぎのツールとも隠ーの婆懇の

喜認定 iましているが.その協定内容には微妙な透い

があることが示唆された。③Burnout状態を反宅金

するのは割程1のB1とEE得点であ号. PA 得点はあま

りそれを反宅金せず. Burnoutの遂行により .EEの

上昇がはじめに起こり，次いで.D Pが上昇すると

いえるようであった。

(S手足立4年度.科学研究室空機主主金による研究の一

喜容である。〉

かιふじも俗、タグド
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199) 愛護j変別患者のそま護ケアの満足度と肴

護綴の看護ケアの認識l変の比較

継続看護方式iこ変受僚の幸子議ケアの評繍

山口県立中央病院

0篠原多賀子、戸弁!習充子、井本蕊奨ヲ土

じまじめに] 本研究は、預の高い看護を提供す

るケアを考えるために、看護度号IJに患者の生環的・

心理的・社会的ニードの怠者の看護ケアの満足度

(満足度と障害)と看護婦の肴護ケアの認識度{認

識皮と聖書)の両者間のケアのとらえ方の相違につ

いて検討した。

【方法] 患者・看護総36名を対象iこ、マズロ

ーのニード論(1 生理的. II安全.IDP.lil渓と愛.

W員長認. v自己実現)を遂に作成した質問紙によ
る面後調査をした。各ニードの評{船主、 0-3の

4段踏の平均点とし、両若手隙を比較し、ケアの満

足度と認識皮に影繁する要閣を検討したの

{絵手軽・考察] (むB 怠者1.5、看護婦3.0

と瀦足度は低く、認識授との間iこ大廷があったn

この時wlの怠努l立、主主状が不安定なためベッド上

て'のlf:.泌が大学を占め、思考を取り巻く人的・ 1均

的環境への配慮や俗研j性の看護ケアがす1著書である η

②B-Il 怠者2.7、看護綴2.3と満足度は認識度

より ~ó、。悩み・不安時の紹談初手として特 iこ満

足しているの③C 怠努2.7、看護綴2.0であ

り、特に体位・姿勢・環境面への配慮、や総談紛手

としての満足度が潟L、また、看護紛の知識・技

術・態度にM し評価が~íó 、と，iEわれるのゆ C 一日

患者1.9、看護婦2.2と満足度iま(jJ;いっ特に食事の

配慮や退院後の生活への満足fff.が低いっ⑥c-m
怠考1.0、肴護婦2.3で、満足度と認識皮に大主主が

あったの自力で日常生活ができる窓者に対して認

識度lH若いが、食事・排法街への配慮の潟f副都立

特に低L、。 (ti)C-IV I-mでは怠者1.5、看護婦

2.3と満足度が低いが、 IV，Vでは恋、考2.2、看護

婦2.0 と満足度がやや溶ç~ ，<)これは、退院前の怠

有者が多く、その人が地域及び家慾で生紙できるよ

うな働きがけをしているためと思われるの

この研究により、人生観・ f出直鋭をもった一

人の人間としてとらえたケアに対し、満足度は低

L 、。また、看護度に関係なく、受11持ち努i菱総の

看護感が満足度と認識度に大きく影響しているこ

とが分かった 3
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200) 看護体制の変化と要因分析

続内リーダー研修14年間を振り返って

北海道大学医学部附属病院 教育委員会

01宮崎公子、井上弘子、}Ij日洋子、谷口満皇子

看護体斜はその場の患者状況、チームを構成す

る看護婦の費や議、めざす看護により柔軟に考え

られメンバー筒々がその体制の特徴を活用して積

極的IC看護を実践する事が望ましい。

当践の看護体制は近年多様化し受持主体チーム(以

下受持主T)が土台えチームナーシング(以下TN)

は減少の傾向を塁し、その変化iζは1979年来継

続して実施しているワーダー研修(以下し研修)

が義援になっていると考えた。

g約 14年問の各看護管理室の{本苦手jの変化と影

響を及lましたと思われる要E自について考察する。

方法 1. 各看護管理主主の体制の変化と人的妥

鐙分析 2. 1979年から1992年のし研修の受講

者数及び受講者の動向調査期間 1992年12f:lか

ら1993年3fl

結築研修を開始した 1979if:1Cは18科中17科

がTN、1科が受持主Tであったが、1992年には

TN4科、受持主T9科、チーム主体受持制IJ (以

下T主受持) 4科、部屋別受持制 1科iζ変化した。

その時期は三j拐に分かれ綴ね一期は40床以下の内

科系4科、二期lま印床以下の内科系5科、三期は

40J;!ミ以下の外科系4科のJI僚であった。体制別iζケ

アの受任所在をみると看護計翻、患者ケア、リー

ダーの役割、底的の指示受けに差が見られた。体

制変化のきっかけは婦長が最も多く 11科で、その

やの10科i立教育委員経験者である。次いで多いの

は研修を受講したスタップであった。 14年間の本

研修受講者は414で49.8労206名が在殺し、その

内16.5% 34名が役職iζ就き、又現職員の42.4~ぢ

が受講者であった。研修に参加した約60名のパネ

ラーの役割も大きく EやでもTN1科受持主T2科

のメンバーは他科iζ多大の影響与を与えた。 T主受

持昔話の科は変化iζ関与した人的要国が単一であり、

患者個へのケアの糞任の持ち方は受持主T制程明

確ではない。

結論 L研修を基盤lζ婦長、メンバー共lζ体制

の重姿性を潔解し14年間で4穫の体制lζ変化した。

その科{関手干の体制を創造し維持発展させるiζは続長

冨IJ婦長メンバ一三者の意識の一体化が重要であった。



201) 審慈雲義務分析 繁二毅

一室謹裏章受持方式譲入による翠号室襲襲撃事警の変化一

機浜市立市突然豊完

Oi1室111 笑綾子

宇醤翠玉下者立大学芸霊祭害事総終言警察署雪雲襲等主役

護奪回 せつ子

蒸京大学大学縁関襲警保護霊雪十留学

重苦王室 主主

はじめに

務緩滋伎における審議分認方式については、す

でに今日夜で多くの方式が隣室署されている。 19 

7 0年{こ、アメリカのマーシーによりブライマザ

・ナーシングが書聖書量された。わが閣でも、還まま撃の

議室事菜?生とー霊堂段、怒遺言ケアの笈任後の明確化の必

喜警からブライマザ・ナーシング!こ浅間し、一室喜の

意義雪量で室主みられている夜絞である。 しかし、米E惑

に比べるとわがE設は祭事撃機長立が大きく、 塁塁塁菱撃警災

数iま少なく、意塁塁霊長警の行なっている雲義務も察なっ

ている。そこで、わが僚の環状から一章受後E整役で

いくつかのそジュー J¥，をつくって、それ殺計言語書室

伎とすることにより毒事淡できるのではないかとい

う仮定のもとに、モジュー J~~ 繁華莞受持方式が主主

まれた。今E書、この務室整方式を壌入した Y大学軍需

然において、言撃入郊と比較して務室菱重塁務がどのよ

うに変化したかを潔蜜したのでここに毅告する令

務室主方法

1990匁チームナーシング方式鈴と、 1 吉 92~芋モジ

ュー Jv霊主義主務受持方式善寺、 30珍スナッブザーディ

ング法!こより内科書寄筏・外科書寄授でを~ 3関長男議後

雲義務室量警書斎を喜望書撃し、 上土産量検討した。

幸吉泉

1990俸の露書室を!こ比べて、 3日間の羽勤務におい

て、護霊穫量喜一人当たりが後した慾者数{立、内科で

は15.5人から 10.7人!こ、外科では 17.3入から 12.7

人iこ滋少している。その分、一還まま霊襲撃がが慾者一

人さきたりに援する善寺織は士望書話している。

また、一審霊筆書籍の震後ケア笈i立、チームナーシ

ング方式襲警はばらつきが大きい合 しかし、義主主書受

持方式ではばらつきが少なく、選Z筏ケア毅の王手士号

fとがみられた。

202) 章者際空き怒システム話事入による孝号室警護警務の
変化

横浜市立大学長室学部隊E室長寿喜完

0SJ1.#さよ子、 問問3毛子

葉1京大学大学需主E露擦係長室!H雪学

E百E霊R.

後浜市立大学医学部隊E義務総は91停に務総院と

して関践し、 多iしい喜寿段管理システムや縫鋭意号室菱

受持ち怒選手方式などの宅まま警11王立をき事入した。 私た

ちはま奇喜寿隊隊隊約後iこ薬務数雲母交を行い、 システ

ムi撃入により君子縁3義務がどのような関子によって

変化したのかを義理交検討したのでここに報告する@

〈方法〉①90年7Jjと92i同月、 5Jj1こ3B問、外科

書寿様、 内科喜寿綴、 事t暴言終喜寿ち警のぎ?謬綴を対象iこ30

秒スナップディーリングt告で、労協事}さ宇野f究所の

25の中渓段および300;灸りの小渓臼 >>111こ者言霊祭務を

算出した。 @90f手と92俸の各事号機絡のぎ号室整然終草案

f手数と慾者蚤1iE!aをウイルコタソン宅金主主を行い孝子

滋援を jiた。@90俸と92俸の若手淡路俸の繁務教を

銭安筏のぎ?愛護綴・慾者数で燃し、 議室務f設を最寄廷し

た。 @90年t:92f手の各3臼界自の各z災自若手の綴iE議室務

室ぎをウイルコクソン主主主主を行い手L!雲援な jiた。

く章者蒸及ぴ考察〉外科薬号機においては 90f手と92

f手を比較し、 答綴喜多量霊験主手数と怒若手き量級僚の"lllこ

存認な援はなかった。 皇警jmした議室ま警は f綴需要・巡

筏J r皇警護j二の怨禁事J r身の5去りのi史認J r1音響

のi史認J r各毛筆書qi主J r管E霊議室務J r塁塁総数銭j

で、滋少したのは f与婆j であった。 r与塁率JIま

小境院で見ると、 {務総) (内綴議室凝り) (後空会

米)がお3きに滋少しているe その笈lZ9の一つに与

築家システムや注射議塁線人>>IJカートによる搬送シ

スデムの毒事入が関与したものと考えられる。また

90i手で議室務室主全体の35%令占めていた f予霊祭.~事

終.i警報交換J r'i警護費の記録・点検j については

有怒授はなかったが、 Jj、税関"t'みると(主主持取し

i去り) (伝票言葉立のi!il毅) (滋殺による巡幸喜)が滋

少し、 {チームカンフアレンス) (務幾多議rtllの遂
事各報告)が増加した。さらに、 (コンビューター

入力)薬務が加わっているe このような薬務の変

化のー童書協は喜寺院管努システムや務霊童方式の議入

が関与しているものと考えられるe なお内科書毒事妻、

神経科書号事者に関しては渓在検討中である。
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203) 看護3義務の 24時間分布に関する研究

-~事 2 幸望 新病院システムとの比較ー

横浜市立大学医学部付属潟等看護学校

dJ議回せっ子.句)11美智子
東京大学伝学部関際保健吉十磁学

西垣克

前邸の研究の結果、療援ケア時!習が申し送りお

よび私用(休重量〉に圧迫された形の谷照となって

おり、人員や業務の時間的配分を検討する余地が

あることを問題点として指摘した。今回、新病践

が設立され看護業務のスリム化や受持寄せの導入が

行われたことにより箆接ケアの分布iこ変化が生じ

この問題が改議されたことがf霊祭された。そこで

喜吉田周縁、 30秒スナップリーディング主主により

務遂業務の待問・内容を詳総かっ客観的 iこ議主主し、

その 24 &寺湖分布をコンピュータ処獲により分析

し、鉱泉の比較・検討を行った。

1.研究方法

〈期間) 1992年 3月-4sl 各病篠 3目指1

(対象) y大学病競 7 外科病棟

8 -4 内科病綴

6 4 神経科 1)ハ科病棟

の 3書有線全勤務議のfH菱総

〈方法) 1名の審議長吉に 1名の語審査者が追随し、

業務内務を30秒努に記録。幸吉5誌を労働科

学研究所の務遂業務分類に君事じてコード

{とし d-BASE蕊 iこで入力・処E聾した 0

1雪言霊薬務内容を間後審議と償援看護に分け、さ

らに際援看護のうち箆接慾者iこ援している時間を

後援ケアとして分析した。

2. 総菜および:考察

ま奇病言語システムでは、トータル医療然報システ

ム、薬剤システム、物品管潔システム、給食シス

テム等のコンビュータ化や他喜義務への委譲がなさ

れ、看護業務がスザムイとされるとともに、務3菱方

式としてモジュー)[，恕受持制が導入され、看護織

がベッドサイドケアに専念できる環境づくりがな

された。その結果、実際の調変でも直接ケアが増

加していることが切らかになった。また受持骨量jの

導入iこより患者の状況犯重量がベッドサイドをまわ心

iこ行われ、申し送りが廃止され、前回の研究結泉

として指摘した問怒の改議傾向が穣認、された。
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204) 4箆設での申し送りの実態と慾識に持者す

る務笈

一申し送りを廃止した病棟と3籍後している病棟

の比較ー

存在主主大学医学部術援病院審議総

内仲村静江 σ/が耐え子
罪主主主大学控室学部保健医療学識経

fjt数手口校

申し送りは、チームナーシングで審議過程を IK

関する上で愛婆な役割Jを果たす情報伝達方法であ

るとして受げ継がれており、欠くことのできない

業務であった@しかし現在、ベッドサイドを産まれ

ている時間が長すぎる、医療情報が多〈必婆とす

る審議情報が傍られないなどが問題とされ各病践

で検討や改警がなされているA' .~~ c 
そこで、沖縄察内の留、察、市立および平成 2

年より申し送りを廃止ししている私r病院の 4病
続における申し送りの笑慾をしるとともに、看護

主警が申し送りに対しどういうまま畿を持っているか、

どう改穫したいのかを把媛しそれを分析し、これ

からの申し送 ηの方向性を考える稜料とするため

ま関王室を行った。

方法 4病院の薮議録会震に対し下記の内容の

然記名の擁護霊法のアンケートま国交を行なった。

現在行われている申し送りの笑慾ー持関、形露雪、

現在行われている申し送りに関する慈主義一改警

の慈志など す持

$し送り i発止に対する慈主義

結果:議i聖書容で申し送り廃止に取り絡んでいる

一病院を徐き、申し送りの形態iま各病棟で様々な

IDでおこなわれており、 Z寺m短絡、審議サービス
に向けての努力が飼われた。

申し送り廃止に対し、繁戒する撃は各務事完で異

なり、 26.5%、30.0%、12.0%、62.6%となっていた。逆

に反対する撃は、 40.2%.38.5%、62.0%、13.7%であり

約 2密jから 31絡がわからないこたえていた。

塁塁戒する理由として愚も多かったのが、穣径約

に情報収叙する、カルテをよ〈緩むで各病院とも

9割以上を占め、次lこ早〈ケアーに入れるとなっ

ていた。反対理由としては、看護が継続されない、

処震や看護の抜けが多くなる、スッヲフの総力遂

により情報のre擦や養護iこ援がでる、記録が終わ
れないが上位にあった。



205) 意~~整渓践に活かされる取し送りの検討

東京慈忍会医科大学術E支給然続

O大塚智子

弘前大学教育学部

大串務二子

[ !3的]近年 fヰヨし送り j について、待問的・

質的な潟言語から見夜しが行われている α そこで今

回、実際lこ行われているやし送りについて務査を

行い、選護E走塁司に活かされるゆし送りのあり方に

ついて検討した。

[研究対象および方法}対象は努森療内の2つ

の総合病院の外科約機における、深夜勤から自動

へのゆし送り〈紛のやし送り)と自動から慾夜勤

へのゆし送り(タのゆし送ち〉であった。方法は、

朝夕の$し送りをテ…プレコーダーにi佼銭し、や

し送号の対委長時間内4こ記録された記録物とともに、

その内容を下訟のように分類した。

1.中し送号の方法JJIJ分類:由記録と口頭によ

る取し送号、窃ロ綴のみのやし送号、窃記録のみ

の$し送り

2.翁議過程による分類:<Df誇毅収録、②橋幸草
分析、③完奇書室診断、@務護2十護室、⑤実施、⑤評綴

{籍条および考察}

トヰヨし送りの1Jt告別では f記録と口頭による
取し送り j が55.9%、 f記録のみのやし送り j が

32.0%、 rp互支のみのやし送り j が12.1%の叡で

あった。

2.翁議過程による分類では、 rj努事量級築JIこ

関する内容が78.6%を占めてお号、 r5建絡j の16.

8%と合わせると約95%であった。ぞれに対し、

rj誇毅分析j、 f器禁診断j、 「務主要計協j 、

f3事館j などの内容は非常に少なかった。

3.取し送ち方法と内容の関係をみると、 r t誇
毅分析j や f澄護診断j 、 f審議計額J、 f言事筋j

iこ衡する内容が rP l!震のみj でゆし送られる劉会

が高〈、経時的な君~~菱記録の様式では、これらを

記毅しにくいためと若手えられた。

4.取し送り方法と継続性の関係をみると「記

録と Pl!棄によるゆし送ち j が緩も内容が継続され

ており、 f口頭のみの申し送 IJJが最も内容が総

統されにくかった。

キさを!汐分けも1.

二、;今 会;も尋坊 ぬくすペペ合

206) 務縫における務報伝透 f申し送ザ j の磁党

文護霊の議王室伎ときを怨衰の不安との関謹一

九然大学E主学務!fH遺言者主主

O藤井 千知子

千楽大学3愛護学芸君愛護三喜重量研究領君事センター

内縁 者宅

;j幾多量務のうち、 r $ l-iま')J t土産量返終にその

有効性が告書われている.すなわち、伝言撃された務

綴を効号室よ〈再生し、活用することに努力せねば

ならぬ. r $し i墨ザ j をきをける還ま菱重量の書記憶買望書雲

の特設を告さ嫁することはこの践的を主室長生するため

に有効と考え、今阪、以下の議究を行った。

{孫党方法}対毅:濁護教員言語習会談窓生 8名な

らびに K大学医学告書好n義務鋭意詩人務言霊安審 6;s
方法 1)効果的な!高速度で伝透する文磁の内容

を5記憶させる. y¥ 

2)文協の内容を‘ ゑ量発ま自告書記?lにしたパターン i、

書記郊の綴 ffをi笠に主主ベたパ予 -:.--2、内容をパラ

パラに主主ベたパター:.--3にさ署長生し‘ iiet還したもの

について正解彩、 火手審議、 書雪量君主撃で上七空交した.

3) fiil持に不安などのお祭を護費司主役不安尺度{揖AS)

》会モープレ.{t生鯵後夜(MP1) >-で査彊守 L玖.

[滋塁~ J マ 1之、
し童詩人議議長選の方が波書写室立が多〈、 議講習生の方が

喜男喜悲しやすい.

2.券不安事手 i土俵主室内務が喜義理的手記?lの務合に iiet霊

登が多〈‘不安若手では非論E警告さ鐙?lの場合に認後

数が多い.

3. I!II W寺必撃を宅資自の iiet震は伝途内容が議怒約書記?lの

場合に章受も語語家に況を窓された.

4.1詩人議議総務と不安若手i土a透内経の議1整役に関
係な<t脅絡を iiet撃する.

[考察および豊富論 i

1務理由きに緩み立てられた文芸蓄とそうでない文京支

とでは、 理雪皇室の経験の為無によ世露呈健室震に遠いが

認められる.審議の務綴i主君建議のま霊験により、書記

援方式に懇話警撃を与えることが議認された.

2.経験を援んだ笈議委審 i士、雲監務上の差是5言語iH撃が::l:

体とな号、 童詩人議議書道 i土診言語言iH撃が主体である.

3.不安若干の紀後方式 i士、主要吉豊富E壌が妨げられ、::l:

として雲誇訟を霊が代行するものと怒われる.

LI!II雲寺必撃をそ語録の iiet霊i主主要簿記後がさ襲後し電 その

主主のそ翼Elt士、察室塁iiet撃の後カにより妨げられる.

169 



207) 段内における物流システム改ミ警に関する
一試薬

;;; llJ 医科言葉科大学的属病続

Oiiii木泰子

千葉大学者渓学館務謎笑践研究指導センヲー

阪口被努

はじめに:

近年、特lこ大学病践では医療のiiii!l{1ヒ、医療器

材のディスボーザブ)(，化などにより 1諸説診療緩貨

の急t震が見られている。当践でも昭和63年度31慾

5千 8E百万円にi重し、そのうち、医療消耗器材及

び衛生材料聖堂が 3{惹 3千 4百万円と診療総資の

10.3%をおめるに烹った。

当看護却では一昨年来、品務の限定lこよ号支出

削減可能な物品を選出し、収支改蕃iこ協力してき

た。しかし、これ以上の約滋は渓:tf.のシステムで

は不可能であると考え、今回、院内の物流システ

ムについて見直しを行ない、~践に途切と考えら

れる方式の模索表試みたので報告する。

対象主ごガ法

しきさ関80大学f付属病院に対し病院物涜システム

の現状及び改警の方向、改警の効薬についてアン

ケート鈎望まし検討した。 2.T大学附潔病院審議

長議長及びliilJ嫁長51名tこ院内務涜システム iこ衡する

慾話連言司王星をtIない分析した 3.~践においても

ま定数カート交換方式が実自主可総か、すなわち医療

淡終縫針及び衛生材料費を選別し、さらに綴送ル

ートなどについて検討した。

結果

1.全国の大学病院での物淡システムの現状lま伝

裂による喜寿求が多く、コンピユータ言者求は一部で

あった@一方、供給手段は使用部署警の綴送による

が昔をも多く、メッセンジャー、材料部による搬送

もみられた。しかし、将来は使用部著書よI)~寄求の

ない、定数カート交換方式が主流となる。コンビュ

ータ管理方式、すなわち、議求':(H撃をコンビュ

ー?で響怒し、 a数発注、襲撃者による使用部著書へ
の綴iきがこれに次ぐ。さらに、定数著書充方式、議芝

者委託の在感管理などが挙げられる。

2.煽長・富IH署長の窓殺事警王室でも定数カート交換

方式をE産む革まが多い。

3.医療消耗材料及び衛生材料196品闘を病棟iJlJ

tこ使用頻度などから検討選別して全周愛を算出し、

塁走成のカートを用いて、材料様ならびに各病擦に

そのスペース見出すとともに、緩送ルートそも設

定した。
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208) 色彩認知の研究

一一一 P-Fスタディ再生畿との問主主

E持良祭立医科大学付総務続

O仲内綾子

奈良際立霊童科大学付属看護専門学校

議 cl 晃子

鏡子市立S晃子主賀高等学校

伊東朋子

千!i1大学;lj~産学部 3守護実践研究指導センター

内1毎潔

色彩に閉まれ生活している議議の境紛では‘忍

者の1A:t主や徴候をいちはや〈つかみ、判娠するた

めの色彩認知能力が不可欠である色彩認知 i土

心身の状慾に関係する j と久子f;;liまは述べている.

;lj護教育による色彩認知の彩壌については未だ不

明の点が多い.ま守護学生と潟校生とを比較して、

色彩認知検まをと欲求不滋場言語の反応との関連を検

討した.

{方法 1対象 N清潔専門学校3守護学生 102名

c;{lj綬警遜科女子 64;:g‘衛生 Jおi華料 122;:g 

色彩認知検夜

(1) 被験者同前にず Yセ 1レm色相分拐に従勺た主主

主I;:sの色彩カードを鮎った絡を ft;tにお<. 

{のそれぞれの絡の中綿色 12枚の色彩カード i枚

ずつ at rando鍾に被験者に手渡す.

(3 )被験者に判断させ、いずれかの箱に色塁手カー

ドを投入させる.

各々の受験を金赤ー鏡、綴-1号‘紫一車工、鈴一

線、脊ー紫の綴で行った.

絵綴欲求不満テスト (P-Fスタヂィ)成人痢を実施

i 結果]

1.色彩認知務主主境界点の移動 t士、;lj~壁学生群と衛

生震議科書草とに類似性を示した.

2. P -Fス担ディ成緩と色彩認知l締法境界点の移動

との!努途 t主、 E と Hとにおいて、者主主義が認めら

れた.

3.向上の問主主 iま‘ また、学終若手JlIJにヰミ窓の相僚を

~した.

4.Eの潟い議護学生において色彩認知務域境界点

の分数の人数 i士有意に多かった.



209) 老若霊童綴と色彩認知の研究

一勤務待問殺とMPIとの総遂

釘本医科大学付E霊祭ニ務続

O 甲斐友子

千3露大学務護学若者{せ長義務ま霊祭践務究指導セン担

内話事 苦言

事務を認知する懸念において、色彩の緩から築

物をき受喫することがて?をきる@しかし、色彩の認知

は.:t綴的なもので、さまざまな灸伶によって変化

する@還まま蔓議塁手蓄においても、色彩を使って泰寺努を

言受議したり、伝途・記録する場合は決して少なく

ない。さらには、禁物を盗事警に蓄を渓し第三号警に伝

i撃することを婆求される。今回、老号室霊綴の色彩認

知の遂礎研究として、中長丹念認知能力テストを実

施し、 MPIモーズレイ性絡テスト及び各勤務待

問機でどのように変{とするのか鶏怒したので線告

する@

<対象及び~霊長方法>

対象 N大学病段、!勾終・小児科書号事装老若護綴45人

後カ(主義lE後カ) 1. O~:J、上で色党喜毒殺のな

いえ警とする@

経験主手数盟1) では、 1~3年目 28入、ト8年包 12

人、 7年 g以上5人である@

5定数方法

①MPIモ…ズレイ総務テスト

②色彩認知総力テスト

Munse 11の色絡に従って語学・予言会・焚・綴・

護霊の 5f立を日数務、建主夜勤務、潔夜勤務の

前後で計 8周炎施

<結祭>

1 .務縫露害被験者の色彩カードによるlE露事務は、

務の 12.6% を除く各色で30~43% と務い{設を

示し、愛護露警のをき喜多認知総力の言語さが認めら

れた.

2.際空草分布を各勤務隊問機前後で上七絞すると、

夜勤のlE島幸塁手に大きな授は見られないが、夜

望書でまま二子、蕊露事務が下がる綴!匂にあった@

3. 色星学カードの解答分布は勤務時問機よりも、

MPI 得点、若手によって、より惑しい務襲撃を受

けた。'*'でも、内向性・外向性・ 1率経主主的綴

向の潟{縫の革まは亘書字書事が隊く、それに反して

正予言の者ほど正解E容が鉱く、告襲撃奪還釜も言語か

った，

210) 色彩環境における生潔心王室学的議究

喜審繁による怒考作3童書塁率と

皮露霊長証書室長室の変化

;g会E雲市立大学窓護士霊童話大学豊富

Obn幾lIl5喜子

千 3露大学童雪護学書喜完雪議案E義務突指導センター

内器幸 吉宅

色彩綴授はそのやにいる人々の心潔爾に握手壌を

及ぼすだけでな〈、主主怒 E習にも影響撃を及ぼす.彩

りの良い食事が食欲を監理滋させるように、色彩草雪

渓 i士、治緩や翁議員暴言語にも大きな効果をもたらす

と震える.

そこで、 今@ll士、 2室長警告き塁審査の一環として、色

彩が思考作桑綾芸震に及 iます効祭とさ主王室在百への草壁警察

をE支度立話番電畿の変化によち緩繁した.

[1寄ラ芝方2会}対象・ 29.3士4.号殺の色党正予言な告霊

長支持主人女役 s;g 

主主署員者告を安静~Iiまとし. 関室主をなるべ〈喜男かせ、

約 10)レックスのi3;it;綴を照射し、 5分隊の喜毒事事f乍

粂 {言軽重量の言禁容繁} を行わせた.罪事、脅すしたi3光綴

i土‘ 索、 予号、 議‘ 長菜、 うも綴のみ {以下 "碗" とす

る〉の 5重重要資とした治会事塁送寺霊童じ 成語害総統的

変化雪量、 換在、 重量約‘ 体護遣を警護望察、 問善寺に‘ 色彩

のイメージ、 色彩の格好、き襲 z争力、霊童労霊長、露語:tE

後不安尺居室(貫主S) 等を草署ま撃した.

[言語祭1

1.機繁の露軍事手霊堂、 1E奪事主事 I士、 絞・子子が滋〈、 務-

S年・焚が{箆{悠であった.

2.嵩AS綴が主義いほど、 続.~民・委主の1E解準法、a;

f露であった.

3.色塁手の機好について、脅を好む若手でi土、ぎ示を好

む害事より、 号号・ 5事・爽の1E貴章喜善 l士事~j綴であった.

L皮議盗事支の変化畿は塁審事事実験の全皇室滋を遜し、

明・赤・ 3竜が毒事憾で、喜重・望号が塁塁{漢を示した.

5.色彩のイメーク認査項自のE喜子得点と‘ E主E審議

淡の変化薮および思考作索後惑との総にほー告書!Ill

2霊があった.

{喜善言語}

色彩の環筏 i士、怒容のき?絡や不安を除去し、心

身の状慾を 2書室きすると震われている.今@l.各色

彩の下で程毒事ま笑堅実を緩察することにより、その室主

主撃を比鮫し、 E定員審議後重量の変動をとらえて.色彩

効擦を生理心獲さ存在きに検討した.色彩環筏の童書撃者

法務ま撃における幾重警な緩霊童であると考える.
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211) 納富霊感染を伴った害事喜1)のある在宅怒替

の入おサーピスについて

j仁子役老人訪問審議ステーション所長

O室長寿 和初予

章受近入浴サーピスをめぐって総務を受ける僚会

があ旬、 中でもMRSA感染の怒者の入浴の是非

についての問い合わせが多いので検討した。

{研究のg的〉

①細雪露感染している害事喜1)愈者が入浴することによ

り、浴憾の綴簡の残留状況を識変するe

②;肖務方法の浅いによる細磁の残gの穣度を明ら

かにする@

(研究方法・紛間)錫間… 1991年 9月・ 10丹、

対象… A入浴サーピス業者で在宅巡閏入浴を実施

している 14名。 方法..1 )害事部形成怒者 8名に

ついて害事必や入浴後の;襲、 ネット、 浴字書などの細

務I音饗会行ない、お憾などへの綴磁残留を知るe

2 )入浴後の浴憾の処理方法と消潔効果を知るた

め、 新たに消毒警を追加して{①0.5%の溺絡ヒピテ

ンな浴熔全体lこスプレーし 1分間そのままする@

<zlシャワーで洗い流し、乾いたタオルで拭き取る。

}各段階毎lこ総菌検衰を行ない効祭を知る@

(研究結泉〉

1. 葬著書1)1f~成慾替の浴惨害事への総務残穏について

害事露1)から検出した綴E震は、 8人とも君主なった総箆

の絡会せであったa また、 入i1:i後のj埼の中には、

罪事室。から検出した細菌と同じf重要買の紹磁を含むそ

の般の組閣が多数検出された。 それに対してi菌数

の滋途方法では、 滋のやに検出した納言言が数は多

くないが出ていた。

2. 商務効粟については、 i重滋・の清潔方法では紹

箆が 1I蕗も検出されなかったのは、 9名中 4名(

44.4耳}であり、 新たなi湾害警後lま9名中 7名(77. 

8%) については細菌が未検出であった@ また、次

の人に行なう入浴E霊前の溺は、 9名$8名までは

細菌は未検出であった。

{考察〉

総喜音感染のある存著書5慾者を入浴させた土器合でも浴

槽等の;常務方法によって紹麹{ー}かそれに近い

状態にできるということが明らかになったe ただ、

害事喜Ij形成祭、者の入浴の是非については今後の検討

言葉綴である肖ま筆方法の蓬号室と入浴サービス実施

主まへの徹底した教育なども大いに関係する.
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212) MR S A抗磁加工布の臨床効5裂に隠す

る後討

北海送大学医学部F付属病院

O阿部三枝子

[はじめに}

近年、 MRSA感染症の封書加が大きな問題とな

ってきており、~践においても検出された糞色ブ

ドウ球麓中のMRSAの占める$が一昨年から増

加している。 MRSA検出時には綴々の絞内感染

対策がとられ、それらの作業震は本来の審議業務

を圧迫してきている。院内感染対策の徹底に{半う

周辺業務の増大は早急、tこ解決が求められ、今日約

書室怒となっている。今回、解決策の一助とする目

的で、 MRSA(こ抗E菌効5裂があるとされる加ヱ布

を用い、臨床現場において活用湾総な効果がみら

れるかを検討したので綴告する。

[方法]

菌状J号、肉liEで全身の皮l曹、段、夜よ哲MRSA

が炎期間検出されたケースの協力を得て、従来布

〈絡100%)と抗菌加工布〈利n子五 65%、寿喜 35%(こ

新薬剤約一 88~ ]切れけした布〉の寝具類および予

防衣について、使用開始後 1、 3、S、 7B EHこ

検体を採取し蕗コロニー数是比較した。採取部{立

として、枕カバー、毛布カバー、シーツより 10li富

所、予防衣は10ii喜所を設定した。採取にはニッス

イフードスタンプ(TGSE望書夫培地〉そ用い、 35。

C 、489寺問t音務後、血液望書天t音治で湾度t苦察し向

定した後、 MRSAと判定した。 MRSAの汚染

状況については、フードスヲンプ判定纂獲を用い

た。研究期間;平成 4年 12 月 15B~平成 S 年

3，E]6B 

{結果および考察]

1.MRSA による汚染状況は、続カバー、毛布

カバーの渡部付近、シーツの頭部およびベッド界

際自Hこ幾度の汚淡が延べ 17館所、中毒事選互の汚染

が25箆所みられた。予防衣は、被ロや緩きs(こ軽

度~中毒事疫の汚染館所が延べ 3ii富所みられた。怒、

者の皮f曹にE華鏡触れる機会の多い部位の汚染が強

いと考えられた。

2. 従来布は愛度の汚染箇所が 1~7 臼 g まで検

出されたのに対し、カEエヰjHまS自白以後は検出さ

れず、臨床現場での活舟が可能な抗箆効果がある

と考えられた。



213) 北九熊におけるHelicobacterPylori 
感染、習・十二指綴疾怒と生活背去をf!S!i乙の毛まの

お玄関係の検討

盗塁霊霊童科大学E主主襲技宇野鐙綴大学

0紫殴弘子松肉緑山EBJ塁手話
建築控室科大学第一内科

筋殴和文 江藤澄設

や駒市立病院

江至急文子 者邸敬子

Helicobacter Pylori(以下HP) は、慢性腎炎、

消化性器愛媛怒者の智絵緩に潟喜容に認められ、これ

らの発疫に関与するとされるが、 HPの感染縁式・

経路については不明である。今窃、持P惑E及、習・

十二~綴疾窓、とさ主治華字祭磁子の三者の稲1í関係に

ついて検討した。

[方法] 当該施設にてH4王手4月-12月に内視鏡

検査を受けた慾者67名(平均年令54.1総;労役43

名、 女役24名)に立すし、 著書長室、 欽滋、 詳3・f号、ま震の

さ主食の習穣などの生活空宇食f!S!子を、 54~長 8 の喜善記

名質問紙法;こて溺至をした。耳立j寄託P抗体i土EIA法iこ

て溺定、 10む/田i以上を儀後とした。

[給泉(1) HP抗体I;t~ド喫慾者や低~文入者若手

で宥窓に多く認められた(p<0.05 、χ2検定)。

(2) 府議役者は券消化管君主慾8例中3例(37.5覧)、

優性問炎29続Ir:t 15例(51.7覧)、消化後後援30倹i中

23伊U(76.7覧}であった。

(3) 浴化管霊長窓、群では、肝滋答若手29i罰tlr:t16新i

(55.2事)、非E子総答群29例中2H罪tl(72. 4事}でHP~善

後であった。

(4) 註P~量役者のうち、後f主題炎{好隊答+) 14名

と、消化役後援(Jl子縁答-)20名の2書手際Hこ、生活背

景因子との関係は認められなかった。

(5) HP感染の務室棄を関わず、消化管疾怒と主主i言

背景扇子の関遂は認められなかった。

[考察および結議(I) 今回の潟交で、行PIま

低収入者に多く、さらに消化管疾怒との際遼後が

示唆されたが、これらは従主義の綴告と問様の幸吉主義

であった。しかし、非喫幾者;こHP怒後考が多い理

由については不明である。

(2) 肝際空手若手では消化管疾患の予告疫におP以外の

扇子の関与が示唆されたが、内後鏡検交を受ける

患者を対象としたことの影響も考えられる。

(3) HPの消化管疾患発症への関与は、喫媛、ス

トレスなどのリスクファクターよ号も室長いことが

捻まさされた。

214) 手権浴室雲海jの隊塁審効累
ーヱタノール希釈による検討ー

潔邦大学芸霊綴短長芸大学

OiIDi告菜、久変智子、言語森スミ

援邦大学窓空宇都事整然物学教笈

辻明良

(E!約)

設内感染紡注文H誌のーっとして、街宣警郊jによる

手淡いはさ霊童きな方法である。しかし、一方で綴自

の手務総怒予告!の{吏鰐により手至宝れを走塁こす人もみ

られ、そのために総務朔iの{建問をj空えるという人

もある。そこで字書室れを滋少させ、かっE金銭効薬

を去最終させるために、後毛筆i'ilJ'をこ乙タノールを紛い

て予言尽濃度以下 iこ符絞し、今gその際襲警交寺霊さにつ

いて検討した。

(方法〉

対象:長室E警な成人男女 40名、

方法:i誇雲J'illiま滋fヒベンゼトニウム、グ Jレコン

重量タロルヘキシジンをi使用し、その淡f!(iま予言F詩濃

厚芝の 1/5-1/10とした。希釈に用いるエタノール

淡皮 iま、 30耳、 40弘 50%で検討した。議室警方、法 iま、

これもこ~ :;ノー Jレ、議後約上告数あるいはエタノー

ルf号室売総務努IJ'をま愛したハイゼガーゼ Rで、 30秒間

学を然き、き先7/くで20f歩間きもい流した後ペーパータ

オルで拭き怒った。降、震響効怒については、グロー

プジュース訟を用いて後毛筆詰~・後の隆蓄を録取し、

畿支霊祭叉培地 iこ3苦愛後、生産奇数を霞IJ)芝し、 I潟室霊前

後の議雪量立の変化よち段、議室E容を求めた o

(総菜〉

30弘 40%.50%ヱタノ-)レ務室長での長主義喜効受はそ

れぞれ37.4%. 62%. 80.5%であった。そこで 40%エ

タノールを絡を完液として続いた O.0 5 %~露化ベンゼ

トニウム /40完ヱタノール、 O.025草グルコン重量ク

ロルヘキシジン/40完エタノールでは、ともに 90%

以上の溺い E余震~"事者告示した。字予寄れの塁塁塁塁のーっ

として、総務総のき撃波があげられるが、しかし字

予定れを紡ぐために、上撃にき豊茂を7)(で務めたのでは

、その除機効薬が十分ではない。今@]の実験にお

いても、水で希釈した主義合の際議~;;容は 30- 48覧で

あったがヱタノールを用いて総務総を殺害記したと

ころ向者の簡に穏言語宝寺泉がみもれ、後れた長字、霊童効

累が認められた。手君主れの笑言葉については今後検

討の予定である。
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215) イソジンガーグル含尊敬の研究
混度によるイメージの比較

奈良県立医科大学附鶴看護専門学校

0話芸ロ 陽子

1.研究段的

合敬iこ用いられるイソジンガーグルは，殺菌効

果があるといわれている，臨床においては，口腔

内の洗浄に用いられている.また，家庭において

も感首症状がみられるとイソジンガーグルの含啄

が行われている. しかし.イソジンガーグlしには

特有のにおいや味があり.それらを不快lこ慾じな

がら含敬している場合も多いと怒われる.

今回.イソジンガーグル念場主の不快感を緩滅す

る工夫として，合数7.1<の滋度に着目した.会教7.1<

の詰i，!1J!'によってにおいや味の感じ15が異なり，イ
メージiこも変化がみられるのではないかと考え，

イソジンガーグル含敬を温度遣をによって比較した.

その総書さをここに報告する.

2.研究方主主

対象 4才-78才の74名
感覚器の疾慾に穣怒していない者

期間ゐ平成4年 8月108-8 fl20日

方法:①30倍希釈のイソジンガーグル会埋設水

冷水(6士1"C)と;常滋水 (24土l℃) 

各20討を用慾する

②いずれか一方の会敬水で10秒間クチュク

チュうがいを行いアンケート{におい・

味の広がり・後味・苦み・ 3軽快感につい

て 5段階評価)に答える.

③ロZ空内の味がなくなるまで水で含敬する

③もう一方の念場主療で同様iこ行いアンケー

トiこ答える

⑤翌8. 前日に11'った冷水・常混水の綴Ff:

と逆のJIl員Ff:で①~③を行う.

3.結果

アンケート結果を点数化し t検定後行った.会

事故7.1<を低温にすることによって次のことがいえる

1)においの窓識が減少した. (Pく 0.01)

2)味の広がりが少なくなった. ( pく 0.01)

3)後味が軽減した. (pく0.01)

4)苦みへの影撃事はなかった.

イソジンガーグル食事故の妻子きま筆い)jIJにみると，

好きと答えた人は冷水・常温水ともに甘い.嫌い

と答えた人は冷水・常湯水ともに苦いと感じる傾

向があった.
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216) 僑綴絞充足度が地域住民の

1. 緒言

主主庭的ストレス感 iこ及iます影襲撃評価

千3露大学事it蔓生宇都主審E塁保長E学談窓

O栓 敏樹，聖子尻雪量笑，中野正孝

我々はこれまでにfiIIi綴銭の液造やその充足が主主量

的幸徳}感などに及iます影響について検討し、{鏑E主主見

の充足が穫々の生活意識に関与していることを明ら

かにした。そこで、今回地紋住民を対象に価額鋭の

充足疫が主観的ストレス感iこ及iます影襲撃を検討した。

註.対象および方法

手書室緊…箆村の30走塁から 69主義までの全住民を対象

lこ配布留め銭き調査を実絡した。草書査では 13生活綴

援に対するE霊視および満足に関する窃答から錨鐙観

充足皮を 4カテゴリ(①大切であるがi認定していな

い、②大切でもないし泌足もしていない、③大切で

はないが満足している、@大切であるし潟足もして

いる〉に分類した。また、主主史的ストレス感は 5段

階評価で問答を求めた。解析はご主観的ストレス惑を

さ喜雪量変数、 13生活領媛lこ対する錨鎖絞充足皮を説明

変数として一指して用い SA SのGLMプロシジャ

によった。なお、今回の分析対象者は全てに有効な

回答の得られた2022入で全対象者の63.3%にあたる。

m.結5民
主観的ストレス主義に有議に関与する!務総絞充足皮

lま以下に示す生活領滋Iこ対するものである。

全体では健E室、家庭、仕事、設延長・余暇、 E喜住環

境、収入に対する!締官重量晃充足皮であった。 1生別にみ

ると、男では{士事、健康、収入、家庭、思伎環境 iこ

対する{茄綴綴充足度であった。一方、女では家庭、

産主味・余較、長H査に対する{姉綴鋭充足度であった。
年齢階級lllJIこみると、 30歳代では家縫、仕事、在E

E室、室主味・余頭、 40歳代では縫様、居住環境、{士事、

50歳代では家庭、 60歳代でi主主主住環境、奴入、家庭、

f土芸評 iこ対する儲筏銭充足度であった。

性・年齢階級lllJにみると、 5号lま30歳代では仕事、

健媛、 40歳代では仕事、 50歳代ではi佼入、仕事、 60

歳代では居住環境、{士率、収入 iこ対する!菰鐙鋭充足

度であった。一方、女は30綴代では家庭、趣味・余

理主、地i設社会、仕事、消費、健康、 40主義代では健康、

怒号車・余暇、安全、 i荷主室、 50歳代では家庭、 60後代

では教育・文化、居住環段、家庭、長H買に対する{錨
鐙観充足皮であった。



217) 縫康成人の係緩行動とMHLC

一高校教員を中心にしてー

長野祭屋代高等学校 ot!P沢ゆかり

千葉大学審議学部 土獲尚喜怠金井fo=F

E室京都立大学大学校 関根鍔IJ

近年の長寿社会の到来i立青年期からのライフスタ

イルの護婆性の認識をー絞化し包常生活保健行動

への関心を一怒高めた。しかしながら健康成人の傑

縫行動に衡する総絡的な検討は未だ少ないようであ

る。そこで今@].高校教員をや心!こ幾康成人の日常

生活保緩行動およびこれを笈定ナる妥協の…っとぢ

れるMHLCについて検討を試みた。

対象および方法

長野祭公2立高校教稔員を中心とした20~64緩(40. ヰ

士11.2議).174名(男121名女53名)1こ対し，縫緩溺足

度(5段階評{蕊).後縫行動!こ隠する露関紙認査(7l翼EI.

5~主総評(í!Ii).および騒ultidim告ns I∞al持母alth
Locus of C.∞t rol(以下郎LC)の潟定を行った。

成綴および結論

(1)縫康議足度1ま3.1:!:O. 9点で.3点(畿i透)と答えた

答が過半数を占めていた。

(2)臼常生活係{遂行動の総得点、iま19.9士4.2点、で.項

目J;IJでは，休養，栄議j透iま{也のI真EIに比し何らかの

Jまさまをしている者がやや多かった。iiiil泊三今@jの対

象の:iE鋭的遇税者が8.協!こ過ぎなかったため.i主窓

している者は少なかった。

(3)係!遂行動のt:t.休養j都立女性.J翠整会iま努殺が管

室手主主力、ら震君主義が渇く.栄養.憶毅i立女性の50歳以よで

三号、iこ~まりがみられた。

(4)1討し.GIま平均 22.62i4.47. PHLC 20.08士5.32.

C討し.G18. 24:!3.95で，以前主主々の絡をきした者病潟鈴容

に比しいずれも仮綴で，また有罪考高齢者でみられた

IHLCに対する F討しCの{劉II.はみられなかった。

(5) 1討しC.むHLCは努女とも，年重宝にかかわらず!まぽ

一定の値にとどまるのに反し.内LCIま加重告とともに

上昇していた。

(6)縫E警戒入の係縫行動の一部の積回(栄懇j琵，情

報)の加鈴に{半う変容は，話HLCとは祭関係と思われた。

218) 事重要警察外来遂事宅占患者の係長雲行動
キL奇襲緩科大学容器金銭綴大学毒事
O害警沢2華子
本L稜長葬会主著書主
綴関孝子

はじめに:老人の長室長費管理塁捻遂のー資料と

することを目的に露奪三愛したので綴fきする。
[ .対象と方法 K喜寿院の事毒事霊喜善タト系 Lこi璽院

中の怒毒ぎに苦言援護署変及び索開室長を波布し察隊

法とした.雲寺恕は平成 4年12fol- 5塁手工月@

60;5量以上 (A群}、 77名(空H5名、女32名}

印象家主義(B務) 23名{努 12、女11).

11 .幸喜蒸及び考委書:沼答率94.3%、 1 .対議長
の努索、 王手土首長手議事66.52こt9.12重量、 手重喜考長耳僚

は6年以上56名、 5年来語警440sで宥奪還容は33

%であった。家族状況では家族と岡庭82.0%、

有復書著者64%で、 ='!f生80.7潟、女性41.9%、
一人毒事し者 14.0%であった e 入院経験者81.0

%で努女重量はない e 遂事主状況年 17.42ま 11.1 

主主であった. 2.生活状況、 1史家に t主怒して
いる者95.0%、尊重分}こt主，怒している者88.4%、
いつも守っている殺は A群79.4説、 8若手78.3

%で.守れない容の A若手に善事事告を妻子まないが

爽役31.3%、女役 18.8%で='!伎が機喜子変容し

がたい綴!均にある e 次に妻子笈を多くさ護る 83.2

%、コレスチロール食品を後らない74.7%さ撃

の綴であった.欽語雪をひかえている者84.0%、
A欝89.5%、 B春季65.2%でA擦がやや筏い.
その支な契機i主務室主 (28.6私)であった e 交に

草壁怒しない幸子85.0%と蕊く、関若手において慈

はない. ~霊震告で i主、終 B~ 気をつけていないが

36.0 %で、次いで持続り数歩をする (21.0%)

病気になってやめた(13.0%)害事の燃であっ
た e 手ま草費者のうち 48.5%が変わりなく草案労し、

33.3宇bjJ'童霊長警に後怒し草案労していた毒会霊絞め

容は67.0私、 しかし.58.2%が雲室長室内役苦手jを、

し、女伎が努後よりやや認い@露I内会役欝1]1ま
19. 4 ~もで、='!伎が女役より手j~撃に喜重く、 A 審事
努伎がより議い。つき合いをひかえた者29.0

%で塁手代、努j;(による授はままめられない.ひ

かえた務では告号室還がない (65.5%に Eえいで家
族の終が認まった(17.2%)と答え、自若手が A

務より卒L!撃に芸道い@ 自己の俊幸喜綴向を f九毒堅

苦言 J (51.0%) r告主人 4こ気をつかう J (43.0 %) 
fせっかち J (30.0%)さ撃であった容次 4こ芸号室主

による約約を喜多じている者61.0%でi護段、塁審
議室、食泰空手の綴 Lこ粂綴を感じている者が多か

った@総総務 i主総警害者71.0%と援も認〈、次

いで子ども、 E差額苦号撃の真実で、 努伎の87.9%が

夜偶者、女伎は子ども n'55.8%であった@長室

露費努幾重装E霊‘ f霊童書事の綴示に従う j カ，'86.0%、
次いで rel分で語きるという祭;含:をもっ J48.0 
%害事であり、受診では定義君的受診者 i土82.0% 

と蕊〈、不定員書受診者では B群が A務より蕊

く、多f亡、言語筒、体3警がよい号事であり、 体事警
のとれないのも 8群が議く A毒事に土むし有縁援

を認めた.

m.まとめ:自己の長室長者管壊している者が多
く、 それは本人の自立ちカに変に署長緩や鹿島官空軍

の支援 n'大さきく塁手察されている@
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219) 早期主義密療脊の効果に関する検討

熊本市5保健所毒事の fふれあい脊児教室jから

徳間県川崎町立川崎東小学校 O長野 邦子

熊本大学教育学部看護課程 成問栄子

く日的> 発途上の返れが疑われる乳幼児は、一

殺に「ハイザスク児j と呼ばれ、早期療育の必要

性がま命じられている。そこで本研究では、ハイザ

スク児とその養育者である母親が集団療育に参加

することで、母親の養育態度や家庭での養育実践

がどう変容していくか切らかにし、本活動が母子

に及ぼす効果について検討した。

<調査方法> 対象は、熊本市内Sカ所にある保

健所・保健センター(以下保健所等)で実施され

ている主義問療育活動 Fふれあい育児教室JIこ参加

している母綴50名で、平成 3年12月の本活動実施

狩に質問紙調:斎を実施した。

く絃楽及び考察> 調査によると、母親の平均年

燃は30.6歳、対象兇の王子均月除lま32.8カ月であっ

た。対象先の養育者i立、昼夜を関わず全員がfま毅

をml位に挙げていた。また、母殺の就業主容は
10.0%であった。

本活動への平均参加問数は 5.4閉で、およそ9

初の母親が本活動に参加することで母親の養育態

度・対象児の行動苦言・言語而に変化を認めていた。

i迂殺の養子守態度については、 「子供をじっくりと

みていこうと i'iSlうようになったJf何でもさせて

みようと思うようになったj といった受容伎に変

化を感じている者が多かったの

これらの母親を、活動プログラムを実際のを菱脊

場関で「活かしているj母親君事 (GA群 ;26名)と

「特iこ活かしていなL、j母綴群 (G.群;24名)と
のz群に分け比較を行ったところ、 GA若干の方がほ
とんどの項目で変化を感じている者が多かった。

特にGA若手に有主主に多かった現段は、対象泥の行動

部での f1也の子供と遊ぶようになったjや対象児

の言務面での「言葉がはっきりとしてきたJであ

った(共にP<0.05)。一方、 G.群に有意に多かっ

た項釘l立、 「子供をじっくりみていこうと思える

ようになったjであった (P<O.01)。また、対象

母子の平均参加回数は、 GA詳7.3筒、 G.君事3.7鴎で

干~~差がみられた。

以上、早期集団療育は母親の養育態度iこ良い効

果を及iまし養育実践にもつながりがみられた。
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220) 務児を持つ貌の生活?こ関する研究(1 ) 

一生活の変化についてー

滋潟県立短紛大苦手

?B 祐子、 宇都宮栄子

滋警望書王立小児係縫費E療センヲー

長谷川綾子、 石JlI 曹三塁

{はじめに}

長期の空襲穏を必要とする陣容や病気を持つ子ど

もの綴は、子どもの治療やt宣言苦のために多少なり

とも生活の変化を余儀な〈させられる。その生活

の変化によっては、綴の心E望的負担となることも

ある。

そこで、今回は、子どもの出生や発持者による生

活の変化の努繁とその変化に対応するためにとっ

た行動などについて検討した@

{対象と潔変方法}

1980年 1月から 1992年5月までに S殿内兵の病

院に初診でかかった縦性麻療・事事干事発主童遅滞・ダ

ウン疲候群・努系疾怒・筋ジストロフィー・ t写生

不良性会血・分娩麻療の怒、者のうちから無作為i二

400人を総出し、役所確定者327入に郵送法にて質

問紙調査を行った。有効@I~数は 124 人(回収率

38.0% )であった。 2詩型互期間1993年 1Flから 3月

である。

{結果]

父綴の年量告は 60才~ 20才(穣喰綴差44.1才)、

母綴は 50才 ~25才{擦 i韓僑蓬 4 1. 2才)でした。同

居人数iま、 菱重高 9入、 章受低 3人{僚を韓関護6.0入)

である。

64人 (52.5%)が、生まれてすぐに病気に気づ

いおり、 8部以上の入が乳児期のIIJIIご知っていた。

病気に初めて気づいた人は86入 (71.1%)が庭科

医と小児科医であり、 25人(20.7 % )が母綴であ

った。父綴は 1入だけだった。

病気の子どもを持ったことによって57人(46.0 

% )の家族が生活の変化を余儀なくされたと隠答

している。その内容で多い頗に、 F母親が仕事を

止めた J、 f父親が仕事を変わった」、 「子ども

を綴類に預けた j、 r i霊践のために転属した Jで

あった。

務児をき整脅するには、一般的には母殺にかかる

負担が大きいと怒われるので、父華誌がどの程度家

事や育児に関わっているのかを見た。
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221) 癒議iこ興ずる窓議議変

一体脂肪議および際議度との関係-

E塁線大学援護芸技術短潟大学部看護学科

Oii詰回 秀子，窃山久美子， ij霊童子久養子.

篠山由美子，大塚縫作

じまじめに]重量近は際議に対する関心が潟まって

おり，そこで自分自身iこ対する恕議の憲議と{本総

紡率 (%F)および庶務度との濁速を検討した。

[対象および方法]対象者は女性 463名で，高校

生 105名(平均年綴16.3:1:1.0重量)，短大生 111

名(平均年弱19.7土0.8歳)，一絞緩人 247名

(平均年鈴52.5主15.3議〉であった。 %Fの測定

はケット社製FIT持ESSANALYZER BFT3000を使用し，

%F30言以上を%F際溺とした。思議度は一般的

に用いられている技法によって算出l" JlE滋皮

11関以上を躍さ溺， 110案以下を洋思綴とした。

{総菜]絞濃度110震以上の考i立高校生10名，短大

使 7名，…鮫続人 130名で，終に120語以上の際j裁

者はお校生 3名，短大生 2名，一般婦人65名であ

った。 %F 護~n議選 iま高校生 1 :ti， 短大生 2名，

殺婦人51名であった。 E売をの{本震について自分が

f太っているj と窓っているのは，高校生57名

(54.3お，短大生62名(55.9覧)，一般綴人 156:ti

(63.2覧)であった。しかし，その f太っているj

と怠っている遂で記滋度11路以上の者は高校生10

名07.5芸).短大生 7名(11.3幻，一般綴人は 117:ti

(75.関)であり，また， %Fs号機者i立高校生 i名

(1. 8完).短大生 2名(3.2言l.一段綴人47:ti(30. 1幻

であった。すなわち潟校生，媛大伎は監さ議してい

ないのに太っていると忽っている者が非常に多か

った。さらに短大生と一般婦人に対して自分の体

遺についての綴望を f太りた~¥ J ，このままで

よL、J，やせたLリの3段階で質問した。短大

生では f太りた~¥ Jが 5名(5.4完)， rこのままで

よLリ 24名(21.6覧)，やぜたし、J81:ti (73.0誇)

で，一般銭入では f太りたL、J12名 (4.9芸)， 

fこのままでよL、J71名(28.7幻やせたL、j

164名(66.4おという結果であった。 rやせたいj

と額翠している者のやで慰滋度110語以下の者は，

短大生74名(91.4覧)，一般婦人51名(31.1幻，%

F非露さ議主警はそれぞれ79名(97.5%)と 119名(72.6

おであり，若年女性はJlEi，議していないのに fやせ

たL、j という癒望を持つものが緩めて多かった。

222) FITNESS ANALYZE誌による摂取

エネルギ一重の算出iこ関する検討

長務大学医療技総短潟大学部

。西UJ久委主子， 諸問秀子， D警童子久美子，
福山白菜子，大塚縫作

章受ilIIま穏々の簡便な休日旨紡計が開発され，近赤

外線t去によるm詩ESSA詩ALYZERBFT3000 (ケット
科学研究所製，以下BFT)もその一つである。こ

れには休館紡療などの傍人情報を入力することに

より，設i惑な体重(以下緩滋体議〉や賂紡を保持

するために必要なエネルギー蚤(以下必望書熱愛〉

を鋒tおするプログラムが緩み込まれている。今窃

これより算出された必要数鐙とE芝生翁より出され

ている ra本人の5友愛所愛護(第四次改訂)Jに
よるエネルギー撃との比較，および章受遊休愛と従

来から広く用いられている線機体援との隠迷につ

き比較検討し若手の考察を試みた。

鍵燦と，¥R、われる20歳代から80議代 (20歳代30名，

30綴代28名， 40歳代33名， 50議代46名，部長室代37

名， 70歳以上34名〉の一般市民女性 208名を対象

iこ身長， {本震およびBFTを用いて体脂肪E与を測定

した。さらにBFTのプログラムにより緩滋体重お

よび必婆熱鐙を繁tおさせ，長室遺体三重より{本愛が送

量IJの苦手(iJ!Ii剰言干上最適範鹿内にわる若草(正?言若手)

およびやせている若手(やせ苦手)の3若手iこ分けた。

全対象者のBFTによる設遊休議 1Kg ~りの必嬰

熱愛の王手均綴側主SD)Iま， 34.5土4.8Kcalであっ

た。これを体愛別にみると遜剰若手(n=106)では

31. 4土2.9Kcal.正常若手(n=55)は35.1土2.8Kca1.や

せ若手では41.0土2.5Kcalであった。次iこBFTによ

る必要熱援をg本人の栄護所喜警護(生治活動強度

1 )におきかえてみると，全対象者32.3支2.5Kcal.

過剰群31.0土1.7Kca 1.正常若手32.6玄2.2Kca1.やせ

若手34.7土2.4Kcalとなり.BFTによる必婆熱援より

かなり少なめであった。 if.こ援遺体重のかわりに

従来から広〈用いられている経法による擦準体黍

を用いて計算すると，会対象者の平均摂取熱壌は

36. 7こは.2Kcal/標準体震となり，体愛 1Kg当りの

熱援がかなり主主めとなった。次に長室近肥瀦学会が

捻裂している綴Hこて最低死亡率を示す22を用い

て算出する標準体重により計鋒すると，全対象者

の平均摂取熱震は33.8:1:3.5五cal/標準体重となり，

BFTによる繁協議とかなり近い僚が得られた。
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223) 高齢者のエネルギー消費笈 iこ関する基

ま量的検討 一歩行時についてー

JIII崎医療短JI1l大学

O杉包明子.太母語好子. 初筏1{由美.悶戸主主子.

滋弁箆葵

111筒箆療穏祉大学 臨床栄善幸学科

224) 漁村における栄養・ i翠動・休怒務査につ

いて (3)一俊燦づくり支緩システム

千葉大学看護学部主主礎保健学総漆

OPド聖子蕊孝 聖子氏号震災 筏 語文樹

松枝秀二 1.はじめに

若年徳行動のある考人の介護にあたっては、読書喜

カロリーとして誘鎗による議愛カロワーを溺う必

要があるが、その配慮がなされず捜せが起こる老

人がみられるという報告がある。その1i~爾行動の

カロリーを求めるために広〈一般に行われている

方法は、既知のエネルギー代謝率(RlfR)にままづい

ているが、この R割RI立青壮年の絞殺者を対象に宮尾

測されたものであり、海齢者に透尽することは問

題ではないかと考えた。そこで、潟齢者がゆっく

り歩行した場合の消費ヱネ"ギーを実測し、検討

を行った。興味ある総菜が f専られたので銀告する。

方法

対象者:特定の疾患 iこり慾していない B自殺代と

70総代の男女それぞれ 5名ずつを対象とした。

歩行透度 83歩/分

歩行のエネルギー消費量の測定:実測はダグラ

スバッグ法によった。 R詰買に基づく方法 iま栄養所

皇室援策定検討委員会によった。

結果および考察

爽 S聞による歩行時のエネルギー消焚懇は、吉野R

に蒸づいて算出したそれに比べて有意に高く、そ

の遂の平均鐙土標準鏑笈 lま51:t30Kcal/hrであっ

た。また、吉里澱エネルギー消焚援に基づいて算出

した多 n雲寺の耳目R1立、 60綴代と 70殺代の儀の 1鵠1こ

有意釜を認め、後者の方が高い鐙を示した。そし

て、告書人主主については、笑耳目エネ Aギー消費掻の

変動係数では 17.996 .詰割買のそれは 25.196と後者

の方が大きかった。

これらのことから、年齢や燭人の体絡笈が除去

された方法とされている E詞置に禁づくエネルギー

算出法は、高齢者を対象とした場合は悶怒がある

のではないかと怒われた。

(対罰法人私学研修緩役会の篠助金による研究の

一部である)
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老人保縫法による鍵E苦言金支データを利用した係

銭指理事システムを開発することを g的として、 19

90年から毎年、静岡県の漁村地区の健康診変受診

者に対し縫燦管理に裳褒とされている栄養・ E塁塁詰・

休養}こ隠する翁宝まを行ってきた@これらの爾変研

究成績、収築資料及び他システムの関発状況等を

多免的に検討し、さらに係鍵綴活動に利用できる

ことを前提として、 E量動指導を中心とする f鐙燦

づくち支援システムj を試作した。本幸置では、本

システムの事実要望及び本システムの有湾住や間怒点

号事の言理主主総系等について報告する。

Il.長室燦づくり支援システムの後葉

本支援システムはパソコンを思いており、検王室

データや問診を入力することにより、逮動の可否

の判定を自動的に行い、健康人淘及び事室m:異常者

用の l週間分の遂動プログラム(歩行、ジョギン

グ、サイクリング等 3巡りを局窓)を表示するも

のである。表示内容は、相談者の長室燦づくりに適

切な主主動負事者(最大重量索摂取笠の40~60%) によ

る、然環のない草霊童話の実主義方法である。

滋.縫絞づくり支援システムに関するま理主主結果

本支援システムを実際の係長室m導に京Ufflし、手Z
F器使や問題点等を検討するため鶏笈を行った。静

岡県賀茂村では、 648人の受診者の内 105人06.2

%)が、本システムによる相談を希望した。しか

し、その内39人は望書淫締将談であることが本シス

テムによっても切らかになった。また、同県西伊

豆田:r(対象者 996人)では、医織が芸童数した11が

よいと判断した41人の受診者について、本システ

ムとともにエルゴメータによる務交も実施した。

その絡来、本システムが提案する遼動負荷では身

体の::fli曜が発生するiiJ総伎は少なく、ほぽ妥当で

あることが示唆された。さらに、千繋JIkの保健綴

7人を対象としたま理宝までは、 r l!i.OOが見にくいj

等の改良すべき点もあったが、 6人が f係長室綴汚

織にやj用できるj としており、本システムの有馬

伎の一線を磯認することができた。



ベッドサイド活用辞典
議w大学教授警家荷予/北翠大学院教授小富山賀子共著

務審判 290翼定髄3.914伺〈税込)千260

③収載母語・轄語は，主として薬商議やナースガ罷療の場!こ
でて疾患を理解する芝めに1I)l，¥饗なものをコンパクトに訳載.
③産学用語iこついては頻渇されるドイツ語やラテン語も会め
て戸んフココベット)1欝!こ訳載し，ドイツ語iこ譲り語翠(0)を
{すけ，対応する英語と巴本語を併詞しC.
車整草童話 臨床撲褒額一覧/薬物湾弼血中翠盤モニタリング
iこ必要な構報/急性薬物中器治療/Jり欝の解剖とゆ議醤/繍液

オックスフォード審議辞典編集委箆会

臨本文2告鰯ポケット鞘 700頭症癌3.914丹(税込)守260
英語発苔ココカタカナ表記/態学用語=ふりtJな位/イラスト
多数/纂本語翻9，000議/繁用箆薬毘明記/生化学・血液学
正常檀データ/和→英対擦

取材定敏/松摺綴/平方秀轡

85製J190箆定髄2.鈎7円〈税込〉キ310

養護婦をはじめとしだコメディカル碍げの人工透析守ニユ戸

ルは数多く出殺されている.本霧i芯，畏年!こわ吃って開発し
だコンピユータによる器渡透析チーム盤療安援システムを多

くの堕表を箆って分りやすく解説し芝.このシステムの7フウ
トラインを詔揮して，省力{むをめざす方々に必携の議.

ケーススタディ

心電函の読み方惨解書方
兼本成績蕃 85戦J240策定髄 5.150丹(税込)守310

アンケート調査
潜弁/内藤訳 根岸/議淡i霊長訳
A5判 172箆定嬬 2.369円(税込)苧260

総編集須河内トモエ/鶴コトミ

西尾篤人/出元翼男

衛生法規 1，442円

微生物学 1，751 f弓

解剖学 3，090内

成人審議学総論 3，090丹

薬E護学・薬剤学 2，575門

臨床検査 2，575丹

社会議社・社会保障 2，575円

題・口腔外科 1，751内

小児審議学 3，91尋問

呼吸器疾患患者の審議 1，751丹

女性生磁器疾患慾者の看護 3，090丹

循環器疾患怒者の看護 2，575円

生理学 2，884円

1，545丹

精衿疾患患者の審議精神事寄生 2，884円

公衆衛生古学 2，884丹

地域義護学 3，296向

病 E笠学 2，884丹

耳募総量侯科疾患患者の看護 2，884P:]

線科疾慾態者の看護 1，854内

皮j禽科疾患患者の看護 2，884丹

(税込)

主主化学ー栄養学/審議学総論(1)・

務護学総論(II)/血液，造血器疾患

患者の看護/消化器，内分泌，代謝

疾患慾者の議議/総・神経系，アレ

ルギー，穆原病，感染症:疾慾患者

の審議/腎・泌尿器系疾患慾者の看

護/骨，関節，筋肉疾態患者の看護

/外科看護総論/母性審議学/老人

審議学



ヒピスクラブは速効性、持続性に優れ、有機物による不活性化の少

ない消毒剤で、土その効果は多数のデータにより検証され、英・米で、の

感染訪止ガイド、ラインにも紹介されています:

争手指南殺菌消器開
思

総成:グjレコン重量クロルヘキシジン496CW/v)

験すぐれた除萄効果を発指します。

轡持続効果にすぐれ、長時間作用し続けます。

審車液、体液などの影響が少ない消毒剤です。

欝MRSAへの有効性が評価されています。

tJ目立前手洗いの除菌率 3符潤後と6時間後の手洗い羽擦の研究毅告

鍋田園田ト-libiscrub .......ボどドニヨード

." !¥ 
b 

隠効能・効薬際医療施設における盗師、餐議綴等の医療従事者の手指法務 盤使用上の注意盛山次の場合には使沼しないこと 競技の7ロルヘキシジン裂静iに対
する透敏援を起こした者 121次の場合には憐援に使渇すること 薬物岩盤敏体重重の苦言 131蓄1)作用 滋敏症:ときlこ発疹等の返還主主主主状があらわれることがあるので、

このよう在症状があらわれた縫合iこは使用を中止すること，{i告のヲロルヘキシジン署長郊の投与によりシ3'1?症状を重量こしたとの綴告カある 14iil筆活上の;主慈 1手指

消務以外の包的には使用しないこと。 2)本新の使用中lこ誤って駿に入らないように，主意すること践に入った場合It，滋ちによく水，先することザ

※その{患の取扱い上のi主主霊等については
添付文撃をご参照ください。 縮益;えよ323ィフアペ株式会社、;"gl干541大級市中炎夜明TEl5番S号

室長選販売元

住友製薬株式会社
〒541大級市中央I!':道惣SJ2T昌2番S号



第四回日本看護研究学会総会議事事項

題

1 )平成4年度事業報告及び会計報告，

2 )平成5年度事業計画案について

3 )平成5 について

4 )第20閤(平成8年疫)会長の選出について

6:iY揖遣わ
報告事環

1 )学会員の動向

2 )平成5年境奨学研究について

3 )平成4年度奨学研究の発表について

4)臼本学術会議学術研究団体費録申請について

5 )その他

1 )平成4年境奨学会研究者表彰

2 )平成5年度奨学金研究奨学金授与

手乏ζ
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平成 4年度会計収入

現 日 平成4年度予算

上初期繰越金 ム 619.672 
2.平成4年度会主主 15，186，000 

jf〈皐一新評 議般入員議会会差 員露員額)〉〉

12，131，000 
255，000 
l警400，000
1，400，000 
O 

3.雑誌広告料 1，125，000 
4.雑 収 入 1，400，000 
5.受 取 手IJ ，@、 250.000 
メE〉コ、 百十 17，341，328 

註1.ム1，645，000伺は，退会235名分
註2.ム 20，000PJは，退会2名分
註3.金利下がりと定期継続のため

平成語年度実綴 予算と実績の差

ム 619，672 O 
15，572，000 386，000 
10，486，000 ム 1，645，000
255，000 O 
1，380，000 ム 20，000 
3，451望。。。 2，037，000 
O 。

1，175，000 50，000 
1，102，734 ム 297，266 
113，949 ム 136，051 
17，344，011 2，683 

平成3年度会計支出
項 自 平成4年度予算 平成4年度実綴 予算と実緩の澄

1.学会総会補助費 400.000 400.000 。
2.地方会運営費 50.000 [0 ii υし UUU 。
3.委員会運営費 60.000 47.800 12.200 

(( 奨綴 学集)) 20，000 20，000 。
40.000 27.800 12.200 

4. Ep 紹Ij 資 9，250，QQQ 9.254，885 ム 4.885 

(((雑会そ 誌報他)) ) 
9，108，007 ム 108，007 

100.000 O 100，000 
の 150.000 146.878 3.122 

5.郵送通信費 2.150.000 2.071.358 78.642 

1事墾 童務 書通 室事jj 
1，750，000 1，587，548 

ムム VパI80L会22，，認4553岳2O 8 町，ホ200，000 181，272 
200，000 302，538 
O O 

6.事務局運営費 1.382.000 1.217.134 164.866 

!?F;fii 
972，000 982，800 ム 10，800 
240，000 71，971 168，029 
50.000 50，000 。
20.000 6，590 13，410 
100.000 105.773 ム 5.773 

7.会 議 愛 450.000 383.581 66.419 

((遜選 常挙〕) 450.000 383，581 66，419 
O O 

8.事 務 費 350.000 326.739 23.261 

((遥選 常挙)〉 350.000 326，739 23，261 
O O 。

9.人 {牛 資 3.170.000 3.057.338 112.662 

((〈(常臨選旅 時雇雇 挙用用費)) ) ) 

2，600，000 2，509，310 90，690 
470，000 457，048 12，952 
O O 。

100.000 90.980 9.020 
10.予 備 霊堂 79.328 号仕掛令 29.328 
11.雑 損 O O 。
12.次裁繰越金 O 485.176 
s 入 計 17，341，328 17，344，011 482，493 

島平成4年4月1臼
至平成5年3月318

備 考

(註1)

(註2)

別刷り，雑誌(有料〉
定期，普通預金(註3)

自平成4年H.l1日
五平成5年3月31日

係 考

第18回総会(弘司iJ)
近畿・四臨地区

通通信信費託， 事事務務費費

雑誌5回，別居Ij

雑誌5盟，別原IJり
5回

l¥Ti予Felケ，FてZafXE郵--便
z 

電気，ガス，水遂

ストーブ，掃除機

理事会，監査

封筒， フベル他

会発員送管怒， 会計

総会，理事会

北海道地方会ユ eへ

4.印席目費 雑誌項自の金審査増は，総会演題増の為，臨時増刊号真増と総会報告集増
10.予綴資 北海選地方会補助費が地方会総助資の予算に組み込まれていない為



貸{昔対照表
日本看護研究学会財謹現在高

平成5年 3Fl31日

項 自 倦 方 貸 方 綴 量き

主発 金 58，033 
務 金 10，346，143 
為 努 G 
前 受 金 10，350，000 平成5
持母 払 王後 481，000 4月分家資， 19回総会議劫40万
更新料積立 50.000 

485，176 
合計 10，885，176 10，885，176 

損益計算
尽本看護研究学会運営現在高

平成5年 3月31臼

項 自 借 方 j 箆 方 儀 考

前年度繰越金 ム619，672
会 設 15，572，000 
広 と仁と3 料 1，175，000 
綾 i反 入 1，102，734 
コX立ζ 取 事日 ，~、 113，949 
総会補助費 400，000 
地方会運営費 50.000 
委員会運営費 47.800 
緩誌印認1] 箆 9，254，885 
通 設 2，071，358 
事務局運'営費 1，217，134 
4i: 又 議 費 383，581 
寺三 務 費 326，739 
人 {午 費 3，057，338 
予 綴 資 50，000 
線 t長 O 
次綴繰越金 485，176 
i5 入 17，344，011 17，344，011 

監査報告

段本看護研究さ詳会の平成4年度に関わる会計を監査しましたので報告します0

1.監査実施日 平成 5年 4月24日

2，平成4年度決算審査

平成4年4月1日から平成 5年3月31日の間の犠簿，並びに誌挺諸表，現金，預金通娠の援

を受け，平成4査手渡会計収支報告書に基づいて謁査の結果いずれも適正であることを認め

ます。

3.注意事項

特記事項なし

平成5年4月24日

日本看護研究学会

金井和子舎

監禁 田島桂子命

ウ
ヴ
ゾ
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項 自

前年度繰越金

奨 学 金

負'状，街代

手IJ ，怠

本学会より補助

i透 費

事 務 資

次年度繰越金

メ口入 計

平成4年度

自本看護研究学会奨学会決算報告書

収 入 支 出

4，588，586 

150.000 

3，6 4 6 

243，643 

20，000 

5，4 7 0 

O 

4，693，113 

4，852，229 4，852，229 

自平成4年4月1B 
3表 平成5王手3月31日

綴 考

山本亨子

定期，普通頭金

次期繰越金内訳現金32，457円，普通預金60，656円，定期預金4，600，000円

監査報告書

日本看護研究学会奨学会の平成4年度に関わる会計を監査しましたので報告します。

1.監査実施日 平成 5年 4月24臼

2.平成4年度決算審査

平成4年 4月1日から平成 5年 3月31日の間の帳簿，並びに証拠諸表，現金，頭金通帳の提

示を受け，平成4年度会計収支報告書lこ基づいて調査の結果いずれも適正であることを認め

ます。

3. 注意事項

特記事項なし。

平成 5年 4月24日

日本看護研究学会

監事 金井和子@

監事 由島桂子⑮
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¥、埼画計業事疫年成

1.年 1開の総会を器保する。

2.機関誌を発持する。

3. る。

仁地方会 る。

5. の運営について(準備)
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平成 5年度会計収入予算(案〉

項 自 平成4年度実緩 平成5年度予算 備 考

1.前期繰越金 ム 619，672 485，176 

2.年 度 メヱエミ 資 15，572，000 16，972，000 

〈〈話一理 般人議会会 事髭員〉〉
10，486，000 13，937，000 

;11;79名192 1名(1，4期+493)255，000 255.000 
1，380，000 1，380，000 
3，451，000 1，400，000 

3.雑誌広告料 1，175，000 1，125，000 25，000fI! x 9社x5@]

4.雑 収 入 1，102，734 1，000，000 別刷，臨時増刊号(有料分)

5.受 取 手せ 怠 113，949 100，0 定期，普通預金

l メ仁〉コ、 言十 17，344，011 19，682，176 

成 5年慶会計支出予算(案〉

項 自 平成4年度実績 平成5年度予算 備 考

1.学会総会補助費 400}9P0 400，000 第19回総会(熊本)

2.地方会巡営費 必関野崎侠ぬふ 100，000 近畿・間関，北海道地区

3.姿員会運営費 47，800 行三60，000

(( 奨綴 学築) ) 20.000 20，000 101.明 F 著4者通l'信j可焚泌を，
27，800 40，000 ま筆読，

4. Ep 結Ij 費 9.254.885 10，250，000 

((( 雑会そ 誌報他) ) ) 
9.108.007 10，000，000 2，000，000 x 5回， 耳目隠せ
O 100，000 

会費闘議求，事務連絡の 146，878 150，000 

5. 選 費 2，071，358 2，550，000 

3喜重ij 1，587，548 2，000，000 
4活500圏話，0料00， 円X5@] 181，272 200主000
，郵使料，振込料302，538 350.000 。 O 

6.事務局運営費 1，217，134 1，630，000 

塁l霊王熱;号富事j 
982，800 1，000，000 8lO ，，OO00円x12ヶ月月 作業場
71，971 120，000 10.000円x12ケ
50，000 50，000 100.000月十 2
6.590 10，000 

コピー機，腕立，テープレコーダー105，773 450，000 

7.会 議 主主 383，581 450，000 潔事会2自，監査

8.事 務 費 326，739 400，000 

(( 通選 常挙)〉 326，739 400，000 封筏， ラベル，コピー用紙他。 O 

9.人 {牛 資 3，057，338 3，250，000 

i濃富時渥雇自喜jj 
2，509，310 2，600，000 会発送員，管理会，費会請求計 (時給750fI!)
457，048 500，000 。 。
90，980 150，000 総会，近距離出張

10.予 備 費 O~ 長鍾づ?ぢ 保全/必炉1)、下か

11.雑 損 。 ，ro ""ou 
12.次期繰越金 485，176 G 
iコ〉、 計 17，344，011 19.682.176 
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日本看護研究学会会出

第 1条(名称〉

本会は臼本看護暁究学会 (JapaneseSociety of Nursing Research (J.S.N.R)と称する。

第 2条 (目的及び活動)

本会は志く看護学の研究者を組織し，看護学の教育，研究及び実践の進歩発援に寄与するこ

とを目的として次の活動を行う。

1)研究会の開催。

2 )学術議議会の開催。

3 )学会誌の発作。

4 ) 

5 )関誌学鶴田体との連絡，提携。

6 )その{也話的達成に必要な活動。

第3条(会員〉

本会の毘的に賛隠し，

て会員とする。

の推薦をえて，所定の手続きと，会費の納入を完了した者をもっ

2) (賛劫会員)

本会の毘的に笠間し，本会に寄与するために入会を希襲し，理事会の承認を得たものを

劫会員とする。

3 )特別の理由なく，引き:続き 2年以上，会費を納入しない者は，会員の資格を失う。

第4条 (名誉会員〉

本学会に永年iこ語る翼献の認められた会員を理事会の推薦により，評議会，総会の議を経て

とする。

2 )名誉会員は本学会の諮会費を免除し，学会機関紙を送付する。

5条(会長〉

会長は本会を代表し会務を総理する。

2 )会長は理事会の誰欝により，評議員会の議を経て，総会で決定されるO

3 )会長の任期は 1年とし，再任を拐げない0

4 )会長に事故ある場合，評議員会の決議により会長の交代をすることができる。この場合の

託期は残余の期間とする。

第6条 (理事及び理事会)

本会は，会長を檎往し，会務を掌理するため，理事をおき，理事会を組織する。

2 )理事はJ.lIJに定める規定により評議員の仁わから選出し，会長が委嘱する。

3 )理事の中から常在理事若干名を互選し，本会の総務，会計，渉外，縞集，奨学会，などの企

歯運営を担当する。

4)企踊運営に当り，必要に応じて委員会を組織する。この

心理事会は会長が必要に応じて招集し，議長は会長があたる。

は別に定める。
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6)理事の任期は 3年とし，再任を妨げない。

7)理事の任期中の欠員は補充しない。

8 )理事長を設ける。理事長は理事の瓦選とする。

第7条(監事)

本会の会計，資産を監査するため監事を 2名おく。

2 )監事は評議員の中から互選し，総会の承認を経て会長が委嘱する。

第8条(評議員及び評議員会)

本会は，会長の諮問に応じて重要事項を審議するため，評議員をおき評議員会を組織する。

2 )評議員は別に定める規定により，会員の中から選出し，会長が委嘱する。

3 )評議員の任期は3年とし，再任を肪げない。

4 )評議員の任期中の欠員は補充しない。

5 )評議員会は年 1回定例に会長が招集し，議長は会長があたる。

6 )評議員の 3分の 2以上から請求があり立つ，理事会が必要と認めた場合は，会長は臨時に

評議員会を招集しなくてはならない。

7)評議員会は評議員の過半数以上の出席がなければ議事を開き，議決することができない。

第9条(総会)

本会の総会は毎年1回会長が招集して開催する。

2 )理事会が必要と認めた場合，評議員会により開催の議決のあった場合，及び会員の過半数

以上から陸的を示して総会の開催の請求のあった場合には，会長は臨時総会を開催しなくて

はならない。

3 )総会の議長は会長があたるO

4 )議事は出席者の過半数をもって決し，賛否時数の場合は議長が決する。

第10条 (地方会〉

本会の目的iこ則して，地方活動を行うために，地方会を組織することができる。

2 )地方会の名称は尽本看護研究学会を冠した地方会とする。

3 )地方会の運営については，夫々において別に定める。

第11条(会計)

本会の運営は会費及び本会の事業に伴う収入等によって行う。

2 )会計年度は年度4月1Bより翌年3月31日までとする。

第12条(会費)

会費は次のとおりとする。

年会費 理 事
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15，000円

10，000丹

7，000円

30，000円
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第14条 (会員立の変更)

会副の変更は評議員会の議を経て総会の議決によって行う。

付期

この規員せは，昭和57年5月訪日から実施する。

1 )昭和58年6月 1日 一部改正〈会費)実施する。

2 )昭和58年5月l日 付期 1~4 項削除

3 )昭和59年 7月23日 一部追加改正(理事会)実施する。

4)昭和60年9月7日 条現追加改正〈名誉会員)， (地方会)実施する。

5 )平成2年8月4日 一部改正(理事会)， (評議員会)， (会員)実施する。

6 )平成3年 7月27日 一部改正(会費〉実施する。

7)平成4年8月 1日 一部追加(理事及び理事会)，改正(事務局)英雄する。
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評議員選出規定

1.この規定は会則第8条2項による評議員の選出に関して規定する。

2. (地区・定数〉

食器を付表に訴す地援に分け，夫々登録した地区の会員数の約10%(四捨五入とする)を地

区の評議員定数とする。

3. (被選出者資格)

評議員の被選出者となる資格は，会員となって 5年以上の者で選挙公示の日までに会費を完

納している者。

4. (選挙者資格)

会員で選挙の公示の日までに会費を完納した者とする。

5. (選挙公示)

評議員の任期満了の 1年前の会長が評議員就任の期間を明示して，評議員選挙を公示する。

6. (選挙管理委員会)

評議員の互選により選挙管理委員3名を選出し，会長が委嘱し選挙管理委員会を組織する 0

2 )互選により選挙管理委員長を選出し会長が委嘱する。

7. (投票締切自の公示〉

選挙管理委員会の協議により投薬締切尽を決定し，会員に公布する。

2 )投票締切臼は年度末3カ月以上前に決定することとする。

8.選挙管理委員会は地震別に選挙人登録者名簿及び被選出者名簿を作成し，定めた締切日前 1

カ月までに選挙人である会員に配布しなくてはならない。

9.投票は郵送により行い，投票用紙，投票用紙入れ癒封封筒及び返送用封筒を各選挙人に配布

し，定められた投票締切8までに投票を完了するよう文書で徹底周知させる。

2 )投票締切日消印は有効とする。

10.規定による投票舟紙は登録地区評議員定数による連記斜とする。

11. (投票締切)

投票締切臼消印の投票封簡の到着をもって締め切る。

12. (間

開票は選挙管理委員会員が立ち合いの上行う。

13. (無効，有効票)

投票用紙に地区定数以上の者にOE刊を記入したものはその投票用紙について全員無効とする。

2) OEPが地区定数に満たない投票用紙についてはそのO印を付したものの得票として有効と

する。

3) OEP以外の印(例えばxEP，ム印等)が記入されたものは，そのものについては無効とす

る。 OEPのほかに称号，敬称等の記入は有効とする。

14. (得票，及び名簿作成)

各地区毎，得票数上位の者により定数枠内の者を該当者とし， これに次点者を明示して加え
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て，票数を記載せず、に名簿を作成し， に提出する。

2 )最下位得票者に関数のもののある場合は詩得票である旨明示して名簿に加える。この場合

は次点者を設けない。

3 )次点者に向得票数のもののある場合も問機，明示して名簿に加えて記載する。

15. (会長推欝〉

会長は必要に応じ，この選出方法とは棋に若干名を評議員として理事会に推薦することが出来る 0

16. (評議員の決定)

理事会は選挙管理委員会の報告と，会長による推薦者について地誌毎に

定する。

17. この規定は，昭和57年 5丹10日より発効する。

付期

1)平成2年 8月4日 一部改正実施する。

く付 表〉

軟回，

東 海 神奈川，岐阜，静鴎，愛知，一

議賀，京都，大阪，兵際，奈良，和歌山，福井，富山，石川i

中国・盟国 i露抵鳥取，向山，広島，山口，議島，番JII，愛媛，高知
九 剤 i福見投資，長範，熊本，大分，宮鯖，鹿児島，沖縄

く投票揖紙警式〉

投草草

機
選 投

Eヨ 5寺 祢 秋 候 挙
主綴語・

補 管
手口 主主 代 ネ土 野 者 潔 切

氏 委 j誇 り
葬送 太 昭 礼 主主 名 員 E!J 日

fヘ 会 有
子 虫5 手自 子 子 ア 効 年

イ

殿 毅 殿 殿 毅 ウ J1 
コニ

オ 印 日
JI[震
、-'

(投薬する候補者の頭の投票機iこO印を記入)

し， を決

喜平
議
員
投
7草3Eて3 

用
紙

O 
土議

話
、-'
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理事選出規定

1.この規定は本会会則第6条2項による理事選出に関して規定する。

2.全国を付表に示す地区に分け，夫々の登録した地区の評議員数の約10%(四捨五入とする〉

を地践の定数とする。

3.互選の方法は，新評議員が各地匿の新評議員のEわから理事定数の連記とする。

4.投票締切臼は会長が決定し，投票は郵送により行う。

2 )投票締切臼消印は有効とする。

5.開票は選挙管理委員(評議員選出規定による選挙管理委員が兼ねる)全員の立合いの上符

つ。

6.投票用紙に地認定数以上の者にO印を記入した者はその投票用紙については全員が無効と

する。

2) 0印が地区定数にみたない投票用紙についてはそのO印を付した者の得票として有効と

する。

3) 0印以外の印(例えば×却，ム~p等)が記入されたものは，その者について無効とする。

O印の他に称号，敬称等の記入は有効とする。

7.本規定は平成 2年 8月4日より発効する。



日本看護研究学会奨学会規定

第 l条(名称〉

本会を日本審議研究学会奨学会(研究奨学会と略す)とする。

第 2条(話的〉

本会は臼本看護研究学会の事業のーっとして，擾秀な看護学研究者の育成のために，その研

究費用の一部を贈与し，研究成果により看護学の発展に寄与することを自的とする。

3条(資金)

本会の資金として，前条の毘的で本会に贈与された資金を基金として，その金利をもって奨

学金に当てる。

会計年度は 4月 1Bより

第 4条(対象)

3月31までとする。

日本看護研究学会会員として l年以上の研究活動を継続している者で，申請または操議に

より，その訴究目的，研究内容，審査の上適当と認めた者若子名とする。

2.奨学金は対象研究課題の 1年間の研究費用に充当するものとして贈る。

3.研究が継続され，更に継続して奨学金を希望するものは，改めて申請を行うこととする。

5条〈義務〉

この葉学金を受けた者はヲ対象研究課題の l年認の業績成果を次年度日本看護研究学会総会

において口頭発表し，更に可及的早い時期に日本看護研究学会誌に論文を掲載し公刊する義務

を負うこととする。

第6条(罰金〉

奨学金を受けた者の負う義務を怠り，また日本看護研究学会会員として，その名誉を甚だし

く設損する行為のあった場合は，委員会が査開の上，贈与した奨学金の金額の返還を命ずるこ

とがある。

7条 (委員会)

本会の運営，審査等の事業にあたり，日本看護研究学会理事会より誰薦された若手名の委員

によって委員会を設ける。

2.委員会に委員長を震き，本会を総務する。

3匝委員会は次の事項を掌務する。

(1) 基金の財産管理及び日本看護研究学会会長への会計報告

(2) 奨学金援与者の選考，決定及び会長への報告

(3) 授与者の義務履行の確認、及び不接持者の査関，議員IJ適用の決定及び会長への報告

第8条

より報告を受けた事項は臼本看護研究学会会長が総会に報告する。

第百条

奨学金与を授与する者の募集規定は委員会において崩に定め，会員に公告する。

第10条

本規定は昭和54年 9月24日より発効する。

付員Ij

1 )昭和59年7月22尽 一部改正(会計年疫の期日変更)実施する。
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日本看護研究学会雑誌編集委員会規定

1. (自的〉

この規定は会則 2条による学会誌の発行に関わる企画運営のため，会員IJ第6条3項 4項

に基いて驚かれる，日本看護研究学会雑誌編集委員会(編集委員会と絡す)の運営について

規定する。

2. (委員，定数)

委員は理事評議員の中から主主選により 9名を選出する。うち 1名を委員長とし，編集担当

常任理事となる。

3. (任期)

委員の任期は3年とし，再選を妨げない 0

4. (委員会開催)

委員は必要に応じて委員長が招集し開催する。また，文書に依る問議を，これに代えるこ

ともできる。

5. (掲載論文選考)

別に定める投稿規定に従って投稿された論文は，委員会の審査を経て，その掲載を決定す

る。特に審査上，問題あるものについては委員長の依頼した援数名の委員の査読による意見

を勝、して決定する。

6. (手当)

査読にさ当った委員に委員会運営費より手当を支給することができる。

7. この規定は昭和59年四月 l日より発効する。
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百本看護新究学会雑誌投穣規定

1.本誌に投稿するには，著者，共著者すべて，本学会員でなくてはならない。但し，綴集委良会により

依頼したものはこの限りでない。

2. Jj支稿が訪日り上りで，下認の論文類別による制限頁数以下の場合札その掲載料は無料とする。その制

緩を超過した場合は所定の料金を徴集する。

論文類別 制限頁数 E芸稿枚数(含関表〉

潔 華子 1 01'ii 約 4 5枚

総 説 1 0頁 約 4 5枚

三硝ふ滋 壌 21'ii 約 9枚

挙例報告 31'ii 章句 1 5枚

そ の他 21'ii 約 9枚

超過料金は，制りよりで超過分， 11'ii Iこっき7，000内とする。

別別については，予め著者より申込をうけて有料で印献する。

別席IJ料金は， 30問×尉りより1'ii数×部数 (50部を単位とする)

3.原稿用紙は原則として， B5版， 400 いること。

原稿用紙 (40 0字詰)

5枚弱で腕りより 11'ii

といわれている。図表

は大小あるがつが

原稿用紙 1枚分以上と

考える。

4.顕著受は， B51援用紙にトレースした原関を添えること O 印刷業殺でトレースが必姿になった時にはそ

の笑費そ徴収する。

5.図表・写真等は原稿本文とはl.lIJにまとめて巻末に添え，本文の持入希望箆所はその位震の鶏外iこ〔表

1)の如く朱記すること。

6.原幸子として掲載を希裂する場合は， 250誇稼度の英文抄録，及びその和文 (400学務度〉を添えること。

英文抄録はタイプ〈ダブルスペース〉とする。

7.原穏には表綬を付け，

l)J二段構lこ，表題，英文表題(各単語の霊長文字を大文字とする)，著者氏名(ローマ字氏名併記)， 

新潟機関(英文併記)を記入のこと。

2 )下段織には，本文，図表・写真等の枚数を明記し，希望する原稿滋別を朱記すること。また髪絡

先の宛:g，伎所，電話番号を記入すること。

3) l.lIJ席目安希裂する場合は， l.lIJ劇*きsと朱記すること。

8.投稿原稿iこは，表紙，主主文，図表，写真等すべての資読煎コピー 2部を添えて提出のこと O

9.投稿原稿の採否及び，原稿の類別については，編集委員会で決定するo

10.原稿は隊員せとして返却しない。

11.校正に当り，初校は著者が 2校以後は著者校正iこ慕づいて綴祭委員会が行う。なお，校誌の際の加

筆は一切認めない。

12.原稿の郵送先I;l:.

'T260千葉市中央区亥長率 1-8 

千葉大学看護学部者護実該研究指導センター内 内海渓宛

13.封筒の表に， iB毒号研誌原稿jと朱記し，響額郵送で郵送のこと。

14.原稿が到着後，速やかに原稿受付票を発行し郵送する。
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原種執筆要領

1.原稿用紙B5版横書き400字詰めを使用する。

2.当用摸字，新かなづかいを用い，稽書で簡潔，明瞭に書くこと。(ワープロも可)

3.原著の構成は

I.緒言(はじめに)，立.研究(実験)方法，滋.研究結果(実験成績)， N.考察，

V.結論〈むすび)， VI.文献とし，項目分けは1. 2…， 1)， 2)…，①，②…の区分とする 0

4.数字は算用数字を用い，単位や符号は慣舟のものを使用する。特定分野のみで用いられる単位，

略号，符号や表現lこは註書きで簡単な説明を加える。

ローマ字は活字体を用い，出来ればタイプを踏いることo mg， Eq等イタリックを用いる場合

は，その下に朱のアンダーラインを付すること。

5.図表，写真等は，それを説明する文章の末尾に〈表1)のように記入し，さらに本文とは別に

挿入希望の位量を，原稿の欄外に(表1)のごとく朱書する。

関表は原稿本文とは剖にまとめて，巻末に添えること。

6.文献記載の様式

文献は本文の引用笛所の蔚に 1).れのように番号で示し，本文探稿の最後に一括して引用番号

阪に整理して記載する。文献著者が2名以上の場合は筆頭者名のみをあげ， 00他とする。

雑誌略名は邦文誌では，医学中央雑誌，欧文誌では， INDEX MEDICUS及びINTERNATIONAL

NURSING INDEXに従い，頁表示は各号ページとするc

{記載方法の例示]

・雑誌;近海範子:看護婦のBurnOutに関する要因分析ーストレス認知，コーピンク;及びBURN

OUTの関係…看護研究， 21 (2) ，pp. 159~172， 1988. 

; Henderson， V. : The Essence of Nursing in High Technology， Nurs. Adm. Q.， 

9 (4) ， pp. 1 ~ 9， Summer 1985. 

・単行書，宗像留次:行動科学からみた健康と病気， 184，メヂカルフレンド社，東京， 1987. 

，分損執筆のものについては:安藤格:心身の成長期の諸問題，健康科学(本臨日

白地編)， 214~229，医学書読，東京， 1986. 

; Freeman&Heinrich : Community Health Nursing Practice， W. B. Saunders Comp-

any， Philadelphia， 1981，構本正巳監訳，地域保健と看護活動一理論と実践一，

書院サウンダース，東京， 1984. 

7.表紙

原稿には表紙を付し，上半分に標題，英文タイトルの最初(文頭〉及び前寵謂，冠認，接続詞

以外の単語の最初の文字を大文字とする。著者氏名(ローマ字併記)，所属機関名(英文名称併

記〉を記入する。(上記英文雑誌の例示を参照〉

そしてその下に本文，関表，写真等の枚数を明記し，希望する原稿類別を朱書すること。下半分

に連絡用住所，氏名，電話番号を記入すること。

8.顕著投稿に際しでは， 250語程度の英文抄録 (Abstract)および，その和文 (400字程度)を付

けること。
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